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--t・E JI  4b 

政
Jー、I・-'i:

夫 股

2.朗 木 男 殿 15. 00 
-r t  I  

IH 瓦t E役

2.朗 ヰナ 谷 A 殿 20. 00 
)グeJJ-

ifZ E琵 三 殿

S. 佃 ネf ir!j 
殿 20.ω  奥 111 日 ｈ ｾ 一 段



5. 朗 回
口 413. 殿 10.佃 長 谷 川 現 殿

14.ω I肌 玉 隆 司 殿 5.朗 大

ノ局命、
郎 殿

捌 .ω 大 日 不 紡 績株式合枇殿 10. 00 )  11 チ1: 要 殿

5;帥 7G .良 動 殿 30.00 同 中 勇 τ仁lf m 

7.ω 根 本 集 土 殿 10.ω iIIJ  111 f米 氷 殿

5. ω  ノj 、 悶 f主主 i合 郎 』投 5. ω 一 宅 利 雄: 殿

10.ω  谷 )11 政 夫 殴 加 . 帥 住友金属工業株主 ， ｴ ＭＱ ｾＮ￱ ｩＺｩＺ殿

以上 本月計 ￥ 4577. 00 

累 計 ￥ 17，5616. 00 

/此の外創立記念として本省基本金へ寄附受け入額 主 5倒 防 帥i

l時貯金にて糊込賜りし分は柑告を以て領政書に代へ別にj

領 l波書量行いたさず候篠不悪御諒承祖下度倹 /  

昭 和 十 七 年 五 月 一 日

社圏法人日 本 建 築 協 曾

酒 、ｾ Ｍ一一ＭＭーＭＭ一一一 ｾｗ ・

冒 告

五月は記念事業主催の見事舎として京都方面に、又クラブ室主催 と

して彦根方面に 、見皐開催の橡定てあ りますので本幹事曾主催の見皐

は五月は中止 し六月に延期する 事に致 しました。 六月の催は弐筑に掲

載御通知致 します。

五 月 一 日

1:L:<j >: 建築協 曾 曾勢幹事 長

山 脇 友 三 郎
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口

海 軍 建 築 技 術 者 募 集

海軍の要望されてゐる建築技術者 は我が戦果に依り磁定されたる南

方々面の主として重要建築物の設計並ーに現場監督に従事するものにし

て、目下内地に於ては次第にー往・築工事は減少し 、此虚字ケ年も経過す

るに於ては建築用資材( 特に木材〉の則i より特殊の時局に要望さる L

以外の建築物は殆ど;往築をねし作ざる H犬勢に立到る べ きを致想、さる 。

建築技術若諸君は将来共の千腕を活用し作る f荷足の境地を得難き本

土に止まるが女11きは賢明の策にあらざるべし コ体ひ海軍首局 に於て南

方の作戦上、或は開設上諸君のごF腕に期作さる L 慶大なるものあり 。

諸君は振って之に臆募し 、以って職域を通じ悼!家にq.alJ 奉公申上ぐると

共に大東51! 建設の戦士としての築審を荷はれん半を担む C

下に志望者に針する諸依件を病記す

1. 採 用 先 海 軍 特

1 . 任 地 南方方面ニシア諸建築物建設ニ従事ス

1. 待 遇 皐 歴 経l政任地ノ遠近等考査相営優遇セラレラミ赴任族吠支給ス

1. 募 集 人員 海軍技自 ｉ ｉｩ 、技 手 トジアギ ｾ ｏ ｏ 名

1 . 勤務年限 二 ヶ年トス伺 ν 本人ノ希望ニヨリ引績キ勤務歓迎ス

1. 希 望 者 J 、各府腕建築課長、主任官宛叉 J 、本舎へ履歴書抜 ニ資格 、待 遇、赴

任地等ノ希望僚項ヲ添エ待11申出或 J 、照合サレ度ジ。

1 . 現在奉職中ニジア膿募ノ怖い、主務執{ 及関係各展、等ヨリ雇傭主 ニ針 ν 充 分 斡

旋ノ，芳ヲ執リ決ジア本人ニ迷惑ヲ及ホザザノV コ ト。

1. 申込期日 昭 和 十 七年 五 月二十I i 迄

昭 和 十 七 年 五 月 一 H

枇 | 調 法 人 日 本 建 築 協 曾

令 長 片 岡 安



逆瀬川賓爆演習・木造家屋調査・・措嘗大阪府建築課、兵庫懸建築課

( 中 昔 日 憲 司 令 部 検 閲 清〕

1 . 第 1 披 家 屋 全 景 ( 南方ヨリ眺ム〉

2.  第 ｉｾ 家彊南側東寄り窓 Ｈ 板防謎 〉 3.  第 1披家屋西側北寄リ窓

1  v  



6. 第 1餓 家 屋 内 部 被 害 妖 羽 7 同 左

逆 瀬 川 賓 爆 演 習 a 木 造 家 屋 調 査 ・ ・ 揮 官 大 阪 府 建 築 課 、 兵 庫 牒 建 築 課

9. 第 2 按 家 屋 偲IJ i裏 紋 羽

〈 西 側 ヨ リ 〕
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8. 第 2 鵠 家 屋 倒箆完走 羽

( 東 側 ョ リ 〉
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社 圏 法 人 ・ 日 本 建 築 協 禽 ・ 創 立 2 5 年 記 念

祝 賀 式 ・ 片 岡 舎 長 の 式 歯 車 17 年 3 月 3 0 日 鈴 大 阪 中 央 公 曾 堂

JT 岡 舎 長 に 釣 し 感 謝 猷 贈 呈 功 害 事 者 代 表 に 針 し 感 謝 欽 贈 呈
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記 念 式 奥 表 彰 式 祝 賀 曾 寓 虞

大 宴 曾 揚 の 全 景 一 一 一 来 賓 、 舎 員 ! (  9 名 t¥

曾員功苦手者代表に封し表彰獄並に記念品贈呈
宴曾場に於ける井岡倉長の挨拶
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設 計 係
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伊藤一一一寸御挨陵中上げます。大正六年に闘

西建築協ヂ? として日本建築協合の珪砕を見まして

から 、本年で丁度廿五年になりますので、 その創

立廿五周年の記念事業をやる ことになってをちま

す。 ま? こ『建築 u吐令J におき ましてい 五月慌

を記念競にしfこい議定をして居るのでありますが

なほ汁五周年。記念誌も殻行し? ご いと %へてをり

ます。それらにつきまして 、tト五年 1) 問問、なら

びに建築界の饗遜 とL、ょ、や うな 顕材で創立首時か

ら合に御閥係の深い方 及々共の後の鐙漫につ いて

特 I'C御Wi J係の深 い方々にお集りを願ひまして 、全

日の座談合を催し、 それを 『建築 とj仕合』の記事

.I'C しfこいと考へてをちますので、今 夕; b' 集 りを腕

ひましにや うな失第であります。

昭和 7 年十五周年泡念の際にも 、共の ころを詰

る座談合を、 官時 12人の方にお集りを[ 飼ってやっ

てをるのてありますが、共の うち の武問先生、雄

弁先生、大林四郎さん、小林さんの四氏が、こ の

10年間に亡くなってをります。十五周年の時にも

創立営時の事情 とか 、; j { : の官時の世相 、あるひは

建築界の情勢などに就い ていろいろな座談ヂ? をし

て頂いて居ります のが、やは りこ の魚岩であつに

のであります。共れから思へば早い ものでナが、

今度 ま? こ魚、岩で創立官時からの座談合をやって頂

〈につ! き ましで は、まに同じや うな話も津山ある

こ色、 は思ひますが、こ の頃の若い合員連中は 、

創立首時の いろんな苦心とか、 '詳しいことが判っ

てをりませんし 、多少重復する庭があ りま L て

も、お話をし て頂けば非常に結構と息ひます。な

ほ今日お集りの方のほかに竹) 燥さん 、小笠原さ

ん、木子 さん、石凹 さんが御Wt席、それから本的・

きんは御出席の通知は頂いてをりましたが、急: に

障 の具合が悪いと 言ょ、 ので、共陀御快用[ になって

居 ります。これ t:.' けFt J -.げまして 、まづ第ーに創

立首時の事情、共の頃の情勢につ いて片岡先生か

ら色々お話を願ひ? こいと存じます。

片岡一 - ; j { : の官時の記憶を辿って 、その時分の

建築界の桜子、更にもっと肢く技術界の様子を

寸申上げて見たいと思ひます。共の事.11!i がそ の蛍

時の嘗地tておりる有力な建築家を奮起させ 、今 日

あら しめに大きな原動力になって ゐる のではない

かと思ふのであります 。でその鈷を先つ' 巾し上げ

v  2  

ます。その首時、又はその以前は技術界は恐ろ し

い先輩良守E時代であります。先輩 といふものは非

常な樺力を持ち 、同時に指導力の中 心は全部先輩

が持って居つに。 これ は一面から言へば、非常に

、統f"l )がとれに 、技術界治子・圏となって動いに とい

よ、黙においては 、形から言へば非常に良いゃうで

あるが 、事費は必するしもさうではな〈 、ある一例

を申しますし名前を申上げると都合が悪いが、

ある内務省の最高級の技術家が、大阪の方面を措

賞してをる 人で あっ ?こ が、その 人には後に続いて

ゐる人 は全部1宵伏せねばならぬ 。この 人の 「あれ

ばいかん J e 言ょ、 お聾がか 、つに ら、どうにも な

らない 。ライオンに見込まれに兎か、 学でありま

す。これは極端な例ですが、大睦 さういよ、傾向が

めつに 。 もっと油ー首な 言葉で 言ひ現は? と良い

が 、さういよ、例が多1) 、綾急: はあるけれ ども、賓際

あ れ 建築界もやは り技術界の一部でありますか

ら、やはりその傾向があつにのであ ります 。これ

も例をいよ、?こ方が良いと思ひますが、私のゐる先

輩の友人で建築家の一入、 多少君主落な 人でし fこ

か、それが建築界の大先輩によ く思はれて ゐなか

っ? こ。技術家としてと言」、よりも 、l唯h止令人とし

て小心翼々とやってを、れば間違ひな いが、梢歪:濯

な気分があっ Tこ1誌に先輩からは何となしに 1t.う

も あればなかなか一一」 とｾ， ｾ、風に見ら れに 。 と

ころがその 人を自分の技術の監' 静事務所、あ らゆ

る技術家の集る監督事務所に伎はうとした時 、そ

の建築界の先輩にその経営者が、あの男は君の後

進fごがどう か、と聞い fこら、 あらは L、かんせ¥と

答へTこ。 そこでその建築家なり他の専門の技術家

のあらゆるも のを綜合して ゐ る事務所 を経営する

何とかの主人公は非常に憤慨して、京，ーさう簡単に

後進を片つ' けにのでは 、その 人間は飯の食ひはぐ

れで はな いか、立つ瀬がな いではないか、さう 簡

単にあれば いかんせ' といよ、風陀後進を盤迫 し、 ntr:

舎に立てぬ様にするのはひどいじゃなし、かと言」、

ので 、大い陀抗議を申込んt.: ｾ＠ いよ、逸話でもす。 こ

んなのが蛍時の技術界の情態ですが、先輩 tて続 〈

後進はまア先輩のー嬢一笑を筑はねばならなかっ

1= e 言五、程強い指導力を 先輩が持って居つ に。こ

れは一面から見れば、機構としては非常に良いや

うに見えるが、先輩必するしも 百パ ーセント立派な



人でない場合が多いん7どから 、北':1位が非常 l亡正 直

で、人絡手千であっても、限界の 狭い 人であっ? こ

り、 あるひは設計さへ出来れば 、 ｩ Ｑｬ Ｚの 中 の ｾ ｨ はど

うで もい〉。技術家は自分の>>' -，( 1" ] 1 ごり勉強すれば

良い 、 といよ、やうな幅の狭い人でめれば、後進は

先輩と同じ型でなければならぬ ｯ 先 ｾｲｬ が技術家主

しては立減でも、 Jli[: 合人としては泊ー営でなかっ fこ

Eすれば、後から来るも のは特油首ならさ' るもの

しか出来 ないと 言ふ事になるのであります 。

賞時私は非常によ〈ないＪ商が ｭ Ｇ ｾ ひどいとい

ふことを見? このです。 そこで大正三年ごろと記憶

しますが、 ある工業の雑誌、首時は工業の雑誌は

無かつにのですが、 一つTごりあった今はもうあり

ませんが、 その雑誌に投書 をしに 。投書といって

も、そのntl: から何か記事を書 い て 〈 れ と 言五、の

で、私が論文を書いた 。 それは先輩何ものぞと 言

ふことで 、後 進一一私ども〉後進中のビリでし? こ

が、後進 iて釘ずる先輩のやりブ7 が 良 い 場 合 も あ

り、悪い場合もある 。先輩は多年の粧験苦労を杭

んに人で 、技術界は大いに傘敬せねばならぬが、

それは程度問鞠である 。後進主 言 へど も専 I"j の墜

を修め 、数年の経験を経、相 官の努力をし 、各 方

i断の研究を斬んγ ならば、場合陀よれば先輩以 !っ

の識見をもち、先輩以上の手j院を研き得ないとは

限らぬfごらう 。共 れ が一度先輩といふも のがそ こ

に現はれて 、自分が後進となっ fこら 、死ぬまでい

っち抑へられて先輩以下のもの陀よ b なれぬとい

ふ こ とになっ? こんでは枇合間家のにめに恐い、ド刻

家はさ ういよ、立味で 、技術家主? 義成 し? このではな

い。少しでも役に立つ人1mを養成し 、訓練を粧て

お閣の 7こめ陀技術を通じて有症な人になって欲し

いのが目的である 。

今のやうな先輩高能の空気がどこまで色純〈事

は岡家のにめ l乞山々しき損害 である 。後進は{111び

ることが出来ないーーといふやうな意味 の ｾ ｴ を書

いに事を莞え てをります。 それが非常にその首時

の先輩そ刺戟 し驚かしＱＺＺ 。 で私の先輩に他の ｾｗ ｊ

の先輩が、:k; 前の弟子陀は偉いやつが居る 。筒L暴

な事を言ふや Q がゐ ると 言つにと聞きましにが、

然し5 J 1j I ' C 間遠つに巧へ' でもなし 、 3 ういへばさう

か と ー いふことで終 つ に のであ ります が 、 そ の ｴＭ ｾ［ｉ 時

の技術界といふものは先輩高能時代であります。

いつからいつまでが先輩でいつか らいつま でが後

進といよ、境目があればまピしも li )"j治 12、 3 年頃 k

畢を ｾ ｈ｜ iニポーはlリj治30年l亡は20年11'，) ;1)11紘ーをしてま ピ

未来永劫訓練せん とする方がある o さうすれば私

はl明治30年に大接 =eIHiこ担任了.1ごから幾ら先輩が威

張つでもピ先輩の命に服従して行き指li，司を受けて

もい〉時代につ fこが、

然し大正 三 年伎になれば 、 Ｕｦｾ、の方も大』裂を ｈ Ｎ ｜

て、すでに げ .8 '9三、f私共よりもっと先輩の明治

24. 5年 l乞卒業して 、20年〈らゐ訓練芳持を杭んfご

人 も、やはり数年前 l亡11'，1こ J¥:; :t ltl 亡は一 切頭が上ら

なし、 。これではどこまで鑓なことが続〈か 、常 識

的のみか、数理的 lても汚へさせられに 。 そこ で奮

起せざるを得ない 。つま り先輩の長所 は製べ 、先

輩の注立はありがにく聴くべきピが、しかし大撃

を 問 て ＱＰ 年内外 の 経験を粧て併にな ら ば澗立の ｾ￰ｾ

見があってしかるべ〈 、何色先輩を凌ぐ とか、反

抗する のでなく 、先輩の切り開し、? こ道以外D 更に

f6!( い道、法'j ｾ、 ｊｬ ｉ ｾ 開拓するのは似ｼ家的義傍があ

る 。 叉それ Ｑ ｾＧ け の 識見が大 い にあって 、 宜しい と

言ふことを?巧へ? こ みが、大正 2. 3年 と思ひ ます n

共れか ら時代がさ うしゴ、時代ですから 、防j回 liL

日る建築家の連中もやはり先輩の命を交け先輩の

来 fこ道より幅の占有い道に出ることがIH?/<: ぬや うな

M態にあって「 これでは L、かん | と言ふ こ とを皆

んな考へ「もつ e ntf:合間家陀識すべき院し、迅ーがあ

るはすサゴ」どいよ、考へが恐らくその首時の建築界

l乞身を立てゃ うとしてゐる有力 な人のI1nに渦. ち々

々して居つ仁左思ひます。 それでその官;時槻を飛

ばして京阪神陀をる建築家の有力者陀集ってもら

って「我々の力によって枇令同家に大いにサーヴ

イス を しようじゃな いか、先輩の後= efp. U、て帽の

狭い道を行 u ごけでは相すまぬ」 といふ意味= e IU:

露. し?こ所、 その趣旨 l乞は大賛成 、王争やら うらや

ないか e ｾ、ふことになっ ｩＺ 。 此れが建築協合の出

来 ?こ全面の理由ではない が、相官大きなJ ; mr: Hであ

る と私は思ってをります r 私はその〈らゐ陀して

おきます c

伊 藤一一一十五周年の，; 己念披を見まして色 、その

首時建坊( ケンボン〉千? といふやうな合があっ 7こ

らしゅ うごさ1 、ますが 、その訟のお話を 一つ。

葛野 一一建坊ヂ? といふ のは その首時の若手の闇
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睡であっ Tこわけです。それが建築協合創立の側面

; 塁動ですかね 、始結集っ てお一月: ひ意見の交換をも

っ とやら うじ ゃなし、かと言ふことでと 、tj: iJ. 週一向!

道頓掛勺 ライオン l亡集っ て、お互び l乙訴し合つ fこ

事があります。

tfI はfこY 若い連qJ が三まって飲なとい」、合であっ

?こが一一叉箕 i百のラジュ ーム温泉で 、ケンボン令

のｾＢＱｦ 1=1:tが 築つ? こ 。名前・はどうか女11 らんが、〉: ; 局若

い述rl :t 10数人が寄って 、 その也・時建築接令の支部

のことで色々話があっ? こが、支部よりも特殊の園

程が良からうといよ、やうなこ とを言って居fこ。 そ

の時、Tこまにま月ー岡先生が京ii 反i(r I[ 1のものぞ召集さ

れに 。fごからまアこれがー商において側lffi 運動全

ゃっ? こ事になるのでせ うね。

片岡一ーその前陀 7. 8 年11.¥] b  *郎、て居つ f二台が

ありまナ。その時介は有力な建築家は極めて教が

少なかっ? こけれどち、: t ，. 万7ひの交通がない 。名前

は9.11って居る 。何年卒業し? こ人 、何をして照るか

は9，'11つて民ても 、Tこま lて紹介されで も帽子を 11)(. る

以外交通がない 。 これはお互ひよくないとしゴ、の

ーで、京阪nIl [1のも.のが集って 、月ピ一度か二月 K 一

度懇親' 6 ' 1 、懇談合をやらうどいふので、集つ fこの

カtオキナ合です 。

大|夜、京都、奈良。奈良陀は附野れが古枇寺開

係、で、 京都には武田宗一ーその時分来てをつ? こか

どうか知sらんが一一京都陀は技術家が 2. 3 入、 大

阪に 5.6 入、あうしづ、 10人位の建築家の懇親令が

出来fこ。ぞれがオキナ合でに Y 雑 談の合、飲食の

合 で す 。一 緒に話をするＮ，ＮｾＮけです 。 大阪 、 京都 、

奈良の頭字をとってオキナ合と 言つにのですが、

そんな令じゃ問時陀なら ぬといよ、 のが若い 人の考

へであっ? こ。

伊蕗一一 共の頃今村、さんあ Tこり新い人7ごっ? こん

ですか 。

今 林一ー もちろん若い部ですよ p 2p年号 |いて下

さい ( 笑聾) 廷喋協合の琵生し仁時分は居りまし

Tこが、先程J c i - 問先生があーっしゃっ? こオキナヂ? とい

ふのは私狗l りまやん。

ｾｴ れから建坊ヂ＿といふ の、 は 、 共庭 ｬ てゐられる葛

野さんあTこりが中心で し? こゃうです。迅匂i掘のラ

イオンと云へば 、カフェの草分でせうね 。共庇で

毎週一回実つにも のです。協合が生れる少し前と

v 4  

}l!，ひますが、その官時の若い先生方が寄って、討

の内容は古いことで忘れ? こが、 e f ' L 角何か閣躍を

作るに就て立見を極める といふ棋なことをやって

居つ fこ。お前も 出て来いとし、ふことで、僕もそこ

へ行〈と 、一等: 業が花かつに のでとてもノj 、情みに

いlて級 lまれて 、予7々 しくて仕方がないが、 {夫等述

中は 2. 3 人 しか居らない 。 2.3人ではどうも物に

ならぬので、やはり どこか陀喰つい てゐないと仕

桜がないから 、ノj 、使ひ をやっ てゐ fこ。丁度公合一訟

が ｩ ｦｬｬｾ ､ こ時分ですから大正 Ｗ 年ですか 、 大 分加え

?こ ので一つ もプロックをこしらえやうじゃなし、か

どうも走り佼ひばかりするんではし、かんと 言ふの

で、確かその時分公合堂の部屋を借 りて、これも

臼!J!!1- 問やる事 l亡しまし fこ。者: 飯石?食ひながら、

その時碓か佐藤れももよい¥ノ見え? こゃうです

ね。

{jt 等 ' 立大JE 'ie年以後の人が) ( 正令と披して府つ

?こ詩ーです。 ところが良いことには太正合は年々メ

ンパ ーが衛 えるが、、起: 坊合iて至つては托にこそす

れ哨える事はない( 笑控) .，.ごから相 ;-l! ;熱があがっ

Tこ。 さういよ、わけで、 これ も何年かやっ? こもので

す 。 先程のｦＡ￭ＺＩ燦四郎事イなどは編 ｾｈｦ {(: - 乎陀やって

くれに 。世話好 Z でもあり 、文筆も立ち仲々 良〈

熱心にして〈れ? こ 。佐藤れが何年陀去られ? こか分

からぬがその後大正も 15年陀なればおしまひで、

先程死ぬことを言ひまし7こが、今度はわが身もそ

の通りでとん さん:噌えるわけでもない賞際にお

いてうんと減りましに 。共んなわりでいつやら大

正令色 ＱＡ｜ｾ < なってしまっ? この℃ーす。その大正合が

無くなっ? こ 。私ももよいちよい世話係をして居り

ましにが、その後さういふ部分的なものはやらな

いで皆ー絡にやらうじゃないかといふので 、全部

古いのも新らしいのも l隣合しにわけであります。

その後人数は非常に多くなっ? こが、一向大し? こ熱

もなくなり、叉問顕も無くなり 、無くなりとし、ょ、

のはをかしいが、問題を作らなくなっ? こわげです

がーーー

池田ー一一今片岡 3 んがお話になっ? このと 、葛野

さん 、今林さんがおっしゃっ fこ問の繋ぎを申上げ

fこいと思ひます 。

私が大阪に列ｾＮ，Ｎこのが ＳＷ 年の Ｘ 月です。ｦｮｊんでも

Ｗ 月ですか 、 所 ｾｬｾ 今 お話のあっ＿こオキナ合があっ



fこらしし、。そ れで亡 < lj. つに龍谷': ( 1，' が奈良 lて大付11

修符1 ) 1こめ米て居って 、オキナ併が )Ie常 lて|面白〈

って 、もう少し-7. <  ｾＨれ ばよかっ ｦ こと いよ、話で、

一 刊ほど湿〈来＿こｲＮｾ入れらな かっ ＿ こが 、 その後 入

れてもらひ ましに 。片岡さんの話で は先輩が後輩

ｾ ｉ Ｇｬ＠ {t>lm也すると いよ、方でし? こが、私はその時介、ー

蒋オ71巨で 、漸ゃく オキ ナ令花入れてもらっ ?こ が、

その時 lて先輩の方が在、どもを非常に引張って下ナ

って御" . wl 走して下すって、何でも若いものは令賀

も余計H:¥きんで先輩が多< /fJ， し. 幹事としては先

輩の人と制〈計し、もの選んで 始終鑓るや うにし

?こ 。私共司( 1こすfiめには亡 くなら ( L1こ，t J i て五郎さん

と組まされ、 全部茂さん の お Ｑ Ｑ ＱＺ ｾ Ｑｩ になっ ｦ こ事があ

っTこ様な次第で 、その時分オキナヂ? の先輩有力 な

方 |々乞非常に御馳走 l乙も 到る ので、いつも具合の

よい方の令でし仁 。

ありがfこい ものTごと思ってゐまし 1: 。その うち

なかっ ?こ。全く 片岡さん の御努力 l亡依つにもので

すが、我々荒いもの〉考へ? こ所セ片岡さんの前か

らのおちへと 一致しにといふわりで、早< /1¥升(1こ

んでありますが。共の うち に段々オキナ令も なく

なって、ケンボン令とい ふものが 、色々協合の運

f査をや ワて行〈について 、ifすか民fAJ J力がなげれば

ならぬといよ、の予、そこ で道 関明。のカフェの屋根

裏がお客が ｾＨなし、か ら 、い つまでほっ てもよいの

で、計い 7.8 人のもの が、 何 う宥」、議閣に しよ

う、 この建議i亡しようじゃないかと 言 ふので、 こ

れか陰の参謀本部み fこ1，、なも の陀な つ?こ のです 。

それが Ｑ Ｋ｜ ，Ｂ｛来 て 表 ｉ ，Ｇｾ 1亡協千?長にか うL、」、議 積 、か

うい よ、 ｼ用 問といって ｈＱ す 。 そ の案が 道 ｬ 閉以ｾ ｜ の照 根

裏の参謀本部予 }I¥y，( あがるんです 。共底では筑焔

が大き 〈鹿んな ものです 。令長の所に行げば、共

れほど の気焔でもなくなるが . 陰の3 j ; t 焔 は大 し

にも のに。大日豊そんなもんでせ う繋ぎといへば

ｬ 乞今の ［ｴ Ａｩｾ 、 連 ＺＱ Ｎ Ｑ が き一 つ ｐ ぜか巧へやうじゃなし、か 一一。

といふ ので、今葛野手Rの育lまれにr l - I前山lf?? に箆つ

で 、 まづ「瓶子倒る」とい ふ言葉カ ｾ ｩｬｬ まし ＱＺ 7夕、

その時分論じ? こ間関はこの建築畢界の何かヂ? をff

らう 、 ぞれK 就いては建築皐併の文部陀ずるか、

別の建築 協令なり 、日Jj の令 l亡するか と言ふこ主 に

つ いて非11;1' 1 : 論議をし? こが、 まTごその時 lては京都

大製も 出 来て ゐ ないし 、昼嘉子 ＿ の支部 と 育 つでもぎ ｊｾ

り嵯1! i ' らしいこともなつかしいじゃ 7μ 、かといふ

ので、いろいろ 理 Lil もあっfこが 、結局事界の支 部

lとせ十協令のJi長なものを件: ら うといふ こと 1'[ なつ

fこ。

其のうちに波江震その他大官官いろんな 人が居つ

7こが、我々 大 いに得: むになっ仁川、 放江沢A が; ;.岡

さんに話をし? こ鹿、n問さんがその考 へを持って

をられにI走へ. 我々がヂ? をやらうじゃなし、かと言

ふので、共れは良いから大いにや・らうといふの

で、; ; 同さんがきっと極め られてしまっ?こ。

れんなもんfごから 、我 々から言へば、我々が た

いK やら うと忠って汚へて居つにことを j iー同さん

l亡すっか り御指導を受 けて しま って、iii} tごか我々

が主張してやら うとし 、ふことを J:S I'L hll 揚を援はれ

にや うなものTごと いふ英ひ話です。

片岡さ ん ‘ がやられ ＿こ から 労Ａｾ論かういふ集り も ｽＧｉＧ ，

3j q こので、我々で は とて も困架の背較べではIi'， ;;j( 

今林一一今日さうし、 ょ、闇濯がないといよ、のは遺

憾ですね 。

池田一一 お応なりといよ、か 集つに時ち ょっとお

院な りの7U: 兄を今日はやってゐるが、常時はこれ

がちゃんと参謀本部になって繰りに練 つに問題で

すから 、令長陀もっ て行〈と、共れじゃ良から う

といふ事陀なる 。原動力 lてrl l心が あっ fこやうに感

じますね 。我々旬遡集っ て付l 々巾論乙駁、口角i臼

をヲｾばしてやっ たものですよ 。

葛野 」ー Ｍ［ｦ ｩ 、 が大阪に ｾ ｱ こ のがた ｊｅＲ 年ですが 、

その時介 、大阪の役所の窓から 見て問 るので、il L:

t  ｾＧｮ 脅かつにが 、東京 ｬ 乞 比べ る と ｪ ド常 に遮 れてをつ

にわけです。i! i 内を見渡しで も建築ら しい建築は

殆ど見北らぬ。私 は丁度その時分紅円新聞の楼婆

Ｑｾ Ｑｉ Ｑ 之友 人 が日って、新聞が 日 曜附探創 刊してをり

ますが、 それに全[街市街 の 建 築 堂 書 け と 言i 、の

で、苦: かさ h 1ここと を史えでゐますが、ff iんどi! f.

?ftすべき大 Z な ものがなかっ 7こ。その後欧洲戦争

が起 り、な1<: '1止nnが景気つ' い?こ。丁度ーね訴の建築

界がそれから非常 な勃興時代lて這入つに ものでは

ないかと 忠ひます。

従って; t '，: 1， 、人がf長山集まら れTこ。大阪の建築界

は非 常 な ｭ ｾｻ ｻｴ＾ Er: し? こわけですね 。建築 協合のー

｛ＱＧ買に はさ う ｌ 吐、気分が多分 ＿に 乎 ｦｾ よっ てゐる 。 皆が
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熱を? 持っ てゐる。ポ1:問がー町その域 tて詑 して居つ

＿ こ 。 従つア都 ￯ ｬ ｲｾ Ｎ十説法とか 、 建築物法とかいろん

な問閣が起って米fこ。建築協合が中心忙なって 、

きういふ問! 演をやるとか 、絞 L、て t li宅改造| 尊覧千?

とか大いに元気があっ7こが、結局首時の大阪の建

築界がー聞か らいへば勃興時代でゐります。|専問

令でも 色 々定恒夫 して 15. .6高岡の寄附金が集つ Tこ句

はやはり好況のら波で司すが、只では集らぬわけで

す。 さう 言ふ所も興って 力ある と思ひます。

伊藤一一今のお話 l亡よりますし其の頃中心k

Tょっ 1: 方 が 非d市に元気があっ仁左 言ふ ことです

が、 この頃の黙し、将は意気地がないや うにも問え

るんですが、その官:;r侍の建築家の方 の々iltt 令的 地

位が今日とは犬分泣ーってをつ 1こんではないでせう

か。

葛野一一此の頃はイrt l 々元気のtHる余地がないん

Tごね 。

片岡一一葛野:nの言はれTこ共の而の大局il針ごが

建築家といふものはやはり、何と 言ふか道繁ilti 度と

いよ、か、建築家といふものは自己満足で、 今から

ヨラへると貨にノj 、さい畑をづきへて居つに 。Tごから建

築 と言つでも 、 まア 2寓問、 3寓閥、 5 寓 闘の こ

と に 血 ｏｊｾ になって努力して 、 報酬とか経営 カ から

言つにら賓陀微弱なノj 、さいものを扱って居つ? こ。

それが 日露戦争後 日本 D財源が増え、木賞 lて現代

文 lif j に乗り !日 す準備が出来、¥さう して明治の終り

から大正のはじめ頃 lて、始て建築も金築らしいも

のになっ?こ。従ってそれを扱ってゐる建築家もな

に教が精え、質も良〈なり 、 元気な 人 が喰えて＿ｪｾ

Tこ。 と言」、のがその貴相です。

共れで私の記憶に依れば、清水組とか大林組、

竹 中などやって居られる 人が怠1' L 3 倍、 51去と大

き 〈なっ7このは大正のはじめ 、大正4、5年とい」、

時で、 扱ってゐる分量が.iEU亡増えに。 これはお調

べになれば判 り ま す が 、金言iで言へば、今まで

l年に 100高岡以上は絶封やらぬ E いつに;i !?負人

が、一つの工事が100高岡、. 150高閣といふこ とに

なれば吃鴬して、やって良いTごら うか ，何 う?ごら

う か とい ふこ と で 、 本 ｬ て相談にオ ｾ Ｑ こ 方がありま

す。自分、の乎持 J ) 金はそんなにないが、こ んな大

きな仕事をやって良から うか、 自分の銀行に持っ

てゐる金融的信mなどから言つ で も敷10俗のもの
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になるから相談に来?こと Lゴ、深で す。この時5 [ :1.

は、;nーは金怖でやるのか 、} 町金の範問内でやるな

んて蜜柑のノJ，nみにいなことをい よ、な、建築は建

設Ｚｴｊ ｃ Ｎ｜ｉ ｾ で抗出Ｎ的 な仕事 行 、 100 寓阿の仕事ハ イ、

200高闘の仕事ハイとやればよし、 。1000高闘にな

っても幾らでも ＱＱＴ らの技術的多年のｾｊｦ ｬ ｾ 表を延長す

れば良いと言ふと吃鳴して腕って行きまし? こ。し

かしゼネラル 9 コン トラクタ { もilit 合の波 f' C乗ら

ねばならぬので、 さう いふ小さい事を 言ってをれ

子、之!;f 亡多い大きい潮流 l亡乗って米fこといふの は

仕事の話t:.' けれども 、反商 l乞おし、て建築家の力 、，

建築家の: 1 : 111 も急J 乞 1反歩、 2 反歩が 1 町歩 、 2 1l 1T

& といよ、風 lて償って来Tこ。搾山の建築家の出動す

る時代が11t ! : 合的情勢 l亡乗っ て米7こ。建築家の建築

といよ、技術が11i [ : 令的K 本首 l亡すくすく 111
1ぴる時が

来 fこんTごね。il il :令 的情勢が} l; 庭に ゐる。

鈴木一一一全〈先生の仰しゃる辺りでありまして

丁度私は清水組に入mt 致しましてから 27年目 l乞な

りますが、その首時を回目i致 し ま す し 賞 に そ の

施行法と 言ふものは幼殺なものでありましに。

私共入制: し?こその時介lて漸〈餓筋コンク リ{ ト

といふものが始まつにと思ひますが、無論タワ ー

とか 、 ミキサ { とかいふものは附ど完全なものは

ありませんでし?二百確か 4 寸a 角を繋ぎ合せて共れ

を 4 本建て 〆それに r挺 4 寸近いものをポ - ) 1. I、

で縫って怪しげなコンク リー トの タワ { を排へ

＿こ 。 鍋ち怪しげなもので 、 板金リ長りその ｾ ｉ ｊ IL! :li }l }  

引 きの鋭板を岐った 。それを今の 2段 谷、 3 段Zき

といよ、や うなお守巧なウインチはありませんから、

杭を打ってやる といふやうな極めて附単なもの ず

引_hけ'1こも のます。ミキサ ー もドラム型のものは

なく 、サイコロ型になっ? こものでありまして 、 し

かもそれを運開するといふや うな熟練しにものは

周りません。

共れで私ども自身で工夫して 、 ミキザ ー も; 塁内i

し、ウインチも巻上げて 、鍋を引っくりかへすと

いっ T二装置 も巧 へながらやっ? こも のです 。ル ーム

去か 、カウング ーウエ { トとか言ふものは% へも

及びません。工事の仕事は必す二1:から足場ーを流し

て柚段取りといふものをやっ 1: んです 。 シユ ート

もやはり板宍Ij の 8 寸板 f'C 6 寸板位のもので樋を作

りまし て、ぞの rl'l Z : 亜鉛引きの板を張って 、それ



;;d書き「合せ て、 その樋を打つ左こ ろに狩って行っ

た。そ れを22、3 fT手前 まで釈けて応つ fこのであ り

ますから 、今 日如何に施行法といふものが僅かの

nll l' C 飛躍しにかと いふことで 、今先生の御話を: ，1青j

ひまして 、その昔を思ひ1-11しまして 、つくづく感

j- Q:[ I ' L 堆へないの であります。

伊 藤一一京都の方に大撃の!十刊訂このは何年でご

さ' い ましにでもせ うか。

片岡一一武田有がこもらの高等工裂の先生をし

て照って 、共れから名古屋の高等工塾に行って 、

名古屋に相首居って 、ぞれから京都大撃に建築皐

科を創設 して米? こんTごからもっとゐと 7ごよ 。

伊藤 一一永淵さん の京都! とおいでになっ fこのは

何時頃ですか。

未満一一42年です。その時にはとに角電車はあ

りまし? こけれども 、京阪電車などは . ま1:: なかっ

?こので、全部汽率で行つ に ものです・0

片岡 一一京阪は大正になってからピよ 。

谷一一大正の初めの事 lてついてちょっと私思ひ

問 しま しfこが、少し1 ' . : 色の鐙つ? こ事をお話巾_I--:げ

ます 色、私 は非常にあ りがたいと いふ感じを持つ

にこ とがあ ります。

首時の建築界の情勢を今から顧みますと 、あの

有名な 100 寓闘の公合堂の建築です 。官時ゼネラ

J レコン トラクタ ー と言」、;JJ 負業者- の各位のnnl亡は

和賞競争の激烈な時代でありま 7すが、それでー韓

此れは安いものにやらすといふ評には行かない 。

勿論高 い もの lてやらすといふ諸には行かない 。共

れでは何をー腫 これの標準にするかとしづ、ので 、

科共も大分苦心致しまして 、堅賞な請負業者ーから

色 々な見積かが出て居ります。それを虎の子のや

う に して 集めて 、 ぞ れ の平 均 を 脱ん で居つに 。 ヲｾ

ぴ飾れて安いものもいけないが、高いものもいけ

ない。相官民剣におやり tてなってゐるちの〉平均

を見て居つ＿ こ のです。共ｾｉＧｌｻＺｻくって大韓でっちゐ

げに私 どもの?象算 といふものが比較的正 しいので

はな し、か といよ、ので、 Ji -岡 さんはじめその首時大

阪の財界の方々に集 まって頂いにのです 。そこで

その 入札を開札するにはやはり持って米fこ! 慣に 1.

2.3.の呑披をつけて 、私共が首時組ん- c あつ? こ強

' %1: を前へ出して査を して置〈 、そして押 さんのも

のを読んで行っ て、 それぞ全部寄せて 、 5 人なら

5 人で会IJ って見 る。共のものとねが こ〉に !刊して

をるものを開けて 、そして最もそれ陀接近しにも

の、そ して 11，:)I{ の Ifl ，し?こ ものより幾 らか安いも

の 、 ＿ Ｎ ｾ ｾ 、 物ではない 。

然しiたして最低ではないといふも のにし?こなら

ば、よい建築が11-1似るんぢゃなし、かといふ事で 、

それが摂準忙なって川?j (1このであります 。ですか

らその時代は現場の公務を硯ると 言 ょ、。非常に愉

快で あっ1=。大経重< J IJひ られ 1=桟な感じがしま

して 、非常lて愉快な生日を続げてをつにのであり

ます 。

J 七れからなほこれは前のことでありますが、今

林さんがはじめて大| 仮においでになっ fこ首時、松

川 といよ、方が大|坂l亡建築事務所ーをお聞き l乞なって

民つ 7こ。それで;夜、ども の恩師li から震の設計の事務

所を見に行つ fこらど うかとの事です 。

此れは可なり新らしい71!l といふ こ とであ りま し

て 、 常時 ｾｸ 筋コンク リ ー ト建築は 、 プラ ン におい

アどの くらゐ のわl介氏自j約1'" 来るも のか私、調 べ

て見? こ のであります。l明治の晩年 、日 本銀行の建

築は甚Tご唱しい建築で め りますが、こ れの 1 jlj')r の

プラシを見ま も て 、 ｾｩｴ の商積ｻ･ ＿ ｊＯ， ｪ ベて 見 まし に 。

その岱時北街銀行といひまし? こが、それは恐ろ し

く簡平な建築ピ。監が競い 、ぞこの鍛筋コンク リ

ー トの壁の商積を調べて見ましに 。今迄の建築で

は大躍34パーセユィ トの市[ も't {e控で占めてをり ます亡

が鋭筋コ¥ン クリート のものは非常κ 僅かTごつfこか

と思ひます 。

此れは首時私の調べ? こ建築 K ついてですから 、

現行1どの程度になって居るか分りません が 、なる

ほと鍛筋コンク リート といふも のは、この坪何千

闘といふや うな償の声j ｾ 、土 地 ｬ 亡おいて 、 ｬ 百簡を有

川 l司王へるといふことで 、これは一大進歩Tごとい

よ、や うに私感じましに 。 えら〈踏訴 し色々勤 めfこ

ことであります 。此れがちょう とブミ正 4，5年の頃

です 。

鈴木一一銭 筋 コンク リート のセメ ン トと 言ふ も

のは常時非常に不安でありまして 、ど うも問 らな

いセ メン トがあるんですよ 。それで私ども施工手f

はこのセメン トlて! よ! るんです c その常時は樽でし

?こが、入つ fこものを百樽ぐらゐづ〉 別棟κ 積場所

を決めて 、そして抜 きと つにものです 。それをも
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ゃん左試験機にかけて呑競を打って 、何時試験し

て何日目忙折るとか、引っ張るとかしましてね 。

一棟がみな ペケになるといふ場合があるんですね

いま考へて見ると、全〈 喜多のゃうですよ 。

示潮一一 京都で は割に鶴筋 コンクリ ート が平二い

んですね 。高瀬川の橋が銭筋だといふので 、それ

をヂiニk秀次さんがやって居られに 。その後私が行

ってから、丁度共の頃日比忠彦さんが土木の講義

をして居られfこので、こ の先生に設計 してもらっ

て精紳科の銭筋の塀を作ってもらっ fこ。 これが始

て本式の計算をしてもらっ? こ犠筋の塀で、先生自

身で現場についてもらっTこ莞えがあちますが、そ

れからあとに出来? このは閣書館あ fこりですか。

伊藤一一話は少し主主ひますけれ共、建築協合事

務所が創立以来、今日の朝日ピルになるまで桐嘗

動いてをりますね 。私らは大同ピルのおしまひ頃

一寸知ってをるくらゐでありますが、此の事務所

のことについては随分初めから面白い話があると

思ふのですが… ー十五周年記念蹴で見ますと、 一

番初めは片岡先生の所にあっ? こ様ですが・…

片岡一一事務所といよ、よりはあそこにアドレス

があり、共れから安井君が居つにのi 1 自然さうな

っTこので、あれば自分の事務所で協舎の事務所と

いよ、課ではなかっ 1: 。

模ーが使つ Tてをる部屋を使ってを? るんTごから 、本

蛍の事務所ぢゃない。

池田一 一それから不動貯金ですね。

伊藤一一不動貯金、大江ピルで、それから堂ピ

J レーーー・・・

池田一一堂ピ J レから江商ピルにす4て、江商ピ ル

から今の大同に来fこのですよ 。

伊麗一ー さうですね 。大同が昭和 2 年になって

居ますし、朝日ピルが昭和 7年? す。それで今度

紀念誌にも何とか、かういよ、 馬民を集め Tこいと思

うてゐるんですけれども、不動なんかの馬員は、

何底かにないものませうか。

岡部一ーも う壊してないでせう 。

片岡一ーピルは壊しでも銀行には何か弱員ぐら

ゐある Tごらう 。しかし窮真をのせる程の償値はな

し、i:J { O

伊藤一一 然し陸史ですから・一

池田一一あの頃は大事な民い部屋にちょんぼり
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してをつにぺ食合色、出来れば何でも Hl 来 fこ色 、のす

すよ 。?こ Y 困つにのは附段が非常 VCf，討し 、んです三

階fごといふけれども 、四階ぐらゐあるん1:.' 。

片岡一一あ れは要らぬ部屋Tごから 、貸し fこの七

よ。

池田一一 それは賓に素晴し L、院し、部屋で 、三部

屋ぐら ゐ陀分れてゐ Tこ。

伊藤一一色々 25年間の大きな出来然を調べて見

? こいんですけれど も、創立が大正 6年で、 8 年陀

日本建築協合 と改栴されてをる ゃ うで すが、この

ころに都市計霊とか 、建築後初! なんて言ふものに

就いて、協合が盛んに活躍されにやうに暴いてを

ちますが

片岡一 一それは記銘にはっきりしてゐる。そ れ

は大正 6 年、こ の合が結成されるや否や 、共の年

の12月に建議を出し fこの?ご。 その建議文も ちゃん

と記鋒に建って居る 。共の建議文といふのは貫一は

僕が書い? こもの1: 。東京の建築墜舎が、既陀十数

年前から建築官条例制定を念い でくれとし寸、建議を

東京市長へ出して居つに 。そ れは都は東京1:" け?ご

と思って居る事、もう一つは東京市長 と言ふ もの

は絶大な立法機を持ってをるといよ、様な幼稚な考

へ方から Tごね 。

共ｾで東京市長十て建築後似 ｪ を急いで〈れと云ょ、

ので 、建築官条例促進賀行委員企といふものが出来

て、共れがその{ をになってをることを侯は知って

をつに 。 ところがこの建築僚例といふものはさう

簡単なものではない、此れは帝閣の大法典Tごから

内閣を動か して、そして内閣の原案として立法府

へ相談すべきものピ。東京市長な どへ持って行〈

べき佐賀のもので はない此れを住るにはまづ調脊

委員合を作って 、その調2fF. 委員合引原案を立て 、

それを絞り上げて 、然して法11，IJ局が法律文に直し

政府がそれを公布するといよ、 11国序を粧なければな

らぬもの1:." 。

それがおしまひには都市計ー重調脊. 委員合と 言ふ

ものを至急: I ' L 梼へてくれとし 、ふ建議案に なっ? こん

ピが、そのIfi まりは建築法を急いでーくれ 、その調

茶合を急: いで作って〈れと L、よ、案1: つにのです。

賞然さうい」、風に建築昼食はやらなりればならぬ

の1: つにけれども 、かういよ、風に建築製令がピン

ト はづれの建前でやって居るの ＱｾＢ から一向に進展



しない 。

共底でこれでは L 、かぬと忠つにので 、開西建築

協脅の国指ブJ で政1( j - ; を動かさうといふ事を考へ、

桜台の同日: を得て主主議しようとい .. k llr，1となり 、Ei:

築感千? の方に呼びかけに「聞西建築協作T は建築

＿去の調布合を王 ， ｾ］昨らへてくれといふことを建議

すろが、製合の方ち 一緒 IC来るかどうか 」丁度 そ

の時会陀は建築 1: 令 E いふものも 1I'，1IEてをりまし

て、この建築士令の方 lてもそれを r! I し活つ?こ 円 そ

して、 もしれ笥E がついて列4なければ、こっち Tごり

でやると云ってやっ Iこら 、 雨 F? とも無論ついて

行〈 。ついて行き fこし、りれども 、かうしづ、簡単な

文書で は よ く 介 ら な い か ら 、;;f;l IZ : : 一度川て来て

くれといよ、のですo それ，が大正 6 年の 12月 Jミか翌

年の 1月につ? こか 、建築協千: : r で線、千? とし、ふか例千?

を閉し、て、令日が寄って全 ??一致で建議を 11¥さう

としTこ。その翌月 Tごつ?こかと 思ょ、 。Tごからはっき

りしないか 、 とK 角直ぐ来てくれといよ、のでね行

勺＿こ。行って建築皐令の法制定の貴行委員 ｉＧ｛ｾｮ 談

しに所が、ぞれは皐千? としても全幅的 l亡賛成Tごか

ら早速打合せようといよ、ので 、私が書い fこ案を 11' ，

し?二 、 さうすると 、茅l-の苦い? こ建築14合のその jffi

り ＱｾＧ 。準を 入れる ｩ ｌ 余 地はない 。至 ＲＮ にそ れでやら

うではないかといふ事陀なり 、丁度内政大臣が後

藤さんにつにので 、-7-速後藤さん 1'[ 掛げ合つ ?こ。

掛合ひ ｬ 乞行つ＿このは建築協合Ｍｾ代表して ｈ｜ 、 皐合

を代表して塚本円 、 それから主主楽τ1: 合から )I( llii.:n・

其の他にもう一つ異分子がゐつに。ちょうど都市

協千? といふものが東京にあって 、藤原; n ーがその世

話をしてをったので藤原別 、この四つの困盟が署

名して、 ぞれを後藤さんに千渡して設iリ1し?こ。

さ う しにら後藤さんは技術家ｾ馬鹿にし て 照っ

て、技術家といふものは窮屈なことをいふもの

r 。京らのいふことは筋は通ってゐるかも会11れぬ

が、それは机J-_論であって、世 のrl'はそんなに筋

書通 りに行くものぢゃないよといって、妙 K 政治

家主? 筑取って、中々受付けようとしなし、。そのH手

通俗的な言葉でいへば 、 我々は折利由主ｾｊＺをして蹄

つにのL' 。我々は書生ぢやゐりません。我々は建

築の大きな闇盟を背負って20i手、30年の経験を杭

んで来てゐるの ＱｾＧ 。 今日 の 日本の乱脈 ｬ 乞なって ゐ

る建築界といふものに愛想、をつかしてゐるので 、

一刻も -7- < これ をやって欲しいと 7ょっ? このピ。書

生論にも非子、技術家の l隔の被いものにも非子、

よ〈部下の方 1'[ も相談して欲しい 。 さういって腕

つ＿こ ｯ さうすると 、 あとで後 〕泳 さんが Ｑｾｾ 下 ｬ 亡 相談

し7こらしい 。

所が丁度内務行では都市計主といよ、ことで建築

法の必要なことを痛切 ｬ 亡感じてぞれ者 ｾ｜￯ｬ ｪ 対抗訴

といふものが1 - 1¥来てをつ 1=。死んに池川宏11ーがそ

の第一回の都 市計主課長ーになってあ＿こ 。 都 ￯ｬ￯ｾ ＭｪＭ摂

とLゴ、問題は 、 西洋ちはもう法律も1 - 1 '， 来てをる

し、あらゆる将来のプランをやっ、てをる といよ、ェ

ユースを始終聞いてゐる。そこへ後藤さんが我々

の建議を見せにの?ごから 、 これは関下大>fi<!なも の

です 。内務省はこれからこの間閣を中 心陀スタ ー

トしよう としてゐる 。大きな問問ピ。 これは書生

論とか 、技 術 論 と い ふ も の で は な い 。ゐ 〉きう

か、どうしにらよいか 、 これは至急: 陀この建議iffi

ち宜ー行な さつ? こ方がよからうといふ事になっ? こ 。

此れは打合せにものでも何でもなし、 。建築協合

といふものが生れ、 その機運が熱し切ってゐる時

lι 其れが政治的の働をしないので制限して居つ

?こ 。 それが部下をi l l ! じて漸〈介つ? こ 。内務官でも

どうしょうかといよ、時であっ? こから 、 その強火野i

lて火がつ いにのです。僅か一週11¥" 1 もに〉ないうち

に後藤さんから至急: K令ひ? こいといよ、事で、越え

て 2 月の始 l亡日を約束して、叉ぉ 日lとか〉つ fこ。

今度は後藤 3 ん態度を ー謎 して正也l乞いはれに 。

ｉｾ ・この建議を部下 ｬ 乞相談し＿こ所が 、 是非此れは

やってもらいにいと いふことで あるが、就いては

君らは本常 l乞協力してやるか J I 勿論大し、陀協力

します。これは我々建築界の最江 Ｚｪ 玉大の使命 Ｑ ｾＢ 、

これが1- 1 '，来ないといよ、のは岡としても械に恥しい

こと ＱｾＧ 。 建築界としてもこんな有税を獄って見て

はをられな ｌ 、 。 Ａｻｾ一回の訓有千＿を一刻も早〈聞い

て建築法立案をされることを希望する 。献もこれ

に不賛成のものはない、みんな協力します」と言

つに所が、 よし、 ぞれぢや〉らうどし、ふことにな

っ fこわけ です。 ぞの時間し? こ案といふものは随介

除計なお節介の集までくつ〉いてゐて、 ln議案の

"'1亡は羽守'Jf ¥-; -:rを一刻ち -7- ぐ作ってくれ、その;Vi¥j1f

千? のメン バ ーはこれこれの人? ごといふ所まであっ

ｾ＠ '! 



?こ 。そのメンパ { といふのは各宵の代表1 ) ' ，ぞれ

から週: 築技術界の代表者、それか らiお生、工襲 、

土木行政のヱキスパ ート、 東京市長、東京1(-)'9，11司王

など十っと 書 いてある。 共躍でそ のil l ! りやるから

震にも建築代表者も大いにやって〈れなければ困

るぞと逆襲して来 fこ。

嘗然やりますと 言 i 、ので 、我々は背景の数千の

同僚を代表し- c H¥て行つ にo ｾ ｴ れ から後藤さんは

直ぐに、今の金 l亡しにら僅かなものです が、 2 寓

か 3 蔦といるも のを迫)JI1't象算で取つに 。 その年は

不思議な事にその ころ既 I' L ' 1象算が通過してゐ る。

それで追加i強算を 出すといふ ことになっ fこo それ

から各委員を任命することになっ? こが、手干歪日は

何でかういふ ことにな っ?こか分らぬ 古下1内ヂ? と司

法省と陸海軍符は出なかっ fこけれど る、 他 の次行

は殆ど1+11こ。文部行からは打|所義治氏がJ十¥-rこ 。内

務省からは局長ーが出? こ o 土木、工接、{ 羽生工.率 、

衛生生理の方もみ んなHHこ。建築界の方からは私

と佐野1司f と塚本古が出 7こ。皆な我々のいふ@. l J 11¥ 

7こ。建議7 ) 方も 3 日には通過しに 。2 月出て、4月

になって後藤きんが外務大臣に代ってしまっ 1=。

悶つにこと? ごと思つfこが、 新野次官が内務大臣に

なっ? こので、後藤さんが ‘ 新1']や れやれといふ こ

とになって、新型f さんの名前で召集 しに 。

内務大臣官舎が今の帝閤ホテルで、委員 、となる

べき人を指名して爪てもらっ? こ 。 ところが後藤さ

んが これの設明をすると いふのです 。外務大臣が

説明する のはおかし いではないか 、いや俺が内務

大臣をしてをつに時、 皆と協力し ようといつに

のは俺Tごから新野君、俺が説明するといふのでめ

る。 その説'ijj の.中lモ、この制3 ! f . tl は 早 怠 lてや り

Tこい 。つ いては何れ諸君に委員をお願ひし?こ し、か

ら協力を願ひ fこい。其れは貸は負うに子tてものを

教へられ? こ - ーといよ、言葉を使つにー・ーどう Tごっ

Tこかな忘れ1こが、何でもそんなやうな意味のこと

を言はれて、建築界から 言はれにが、こ れは是非

やらなければならない問題にがら 、至急に制奈を

やってほしい。一刻も早〈原案を作って欲しい。

よろし〈お願ひするといふことを挨惨されに 。

其してその年 5 月から 12月の初め迄委員が数回

にわ fこってやfって原案を作り 、法制局で立沃なも

のに作って〈れて、翌年の 3 月の 10 日ごろ衆議院
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にHHこ。 さうしてこれが 4 日か 5 日で衆議院、責

決族院を一緒に通過し 、 附則に 大 正 Ｙｾ 手か ら 六大

都市にこれ を施行するといふこ とで、 それか ら急:

いで勅令、ヂT令を作 らなげればならぬ。 勅令、 457

令を作るといよ、ので、{ 主等は毘ん引張り /1' ，され

1=0 -rごからこれは誰が何 u 、つでも 、日本の主主築

訟といふものはも附四五1 ¥築協千? の原動力が、下{ パ

{ セン トといはぬが、う ち) L十パ ーセ ン トまで1.i

働いてをつに 。 このメリット l亡1'-1- .しては接合も 一

言も 川ない。

池田一一東京市建築保初! とし、ふ のは、東京から

頼まれて建築早合が作つ? こものですが、 その首n:.'f

は今のや うな規則と か法とか言はないで係例とい

っ1=。あの! 待合肇校で初ょ、のにも建築後初!と 育つ

にも のです。 外岡が市でやって ゐる から 、* 京市

でも それを真似してやらうとい ふこと を考 へて、

貨は今の建築皐令陀頼んで米7こものです。そ して

委日を作って 「京京市建築僚例」といよ、集までち

ゃんと出来? こんです。これを市長が見て、これは

大鐙い〉ものが/:1111<1こか ら、早速や らうt 言ふ こ

とになり 、 これをやるには一週警間総監 lて相談し

て見ょう色いふことで相談しに 。

所が警視線、監はそんなものは俺の方 でやるべき

ことピーお前要らぬお節介をするといふので、ぽ

ん と勿lね られ仁。折・角出来fこ東京市の僚fy1J e いふ

ものは無駄になってしまひ、島具合で骨折つ ?こ のも

無駄になってしまつに 。そ れから今のお話の都市

計聾調奈委員令といよ、のは 、後藤さんのそ れが出

来 fこの と同時に、都市計書課 といふものが出来?こ

のでせ う。此れは前からあっ fこといふやうな先程

のお話でしTこが、共のあとの事でせう。それを扱

エ、所が なくちゃｾｾかぬといふので 、 都市計重委員

合と同時に迫力11' 1 象算をもらって都市計-繋謀といふ

ものが出来fこのでせう 。

酒井一一東京市の建築t条例 を作る時、貰は建築

接合から前問先生が高等工業 l乞肱米各都市に建築

僚令を持って来られて、私共二、 三人づっ調恋し

fここと があります。建築撃令がそれを取纏めて 、

そして東京市の建築t条例といふも のが出来Tこので

す。これが翌41年ごろ 七つにと思ひます 。それか

ら42年陀私は，墜校を IHて間合の方陀参りまして 、

大1>，反lて蹄りましにのが大正 3 年でありますが、話



時 大 阪 に:点て借家住居をし? 二時 t亡、その京地の狭

い革、建物の柿遣がひどくて傑の うち は砂地のJ:

の建物み? こいで、とても か ういよ、うち[ 亡入って生

析が! I - ¥' Ij毛るも のか といよ、や うな不交を感じてをり

まし fこ。従って建築保例といよ、やうなも のが一 日

もl j1. <都市 I' L 行はれなりれば困るなあといふこと

を感じ 、か う言」、僚が，)}ι v.'J ぺ?こsM係からかJ，:II りま

せんが、一層深〈感じてをつ? こ 。その後大正 6 年

!とこの協合が出来て、 -fj1.i . ! l i この大運動にか 〉り、

その絡に若いにといふこと は非常に時宜に越 しfこ

ものにと私ども思ってをります。又 この仕事がこ

の協合の一番長初の鷲足であると同時 l亡、ま? こ最

ー大な事業 であっ fこと今克感 じてを る次第ーで あ りま

す 。 ちょうと Ｑ 康例の ｾＱ￭ が ｾｈ ましに の で、その首時

携はつに ーニ昔前のことをちょっと

片岡一一其れはかう 言ふ こと なんです よ。首時

は何としても西洋の脱倣時代であった 。それで岡

洋のベルリンとか， ペニスとか 、パ リ{ の建築旬

生取締規J!I }、 さういふも のを胤 fFみ lとしてやって

行けると思っておっ Tこ。所 が 円i 立は ? ういよ、法 f-lt

で制裁D 出来る剖¥ifi ではない。叉さ うい ふ過去の

搭史もない 。 さうし 1 、黙は立日正な、法治問でありま

す。

ある 7JO;j dておいては最も正確なk ! "J米の建築法で

行〈べき闘であるに色拘らや . 西洋の良似としよ

うとし仁、 7ごか ら東京市にけでそれが出来る主思

ひ、東京市建築僚例とい」、も のを編上げ てゐ るの

に。ぞれは我 々もコツピー をもらつ に。側凶建築

協令初期のt ! 1 i 誌にもそれをす，っとのせに 。それか

ら建築撃合でもこれ陀闘聯し?こむ民とか 、ベルリ

ンとか 、 ロンドン の建築t条例を認しにも のを雑誌

にす・っとのせてゐ? こ。その時のt条例といふものは

東京市建築局総裁といふ ものがあ って、 この建築

局線、裁が絶大な様力を持ってゐる 。

あ〉 い」、建築を件: つては IJ Iる。か うやれ、 0 ':>

やれと命令すると 言 i 、ので ある。

日本の建築界が如何に世間の司王↑ij' 1 1 : 暗いかとい

よ、事がはっきりするんピ。 こんなも のは断然駄目

?ご。 こんなも ので行く はす' がな い。東京府でも警

技慨がないのTご。 これ は警筏椛よ りもっと強い法

律 をパックとしに警袋棋を持つにもの。警硯臨Tご

って山ｾ Ｈな い 。 もう一つ Ｎ ＱＭＺ のもので行か なりれば

ならぬもの ｲｾＧ 。

此 れはピ シト をはづれてゐる内聞のブ] で行かな

りればならぬ、と 77ふことであっ? こ 。それが協令

の初隙であって 、 まfこ:不巧の功tl tです よ。然しそ

れは先刻もけ i しにや うに 、如何 l亡も必専に迫 られ

て万?っ て、協子?か何かが11-¥来て誰かが大ti宅叱11予し

て、そ の:et 現 を府l らねばならぬといよ、チャンス で

あっ fこことピ げは時か である 。

共 れが大]f. 6 年で め りますが、それを 15年、 16

年前 l亡I_ I っても rl ' 々人はついてオ4なt 、。如何にも

必要 l亡iuつ? こその どん底に行って呼んにものから

人 もついて来るし 、 政 府も Ｑｉｔｾ 論 Ｑｮｈｉ 削午 ｋ そ の調 脊

令 のユ Ｇ，ＺヲＤ ｾ 必ｾＨｾ行ごみにし 、 法［ｪ［ ＱＩ 局で 法文化して直ぐ

議令 ｬ と ｾ ｦｬ ， し ＿こ 。 議 令ちこ の大 法 ｾｲ こつに Ｕ 日ぐら

ゐですらすら辺ii 品させるはす・はない 。 これが出来

? こといよ、 のは 、 もうそ の必要の時期I 1 : ffi られて居

?こから である。

池田 一 Ｍｾ Ｑ 七 の 前大正 Ｕ 年陀工場法が出来てゐる

が 、これなんかも一番はじめにやりか けてから 殆

ど14，5年か〉 って昂るでせうね 。それ陀こちらの

市何地建築物法、都市辻哲: 法は直ぐi且つfこんです

I llt れ? ごげ のもの が、 こんな11: -7. < 泊るのは奇蹟

ピ」といはれたのも です。必要に迫ってゐ? ことい

ふか 、まに;熱があっ? こといふか、それから比べる

と今円、 大正 8 年の事なん? ごから 、協併が旧来て

25年といへば 丁度 23年経つわりにが、その割合に

何?ごか どう もその後の速力が鈍ってゐ る と言ふ

か 、 ｾｽｪ ; } ( : T 也匿なんか全部鍛筋になってゐさうなも

のピ が、それが依然Tこるものである 。それがあの

時の勢ひ で完全に /"1' ，米てをれば、2さ製なん でいつ

に所が、平気のJ j 三 Jeでを ればい〉 のだと思はれる

のピが一一。

片岡一一一防火地区が出来宮 、 どの くらゐになる

かね 。

池田一一地FZの指定は l 年〈 らゐ遅れ? こかも知

れない 。

片岡一ー ま7 9 年か 10年ピ。

池田 一一ぞれから言つでも 20:竿経っ てゐる 。

片岡一一一防火地区に防火建築を命令することを

得る とい ふ、 さういよ、樺能を内務大田が興へられ

てゐる のにが、その機能を務事[ ，' しないのTご。伎は
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頼母木 3 んに封して、ぞか〈左も これは東京、大阪

にはやらなりればならぬとし、ふことを話したが、

それは政黛華やかなりし時代で、そんなことを官

ょ、しどうも民間の鰹消界なんかがうるさいから

まあまあといっ 7こ調子、今のやうに軍の指導力が

あれば直ヤ行げるんピが・・ー・

一昨年来僚 さんが陸軍大臣になっ ? こ時分に色々

な訓示を出し fこが、その訓示の一項陀日本の都市

は一刻も早〈燃えな L、やうなものにι なければい

かんといふことがあっ fこo それを協合で捉へて武

装委員合で決議して共れを僕にもって行けといよ、

のでもって行つにことがあるが、陸軍の言ふのは

正論である。正論でけれども議論ピけでどうにも

ならない。賓王舟ずる上に推進力を護揮しなければ

し、かんではないかといふので首局に迫つ fこが、 イ11

々貰際のところが分らな L、。ついて居って喧まし

くいはなりれば「御; むもピ」といって 、翌日は忘

れてゐる 。拘花園つにものピ。 どうしても 、 もう

一つ祉に入らないのピ。大謹防空々々と言ふけれ

ども、爆弾陀中って死ぬものは徐程運が悪い ので

そんなことよりも火事にならぬ様にしなければな

らぬのピ。

Tどから少くとも中心地Tごげは焼夷弾が中つでも

少しは焦げるにしても燃えない 。近所にも燃え移

らないf: V1C) 建物にしなればいけない。騒ぐな騒

ぐなといって、火事になれば騒ぐにらう 。

池田谷一一建築協令の第 l 回都市問題令議が公

金堂であっ? 二時、防火建築が提唱 され、私と波江

さんと、中央公合堂 でそ の賛成樹訟をや っ? ここと

を記憶してをります 。それから防火建築の立停を

大阪府と建築協合が協力して冬の寒 い日に他国先

生と自動車に乗って廻つ7こり 、私がポスタ ーや廊

告を刷らし? こり商工課の人も i協力して防火建築を

市の中に宣停 しfこ事がゐりましに、 あれが大正 12

，3年頃f: つにと思ひます。

片岡一一初めは都市計主 も非常に根本問題に慣

れて居7こが、近来は行政J-: の問題が主 lとなって、

都市計輩の利1髄を知らない都市行政の エキス パ{

トが出て来たりして一一。

池田谷一一 首時は議化運動などもやつにもので

す。

片岡「一私は非常に閤家的義務を感じて 、チヤ
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ンスがあれば、きう いふ都市 の防火地区、防火都

市忙しなければならぬといよ、信念をもって 、セメ

ント同業合と共同して、大阪毎日の記者と二人で

北陸へ講演に行つにことがあるが、新潟ではまる

でこの趣旨が徹してゐなくって憤慨させられにも

のピ。合場の方へ行って見ると 、セメント同業合

の書記がゐて 、段取はしでありますといふ 。なる

程立札は立て h あるが、不便な所Tごから人は一向

来てゐない。さうしてフイノレムを持って来るとい

よ、ので、七、八歳の子供が一杯をるが、大人がゐ

ない。人を馬鹿 l亡してゐるのこれでは駄目 Tごとい

よ、ので、三えの富 山へは市長や知事に念親展で市の

インテリ層を集めてくれといってやつにので、富

山はや〉徹底し? こ 。金揮の方は更に市長が私の友

人f: つ? こから、 急: 親展でインテリを集める様子配

し? こので、この方は聴かすべき人は全部集つに。

まあさうい よ、馬鹿を見 7こ事もある 。其れから都市

計重運1l i fJ v < : : は後藤さんと一緒に出かけに事もあ

る。後藤さんは政j(.f { t > 蹄めても都市計重は徹底寸

る様にやらねばならぬと L、よ、事で行つにことがあ

りますが 、私一人で出張しに序でに鹿児島、稲岡

その他二、三都市へ行つに こ ともある。 これは皆

保 例の通過する前後の ζ とです。建築協合が建議

し? こ前後です。然しその後は熱があがらぬね。君

の言ふ様 11:。

池田一一あの犬正 12年の閥束のま: 火災、あの時

分; にもっとやらなげればならなかっ1こ。しかし大

・分あれを機合にめちこちで講演合などやつにもの

でナが。

池田谷一一あれを? 調子主して来京から 蹄って直ぐ

僕が大江の ピルの講堂か何かア報告演訟を? しに の

を控 えてゐる 。

片 岡一一あ 〉いふことがあるから七。あれある

ことを猿想して防火地区の指定があるのピ。も し

これが貰現してそったなら、損害はあるひは 5，6

筒、で済んでをるかも知れないのf: 。そこでさうい

よ、現 賓の例 ::;.:- 51いて. そ の 後 も 確 か 随 分 や つ に

よ。今T も遅 〈はない 。地震より防空といよ、黙か

ら見ても、 メーンストリ ー トなどは燃えない街

にしておくことは必要ピね 。 これあれば何も狼狽

することはない 。

池田一一岡山へも行つ? こことがあるね 。



葛 野一一僕は費え てゐない。

伊藤 一一 建築界 ＲＵ 年の間で 、 ｬ ｬｾ ｊｪ明的なｦＺＺｉＺ ｬ ｪ￮ ーとい

へば、桜ケ j 王の性宅展覧令、これは大正 11年で あ

ります が、1 ，1 . ども拳生時代で奔見陀行つ Tこ。そし

て非常 ｬ て立暖なの で 篤いにものですが 、 その ｻ Ｚ ｉ ｾ 宅

展、ぞれから昭和 7 年 カ15周年 を記念 して線ケj 壬

上野芝なとのft 宅展を非常に大規枝陀やふって居ら

れますね 。 ｾｬＺ れから昭和 ＱＹ 年陀は都市武装運動を

雌んにやってをられまして、映前を作つ fこり何か

して、色必やってをられます o ｾ ｊ［ れ から昭和 Ｙ 年

刷出列場ーが開設されてをりますし 、昭和 7 年 IG ま

クラプが出来てを りますて ね。 さう 1，、ょ、やうな問閣

について色 、色々お古11があるの ぢゃな L 、かと 思つ

T { t > りますが 、如何でせう っ

片岡一一都市防空といよ、野iからは吏 lて改一汗主い

よ、か 、改 造ｾ l 也、か 、武装といよ、か 、それぞ，告が

ねばならぬ時であろといふことは明かなこ主で、

了度 今 は 軍の方でも j仕合の方で も、2さ襲を控 へ

ってこの| 山吉ちといふととについては非常に熱の起

? 二時で あるから 、この際是非こ れを何とか早念に

や ら な げ れ ば な ら ぬ 。 そ こ で 郎i li武装委員合と

いふものが出来て ゐる 。政府の方にもその熱があ

り、 ｬ モ ｲｲ ｮｾ 亡もその熱のある時 ｔ ご から 、 従 来は Ｑ Ｔ Ｇ 々

言って見 fこところで耳 lては入らぬが、 この際ー押

しTごと 言ふので 、こ の委員合が出来てゐるのはま

こと に結構であるが、委員令の活動捗しからす・と

いふこと をいひTこい o うんと熱を上げて この際や

らねばな らぬ時なのに 、創立その後この合の若か

りし時の熱がな 〈なって予Kて、何といよ、か 、老 木

花少しの憾みなさ能はや、今の若い 人は者支せる

かなとい」、感じがする。

此れは最ーもよいチャンスがjkてをる時なのであ

って、 この際是非熱を持って やら なけれ同ならぬ

と思 i 、。形にけ 、枠ピけは出来て ゐても 、中味は

冷 fこい 。死んでゐるとい よ、感じがする 。{史がし、ふ

と何Tごか悪 口のや う忙な るが・-一。

池田一戸それは令全韓の行き方がさうなんです

と言 i 、のは近頃は若い、所諮撃究の方が多 くなっ

?二月rb & でせうが、例へば都市武装陀し で も、都 市

武装といふことを普及し、立体す ることが主で あ

るのですのれども 、共れよりもこれをどうしにら

よいか、さう L、よ、兵器的方法といよ、か 、皐術的研

究といふか 、そ の内容をど うし? こらよいか、 どう

しfこら飴計その効果が上るかといよ、製術的研究の

方 lとばかり頭が置かれ、ill [令を指導 しようとか 、

教へようとか 、どう引っ張って行かうかといふこ

とはお明守になってゐる 。所 目「i墜究型になってゐ

るからですよ 。

片岡 ， ＭＭ ｾ￧ Ｍ の 根本を忘れてゐる。

池田一ー され、ふ風化私ども は感じてを? る 。荒

い方はやはり壊究的な方が主であると思ひますが

お鹿の所がー.-.J ーと}ヲへが遣って ゐる様に思五、 。

片岡一一 これ は建築製合の悪 口l乞聞えてはまづ

いけれども 、建築 製合の茄い人は役人? ごつ? これ

プロフエ ー ツサ Ｍｦ ｾ Ｇ つ ＿こりす るから 、 自分の倣主主陀

向って政治家主? 指導して行〈とし寸、やうな 大それ

にこと は出来ない。

ｦｾＧ￞＾ ら政 治 家のやって ゐる小手先を多少でもよ

〈指導し? こいといふ微意から枝葉の修絡 でやる 。

耐火塗料でも塗つ? こち一時間で燃えるものはせめ

て 三 時 間 は 保 つ ｦｾ Ｇ らう 。 かういふやうな投葉の修

旅 lと走 ろや うなことをやって、こ れが貴際的では

なし、かとい ふの である 。此れは大局がら見れば枝

葉のイ凶器である 。枝葉の切り盛りも 必 要Tごが、も

う一つ大事な こと は、その根本の問顕f:.' 。根元が

折 れ fこら枝葉が滅 びてしまう 。

其の根元を丈夫に培へといふの ｦ ｾ 。 共れは政治

ブj である 。政治力を出すや うに政治家に教へる専

門家の最高義務はそ こに ある主思ふ。西洋のこと

をい よ、ゃう Tごりれども、西洋では専門的の事で、

阪l家の大事な ことは専門委員合の案を作れば政治

家はそのi l l ! りやって行 い Tごから専門家は自ら責

任 を感じてやる 。

我々も大局を誤らぬや うにしよう k 言ふの で、

その様本を研究してノj 、手先の ことはあと に廻す。

所が日本の整合 と名のつ くも の、或は専門家の委

員 といよ、やうな もの は、政治家が泣言を いって 、

そんな金はない 、今さうい」、事を乏! ; にやっては悶

る。何とか臨急: 手段を巧へてくれと云はれる と、

はいはいと 言っ てやってゐるやうに見える 。

政治家といふものは何としても政治家Tごから、

業界専門家のことは分らない 、政治省ミといふも の

はかうやるべし、 よしやらう 、ゐる意味において
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政治家と いふものは太っ腹Tごから 、 さてといへば

いふ通りにやる 。 さう いよ、意味においてこの協合

も、 もっ と積極的陀動かなりればならぬ 。やはり

どう ぢその真ん 中ぐ らゐピな、残念7ごりれども 、

都市武装委員令が出来fこあとを見る し もう一つ

どう か と思ふね。

伊 藤一一 どう も非常に結構なお話を聞かして頂

きまして有搬弓 ごゲ い ましに 。

創立首時の燃ゆれよーとき皆さんの:古来を承りま

して 、我々5むいものは非常 l乞恐縮し、 fこしてをるや

うな次第であります 。

此れからも御指導のも e vc 1+'，来る fごけAr i張って

見 ?こいと思ひます。どう ぞよろし い 時 11¥1 も辿っ

て会りましにので、此のくらゐにいにしておきま

す 。 どうもありがとうごさ' いましに 。

( 以-1-.)

防 火 改 修 展 覧 曾 開 催 懸 賞 募 集

ンド令官IJ 立廿五周年記念事業のーとして現下の緊念事業fこる防火改修事業の促進を計り 、 改修の完備を

期して民党t(}{e開催致す事となり 、共の詳判II vc就い ては先月蹴本誌 1-.1てて通安IJ 通りであるが、 対I切日を

延期 して 多 〈 の肱募を蹴ふ ｨｴ 内容の一部を描 Ｑ 占して、政 〈 肱募 ｜ＡＮＢ肋 Ｑ ょ、次 ｕｾ である。

1. 膳 募 要 件 ・・・一 … …・ ・… ・・・・ー・ … … … .  ( 過日送付設せし辺り)

2. 考案圃及賓物見本説明 一… … ・ … .. 一一- … ・… ・ … … ( 向 上: )  

3. 入賞者の人数及賞金

入 1''[ 五 名 1' t ! 伏及11: 金五拾悶宛

佳 作 五 名 1:t ! J J ¥及賞金武拾闘宛

4. 締 切 期 日

昭和十七年五月五 日 ( 火)

5. 震 表

審査の結果は本人に迎会IJ をなすと共 lモ「足喋と I1吐合J 6月枕及左11' 業組合合報に殻去す。

五 月 一 日

枇 図 法 人
日 本 建 築 協 合
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左よ り 石川純一郎氏、松本偽八氏、中西六郎氏、灘湾民弓氏、安井武雄氏、薮中 一良氏、堀口甚吉氏、玉置E

豊次郎氏、篠原太郎氏、錦悶編斡常務、小林編輯幹事長、二人おいて大 F 編輯常務

出 席 者 氏 名

石 川 純 郎 氏 塀B 口 甚 吉 氏 瀧 津 県- コァ 氏

玉 置 豊 弐 郎 氏 中 性

_ L .  

ノ、 郎 氏 安 井 武 雄 氏

薮1=-1' 良 民 松 本 儀 八l 氏 篠 原 太 郎 氏

( 五十音順)

編 制 幹 事 長

小 林 清

編 中 非 常 務

大 下 順 三 郎 銘 同 直
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小林一一 ちょっと御挨拶を申上げます。本日は

特さんは御忙しいと ころを 、かくも賑やかに御1 - 1
1

1

府下さいまして 、ありが? こう御座ゐましに。すで

に御承知のごとしわが建築協合も創立以来本年

は25年 l乞相官設しまして 、い ろいろ紀念事業が計・

i1i せられてを りますが、つ きましでは我が 「建 築

M仕合・」におきましでも 、 この 5 月抗を紀念事業

特科披と計・霊致してをり ます。つきましでは座談

仏・を二つほど聞く議定で、その一つは先日 、協 合・

創立首時の回閣ならびにその後25年間の建築界の

鑓遂を語ると いよ、や うなテ { マで 、片岡合・長はじ

め長老の方 々に出席して頂きまして座談合を催し

まし1: 。 それで今回はその埼去に到しまして将来

とい ふ意味で 、本日皆さんにお集り を願ひまして

建築界の; 将来を語ると いよ、テ{ マでお話を願ひ?こ

いと思ってを ります。

f折が将来を語るといふことは、なかなか漠然と

しに問題で あ りまして 、貨はこれを計主主致しまし

た編輯の方におきましでもい〉考へが浮びません

ので 、何かL 、〉劣へでもこ' d ' いまし? こなら 、おr智

惑を奔1昔い? こしておJ l )J げを願ひ ?こいと 思 よ、のでご

さ. ｾ 、 ます 。 この前の座談合 ・ は主として創立官時の

回刷 、ぞれ11: 25年間の業蹟でありまし? こが、幸ひ

か うい ふ風な紀念事業に関聯 してをりますし 、協

合・の過去の業蹟といふものを 、 まに見方 をかへて

回顧しでもよろし いし、あるひは今後の建築協で3・

の進むべき方向 、あるひは彊築家の取るべき態度

主いふやうなこと K ついて 、お話 を頗つ ? こらい〉

のぢゃないかと 思 ひます。

ヨドひ先ほどitE棒先生から明治時代の建築の事に

ついて資科をお持もTごと聞いてをりますのでそれ

をきっかりにしてお話をーして頂いにらと思ひます

瀧藩一一い ま司自・者か ら承はるしすでに過去

を語ると いよ、合・があっ fこといふ ことでありまして

この川; では未来を語 るといよ、ことであるさうであ

りますが、その過去と未来をちょうど連絡すると

いつにらおかしいですけれども 、11世今司令・若か ら

御紹介がありまし?こや うK 、明治20年にこ〉にお

目にかけるや うな書物 が出てを りま す。

表題は 「内地雑居東京未，米繁国記」と いよ、本で

これに書かれてをる ことは 、明治20年において東

京の未来はかくあるべしといふことを書 いにもの
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であります。著者は木前舘脇といふ方で、 この方

はliJ j治初年の名土ーとして有名な方であります。

今の京都大陸空) ; 州市博士のお父 さんに首る人で

あり ー まして 、 官時のジャ ー ナ リ ストとしては ｾ￧ 一

入者が東京の未来はか うあ るべ しとして詰.つTこの

でゐりまして、そ の最初に長司令・の ことが書いてゐ

ります。 その官時と しては 、 4年後 l亡は守i1凶議令

が開設されるといふことを強恕してをりまして 、

その干i7同議合 K 釘する 1明作と いふものは非常 l亡大

きかっ?こ と辺、は れます。 それで最初本来のマi1同議

仏' はか うゐるべしと いふことを書いてをるのでゐ

ります 。 ところが私 ｴ も こ〉 で見逃しｾ Ｅｾ、ことは

その識の・のid-初の議開と して議員が故イvnc殻言 し

にもの に、か ういふこと が書いであるのT あ りま

す。

それをちょっと かい摘んで 巾 し 卜げますと 、 t

l'Cfg将来の 日本が文明阿 fこる仁 めには日本の控物

を立涯にしなげればならぬ といふことをまづ最初

にいってをる のでゐります。

共の理111 は今まで木迭では火災炎上の恐れがあ

る。それから不韓裁である 。文明闘の建築法に泊

してゐないから 、特 lと* 京のごときはこれをやら

なげればならぬ 。所が これは未来の ことを書 いて

をるのでありますから 、芸評に十九世紀の時代にお

いては市医改整… . . 市区改正主いふことが官時あ

っfこわけ であ りますがー一市直改整をやって改築

を行つ ?こから米京府下 い?こ ると ころ煉瓦 もし〈は

石造となっ? こ。 これは営時の政府の手段が よろし

きを得? こからであるが、なほ これ を全聞に推し弘

めなければいかぬ そこで本員は政府の股命を以て

全閣の家屋を娘瓦もしくは石迭に改逃することが

最も策を得? こるところと思ひます。

ところ が、 これには賛成もあり 、反釘もあり 、

議場が騒然となっ? こ。か うい ふ こと をいって をる

のであ りまして、私はこ の本に特 IC興味{ t > 感じ?こ

のであります 。そ れからいろいろのことをいよ、て

をりますが、要するにこ〉で問! 聞になります のぬ

その常時の 人々にとっ ては 、煉瓦迭とか矛l i 告とか

いふも のは 、結1日.(: II;j なものであって 、煉瓦逝りか

石迭 にな れば、 もう文lリ1凶Tごと いふ ことなん です

ね。

今日 か ら見ると 、 まこと ｋ 今 昔のＡｾｬｃ ｴ ｬ甚 へない



次第でありますが、こ〉 で面白 いのは問会の方へ

もなほ此れ を強:!1I }せよといふことであります。

此庭にか うい」、文わj があり ます 。わが固有の古

家は是非ともこれを肢 し、出 ￭ Ｇ 登 の 看板はＺｾｾにこれ

を取のりに〈思ひます 。 この合堂に列席せられる

諸担は 、みな経験に富む方故 、御承知のごと〈都

合・の 人のみ外凶 人の軽傷を免れ 、11刊唱の人のみ こ

れを免れ 能 はや 、こ れは家 屋 椛ｊＱｴの如何 ｶ｣ ｾｊ する

かといふも誼妄の言では ありますまい 。 これ! [ よ

って本品 、は例へ 1f.玄関 、 2 憶岡の有n助金 を要 す

るも 、全除1の挺屋 を改築するこ とは最も賛成と い

?こ します 。 これは賛成議はの話ですが、 きうい ふ

ことなどがあって、 とうとう時間が米て議事が終

ってをるのであります 。 それからさき のことは書

いてゐ りま せん。

そこで私はこの問!閣を考へて見ますと 、二つの

内務があると思ょ、のです b それは如何に水うk を語

って居つで も、 その首時の現賓といふか現貰 K 立

脚 しに それ以上は問てゐ ない。やは り明治初年陀

は鋭ｾ・も鋭筋も巧へられないの で すか ら 、日 本を

改造するには石: i . ; 与によるか 、煉瓦己主にするか 、 さ

ういふ現賀K 立脚する。ぞれ以外にはない 。 これ

が後世から見る L 、随分時代遅れの) 5 へ方と思は

れるのです 。その反 l買において非常に行過 ぎてを

る駄がある 。行過さてをるといよ、のは 、間合でも

何でも建築は全部石造か 、煉瓦迭陀せよと いよ、の

です 。今日統H i l}とし、ふ こ とは全閣みな - - * 者にやっ

てをり ますりれども 、か ういふ こともひょっと す

ると 、明治20年の未来を語ると いよ、本にあるや う

に、こ の未来の帝閣議合・において語ら れにといふ

こ とが 、或は将来日iみら れて商白いこと があ るか

も知れない。時 には時代遅れの こと があ り、 又一

商には行過ぎのことがあると 思 ふのです 。 それで

現費に立脚して未来を詰るといふことが如何K も

難しいに めl亡、こ の資料を持って米Tこのでありま

す。 これには氷米の東京の建物の闘も H1てを りま

す。

今日 から見ると 、まこ とl乞おかしなものであり

ます けれど も、 その首時から見 fこら非常にハ イカ

ラなものであっ? こかと思ひます 。ぉ廻し〉ますか

らどうぞ御覧を願ひます。 まあこんなことがねの

最初vc ｾ ｉｾ＠ J ・- げる 一つの資料なんです。

小林一一明zc時年ごろ の、今で云へば防火改修

の様なお話が出 まし? こが、玉置 さん 、何かそれに

ついて? 昔時の防火改修 と云つにこと tてつ いてお話

が ございま せんか。

瀧 港一一最初はやはり火事を恐れてゐるんです

ねo 江戸は火事が名物fごと いよ、ので、丁度明治二

十年は鹿嶋舘時代で、国家主義がそ の ころ雌ん陀

興っ て来て ゐる らしいんですね。

玉置ーー 帰来 続 ; るといふことがないので 、過

去になってし まっ? こゃうで すが、も ょ うど明治20

年頃まで は さうい よ、思想の頂上ではなかっ ?こ かと

思ひますね 。 それで明治五年 11:: 銀座の大火す之があ

っ七時に 、政府は その首時の 日本の闘力と しては

勉強し過ぎる〈らゐに金を出し、銀座の大改迭を

やって居るのです 。 それは今 まで木浩でーあつにの

を、銀康の街{ f 全部煉瓦迭 りにしてしまっTこ。あ

れは貨によ〈やつにもの?ご と思ひます 。 それで此

の頃でし? こら銀プラをすると いふんですが、 その

時分はあすこの建物を全部煉瓦造りにして 、あの

道泌を全部煉瓦で舗装し? こものですか ら、今の銀

プラの代 りl乞、 その時分のハ イカ ラな小説なんか

を見ますと 、煉瓦に行〈 、煉瓦 K 行〈 と書いてあ

る。銀 プラすると いふことを煉瓦に行〈と 言って

居ります。

筆中一一今でも 俗 K 煉瓦路に行〈 υ 、へば、銀

ブラの ことですね。

玉置一一共の蛍時の文献には 、こ の煉瓦造りの

こと が津山残って居るので す。りれども何の程度ー

煉瓦でやっ fこか 、質は私は疑問主? 持ってをつ fこの

です。ところが、側東の大震災で 、東京は焼II号原

にな っTこや つにでせ うo ところが銀座の あの泊り

-r :1，1は、煉瓦? ごつにので 、す・っと建つ? こので す。

今上天皇が首時揖政) 与で ゐ られましにが 、こ の煉

瓦の )if 嘘の rl，1をす・っとお通 りK なる 御潟民があり

ましfこが 、あれを見ても 、l明治 5 年ごろの文献 1<:

残ってぞりますことが事責それvc l調達ひなかっ? こ

といふことが明瞭になっ? こと 思ひま す。 それが 日

本の都市改造の最初につ? こんですね 。号の本は そ

の酒ＱＺ也 を 以 て ｟ Ｎｾｶ｣ 逃ま う とし＿こですね 。

所 がそれからの東京は度 々火事に なってを りま

す。そこで同じ筆法でやら うとし? こんですりれど

も、もう 今度は財政闘係 などで堪へられなくなっ
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でしまって、主;1頭挫折してしま っ?こ。 毛れがす・っ

と細いてもってくればよ かっ Ｗ このですが 、 立 ｲ ｬｾ で

挫折してしまっ 7こo それきり明治政府を忘れてし

まつに。 それでおり局日本の闘がはじまって以来、

明治時代が最も建築政設 の拙劣な時代なので す。

そして大正の始めから政府は建築政策を考へる

やうになっ? こんです。Tごからほか のいろいろな文

化 を見ると いふと 、明治時代といふも のは非混ぜこ

華かな時代でありまりれども 、建築時代としては

ー祷暗黒時代です 。

それで廷E築墜舎な どが築建協モ? と協J ，'J して運動

をせられて都市計霊法とか 、市街地建築物法とか

が出来るやうになり 、漸〈日本の市街地建築の足

が地につくやうになっ? こ。そ れからまに出費し直

す諜ですね。

共れで結局 これから将来の話になる んです けれ

ども 、皆さんいろいろ御意見はある? ごら うと思ひ

ますが、私は今の日本の建築の; 将来と いふも のは

いま瀧陣さんのお話しになっ ?こ その二つ陀藍 きる

と忠ひます。 日本の建築の瞳裁を考 へ ること、火

事の こと を考 へる 。 このニつに輩 きると 思ひます

ね。今の東亜共栄圏各地 の建築を見て 、翻っ て 日

本の何の建築を見＿こｾ恥づかし〈て仕方がない。

占領し? ニシンガポ ール の 梢 に しても 、杏港の私?

にさも 、 日本の街よりす・つとい〉んですからね 。

征服され? こ土地が征服し? こもの〉住んでゐる土地

より立i反な街ですから 、 これ出どうかと思ひます

ねTごかうこれからの日本の建築は、あ〉い」、征服

した ところよ りも立涯にしなければいかぬ 。 それ

でなければ韓商が保って行げな い。あれを見ると

日本の街 はも う見すぼらし 〈ってね。

それと今の火事の問題ですね 。今は 日本が勝っ

てをるから良いですけれども 、 それは必す・将来報

復される ことはある といよ、ことを琵惜しなければ

なりませんね 。先づ弐の時代にやられる時がくる

かも知れぬ 。 その準備といへば、火事に僻へるよ

りほかないんでナね o t:. 'か う明治20年と今 日色 、

ヨ是々 力f 同じ こと を いふもて をらね lまなら ぬといふ

ことは貨に心細いこ とであ りますりれもど 、少く

ともこの二つが完成されな い以上は満足は出来な

い。 それ以外! て日本 刀建築界の逃むべき道はな い

と思ひますね。
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小林一一明治時代の銀座通 hは、建物をすべて

煉瓦: i 2t 1てすべしといふこと がIHt このでありますが

将来の都市の建築( 主総て iflH火州地にすべしと いふ

風 K 出来な い ものでせう かね。

玉 置 一一 明治 Ｕ 年 ｬ て は政 ｉＨｦ ［ｬ［＼Ｚ 命令を ＱＱＱ してｊＺ ｾｮ ｉ ｊ

lとやらしにと いふのではな〈して 、政府白身がや

っ＿こんでナね 。 その政 Ｑ Ｈｦ のやつに建物をｊ｟ ｾｮ ｮＰＵ 人

が買』、 7こと いう か、借りにといふか…・一 。

薮中一一あれは年賦です。相I l 下げを受げる もの

がな〈て困つ? こといふことで‘ す。

瀧浬一一 それは塚本先生の明治初期の建築につ

いて の製位論交の 中にもあるんです。

堀口 一一あの こと は西洋家治型と いふ 日本建築

で、明治文化全集の自然利率筒陀も絞ってを りま

ナね 。大阪でも時々 1!1l 貰合' K出てゐます。私も持

って を りまずが、 5 iJ!]' ありまして、 その本を見 て

見まずし建物の宜例は大韓英図あ? こり の出合の

住宅な んか Y モデルにな ってをるやう です。 それ

から閥西にはないですが、やっぱり錨骨の桂は 、

梁lては鋭骨の ことが書いて ありますね 。

これは建築の最初の本としては可な り注目寸ぺ

き本と思ひます。文化全集 l亡絞ってをるのは-7，柏

町の佐藤さ んが自分で持ってゐられる介を、あす

こにお出 しl亡なつ? こや うにIlfl いてゐま寸が 、めれ

にも t¥l1骨の411ーが出てをります。

瀧津 一一 どうも皮切り ｉ Ｇｌ明 治 の ￯ｊ ｪ いこ とを ｾ 11 ¥し

にので、何? ごか設解を受 (rj tこゃ うですが、私 はか

う思って出し?こんです。つ まり 今日米予kのことを

詰ると いふ が、これは将来の ことを心配してをる

のは今 日の人? ごりとムム のは思 ひ上って ゐる 。過

去のわ れわれの組先が、如何に過去の都合・の建物

をよく しょう かと言ふこ とで好ブJ をして居る 。 そ

んな過去のことについて 、 我々が附来を ｆ ｦｻ る｟ｉ ｾ ーに

随分叡へを受げると ころ があると j且i 、。かういふ

趣旨です。我 々組先が努力 してをつにと いふこと

を顧みて 、 さらに我々が努力する。か ういよ、建前

ピつ? こんでーナ 。

今玉置さんのお話があ りまし?こが、控史の資料

を拾ふと 、多くあると 思ひます。大髄除j 人とい よ、

や うなものが出来て 、 そして浪速の都とか 、江戸

の都とかいふや うなものが出来? このでせ うが 、昔

は郁子ｾ Ｂ といよ 、 や う なものはなかっ Ｑ］ 。 悶合見 ｔ こい



なものであって 、砂〈とも火事の 心配はなかっ fこ

でせうりれども 、 やはり間際的な ｬｩｩｬ 位を ｦｾｾ つ ｴ｜ｴ ｹｃ

日本の建物をよ〈 するとい よ、や うなことで 、 日本

の腔史の資料で建築削鈴]す る注目すべ きものが続

日本紀に残ってを ります。 それは奈良の都の建 物

を如 何によ 〈す るか と言五、司王に就いて 、聖武天皇

の時代に 、位五位以トーのもので 、財政の土佐へ有る

者は屋根 は1[. 茸 l亡し 、桂 lま朱控 l亡し、監は 白金り

に F る。つ まり 大陸風のものを建てる 主いふこと

が出てをります 。これは主と して同際的の髄商を

保つ? こめでせうが、日本の建築史上 からは注目 す

べきことであると思ひ去す。

共 れから 此れは大襲ペダンチックにな りますけ

れど も、ギ リシヤの アテネの{ltのことですが、ギ

リシヤが針ペルシヤ鞍争で 、あのjffi 1 ) の大勝を博

し?こ 。 そして アテネ の首都を「ララス トー」の近

郊アクロポリスに移し 、似j のペ ワクレスが賓は 問

といっては思いですけれども 、財政を柿暴 K 使っ

てしま っ寸こ 。ど うい ふ風 lて使つ? こか といへば「 ア

テネ J の街を よくするにめ に4史つにので す。此れ

が fこめ 、のちに ペ リクレス のうた仰する原因 K なっ

?こか と思ってを ります。 この アテネの伺を如何に

堂 ?々 こるも の十亡 す 毛かといふ こ とが 、ギ リシヤ 史

の大きな一つの問題であつにといふやうにそれら

のことは我々が将来を詰る ーI-. I'l:も 、一陣頭陀 入れ

ておかなればなら ぬこと ｾ }I巴ひます。

それで今の明治時代の建築は防火の附係と は こ

れは立場が注ょ、 。私 はちょ っと% へが遣っ て居る

のです 。現 に銀座の それがあれほど徹底 しf こ改迭

をしにといふことは非常に注 11すべきことではな

いかと思ひます。

民 れか らな ほこのさき は問題 にすべきことでは

ないのですが、御参考迄 lとIドト刀'1こいのは 、銀 座

の 煉瓦巡りをやっ ｦ 二人 は 、 大阪のｾ同年局や泉ギ ｲｩ 視

をイ乍つ? こウオ ーグ{ スといふ入です。か ういふこ

とも 一寸、言 ひ詩が ましいですりれども 、つり力11

へておきにいと思ひます。

玉置一 一あれは最初に大陸と交通を はじめに時

の日本の慌[ 百といふもの を汚 へTこ11寺、それから 永

い鎖l必|を打切って 、世界と交通をはじめに時の 日

本 酒 l耐といふものを者 へ?二時 、それから 今度の;収

益共栄闘を確立しようといふんですから ね。

今度の時期は前の奈良期、明治維新の時期 主非

常陀よく似てゐるんですよ 。 さういふ意時で 、 こ

の機合・ l亡日本の建築の髄[ 前 とい ふ こと を考 へ るの

に私は非常によい時期ではないかと思ふんです。

瀧 漕一一全 〈同感ですね 。

小林一一 こ〉で東亜共栄問の話が，YIまし?こが 、

此れにつ いて安井先生、大* 耳目建設にあ ?こって 、

我々建築家の進んで行 くべき方向ですね 。 さう 言

つ fこ"Jt につ いて，何かお話を願へません か。

安 井一一私は貨はまピ深い% へもなく 、 まにづき

へられな い ものですから 、そ のま〉忙してを りま

すげ れども 、我 々が建築専門家 E して考へなけれ

ば なら ぬことは 、日本の将来の建物がど うなる か

といふこと 、 ｴｲ ｾ こにど うすべき かと いふこ主 、 つ

まりオ ｾ ｊ レ レンとゾルレンですが 、 かうい五、風にな

し? こいといよ、事と 、 さうしな〈もやいかぬといふ

こと を劣 へなりればならぬと思ひます。

これはやは り私例人の汚 へですりれども 、現 布

害1] 合で は 日本の建物と いふ ものが、御承知のごと

し 非常に間際的な傾 きを充分 K 帯 びて来てを り

ますりれども 、私自身としてはこの際も う少し立

反って 、-やっぱ り日 本としての潤 自性を持Tこせる

といよ、ことに努力する k いよ、事が、我 々 の 務 め

ではな いか e }a.、ひ ます。出 来 る か 出来ないか は

分りせんげれども 、 さうい 五、 風な方向 ｋｾ 隼 ￹ の

が建築家としての義務ぢゃなから うか、叉同時

に私はさ ういふこと をイ阿入として は望んでをるの

です。

やはり閤家といふものがイ手立して行〈以上は 、

線、ての製自において岡家的な澗自性といふものがな

くちゃならぬ ｯ その潤自性を ｊＧ ｩｕｉ Ｏ ｾ I ' L 表はすと いふ

こと は象形、つま りJI予のあるもの で表はすといふ

こと が 、ー呑近道で はない かと，巴ひます。 さうい

よ、射において 、住宅fごとか 、色々な建築Tごとかい

よ、や うなものは 、最も近い 、最も適温・な表現の方

法ぢ ゃな いか と思ひます。

ｊｊｬｬ 錨 ｊＩ 上 からの 日 本精 ｾｉ ｉｉ ｉＧｌ i塁れとか 、理論的の

概念的のことは 、砕きん御承知の辺り世H ¥]で院し

〈い はれてを りますけれど も、やはり 議論で いふ

よりは 、 我々 Ｏ ｮｾ 髄的に去 は す方面 κ 携｛まって居る

もの にとっては 、 これが非常に よいj縫合であると

j目、ひますから 、 もう少し濁白性と いふものを認識
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して行< Ｐ こ の際甚 ＱｾＧ 狭い考へ方か も夕 、 Ｑ Ｑ れません

げれども 、徐 ち凶際性を 走らす予陀、 もう少し澗自

性の方向 ｬ て ｪＱｧん ＱｾＧ らどうかと思ひます 。 大韓 私個

人の芳 へとして は、そんなやう な考へを持っ てを

りま す。

小林一一松本さん 、何 かお考へはごさ' いません

カ〉。

松 本一 一私 は皆さんの建築界の将来を詰る。か

うい ふ こと のお話を伺ひまして 、自分の ちょっと

気附い? こところ をお話させて頂 き?こい t 思ひます

? れ で 酬Q いふことを議想す ると いよ、のや うな

こと は、 さきほど来、イヰl 々困難なこと? ごと 言ふあ司

話がI : I J まし fこが、私 -t 全 〈同感であ りま吹.。 しか

し将来陀も色々ありまして 、あすも将来なら 10年

先も将来、5Q年先も将来なら 100 年先も将来であ

りますが、私 は泣 き将来、今日のすぐ先の将来と

いよ、やうなことについては、どうしても今日の延

長で 、以て行くべき 筋合ぢゃな いかと忠ふのであ

ります。

それは御承知のやうに 、今日綿、て閤防岡家の目

的完遂 といふやうなこ主が 、建築のみなら争 、線、

ての問題の理念で ありまして 、;fl ; れが即ち図家の

企固であるのであります。 それで 、 どうしでも図

家の全闘 l亡よって 一つの目 的1' Cj 1 g まなければ なら

ぬ。此れは澗り建築ばかりで はな くして、組、ての

制度がさうなると思ひます。

さう致しますと 、今 日の図家企闘と いひますの

はＮやはり第 ＭｾｚＺ この闘防的色彩 、 つまり防空 、

防火、 そういつに性絡を充分KEEつに建築 といふ

ものが、どうし: - r もこれからの近 き将来において

は段 五々 強化されて来 る。 これは宙然の ことであ

ると思ひます。 まに部市のごときも今日まてのご

とく都市集中といふやうなこと が、恐 ら く分散式

ー今日の新らしい言葉で言はれじ ゐ る疎開式 と

言ふやうなことになって参るのでありませう。さ

ういつに や うな事で 、 ζ の建築界と いふ もの 〉近

き終1 f ( は首然進んで行 く。構造にいにしましでも

様式にいにしましで も、材料 にいに しましで も、

施工にいにしましも、それで進んで行く 。

殊に このti ，¥・迭におきましては 、資材ーがな い。 ま

に;重駄主義といはれる今日 、僅かの資材ーをもって

とう此れ を構 造 lモ慈して行くか。あるひは様式 lζ
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致しましでも 、今は慌 て〉迷彩塗料を塗つに ち、

白い建物などを油訟な色で 、カパ { し?こ りす ると

いふ や うなこと をや ってをり ますが、 これから 出

来る建物は全部首然さうい」、特色を盛つに、 さう

いふ性格を盛つにものにならなりればならぬと 思

ひます。

まに材料のごときもさう であ りまして、や は り

今 日でも入れ得る色々な材料、あるひは今日まで

使ってをつ? こものが入れられなければ、これ陀代

る材料を考案するか、あるひは工Zま冶2珪uの縮工に

おきまして は持力のsM係など‘ そ のほか近き将来

は いま ｆｾ しましに や う な方 ｪ 主 ｋ よ って進んて行 く

のTごといふこと が、私 i主主;然なのでな し、 かと 思ひ

ます。

なほ進んでこれがもう 一寸帰米の向」、先に行 き

ますと、先ほど米お話1 ) 出てをりまし f 二次到共栄

圏内における恥づかしくな い所の建築化と 言つ に

や うなところ にまで運んで行かなりればならぬ と

思 ひます。 これは一寸見透しが出; j ( さ うに して、

なかなか出来難し、。絡すにもっと 日月 を要する 問

問ではな いかと 忠 ひます。

然しこの時点もやは 9) U'i IT共栄圏内陀おけると

ころの 、日本の建 築はと うい よ、風化進むかといよ、

や うなことになって行くんぢゃな L、か。それから

す・っと 向ふ先は、こ れは恐らく想像すること 、そ

のことがも う無辺uム 困難Tごと ，目、 ひます。私 は今

巾し あげ ましにやうに、概論的にさういふことが.

想像し得る Tごりぢゃなくて、首然建築界の将' ) j u i.

さういふことになる のではな いかと思って居りま

す。

なほその 11¥1におきまして 、資材ーを得るのにも 、

つまり材料といふものを用意し 、入手するの l亡も

今日および終米は議出: 主義になるのにといふや う

なことを先ほど巾」付' まし7こが 、ま づ平方聞の建

築 資材 、 その多くには生産術充方面といよ、やうなも

の〉資材、 まに はそれに作ふ建築そのもの 、 それ

から公共闘韓であるとか、住宅管圏であるとかい

ふや うな もの 〉建築 、 その次に一般J . ¥'; 需建築と い

ふや うな) 孔な順序 t亡、重野i主義が行はれてを りま

すので 、 これは如何 10 思想を持ちましでも 、今 日

までのごとく 、 どういふ建物が欲しいから 、 それ

を建 て ようといふこと は、恐ら く近い将来におい



ては困難なこ主であるといよ、ことは言へます。

質際 1'1: おいてはこんな現献であり 、 この現献が

こ、暫〈は延長される土 いふことは常然である@

私はこんなや うなう} 5 へをもってをります。

小林一一次に石}II さんにお伺ひレfこい とjEふ ん

でが、今後建築技術者として主力を議すべき 、分

野といひますか 、我々はど ういよ、方市IK 由って過

匙しなりればならぬか 、 さういふやうなことであー

話を聞ひ ?こい と思ひますが ・・・ 0

石川一 一建築界の将来れ、ふやうなことであり

ますが、此れは非常 lて難しい問題でありまして 、

私などは貨はかういふこ左右?者へるこ主が好きな

んです。 これは我々の夢と いふことでありまして

-一。

将来の建築を巧 へ ると い ふことは 、 品 ｦｩ 局ｾＮＺであ

る詩であ りま すが 、 今の若い 人 ＿こちは 、 ζ のｾＺＺが

好きでありまして 、私ども荒い 人Tこちにこの夢を

描くことを燦ん陀勧め てゐる詩であります。?こ Y

これは非常K 好題目ではありますが、 非常K 脱

税し易い問顕でありまして 、痴人夢を説 くや うな

ことになる恐れがあるのであり ます。

共底でこ うい よ、速い将来をお請する課にも行か

争 、い ま司令者主) 御注文では、そんな先をいって

居られるのではなし ｉ Ｇｃ ｾ 可なり近 い 病未を目標 ｬ と

してをられるやうに私はとつにのであります。 さ

きほど瀧津さんの紹介されに明治以来繁昌記も 、

さ う大しfこ終来のこ主ではなしま fこその中味を

奔見する主 、速い米来のことではなく 、明治20年

代の現賓の ことが書いてある 。 それで私もこの現

質ー陀立って 、ちょっ と皆11[1びをすれば見えるくら

ゐ力将来と いふ ことを考 へてお話し? こ い と沼、ひま

す。

大関! 建築界の帰来、建築界はどう いふ風K 動い

て行〈町、それ l吃劃して建築界はどう釘抗して行

かな η ればならないか 、或は建築家の態度はど う

あるべきかといふや うなことを考へます時 K まづ

ぞれを う ｾへる悲礎 Ｔ 条件と い ふものが要ると思ふの

であります。それは建築界といふものが勝手 に動

いて行〈認には いかな いのでありまして 、それを

動かして行く原動力がある 。

それははっきり今 日でいへば、岡家の向ふ方向

即 ち開策に闘聯して来 ます。 まにその関東と いふ

ものが世界の情勢にやっぱり即舷 して来る 。 さう

すると将来の建築界の動向 、あるひはそれに!t 臨

する建築家の態度といふものを見究めよ うとする

時陀 は 、世 界の情勢とか 、 あるひはその ｾ ｉ ｬ におけ

る日本のあらゆる方商の岡家活動の動きと いふも

のを見笥めなければならぬ D であります。 それは

建築の康談合といふばかりではなしに 、ほかの介

野にも入って行くことになるのですが 、共れを見

究めないと 、この建築界の精米といふものは見究

められないこと l乞なるのであります。

然し此のことは既 lモ特さん御承知力 こと〉して

こ〉では慣れないことにいに Cますが、 それでは

今日本の閤策主いふものは 、 ど うい よ、風になって

ゐるかと いへ ば 、 これはど う しても職年 ｉ ｾｾ 完遂し

なげればならぬ 。戦争 t いふことが 、その 中心に

なって 、政治も 、理論 号、 科些色、産業も 、ある

ひは教育も 、文化も 、あらゆる日本の岡家前勤と

いふものが全部戦争陀 リ{ ドされてゐると 言ふこ

とが言へると 思ふのであり ます。

ですから建築We いふものも 、自ら戦争 lてリー

ド されると い ふことは 、 ｾ ￌＧＢ 松本さんの 言 はれ＿こ こ

と〉同感でありまして 、 それは最初から分ってを

ることであります。 さうすると 、 それではこの戦

争といふもの〉見究めでありますか、 それは彩、I"J

外漢でありまして 、 そこでこれはつまり断定ーを ドー

すわりには行かぬのでありますりれ共、 これは新

聞など色々のものから判断いにしますと極めて

容易ならぬこと Tごといよ、感じがするのでありま

す。

今日 、 日本は緒戦から非常な戦果ｾ悲げまして

非常に優勢な立 ｬｾｋ 立ってをるので居りますけれ

ども 、 これが今はよいが 、あとはどうなるといよ、

事になりまナと 、かなり商到な問題が津山あると

思ふのです。

今日の戦争と いふ も の も J 此の頃の合言葉 .J )

「最後のと Y めさす日まで 」あるひは「何がなん

でもやりぬ< Ｇ ぞ ｊ と い つにやｾ t亡、最後迄fj 't極的

lてやる事をモッ トー としてを ちますが 、 これを最

後までやらないで 、一歩手前で止めてお 0' : らう

か 、 さうい よ、場合は 日本の !Ik態如何にもよ りま す

りれども; 如何 K も惨めなこと K なるのではな い

か、 日露戦午、1 ) 時代とはH寺代が注ひま すけ れど も
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日本は最後迄や らな ければならぬと いふこと は考

へるのであります。

叉英米が最後迄L、かないで、戦闘!Ui: 態が停止さ

れて平和になると いよ、 や うな欣態に持ち来すや う

になる に ら うかと， いふことは 、 とても 者 へられな

いのであります。 日本の一般 には 、英米はすヤ崩

泌するといふゃう lて巧へられ、 まにル ーズベル ト

が天文拳 ｾ ｉ Ｏｾ 数字を主告げて平僚を 叫んでも、 結局ス

トライキや色々 な事情の 7こめに思ふや うには いか

ないといふや うな紫初論などがあり ますげれども

この日日の第一次歌洲大戦の時を見ましでも 、やは

り米岡 は増産力 ;亡 し、? こしましでも 、王手時 J ) 増産力

より も元 米泣つ fこ瞭張が出来てゐ る。 まに英同も

やってゐる のであ b まして、兎 に角前] ふも 力を持

ってをるのです 。で・すから この戦争 といふも のは

相官将来まで続くといふことが考へられるさうす

ると 、やは りこ の戟守が日本の諸文化をリ ード し

て4すくといふやうなことはある時期まで記号きはし

ないかと為へられ るので あります。共 うすると 、

建築界 もやは りこの戦争にリ ー ドされて行〈 。 こ

の戦争をrl.l心 として動い て行〈 。此れはい A るん

じゃ なし、 かと 忠 ふんですね。

さうす るし こ の戦争 b言ふものを 中心 に建築

界といふも のを汚 へると、どうしても建築界の主

役を占めるものは 、戦争を中 心 とし7こ生産の建築

であり 、 これはこ〉暫くある純米まではさういふ

!I た態が純〈と言ふや うに考へられる のであります

勿論その生産 lて闘しては 、人の問題もある から

住宅 とかさ うし づ、風な附属 (I' J なものも勿論あり ま

すりれども 、飽くまでも戦争を中心とし? こ生産建

築と いふ ものが 、こ の ｾ ｉｉ 心 になってￆｨ いて来る 。

そしてその種類としては生産建築で すが、共れが

どういふ71手で表ばれて来るかと い」、事にな りま す

と、第一 lて資材の問問なのです。 この資材といふ

ものが、今 日南方で色々資材が自分の懐ろに入っ

て米?こや うに考へられ ますけれども 、 ぞれが直も

に日本内地へ持って来られる か といふと 、近い終

来 K おし、 ては仲々出ぅk ない のではな し、 か。

此れは主と して紬の問題にItM嚇して米る ので あ

りま すー。 これ は いろいろなブ ｾ ｦｴｦｬ で 、 日百 ｾＱ Ｑ 百 ｲ ｴｦＺする

ことで すが 、政 l討としても ij !i舶 の方 I' L大いに力を

入れてどんどん也 るでせ うげれど も、鍛Tごとか、

v  2 2  

石炭fごとか言ふや うなものを持って来るや うな舶

を巡る前 l亡、まの' 石油伝送るタンカ ーを治る こと

が第 ー であります 。 これ は極く近い将 ｾｾｻｴ＾ 考へる

と、 3 う考へられaるのであり ます。

これら泊料!J 舶 をさきに造らなげればならぬ。そ

れで建築資材会運ぶと いよ、や うな枯は 、その次に

廻って米る 。そ れにか うい よ、戦' 1i ' ! 伏態が紅れと い

ふこと では 、舶 があっ?こY りでは駄 目でありまし

て、 これを護法して持って米なければならぬ。非

常な経質と日教がか 〉る 。一方では生産制係の建

築が11-1' ，削必脹しな げればならな し、 。 ところ が 資材

を得るにむづかしい。ま 7こかうしに生産閥係の建

築 といふものを民間の資本でやる，といふことは.

中々忠 ふや う に姉張 ｉｐ ， ＿ｪｾないといふやうな ｩ 伏 ｪｅ に

ある 。

そこで政府がこれを作って 、機械も設備も全部

して 、 そしてi 引1¥1のもの lて手主管させると いふ こと

になれば、少ない資材で多量の生産建築をやれと

言ふ こと で、 そもそもに何を要求する かと いひま

すと 、ある材料でそれを作らなげればならないと

いふ 一つの大きな問問であ ります。 これは '，'{l.1'L材

料 の粧掛川使f I J といふことで はな しに 、手 l乞入り

易い材料、これは今まで夕、11られて ゐる材料ばか り

でなし IZ;: 、今まで建築材料として考へ られて居な

かっ? こ材料をも含む。あらゆる建築材料! となり得

る可能性を持つ? こものに導 〈。そして深い検討を

力11へて行〈と 言ふこと lてならなげればならぬ。 こ

れは材料ピけの問閣ではなしに 、人的の問題でも

さう であ りまして、 この事は勿論その迫ーのお方の

事ですから 1iri 感されて ゐ ること〉 思ひ ますけれど

も、人的に5非「牛p'判，?市j

術の上 陀も 、例へば大工:1てしでも 、大工の技術と

いふ ものか非常に低下 してゐるのであります 。今

度み 25周年記念でも徒弟養成などや皐佼乞やると

いふやうな乙とを串げてをられるや うですが・ぃ

中西一一いや静習合- をやると いよ、 のです。

石川 一ー さ うい ふ ｾ Ｍ ｉ 垂があると し吐、ことは非常

に良 いJ.J f tごと}a¥ひます。此れはどうしても低下せ

ぎ るを得な い のずあ りまナ 。 共れで それＱＧｌｾ ｬＮｉ ｦｪ ｾ す

るに は、やっぱり低い程度のもっと大工がや り得

る州;培法 、工作法と いふ ことが巧へられて来なげ

れば ならな い。 さう 、するとこれは科のいつも言ふ



建築文化論とは大分考へ方が: I i l 、やうに思 はれる

かも釘 lれないのでありますり れど も、つまり! i 盟主ft ニ

を ｲｪｾ 心 にして日本の文化が動いて行くとし、」、以 卜 Ｎ

ノトまでの艶術と いよ、やうな概念を謎へて行かなり

ればならないのぢゃな いか。ですから/ i ' " いつにや

うな汚へ方で、建築されるもの〉 中l乞塾術性が認

められるやう l亡なって米るのではな いか。さ うい

ふ知で私のいつ仁川- と矛所しないで考へられると

いよ: や うな風 Ie.. 私巧へてそります 。

安井一一私 は一寸誤解し? こゃ うで、す 。今不iJ  11 さ

んや 、 松本さんのおｾを伺ってをりますと 、 如何

にもかう い よ、 ｾＴ Ｑ ｾ 局 ｉｌｉｾ して、我々ばどういよ、風に

しなければならぬ か、 どういふ風 に虚して行かな

りればならぬかと いよ、や うなお話でありますが.

私はさういふ立味 を誤解してをりまして 、?二七

日本の建築の綿来について汚へ? このでありましで

かう い よ、時局ｦＧｌｾ討してどういよ、風 化 底置すると

いよ、つもりで 、先程月J _I-. げ? こんではないのであり

ます。その紘一つ誤解して ゐ?こかも知れませんか

ら 一一。

瀧 海一一南方の立場から のお話で 、そ れで い〉

ではな いです か。

安井一ー さう L、i 、青Mごと思って訪米を1[X. 遺へて

舟つにゃ うです。

小 林一一皆様から色々伺ひまし? こが 、こんどは

衣食住の「佐J f ' L 就いてその将来を箭って頂かう

と思ひます。差 Ｇｾｦ ［ り南方へ津山人がＯＱ Ｇ， て行きます

が 、 さういよ、大連 IL : どんな住居を興へるか生活様

式はどうするかといよ、事が問 ー凶になると思ひま

す 。 今 夏 日 本 の 投 を 向」、へ持って行くべきでな

い。柿 7・式K すべしとか 、向 i 、で主主 IC 7，lro: ;寸 る や

うなものを作れと 、色々な設があります。 これ ら

の{ I : 民なり 、生百f ; f五式 lて就いて rl.t回さん 、先程お

ｩ￬Ｑ ーがＯＱ Ｇ， て を りまし Ｗ こが 、 御 ｚｚ 見をお聴かせ ｊｨｾ Ｑ ひ Ｗ こ

い と思 ひます。

中西一一先程からおー訴を伺ってa をりまして「純

米の建築 ｾｭｦ る」といよ、問題なんですが、その「灼

氷 J ｾ 私 も まに松本さん のおー訴のや うに「近刊守

氷」とい」、こ とで限定を 3 せて j買き? こし、と 思 ひま

す 。 と同時に玉置さん 、 ｴｦ￭ ｾ ｴｊ告さんの 古い 苦・物の御

引川は都市 を防火的にすると い よ、やうな主Ｑｉｬｾであ

っ? こや うに伺って居りますが、その防火的にする

事とは外! 判の例から見ましでも 、元々 木造て・米? こ

町が篤政方句 力といひますか、努力 とし、ふも ので

次第 ｬ と経って ｾｏ こ 。 さ うし て今日のヨ ーロツ パに

見るや う なお ｾＩｔ ｉ ｊ が ＯＱ ｜ ＵＱＨＱ こと い ぶ事を毅へら ・ れて居

ります。

共の; 1)}il と就いて一寸iiltl 深さんが最初にお示 l乞な

りましにが 、 東京のまづ ｪｅ 而玄Ａｾ日及そ れ に相官 ［ す

べきものを煉瓦iiE及石遣にせよと いふや うな主張

であっ仁枝 lと承知しますし 、ノトまで行って居り ま

す耐火的の事の准み方を見ましでも公的生汗;r ず

る部分について はある程度ま で夜来の物よりも煩

いも のに鎚 りつ〉 あるのであ りますが、問題にな

るのはノトぉ請がありまし? こ桜に「位」の問題医院討

する事で 、 これが仲々なつかしい11で、一朝一タ

lて行かぬのは 日本人 としての生許可;様式および長い

Il nl 乞培 lまれて来 fこいろいろなものが 、一朝陀して

鑓らないといふ所! 亡保源があると思ひます。

公的の方は命令をもって定められると 、いやで

もそれにＧ日てはめて行くといよ、進み方が ｾｫ てをり

ますが 、 ッ ヘ問 が ｾ ｪ ＾ＺＧ 日Ｇ ｾ Iて性んで行か うとい』、円t J

K 到し では 、こ れは命令ばかりで定めても 、 それ

に Ｉｬｾ しなければ それまで のことです ｣ JKいr，nか 〉

って府つでも効果のあがらぬのはそ こに原肉があ

ると忠ふ のであ ります。

今日間民々 ん といよ、言葉が、何もかも冠せられ

て食事陀就ても悶民一食、衣服! と就ても岡氏MHL: 宅

についても同氏f J : 宅と いよ、風陀この事盤以来進め

られつ〉あるや う に ､ ｩ ｧＮ はれます が 、 同 Ｑ ＱＡＺ ｒｾｴ として

も、こ れは各 人が白 II I IL: 工夫川被る 1: め忙なかな

か問民服が徹底して行かない 。やはり自分の灯・き

なものを作ると いよ、風になる。それから推して行

りば、イ 1:の問題も解決し憎いといふ草花 1よる と思

ひます 。 凶 ｊ ｬＡＺ ｬｪｾ が多少とも西洋の在来の式を加味

して 、産業的なゴp; から進んで来て ゐ るがそ・れをiJ:

k 蛍てはめゃうとするところに 、色々 k 錯誤する

ところ がH' ，来る のではな L 、かと 思ひます。

かういつにら叱られるが 、今 後 の 人はと に角

我々までの年配となれば、色々のバラエテイがあ

る。腕類があることが慰安になって居る 。食陀し

でも日本食も食へば、1下食ち食べ るとい i 、事が柴

しみで あり 、 衣服も手ＯＱ ｩｬｾ t 洋服も取折;i H1来ると い

ふｾが慰安になる ｯ ｦＺ Ｑｾ＠ f ' L しでも腰掛式投式、それ
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を色々取交ぜ? こ ら愉 快な生前が/-H来るといよ、事 lと

なって居つにのであ 予が 、今日ではこれは徐 りに

; J : n 鰍過ぎてなんとか 、昭和維新 lと際 1.; て将来 これ

伝統一 しようとい よ、事になってボるのではないか

と思ムのであります。

然し Ｚ ｲｬ［ ｖｾ といふものは、いろいろ の快 黙 ももちろ

んありますが、日 本 人には色々拾て劉1;い執も見 W，

して居るといよ、知で、なかなか捨て難いのであり

まして 、在来も満洲 、支邦、速く今日の南洋方 I訴

に/ 1 ¥てゐる日本人の様 式 を見ましでも 、表面は西

洋のものでも 、内部 は 日本の夜来のものを捨て難

〈執着をもって ゐ ると いふ事になって ゐる 。

これをば命令で もって一律に 出来ないところに

さういよ、事が起るのであり ませう から 、日 本 人は

やは り惑い ところは持て h もよいところは 日本人

である事を示す?こめ には別段これをば頭から排斥

する必要はなか らうと思ひま f 。

三手; ひ甫方へ注/1' ， ;-る l亡、案外住といよ、方而か ら

.見 れば、も第四なことでな いのではないかと思ひま

す。私 tまあち らの事は存じまぜんが、そこへ直接

飛込んで行つに ら、今までいけないと 言はれて居

fここと が案外長所を務省JI して良いことになって将

来 η 生|てといふこと に釘してはf芯けも のをして列ミる

や うなこと があるのではな し、かと私は想像Tごりで

すが 、さういよ、集がしま r 。今司合者が将来の住

宅はど うい ふ具合になる ?ごら うかと いふ事であり

ましTこので 、案外雨、陀進出して( 請けものをするの

ではな いか、今日 は昔と遣って突込んで研究する

ことの態度が蹟 〈堺はれてゐるから 、それぞれの

人が沿って来て〈れはせぬかと自分は心 易いやう

なこと を考へてをる のであ りま す。あ とは皆様か

ら色々お話を承って 、自分の頭の糧 にし ?こいと 思

ってをちますっ

松 本一一今の話で私の t ころで軍の1 : 1: 宅を やっ

てを ちま すが、大分 向ょ、の住宅主 いふものを認識

させられにのであります。

iMi 宜直下、 ちし 〈はあ、 いつ?こ熱い ところです

から 、世商とかあ〉 いつTこところに徐 り考肢を要

せな い。?ごから丁度コンク リー トを うつ時のせき

板式忙 して、 ＱＡＡ ｾ 論持運ぶ閥係もありますりれども

内地の建築と遣 うところ は壁な んかに考慮が非常

にされて ゐ るが 、 ぞれをもって行って十っと積み
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きへすれば、立減な慨に なる 。i熱気のあるところ

もありませうが、私のとこ ろの此0 0杯の建物は

i熱気の少いとこ ろで 、少 しパネ ルが!享味で背ぞ高

〈して 、 きう してそれを j(zべると Hミlてなる トラス

主力、判官官は頗る fi討ifi なも のですが 、男1いと ころ Tご

か ら、特IJ合 l亡き うい つ仁川。えと いふものが非常 に

簡J ' ，i です。 アン ぺラを羽ri <  ' : : . らゐなと ころで足る

らしいのです。 ぞれ以上.は沼恒;にやるのでせ うが

今やってゐるところは必子、しも兵隊さんが泊ると

いよ、のではな い らしいが 、無論天: 1+ なんかはアン

ペラぐら ゐ使ふんで はないかと思はれ 、ト ラスな

んかその ま'::.1亡して を りますが、こも らで考 へて

ゐ る作宅よりも 、i強程一般 住宅と L ては尤 も相官

な方の住まれる家と いよ、のは別問題でせ うが。

内地における普通住宅と いよ、や うなものは 、頗

るfi :iil4i1L行 げるや うです。 さうして今 rt 西きん 、

お話のこちらから行くものが品を使用する事が一

つの特徴ではな いかといよ、事でありまし? こが正し

〈 そ れ ｬ 乞 代る ものは ア ンペラを 布〈 ので 、 ｾｾｾはな

くて も宜 しし、。 それで投陀も使ひ、ま? こ杓子式の

部 慢にも使よ、正いふことになると思ひます。

中西一一伊東忠太先生のお訴にl末にまう} して岡洋

人主臼 木 人の考 へ方が泣ょ、。 日本の手伝: 内の床はほ

ではあるが、西洋 人の務 へてゐ る床とは全然考へ

方もま に使用法も遣って ゐ ると いよ、事を承ってを

りますが、そこをなかなか日本 人 としては捨て難

いのではないかと思ひます。

瀧 浬ー一一伊東先生?ごつにですね 。西洋 人は土足

で二附にあがる 。 日本 人は履物を耽いであがると

いふその気持が隼いといふや うな事を いはれてを

りま すが、私 は同J惑です。

大鑓外れるりれども 、日 本 の床主いよ、のはijil lりは

などで市1
1聖なもの 、! 末々 といって不浄を忌む詰ヌヰミ

があるさ うですね O 縫っ ? こことを床し い といつに

ら、奥床しいとかいはれてをります。西洋人は椅

子に腰を掛けるが、日本人は) ねて艇もおろせば、

寝そべりもすると い よ、 。 か ういふ生前様式 は疏 ， ｾ ｬｾ

I: ll f L 認めて行き Tこいと思ひます。

ベグンケイツク のや うだが 、 日本書記に彦火火

傘が下の床で足を拭lまれfこと いよ、足をち!i 潔に して

行くといふところ があっ? こと 忠 ひます。



松 本一一御趣旨はなかなか結A怖ですが 、満洲の

新京あ 1: りで は外相は洋ii れとなっ てゐる が 、内部

は践を敷いてをります。内地 と迫って 、石茨が足

るとか足らんとか L 、ひながらも 、向よ、では作暖房

をやって ゐ ますが 、 些が ｾｩｪ い ので一年でゴミが ＱＭＱ ｜

てぼろぼろ l乞な る 「こんなに放って置かんで 、二

三年目 くらゐに取替へ? こらどうか J e私 がいつ に

ところ 「馬鹿なこと いふ な、年々 J1I(替へてかうな

るんに」と いはれ fこのですが、作斗4の 日本の誌を

編介せにやう なのが必す・ しも理想 '11: j でなく 、これ

に代るい〈ら か抑力性のあるものが考慮きれなり

ればな らん といふ事を渦V十|においてはつぐつぐ感t

ぜられまし fこが、 さういった黙に後程考慮する徐

地 があ りさうです。

共れから同時 lて暖房ナるところでは品を敷くよ

りもどうも板般にベットの方が良いといふ事を岡

技 院の入なんか盛んにいって居ります。一躍どう

しゴ、週日hかと いへば、部屋を暖房で溜めても挫の

_r. 1' C子供 を寝せてお 〈とどう も寒むがってしゃ う

がないが 、ペットの上におい ては安らかに" 民るど

ういよ、わけかと可なり突込ん で研究 して見? こが簡

単 なことで 、挫の j 二よりもベットは高さ が荊干高

い潟に温度が盈の上よりも ベッ トのJ -，の方が非古?

に僅かな匙ひ1:." けれど も、温! 立の注ひがあって出

かにj度せるよりもベットのJ ての方がirLかなる局 l乞

よく 11足る 。これは皐り子供ばか b でなく 、t，!.i ，' J ) 部

尾にする＿こめ ｴ ては 、どうしで もさうし寸、筑持を ｪｦｬｪｾ ｊ

んで床を高〈ずると いよ、 や うな:; Jil 亡して考へると

まTこ別問題でありますが、悲しいかな満洲、新京

方商では さうい ふと ころまで考へてをらない。

石炭が足らぬ今日 、ポット !と寝せるのと 、tft の

J てと一寸でも上 lとある閥係一1' ，、 規 niI I'C j血l変がi主ふ

とい i 、事を いって居るのであ ります。

安 井一一私はf永k <1i渦満織縞.渉例掛洲i十刊白'IIC

は十分臆E験念をを?持持- つて 3ぞ? りま F 。極端な話ですが、

ペチ カでもって起立すると 、首の溢は八十L主から

八十五度くらゐ ｉＧｃ ｟ ｾＺ ります が 、下 ｯＩ￠Ｂｩｾ の ｊ ーは五 十

ｅ をくら ゐ で 廿 度〈ら ゐ逮 ひます 。 非常に泣ふ事ｾ

:i I(いnJ1ki主11娩しまし? こ。

瀧 濯ーー さうすれば少し訂正しな りればならぬ

が 、 先程司〉 日 本の大陸琵展といよ、事も 、此 の大 ｾＯｾ

と南洋方面とは全〈考へを鑓へなげればなら 1，f. い

が、これも! 荏史か大事と 思 ひ ます先。程もどなに

か 日本民族は商から来? こといよ、お話ちあっ? こが考

古撃のi!. i い ところで新石器時代の い: まゆる縄紋式

土器時代にはま Tご米を食ふこと を9，:11らなかっ fこら

しい が、弼生式土器時代 lて王つ てはじめて米を栽

培して作 るといふことが解つにと いよ、事が考古接

上い はれて居ります。

日本のいはゆる日 向系文化も 繭生式土器時代に

なるにし＿こがって 、 米 ｾ 作る文化が入 って司 ＼ＺＮＱこも

ので 、それ以前は大陸的な稗葉を食ってをつ にの

であります。 日本のや うな小さい応でも 日本文化

といふち のが、北方的系統 と南方的系統と 二つあ

る。干古・大の閥野助教授などもこれをいって居りま

すが、古いところではアイヌの竪穴式といふ様な

時代があり、県のうt : ， Ici lir! lni t の建築とか 、校合浩

k か 日本書記 lてあるや うな南方的な文化 の時代に

なって 、床そ作 り、一足あが るといよ、様な 、日本

文化が南から来 fこのでありますが 、 さういよ、黙で

我々は北へ延びるか 、南へ延びるかといふことを

考へる時、我々が何れから来? こかといふことを裏

返 へ して考へればよ い。 日本の文化 lては二つの系

統が調和されてゐる が 、ぞれを南を北へ押つけ 、

北 を南へ拘1つけると矛盾が起って来ると 思 ょ、。私

の前 l亡いつに事 l亡この南北混乱して照るところが

あれば訂正します。

杉 本一一憤得的ですね 。新京方面ではJ択を改造

しなりれば特としては効果的でない 。 温度の Ａ ｾｍ 係

燃 料 乃聞係、で直ぐ ボロボ ロlてなる 。 さうい よ、主こ

ろ陀鼻は良い とう:11りながらも 三} j 肢の徐地がある' と

いよ、のです。

筆 中一一ーさ ういふ枕陥があ りながら囚はれて ゐ

るのは何か盟1[1があるんでせ うね。

小林一一 篠原さん、何か今のに除! 聯してお話を

おsu' l ひします。

篠 原一一本質を離れて ゐ るかも 9:11れませんが、

「建築界の;1守? i ( j といへば建築技術家と して内地

の建築よ りも今戦ってをります大東刊共栄閤献立

つまり共柴閤内の間 々の建築を 日本勾技術家が、

こなして行かなけれJまならぬと いふことを考へま

す。

従がって何としてもこれからは 、先程お川 さん

がおっしゃつに生産主 ｬｩ 脅さにしても 、 ｾ ｉｾ 凶さんの 位，
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の建築 lとしても丑の建築がまづ考へられなりれば

ならぬ主思ふのであります。大量の建築を消化し

て行くといふ事の鴛 lては 、ど うじても我々技術家

が非常陀津山要るのではないかといふことから自

分の商費柄技術家養成に着目 しなければならぬと

思ひます。

どう も政府の やってゐるのを見ると 、軍需工業

が必要であるからといよ、のでありませうが、撃投

では工 業撃投機 峨科を作る 。 ｾ ｪ 工行では機械工場

を作るといつ仁枝花 、技術家をどんどん養成 して

をるが、建築科の方は1 - 1 - ¥遅れとなってみるゃうで

す。

戦争は御承知のやうに北中南支の支那大陸は申

すに及ば今 、南方諸閣においτ も展開され 、これ

によって破壊されTこ建築物は非常! て多いのであり

ましで 、これをどう復興するかと いふ事が、我々

建築家 lて謀せられ? こったきな将来の問題Tごと思って

をります。従ってその様式をどうするか、岡際的

にするか、岡睡的にするか b いふことは 、それぞ

れ共の遣の方に考へて頂きまして、とも角何れに

しても会: 務としては生産的の建築の非常な量 を消

化 しなけれぽならぬといふことを巧へます。

従がって建築 部 ｦｪ ｦｴＮとな れば 、 業者の方もｾ苦 慮し

τ 頂き七いし、共れから政府の方も協力指導して

頂いて本官の建築家の養成といふ事を 、 まづ今

から準備しなければならぬのではないかと思ひま

す。

殊 l亡南方諸問の未開刀 人間 l亡見せるのは象形的

なもので立を示すより外ないことにならうと思ひ

ます。従って内地における建築も〉ちろん霊芸術的

な素質を持つにものも作らなりればなりませんが

赴的K も非常'大事な物を作るといふことが必要で

あらうと汚へます。よ〈支那人なんか辿れて来ま

すが、大阪城を見せても決してあの人達は驚いて

ゐないにらうと思ひます。

大阪城に料f告する紫金城なんか見Tこものが驚〈

は十がない。質を? 巧へると同時に並の建築といふ

ことそ考へなげればならす・ 、まに海外の建築小笠

といふも のをこなすといふことも着服しなげれば

ならぬと思ひます。

叉刷: 逝材料につしJ ても 、それほど大量の建築を

消化するに 内地の自然的材料 、工業的材料といふ
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様なものを運んでをつては恐ら i 間に合はない の

ではないかといふ様な漠然? こる者へを持ってをり

ます。要す るに我々技術者が多数養成せら れて 、

さうしてどしどし大陸現地 l乞行って 、材料の研究

同時にそ の土地と物の肱用 、建築様式構造などを

; p; へる事が、今のところ念務Tごら うと漠然と考へ

てをります。要するに建築の高級技術者はもちろ

ん徒弟大工とい i 、様なも の 〉養成と いよ、事に着目

して将来の大東亜共柴闘の建築を消化する準備を

やらなげればならぬといよ、様なことを考へてをり

ます。本質を外れ? こかも知れませんが。

小林一一同じ意味から建築技術者の指呼といふ

こと 陀就て 、堀口さんどうぞ 。

堀口 一一桃浩方面の建築技術者の養成指導と い

よ、i立I床から 自分の考へfこ事を け1 しますと 、先程ち

意味のないやうな明治 6 年l仁川ましに日本の本に

鍛骨のハ リの岡商が! 日てゐるといふことを中しま

し? こが、大睦西洋の構造の技術、殊に錨筋 コンク

リー ト、級官・構造と いよ、や うな最近稜達し? こ墜問

の「殻j y の年表」を作って見よ うと思って 、鎖骨

杯fill の分?ご り自分で作って見? このでありますが、

その場合日本においてー呑平〈紹介されにものと

いふので 、先程 D本のことを申しにのであ b ます

が、大韓西作の構造法と巾しますか 、西洋の近代

の製問の最も護達しにのは 19世紀の後牛から 20佐

紀の極めて初めにかげであらゆるものがすでに瑳

達しにのではな いかと 汚へてをり ます。

エンサイクロピデイァ，プリグニカの 11 版と い

よ、のが 1913年ころに出 てを ります 。その後大戦争

後 14}況が/"1 '， ましにが、結局これは 11 の続きであっ

て、あの大* 百科全書の 11版ころが西洋の文明の

頂黙ではないかと思ひます。さ うい よ、13; 味からい

って 、その技術文 I! J J を受ついで ゐる日本の建築技

術にしても 、 近き帰来においては鶴骨わ ｾｉ 治、銭筋

コンクリ ー ト構造に代るや うな非常に新らしい立

汲な構造といふものは生れないのではなし、かと私

達は考へてをちます。それでこの外岡において褒

達しまし? こ鎖骨、鶴筋コンクリ ー ト構造を如何に

日本化し、ま? こ生かして行〈かといふことが、我

々の将来K か〉つ に技術君子養成の大きな間 11 では

ないかと汚へます。

鶴筋コンクリ ート、 餓官



ぞれゐ 力 撃としての ｴ Ｇ ［ ｉ ｊ 、 ＵＧ ，Ｇｪ ｈＧｬＺ 製 ｊＩ｛Ａｦ￟ 川が工業 Ｇ ｉｉ ｾ

ブ'11耐とされる織になりよしに結一果 、最近は木i2t 建

築においてもその ｾ￭ｬＮ 論を 川 ゐてゴ ｼ り日＿に大きなもの

を作る様 ｬ となりまし仁が 、 ［Ｑ 等ｾＨ我々建築技術者 Ｎ ｾ

養成する ，.. において赴も注13: すべきものは現ずlそも

あり 、ま?こ 多 〈の特，i午等もある様ですが 、木迭を

全然燃えな い ところの物 l包込- る こ との研究 、及 び

この木材 佐川ゐて鵠 筋、餓 骨 l亡代るや うな耐火(1句

な木造を14τ ると ころの方法 、小 さい部材ーをもって

非常 に大きな物吾 作 る力壊と いよ、か 、 その乎法の

殻述 、これ らが我 々 建築 Ｇｾｍ ｩ［震対の純米 ｉ 向 って注

立すべき事ではな L、かと 思ふのであ りま す。

ｾ ｾ れに就ては津 山 の技術者が Ｑ ＮＱＧ， 来 ｔ こ場イト ｬ て 、 そ

の技術者ーがづh l:l数肇等の勉強をしな. < つでも 也 ぐ

牛Ij るポケッ トブックと いふか。 さういよ、方面の非

常 に範悶のJ f I ( い、 ま?こ寄与易 l亡肱川11¥来る校なもの

が 日本 lて1+1来なりればならぬのではないかと思ひ

ます。最近木造の方を作りまし? こ 。これらの方而

陀あお- いても大韓z軍匡珠揺桝胡h副l係の才? い技術者

あ るひ: はま「司|ド' 支 、南支さ うい よ、方 町I" C 参ってゐて 、

多 く使 川して居る棋ですが、その 人々 が乎紙を寄

越しfこの陀よっ て考へ ますと 、まに ま?ごいろんな

特別 な喝合を 入れに。 - 11仕で十分総ての場合の設

計が ｉｉ ｾ 来るものを 作 って く れと い って米てをりま

ず 。

さうい よ、意味から 、iui ¥111亡総てを規俗化 し? こと

ころの本を作 り、 さうしてJt れー 1mを完全 K; i uみ

f写れば とに角 、線、ての建物が大陸的なものがこな

し得る。か ういよ、様な数育の方法を全然従来の

ものと鑓へ?こ方法でもって 、新らしい技術者ーを作

って行かなりればならぬのではないかと 、 まア建

築界の腕- 5 { ( 1乏釘 して極めて部分的な こ とを 月l しま

し?こが 、さういふ主主な J感じを: 11，はもってをり ま

ヲー。

小 林一一昨年から建築界の新謹; j ilj が盛んに川題

ｬ て ｊ ｔｸあげられ てゐる 様ですが 、 その後大 ＪＡｾ ｾｉ 戦争

が勃殻 し ましに し、今 日のや うな赫 々fこる戦果-を

あげま してからはもっと 対t大芯州 主!の下にさ うい

ふ11り閣を者へなげればならぬと 思 ひますが、この

事に就て 、主主I.t さん一つお願ひします。

薮中一一御注文 を外れるや うですが、その前に

私 の感想を少 し中J てげますo J ト.!Jp¥口rれからおす1; が

あっ ｦ こ最後の分ですが 、 我々製佼を ｾ ｉ ｉＧ ， てから 色々

の構ili をやってボ? こが、その参考 l亡して ゐ るもの

は外岡のものが主で 、円本の書物がない時代でし

?こが、その附' 1' 1・かま11 らんが 、放近でも 円本で 11'，来

? こ書物の 内容 、あるひはデ、タとかいよ、や.う な和

類の物が殆 ど外|戎iの芭滞が多 い。 日本 人でそれに

努 力 しにのは'1TI中時三1 ; の表がある〈ら ゐで、こん

なことは全〈検の下のブJ 持で 、興味 のな いこ とで

あ ります。

食| 徐の仕事を設，11'-;- る各例 陀おーいて研究 'f る方

が痛快なこと l亡主主ひな いが、一町から いへば同じ

や うな技術的なことを何同とな く繰返へして行 〈

と ｾＧ Ｎ ｾ 、 事は可な り 時 ｬ￭ 日 もか〉るこ と であ る から 、

さういメ、や うな縁の下の力持をやって頂 〈人が現

はれ ることによって 、j野J早を? 利するとこ ろが 大 き

い のではな い かと 思 ひ ま す 。 さ うい ふ ｾ Ｐ Ｚ 味 にお い

て堀 口アj の著書の如きさらに ますます乎を 入れら

れて純日本 人の作り J てげにものをヲもっと渦- 枕して

頂けば好都合と 思 ひます。 どう も毛唐さ んのお余

りを頂戴して ゐ る感じが大 きい ですね 。

共 れから 今司令おーの いはれに問題ですが 、なか

なか大きな 問題でしてね 。結局将来と いふ ことは

先程から苅があっ仁枝 lてむつか しい問題守 、市J;局

自分がIf t);- いてゐ る現宜のところは外し1'J ない し

主 い ってじっと し て ゐ ると 、 必 ｩ を ｾ ｲｲｩｧ 、て ゐ る とい

はれる桜な こ とI' Lなる し、 建築界の去年からの勤

き 方から い って見ても 、 やはりさ う ｴＮＮ Ｇ ｾ 、 感じが す

るのではないかと思ひ ます。

. f [ 頃から例の新謹i! il]の問題 lて就て何向か我 々令

令して 、色 々相談し1=んですが、 そのひ まに技術

院が ｈｾ ， ｾＨる。技術院が Ｑ Ｋ Ｑ 来れば 、 ど う せ技術玩 ー の

建築家も合 ま れる 。 共のときは ｾｦ ｬＧ ， Ｚ［ＺＧＭ 心 椛えが要 る

Tごらう天降り式は どう の、か うので いかんから 、

我々の方に けでも整備して行かうじゃないか とい

ふのが出張貼で 、色 々研究しにか 、何しろ閥係 が

ｨｾＨ いものですから 、 むしろ ｒ ［ｦｪ ｾｮ て道述 し と い ふ

とこ ろで 、ftE局ィ廷が li Jj けか 〉って しま っfこ棋な こ

とになって「夜が lりj げてから」と いふ ことにな っ

て' しまっ? こらしいですがね ー。

共 れに技術 ｼ 民なんかも ＧＱ Ｑｲ ［ Ｇｾ 初我々鴻恕して ゐ ｦ こ時

の% へとは巡って 、新聞なんかをJ よれば、結局 飛

行機のスピ ー ドを早めるのが ｺｲｾ Ｍ .で、 それに必い
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ていろんな ことをやって行か う。共れから ピ んピ

んいろんな技術をやって行かうといふ事K なれば

今の建築界の新韓制は技術院に闘する限り 、いつ

の聞にかポイントを外れ? こやうになってし まっ?こ

様 な形です。

今のやうな問題は これからも何回となく起り得

る問題と忠ふが、 もっと強い言葉で いへば、建築

技術家が果してど ういよ、道を歩まなければならぬ

といふことは他人様からいはれるまでもなく 、自

分から考へて行かなりればなちぬ問題Tごから 、今

我々 簡草な目先f: げの結論を急: ヤよりも 、一つの

宿題として残して、明日か明後日の建築界を荷」、

方々に考へて頂〈方がよからうとか思ょ、のであり

まナ。

小林一一 時間があろゃうでナが、瀧棒先生

何か建築家の将来と云つ 7こことについてお話下さ

L、一一一。

瀧;寒一一考へてはをるがむつかしい問題で‘ ね。

私は皆さん左同じく建築設計の業務 l乞、墜校教師

になるまで十っと鰐ってをつ fこもので 、か ういよ、

職業は将来ど うなるか 、。どうならなければならぬ

か といふ事完、理問の上では賓にか ういよ、職業は

主主重すべきでナけれどち 、日本の歴史、闘情でど

うなるかといふことで、賓は考へあぐんで ゐるの

です。

主置一一 どう ですか 、文字に行〈と岡勢調奈の

色々な職業表がある中に「自 rli 業」 いよ、のがあ f

ます。拘)' ( : 理土- とか 、お瞥者さんとか 、建築設計屋

が自 111業に入ってゐるんです。そんなことはど う

です。

安井一ー ドイツでは現在自由設計監督は認めら

れて ゐ ま子ね。むしろ日本の方が先に行ってゐる

ん4ですね。

薮中一ーなにせ日本では明治以来、大正、昭和

と今日 ｋ 至るまで建築家ＡＧｌｾ討して民 主 艇として回答

を興へてくれんので‘ す。甚f: 芳しくないこ主にが

一ーはっきり渡しであるが 、制 Ifj の方が判らぬの

ぢゃないかといよ、様な気がしますね 。建築家を認

めるかどうかといふ事は 、JI 剃毛はどう か といふこ

とよりまピ認められてをらぬぢゃ ないかといふ気

もしますね。

中西一一官には建築課、設計を し監俸をする人
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はあるが、民のは認めぬと '，' J 、のは・どういよ、わけ

か、これを認めるといふ事にならなければ。 一一一

安井ー一一 ドイツでは自 rl3業は認めて ゐのですね

中西~一一役所の 人は自由業ではない。官吏です

からね 。

瀧 浬一一 これは小 きな草花職業的な建築家f: け

の問題でなく 、非常に大きな 問題Tごと思ふね。

薮中一一考へ方ではそれが中 心問題ですよ。

瀧津一ー私は事校教問li で自 rI l な立場 tてをるつも

ちですが、生徒にどう説明してよいか とい ふこと

で困ってゐる。過渡期で何ともいひ切れぬと い」、

ほかな〈 、全 〈説明しかねてゐる 。

安井一一私も常陸で貰は製校でそれに類しにや

うな講義を受もってをりますが 、韮f: ど ういよ、風

l乙説明してよいか困ってゐます。

瀧翠一一今の?告詐知17背!可i負入札11市巾制1，1同I計司|リl度度‘ 7なよども可なり白 d由1主

義の立j場: &i ! ' LあるカがTヘ、

t をを? いはせると、けよ、は廃史などを引張出して甚

ピ皆様に拘束を興へ?こl惑があって恐縮ですが、先

程石川 さん 、松本さんのお話ーがありましにが、兎

に角［将来ｾ 語 るには現 貰に 立脚しなげればならぬ

現賓の日本は戦争中? ごといふことは同感で 、戦争

を離れて日本の終来は語れない1 : ＮＧｾ，ふが 、 石 川Ａ さ

んの生産的建物 D 一方において は こけおどしとい

へばこりおどしですが、南方共栄困の人にも日本

建築技術乃至事術といふものを見 i るもので示し

?こし 、。

さうしなければ英米のやつに仕事 K 釣して引ケ

目を感じゃしないかといふ様なお話があっ? こがそ

れK ついて歴史上かういふことを考へます。大き

な文化がある段階まで行って淡終とまで行かぬで

も行詰って新らしい文化が起る 。 さうすれば今ま

での文化 はそのま〉新らしい文化を建設するとき

は、建築でもさういよ、建設の時代、建設文化の時

代においては建物は後から見ると残ってをらない

らしいですね。 きうしである文化が落着を示して

平和の時代が来て 、初めて残って行〈 。西洋の言

葉でいへば、モニム ーメント、我々記念物と 詳 し

てを りますが、 きういふことはギ リシヤの建築突

を見るとよく現はれてゐる。

ギリシヤの建物は石で出来てゐるが、その様式

は木造から来てゐるのであります。 さうすればそ



のpkilt 時代はどうであっ Tこかといへば、紀元前 5

世紀の立 ｩ 庚な古典建築が現はれるまでの ｊ ｾ ｉＧｃ資料

のない時代があり 、 しかもギリシヤの文化と科撃

はその聞に生れて1，. : : て ゐるので あります。その問

とは何かといヘば、丁! 支ギ ワシヤ民族が周閤 l吃釣

し澄判なる ｪ 威力を示して史ん ｉ､ｩｾｱｩ ーをしてをつ ｦ 二

時で、共の頃の木浩の建物の訟物としては残って

ゐないのであります。

丁度今日本陀さういよ、時代が手Kつ〉あるのでは

ないか U 巴ひます。丁度ミケナイ の文化ですか、

安井先生の東京の満餓ピ J レとか 、第一生命ビ }]...と

いふも のが、- Ni (1) 日本 ワミケナイ文化ですが、

日本じら本首の古典文化が挫つ問に今は戦争中であ

って 、き ういふモニユメン ト(l 1.J なものを作らうと

いふ野心 を来て、ほIJ戒を盛んにすると いよ、時代で

あります。

かういよ、時代の建物は将来I' C 浅らぬあのではな

いか と思ひます。古いものは股楽されて新らしい

もの前進するといふさういふところ l亡日本の岡の

干 ｈｾｾ ぃ ｴ ころカ ｦ ある のかも女 ＱＱ れ な い のでありま

す。 もしも日本が石i;!; ゃなんかの放原時代、稲原

時代のあ ｊｾ いところに長＼ Ｍをつ にならば、民の蛮展

は ｉｉ｜ｾｾ な いと思ふ 。 ー聞から いへば 、 建築協合 ・ が

今防火建築Tごなんにと鉦太鼓でやっ l ぞるとも J ろ

主矛盾するところがありますが、共れはま f二日 IJ の

黙において併決 ｉｈｾＨ ると思ふ ので あります 。

安井一- ;fi は奈良へ行って昔の法隆守・なんか良

いものが残ってゐるが、』守*1明治、大正時代およ

び現u: の建物が将来 l乞残るかど うか としづ、話が出

ましにが、在、はないTごら う。な 〈なっ てしまふTご

らうと答へましに。

瀧濯一ー さういふ詰戸未で 日本人 の非常な特色が

現 lまれて ゐる のは伊勢Il iI [I'戸式年;f il] です。 20年IIJ fZ: 

改 めるが、様式は古い のを 川ゐ る。

あ そこに日本の特色があると思 i 、。 ところがヨ

ー ロツパの方 を考へると 、モニユメン トはサブス

タンスとして残って ゐ る。サプスタンスは亡びて

も排はぬが 、 Ｗ Ｑ ｾ 式は牟重 されるといふ 。 か うい よ、

問題 も将来日本建築の特色を潟へ 、大きな問題で

はないかと ，目、ふ 。四件 流 のモニユメン ト の考へ ｾ

IJ ，.f>: 1'CB1Hひることはどうかと思」、。

松本一一 今のお話は拘 lて紡叫7よんですが 、これ

から近き終 ぅ ｬ ｾ は木造家屋主 い ふものは建てる こ ｴ

が問米な いこと ｉ Ｇｃなづ てをります 。今 までは ｈ Ｇ ， ｾｾ

7こが一一ー といよ、 のは 6 月 ! 日以後の木材配給は，告

がない建物町 立同家として配給しな いこと になっ

てゐ る。

それは繰返していふゃ うですが 、第 l はl!'I: (I"J な

もの 、第 2 は生産鎖充的 、tfC3 は' ! I ・および公共固

躍といふやうなも の、共れから第 4が一般のもの

といよ、 のですが、さうい」、保件を? 雑列される と11よ

り? こいと思つで も、木材そのものが得ら れない 。

それで私は大阪の木材台、・枇 l亡関係を一寸も ってを

りますが、 6 対 1 日から 統; f il Jせられる下準備の令

合をこの ＱＱ 日 からやり私もそれに ｴｾＺ［ んで‘をり ますが

大l坂で今まで土木建築 、その他いろんな方面に使

用されてをつに註は約 600 高石を超過してをつ? こ

が、 6 月以後は l ヶ年の配給量が今の重却i主義で

行って一切合財の建築用材が僅か に約 280 高石、

その他を合せて 500 高石といふのですから〈大阪

でよ及ふものが) 殆ど在来の 2分の l 以下しか木材

は使へぬわりです 。 これは大阪の側ですが、皆 地

方でこの率で行き ま すから 、 ａ 寄 Ｓ ヰｾ［ｴミ ぜ ｵ ごからとい

って建てゃ うといふ事は近事帰来は出来ぬことに

なって居ります。

始どこの延長で行けば生産鏑充工場、軍司J工場

ｔ ごりより川＿ｬｾぬことになります。これが 一 般建築

が木造で出来るといふ様な見透しが l 日も平〈つ

〈と L 、ふこと l乞なら なげればなりませんが 、共れ

には先程枯腹のお話がありまし? こが、 南洋材を こ

ちらへ輸入する木材合・祉と しての見透 しですが最

も早〈南洋材を輸入す るといふ見透 しが 、ま づ 2

年後といふのです。

然し 2 年? では困難 t 思ひま管業科目な んかに新

らしく 出来る牛 官 Ｔ ニ ｬｾ の合 ￭ ｬ 注 の見透しは Ｓ 年とし

てをります 。 3 年後でなげれば、南洋材の輸入が

/:1¥米ぬが、その後は幾らか調整されて絶望聞きれ

てゐるものが、業t今表出来るやうになるのではない

かと思はれます。心細い話ですが 、これは濫伐し

にものをjli 林行方面では木材は40年11日経 たねば 1

人前の木材にならぬ k いよ、 のに従来それを 25年、

30年で盛ん l乞慌伐し? このを制白jするといよ、のです

から趨つに寺院とかさ ういつにものカ'11¥米る のは

我々生きとる l時代は匹以IU: 忠ひます。
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瀧連 軍部工業側係 、いはゆる大東亜戦争時

代を象徴ナる様なものはli' b では洩らぬと 思ひま す

ね。絵絡がI:H似て落着いにときでなげれば、将来

i乞夕立ら ぬと思ひます。

玉置一一法って ゐるもの は司-生産的なもので 、

生産的なものは始絡改造とかなんか されて泊粍さ

れる 。寺 b かnil [l i J I 止とかは泊粍しな いので残つ Tこん

モせう 。今だから残らないと いふさ ういふ 質のも

のでな〈、工場なんか治粍 l u ll fJ から残らぬのでは

ないですか一一要する十亡、残るのは質物建築です

ね。 それから杉本さん のお話は 2 年、 3 年後やっ

と南[ 洋材が入って保て、あるひはj閏ふかも判らぬ

といよ、事でし?こが 、私は 2 年、 3 年経つでも Tごめ

ではないかと思ひます。共れは我々が南洋材を期

待するのと 、南洋 K 行つ? こ日本の建築家。が内地材

ｾ期待ずるのと 、 どっちが量が多いかといふこと

です。今日本の建築家が尚治| へ行って建築しで も

支那へ行っ て建築しでも 、基i閣は昔から 日本です

が 、蓋:i 曾で建築しでも皆内地の杉 K 依頼してゐ

る。

恐らくマレ { 牛島 、ボル ネオ 、ジヤパ 、スマ ト

ラなと へ行つでも皆内地の杉 lと依存しゃしないか

と思ひます。蓋i轡へ行って. 鵠い? こんですが、蓋漕

は木J寸を産出す ると ころ? ごから 、向」、 のJ J t 築は勿

論霊轡材Tごらうと jE つに ところ、 宣岡 らんや全部

内地材です 。韮i替の槍は高 〈ついて出来ないから

安い日本診を ＿要 ｾ ｬ にするわ けです 。

瀧濯一一内地材の方が安 t っ くんでーすか。

玉置ーー さう です。 今でも陸軍 、海軍が準備し

てゐる のは皆 こっちの材木でせ うo 1ごから将来の

建築はその土地の材料に よってもらはねばならぬ

とい ふ風 K せねばなら んと思ひま すね 。 ( 笑yi 準)

グイへ行〈とグイ の人はチー クで住宅を作ってゐ

るさうですね 。そ れで日本の大工さんが行つにら

チ{ クでやるかといへば、そんな ことし?こら手¥1.¥1

が高 〈ついて仕方がない。胎で日本の杉をもって

行つに方が安 t っ く一一 この考 へ方は断然排除せ叫

んなら A れげ ですね。

薮中一一大工道具も I1¥lf 乙合は ぬと いふぢゃない

ですか 、日本式 lζ 合ふや うな道H をもって行って

チークなんかに I づかつてやら うといふ のTごから

Tごめ?ご。
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主畳一ー とまれ大共楽園内 の建築で一番大きな

問題は 、 その土地のものでやると いふ事 K 極めて

しまふとい ふ事でナね 。 これが一番大きな問題と

思五、。

薮中ー- .E! Pち現地誹，1*9'(が。

玉置一ー さうです。その とき南洋 K 材料がなか

っfこらはじめて 日本 lて期待する こ主 が出来るこ左

が出来るや うに しなければ向ふから ろKるよりこっ

ちか ら行〈 畳が結 局多い と思ひます。それを 一つ

向ふの建築家に うんと 期待す るんですね 。 それか

らもう一つ思ふことは メート ル法であります。

今 の 東亜共 柴圏 内 の度量衡は 、 ｲｩｾ ｩ 洲、支那 、マ

レー、 ジヤパと非常に棋雑で 、今まで この中でメ

ート ル訟を J不用してゐるところは一つもない 。権

利|闘は 日本 を|徐いにも のは皆メ { トル法ですか ら

この際大東盟国内は全部メ ー トル法 tとして行かね

ばな らぬと思ひます。

一つ建築協合・の仕事として 、伎は第一線を退却

し? こん 「から伎は責任がないが、協合の2-5周年に

際し日本建築協合が指導者 lてなっ て技術者を皆こ

れで引張り廻すと いふ様なつ もりで 、現職幹部に

お踊し? こいんですね 。 これは大きな間開Tごと思ひ

ます。

中西一一 それは政If. f[て却がある 。力ある 者がそ

れで匙んで行つにら仕方がな いかも 知れない。

玉置 一 一 こんど は話が ｾＧ ｉｊ ら うと思ひます 。 前 は

早・過きて判 らなかっ Tこりれ ども、権軸の方は 日本

を除いて皆メ { ト J レ法であ り、共栄閏内でメ ート

} L - 法を使って ゐる者は一つもな い 01ごから1' [ &軸閣

の? こめ東亜のにめ メート J レ訟をやるといへば 、今

度はもの K なると 思ひま す。

安井一一満洲が一番早いてーすね 。私 は こっちへ

師っ て来て 、 まTご尺 を使っ てゐる のかと篤い? こん

ですよ。

篠 原ー一 今の新謹;j il] は自然にかへれと し、ふこと

で、衣食性共 l亡さうに らうと思ひます。そ の土地

l亡I-H氷るものを食ひ 、 その土地 fL H1来るものを着

その土地1[ 1]- '，来るものをもって生13を作斗 、それで

辛抱し 、張達するや う指導するのが大東亜共栄聞

の盟主 fこる我 々の責務 と思ふ 。即 ちそ の土地で出

来るものを材料と して使ってやるといふことが我

々に耕せられに大きな問題と 思ひ ます。



主置一一私はいつもさう想ふのですが、 日本料

:rnと比べると 、支那料理が美味し、。しかも 向ふへ

行つにも のが、刺身を食ひ? こがる 。 そんなさもし

い考へでは大東亜共柴圏の指導は出来なし、。

松 本一一木 材は どうしても足らんですから 昭

和113年は 4分 の l は米村ラワン、アピ トンなどを

向ふからもっ て来? こさ うです。 日本内地の木材必

要量 に到し 、どうしでも足らないも のですから 、

であ〉いふ話は私の也、見でな〈 、政}(f の芯見らし

いでーナ。

何i'i)( 3  ｾｆ か 〉る かと追及すれば 、 枯舶の足らぬ

こと は常識的なも のに りれども 、rnu、lζ は悩るほ

とあるらしいですから 、|必れば一部 でも 持っ て米

Tこいが、 それを底辺! ずる持働者をさ うい ふものに

使」、よりも 、 もう少し急な 刑事がある o tごからそ

のl肢をなくするのでなく 、今しばらく時業させる

のに。重要な方 i亡使ふて 、折があっ? こらそれを木

材陀廻して内地 l亡持って来る か ら2. 3年辛抱せよ

主いふ事ーになってゐる様です。向ふから来るもの

を内地の牛官牛民の合j此も唯一の ものとしてあて

にしてゐるが、こ れが外記るやうになれば、ノ子日以

上J [_ 建築も 1:1' .米る 31になり 、商事都合よくやれる

と思ひまず。

小林一一色々とお話は議 Z ないやうですが、こ

れでi羽合・させて]頁きます。有難 fこう御住 ゐま しに。

( 以 上 )
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主主に春秋、i: f-五年、人にすれば絡によl士年期に入 り、愈々活躍の時代であります。協舎も大東亙戦下、

閥家大進展の時にあたり 、時期に適した種々の事業が計宣されて今や貸行に主主みつ L あります。本舎の

既往の墜史を印刷ーし、将来の進路に就いて御意見を求めるも亦: 合: 義のあるところで、下記の題意によ り

合員各位に凹径を求めま した庭、掲載の通り御意見を預きま した。

1.  建築協禽の事業についての回顧

住宅管園東京支所工務第二課長 新 、名 種 夫

1.  夙〈より我閤都i li 建築防火の必要を 11日へ 、都

市 防火氏側ずる一般の記、識を今日の程度ーま で深

め得 ｦ こ こ とは ｉｾ 台の事業の 中 最も大なるもの と

JE、五、。

2.  材 料の規俗化 、青1']]: の統制 、施工機闘の碍組

識等が考へられる。

×  

東邦輸送機株式曾結 社長
谷 民 議

1. 人生れて2お5年すれば 、う先t つ

孔子子，の教へ lに亡人、30にして立っと云」、。我 日 本

建築協合・も創設 正 fe25年を閉す。先日iji 先輩各位

の知力は斯界 l宅千{ ; { J ーを有意義にし Tこ。喜ぶべ

し、i印すべし 、J直1謝すべ し、 大 東:m! 共栄闘も 正

κ 確立せんとす るの時 、 過去の功 ｴｾＧｬ のみを四時 ｬ

して現布 l乞歎息、する勿れ。

2.  先輩各位は今 一 段と指 ［ｩＮ Ａ ｩｦＺＯｾ 精 ｉｬ ｩｊ ｬ ｬ をま語れ ｉ｛ して背

ｾ 上年者 ｬ 乙 ＱＱ 乎びかげよ 、 必す づ ｉｾｍ を凌却する 建 築
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2.  I髄来の建築界について

家のあるを確信ずる o Ｚ￞ 也｟ｉ ｾ 、 地下建築家の奪起

を望む底悲し lK!i からす・。

就巾 、武装的商工都市の防昼、防火、耐 誌、建 築

の去現に全力を Mi 注され、来るべき; 機合・の鴛め

準備，8'. るゑjれ、而し て指導に殉すもる決: むを望む

×  

住 宅 醤 薗 碗 究 '部
西 山 卯 三

1.  とにもか 〈にも 、都市計重、建築行政方 l師を

中心とする建築 家 の 封nt t台・的 活動を指導しに貢

献 は 体大 である 。

しかし時代の変化は亙舶の脚換を必要 とする 。

2.  世間の重厚Vi は建築文化と建築生産の二県Vil 'C. 要

fよ] される 。

建築文化 一 一 建築は生 ｩｩｾ 文化の最も基底的な 物

質的基礎である o

大京亜の政治的、粧 倒 的、文 化的

建設は賀高き建築文化の1}1- i 1とな〈

しては. J +! : し得なし、 。之 l乙劃する建

築 家 のイ言念と修練 がほ しい 。



えｾ ｾ 誕生産一 一 建 築 材料生 産 、 建 築労 働力 の 組織

的統合を迫 ｬｶ てｾ築生産主＿雨 ｩ 度化

する機のをう、つかむ事。位宅生産

はるの - 0):主事Ihとなるも のでゐる

から 、 その拾 Ｇｾ ［ Ｚ［ 干 の奪 起がのぞま

れる 。

×  

大阪市立都島工 業畢校 教諭 篠 原 太 郎

1.  今から 20年前、大正 11 年筑間捜正にを1:宅博覧

合' ¥1: ' 開催し ?二時 、参三}5/i ¥川¥¥1 : ' 荷車で運ん? ご事を

だ!起す。従来の建築民住宅博と云へば、家屋の

脱型 、部分的設備の貨物大枝型位が闘の 山、然

るに 11 年の我協併の博開併には 、そのま 、住め

る貨物ノP ll 住宅20j設戸が11' ，，[ ; ' ，され?このにから哀'

勢なものである、純、裁の内務大臣後藤新平氏を

引張り出して開仏式をやっ? こ のも宜な る哉Tご。

貨物住宅出品は其年のヱ何 11時一の上野公園I ' C 2.  3  

戸tP，品されたが、それ以外4各電位等で営業政策

_I- . 此種住宅| 専が1 mされる様になっ 7こ。云は Y 住

宅 !専の先をつけ にのTご。20年rtf]入合・ して我協令・

の貴行力K 驚い に ものに。大阪と云ふ土地 の賀

行ブJ 1と!

2.  建築 の黄金時代米らん。様式は大東亜共栄式

とでも云はうか 、この建築の大i止を消化し得る

Tごりの技術家養成を念務とす。

×  

堺 市 役 所 計 重 課 長 加 藤 善 吉

1.  私がオ斗本〉正;合.κ 入千令?し?にこ tのDは 多 分 大 正 l日l年と j

」ふ、 、以来委員 、評議日 、常務、編桝幹事として

事業 l乞閥係し にこ とを回 制すれば、. 昭和になっ

てからの住宅博覧合である 。即ち住宅苦手展と住

宅 の改JEのfこめI ' C{J l 川総ゲJi :、大美' l l i'、tJl- 旭ケ

丘 、共他で行はれ 、官; 時の建築界に見守又一般民

衆に興へ? こ効果が大であつに 。叉各デパ ー トで

ｄｦ ｊｩｬｕし に 建築に闘する展ｾｾ￧Ｚ Ｑ 殊 ｬ 口問 ＱＱ ヲ年 Ｔ 上 ｬ

l亡、近畿防空慣習を機として之に先き立ち 、本

ポ? は都市武装促進委員合が設置せられ 、地問責

副令長ーのもとに各部の大事業が行はれ 1: 。共 の

Ｇｉ ｬ で苦々は鹿児令部を拾＿［Ｚ［し 、 三 越 ｉ Ｇｌ展展合ｾ

間 Ｑ Ｑｍし 、 大陀都 市Ｚｐ ｽｪ 設の緊要 性を ｾ Ｎｬ Ｈ 併し ｦ この で

ゐつ に0 1元米片岡令長は 日本に於げる者Ilr行計 輩

の生みの親と して後藤イI'j を設かれ 、都 市 の整備

に市街地建築物法の公平li I ' L大正中期既に建築の

耐誌 、 耐火 、 ｾｍ さを大Ａ亡力説せられ ＿こ のであ

る。本合も常K 建 築の問題以外、都市計笠問題

に相ｾｾ［ ・ の力を致しにのであっ Ｑ Ｚ 。 昭和 Ｘ 年 Ｘ 月

都市構築の中心をなすべき大阪野附近整l J T I の貨

施 l乞首っ て、 大阪のシピックセンタ ー計- 訣思想

築の懸賞募集を溌去し 、松虫重光氏を? 委日長と

し て之 れ が苦手芥に首 ｢ 、 Ｇｪ ｾ ［ 時の者 ｉ Ｑ 市 計設建築界

に大なる刺撃を ｾｧｱ へ ＿こ ものでゐつ ＿こ 。 共 他 は大

し? ここ e l'L参加 しなかっ? こ 。

2.  先づ 人を得る こ とである 。 ヒッ トラーの如き

建築家出身の統裁: : f ¥1:'得 ることである 。J r - 間合・

長 の如き大人物の多数出ることである。各般む

大衆建築家も大 l'Lffi見界を朕め 、斯 して建築界の

改新と髄 !1mの整備をなすを要するものと 思 」、 。

×  

株 式 命 祉 大 林 組 蝿 託
小 }II 安 一 郎

1.  私が大正 2 年から 6 年迄・* 京日本橋 7) 住友銀

行支出の建築工事のnl :I' ，張して居りましに頃 、

防! 凶建築協合の名栴のもとは本合が生れに事 と

聞きましに 。共の折入合・を勤められて入合致 し

ましに。然 し持の時分の雑誌の 口i檎のお民 l亡低

級なる建物玉三々とのj国にて上本 町二丁目の市電

車}，ji ( 今は改築) 兆の他 2. 3 、総てJ I11こ事があ

るので 、この協のは既設建築物の悪 口を書く雑

誌を liJ す合ーの棋に忠はれて 、主f l亡いやな l惑がし

て居つに事を思ひ1:1'，して ・ ＮＮｾ与の後日本建築

協合・ と改稿せ られて「述築主 ffi止令'J e云ょ、雑誌

!とな り、大に枇合(1りに働きかげ 、住i! ケ丘 1'1こ位: 屯

民1等が問111; せられ 、大 l引 111: 合 Ic1t 宅思想を l火込

ん ＿ ご事は 、 ｾ ｊ ［ の ｉｬｬ ・ ｩ ｬＧＡ ｪ と しては紋 天 荒 の ｾ Ｑￇ 業であ

っ7こ事をIBJ 日i します 。何にせよ私共も元気ーパ

イの時なりしおめ 、何1; ' >の委口を仰イJ げられ 、
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非常に働い ｦ こ事を思ひ起します 。 叉Ｇお時の ｾｴ 誌

の表紙: 1 1 : 飲込の水彩絡のカットを約 1ヶ年位tZJ

かされ? こも のr J L後杏 l Rや伊丹_ I-. ノ芝、共の他

で住宅展 を 暴行せられ、夫れ々々和賞の成紅 ￭ｾ

穆げられ、叉 共のJ.1[1::j: 1 1 : 住宅懸日募集:ゐりし1 . 0

め 、 若き建築家｜建 築 の 易 保生連 ｲ ｬｬ の住宅ＱＱＺｾ討す

る向上琵展と叉 ￱ ｕＺ 合 ・ 人に刺 ｇｲ ［Ｚ ｾ 興へ＿こ事は大し

にことなりしと思話せられます。

最近は肋ーささに闘して の貨 験、主f前255時局向きの

行事が行れつ、あるので 、大 l1: il止令' 11: 貢献され

て居る 。貫 K 今年か創立25年とは夢の様Tご、人

nn  11: すれば、今が青年期l庄1径の時期 、軍人でゐ

れば只今戦の真最Cll !"'，征せられて今海陀陸に世

界をアツ ト云はせっ〉ある勇士連である 、何 卒

9t 時期の協手? なt L ば、理事者諸彦の御奮起を御

刷ひ 11" し、 どしどし有芸品の事業を起し 、宜現せ

られん事を希望致しまナ。

2.  協合 ・ は合員建築界の ｮ め此 の ｼ校合 Ｇ ￭ｮｾ の建設を

せられ 、建築防l係者の集合併を設けられ、是 等

支持の指導機制? こらしめ 、又共の令官H内に数増

を設げて業界子弟又一般 人陀建築教育を砲し 、

質問的立派なる養生者ーを卒業させる機酬を設け

られては如何と希望致して庇ります 。

×  

合 資舎 鼠土勝呂組 大阪支底長
小 笠 原 梓 光

1  日本建築協合創立 ＲＵ Ｉ，Ｇ ［ｊ ｾ ｆ［ｩι 念式 ｾｊｉｦｾ 行せらる

':> I'L: I校し 、自分の記憶 を喚起する L のは 、何と

しても大l E I! 年秋Jlf 百世l ケーl正IL: 問 l/ i t せられTこる

住宅 ｐ Ｎ ｹＮｾ［ｾ￧Ｎ ［ ｻ であります 。 円 本主ＱＡ 築 協合が ￭ ｬ ￬ｬＺ 千 ｙ へ

呼ぴ掛v11こる最初の大HI l 物と，目、って肘ります 。

片岡令長指導の許 ｉ Ｇｌ葛ｾｬｓＧ氏 、 ￬ｊ ｊ￢ｴ 氏とノ ｪ 、生とが

主 t亡事業に常ちまし? こが、初 めての; 十設で欽々

? こる建材IWタリ砧を浩り 、共Wdi'l'i: ilii 路と| 見合 IJ場ーと

のプロポ { シヨンや 一時 に 多 人 数 入 場ーする場

合 、9 t 交通量 K 釘する通路幅などに就て相常背

心 しにもので しに。一方陀貨物住宅を逝 り一般

の削世に仇し、所前j文化住宅の椅子式の安否? 取

入れfこる )!t'j などは尤も悶立つものでし Tこ。東京

より建築接介 、 建築士命令 Ｇ ｍｾ 招作してｻ同胞を
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なきしめにち等、思出深きものがありまず。

2.  照 合 ｫ の建築界に就て 大 改 ｡ ｩｬ｝ｾ要するは 言 ｾｦＭＡ ｪﾭ

仁子 、目下各方i百l亡於て合同統制といろいろに

研究中の様ですが、自分は目下の自分 の立場上

汚へます K は建築のおJ 負なる事が全然時代と 一

致せぬ事と思ひますので 、一日ち早 〈請負工事

情負人など云」、言訴をかなぐり拾て〉凡引合せ

などの形式は全! 廷して事業主は施工者をイ言じ、

Ｍ ｪ 此 の 前ｊｦｉＮ ［ｲ ｾ脊は自今は工事の施工受托者とし

て組、て貰施請負人 K 依り共貰施工事のマネ ージ

メント ｉ ｌＺ ｾ討する地所を受りる事 ｬ て 即刻改めて頂

き度き 司王を主張します。

×  

住 宅 管 園 東 京 支 所

工 務 第 二 課 設 計 係 長

亀 井 孝 次 郎

1.  建築協令は 、所謂閥西建築協の時代の創立' 品・

時の令長の燃ゆるが如き都市改造叉は都市構築

熱陀よってそ の鷲足をみたと 巾 しましでも牧え

て過言ではな く、 我闘都市の建築統ai l J 史を記す

るには 、どう しても除外することの1+1米ぬ重要

な役割を演じに事は 、 ＲＵ 年の昔 ｾｾｊ ｩ み 、 今叉そ

の l品ひ/"1'， を新 i' C ，る者であります。Jj '岡令長に

配する IL:'，:::;・il 寺師K 建築規Jt lJ !) 創案者fこる池間賞

氏を?以ってし fこのであり 、且つ又一方11: 都il i 計

畳の理解ｾＮ直木 Ｑ Ｈｲ ｴｲ 太郎氏などが Ａ 被然とひかへて

おりましに ので、WiJ* は刷西のか〉る燃ゆるが

如き剖 ｜￯ｴｩ ｫｊｬ設熱 ｬ 乞引きつＧられにとい」、 ｪ ， ｾ であっ

Tこことは iたして過言 ではなかっ? こと私は思って

をります。

2.  ｾ怯￱Ｚｾ［機 ， ｎ ，ｾ 的の脳髄なる建築家的性絡をｊＮｬ Ｚ 摘し

より綜合的な総括性を持つ即も建築純、!JEの如き

行政 j J {t' 持ち作るまで の公係性を持つ建築界に

らん事 公。

×  

三 越 大 阪 支 庖 技 師
角 尾 篤 彦

1. 楼 ケ 丘 、｟ｉ ＭＮ出 ｦ Ｎ 芝等 の 住宅展や 。 最初 ｝ の ｾＩｪ ｾ 芸展

「大室への謎J (三越) に荒木大将や 、南太牌な



どをｾｩＸｊへ＿こ思ひＯＢＱＧ ， は ｾ ｉｊ 々なつかしくイ ｲ じます Ｐ

2  大泉市 の指 導者として ゆ 村ＧＯｊｌｾＧｩＮある日本 の 辿築

を樹立させるf . t lとは 、今から準備をしなげれば

遅 いのではないかと 忠 ひますが 、 目先き の色々

の制限や統: l il Jの ことに迫はれて 、明日 の計詮を

立てる暇のないことを残念K 思ひます。

×  

島 図 建 築 掌 務 所 長 島 田 良 馨

1. 本令は片岡令長の指"ぷの基 l亡I刻家的使命 lて過

逃して大裁に呼び掛け 、都市 計帯 、住宅計:i !じ

或は防火青|輩等; に悲し? こる雑多の事業我同文 化

l亡貢献せる事il 長大なるも 、更 l乞進んで杭倒的責

方面花開し努力願ひ? こいと思ひます。

2.  我間建築界は将来英、米、俳 、 ソ、が剥ノl、除l

家となるも 、今後続々戦時 lて釘し強化をは一|り、

何時如何なる聞に i'-I しでも問防上遺憾なきを期

さねばならぬ主思ひます。一例を述べれば住宅

lと釘しては IIIT令を単位として必要なる日一|・執を定

め、吏に隣組住宅に釘しては l刈防的陀「プラン」

を定め生m臆 II;I Jのhli lJ 新を主とし? こる計笠 vcfj_{

り、新住宅 を作りにし 、と思ひます。

×  

株 式 命 顧 士 須 賀 商 舎 前 士 長 須 賀 藤 五 郎

1. ｾ持者とプラクチカ ｊ レエンデニヤ ｻ、 特 ｬ 亡設備

挫材部門 の業者二とグイアップして組織して居る

我 14令は純然7こる製千? と具り 、随 分 ilil: 令 l亡貢献ー

を して米1: 。過去25'<f: 11 ¥ Iの足跡は陥る大なり 。

小 梢 と矧 ども今日我附のl i ! 築が質的に世界の水

準 fci f し? こ事 l亡我協令の功結を11- 過しではな ら

ぬ。

2_ 高度凶¥W同次の要求 lとピック リ合致し 1: 生々

し7こる建築をする事。 それにはめらゆる科製工

阜の粋を集め? こ綜合技術による能率声i き建築で

なりればならぬ 、設備をオミ ットしては砧築は

成 立 fこぬ o l1E築の内臓機闘の建設を承る我々設

備部 ＱＢ｝ の Ｇ｛ Ａｌ Ｍ ｋＭ は ｩｬｬｾ 々その全智全能合活仰せねば

ならぬっ帰 米の建築界でーモツトモツト爪臨せね

ばならぬお は設 備並えｾ材 ｦｩｬｗＧ ｪ の業ｘＭ ｬ 主である 。

我々のTよ任の1繭々重大なるを痛感する 。

×  

大 阪 府 立 今 宮 工 業 拳 校 教 諭 中 島 喜 平

1.  良子守斐聖なる要素を持つ令は瑳民する 。本 |お

ヂ? は官Ij 立 ?1;初より今日に至るまで此のあfiilil l
l
陀よ

りー貝・されてゐる 。従って今後の王手民も J VWJ'さ

れる 。

2. 建築資材は ｩ 抗ｾ Ｍ Ｚｬ ［ｉｊ され、勢湾ポ Ｍの聯介組介も強

化されつ〉あるノト目、 高度同防凶米の挫設を計

らる -::.nめl乞は建築営園が設置さるべきではな

いかと思はれる 。

×  

中西六郎建築事務所勤務 星 庚 文

1. 昭和 Ｑ Ｐ 年 Ｗ 者 ｾｬ￯ ｬｊ 武装促進委凸令」 の 事業とし

て ｦｩ＿ 時軍首局 ｉ ｣Ｍ ｬ 必ブ ｊ ｾｍ 主演習に参加 ｬ し 、 同土似 ｪ

z三の緊要なることの立体 lて誌を力されに首時の:委

日諸氏 lて改て敬立を? 去します。

7 年{ 去のこの時局下、 その感慨そ新にするので

あります。

2. ｾ与れは大ょ ｪ￼ 紅建設のー ［ｦ ｬｦＭ Ｇｌ ｾ ｬｩｾ る〉と ｉ 目、ひま

す 。 そしてこの光栄ある大 ｊￆ 悲 Ａ を込 ｾｮ する義務

とf1JJ 言とを我々は自 1，-Jt しなけ、ればなりません。

武力行到 H U亡挫設工作を同時促進行しなげれ

ばならない型 ｬｬ も＿ｬ ｆｾ 矧苦しなりればなりません 。

我々は今こそ、此の文 化行到 ｬに 宅 ｴ例似 Ｑ忠ｾＭｬ身設となつて犯挺 .  

』身午しなりればなりません。 それが1::t I陀ては今来新f町f し

い娃よ革寧I陀亡I即!Jl lf，泌除自rl1.
i

; しτ 干巧4呼} 編成 3を? なしつ' : : > aあbるゐらゆ

る 泊耐ｻの ｩ刊市巾制 Ｑ［ Ｑ川 ［ Ｑ川ｼリ ｷＺ広ｾ

ベきでゐりましよう 。
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木 造 家 屋 賓 験 報 告

第 1節 目 的

各種の爆弾を飛行機より投下し 、 それにより生

十る爆風叉は弾片により 蒙 る木匙建物の被害程度

を釘l り、我閣一般の木造建物K 釘する防密室J 策上

のー資料Tこらしめんとするものなり。

第 2節 供 試 家 屋

a. 配 置

爆掌目標を中 心 として、之れより積々 の間隔に

5 戸の建物を配置し 、 その中 2 戸の瓦茸建物をそ

れぞれ第 11波及び第 2 披とし、残部 3 戸のパラッ

クを第 3 競乃至第 5 践とす。〈第 11剖 木 造 家屋

配置闘参照)

b. 構 造

イ、 第 l 蹴家屋( 第 2闘参HH)

土華は河床を均らし 、約 10cm玉石敷詰め据世き

剥 Ｑ 組立てをなし 、 主要柱は短柄人れ主し 、 ｾｾの他

は Ｔ サー訂打ち程度な り、 軒桁は突付け又は ｾｦ ｬ 欠ぎ

に 4 寸主J 打ち止め、筋違ひ法大墳を月j ひ、 4 寸主J

l亡て打ち 、建物内数ヶ月?には撞材を月j ひU I ' Lて打

つ。ノj、屋組は和ノj 、屋に して要所は 、 2分丸叉は '11

8分の平鎚を使JJJ せり 。材有{ は主として杉材 3 寸

Ｕ 分拘 ｩ 角を 川 ひ 益 小 屋梁万 一 ＱｾＱｈ ｲＮＯｋ口 Ｕ 寸 ｦ 立の絵

丸太を 、母: 屋 は米 口3 寸{ 立の杉丸木を使川せり 。

本屋 と下屋 との取り 合せは下屋の極掛主して大

手 ｾＧｊ を柱陀 Ｔ 寸主 ｦ ｬＧｌて打付く。壁誼は ＱＱ 壁土生とし 、

小舞掻き の上! と荒壁塗り裏返し程度ーにて止め 、外

部) J 際収は rl1 4. 5 寸、l字4 分杉板 5 分軍ね 、下見板

張り付け 、屋根は野地板旋り のJ : ( 乞4三瓦ヨギとせり

ロ、 ｾｾ Ｒ 琉家屋Ｈｾｾ Ｓ ｉｩ ， ｾ Ｑ 、 第 Ｔ 闘参 ｈ ｻｴＩ

主要構造は第 1 !涜家屋 と略々同様なるも 、 その

羽H主知 l仁平j き下に刈記す 。

i )  1尚l示のitli 9  nn桂必 l 寸 3 分 ffJ {t> 8  )¥_nn  ｾ亡入

る。

v  3 6  

措 嘗

大 阪 府 建 築 課

兵 庫 懸 建 築 課

ii )  外壁は民壁迭とせ子、外部より杉下見板張

りとす 。

ハ、 ＲＮＨ ｰ 披家 屋Ｈ第 Ｕ Ｑ 品 、 ｾｾＶＱ 品 ｬ 参 ｊＡ の

ｬ ｬＡ ￙ｉ 組 、 Ｏ Ｉ 、 屋 組共 の 他 の 月 ｪ 材は維 、て杉 ヲ ｾ 口 Ｓ 寸 乃

至 3 寸 5分丸太を使用、掘立てとし J-. 部は短納入

れ又は大主J打ちとし、所々に控柱取設け 、型: 髄及

び屋根は外部より陸賞iJNりとす 。

ニ、 第 4披家屋 WP 岡、第 81副参J!H)

柱 、梁、小屋組は線、て末日 3 寸乃至 3 寸 5 分丸

太とし 、1m桂は松大 3 寸、足問めは杉 3 寸丸太二

つ割主f .il:め 、要所は筋違ひ釘止めとす。

屋根は杉大積張立てのま〉とす 。

壁謹は下地政張り 、木摺を? 外部より抑へ! 手 4 分

の土捻り仕上げなり。

ホ、 第 Ｕ 蹴家屋Ｈ第 Ｕ 闘 、 ｕｾ 6  lfui l参mo

構造は ｾ ｰ 批家屋主同様なれ但し 小 屋は釘打

イーJ'けのJ-.要所 l亡鎚を使月j せり。

C .  室e施設

イ、 窓助言草地設

窓枠は市販 ｲｾ ｲ ｲ { t >使用し 、窓fi i ' i 子は普通平硝了汲

び調入石i'j子 の 2; f 置とし、 F刊行子はセロハン紙張及

び日本紙恨及び生地の ま〉 のもの と3表f [ とし、油

笹山)1日1月I'( 乙内 fl !l J より板戸、建』具、挫等を? 以て窓全

ｉ 耐を者 ｩ ひ 、 爆風 、 爆弾ｊｩ等 ＩＩｾＩｪ 謎施設とす。

ロ、 事内侍i ! ! i 施設( 第 l君主及mz脱家屋のみ〉

供誠家屋内部のーi同を利J . IJ し、薬物相、品等を

以て組立て、簡易なる i-!j ill1 J) 施設fこらしな 。

第 5節 調 査 方 法

本 件;Wol守的立大阪府、兵出版の協同にて行ひ、爆

撃遊行l l I 後、爆撃に依り蒙1 ) 1こる爆風叉は爆弾( 政

Ｉ￭Ｍｾむよる被得を筆記又は ＲＳ 員等に俗的 、 牧 ｾｫ せん

とする ものに して、共の分捨並に 人Ll 配世 は下ぷ

の如し。



建 物 | 班 名 l 班 長 | 係 只 | 潟 民 係 員

竺竺竺ι ヱ也」

車18組 タ υ 勝 | 森 川

日 l!l瓦--:-1-;-τ i子τ|寺 岡
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い三 "..-/ 1  i l l ( 溢( 兵〉
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第 4節 各 器 家 屋 被 害 獄 死

1. 第 1競家屋被害拭J兄

a.  屋根顧客獄死

第 1 ｾ沈家屋の屋根は一部屋松工工及野地板ぞ破損

せる外は的んど被害なし、{ 政{ l 1 J ) 大要を刈志すれ

ば5請にの虫nし。

北 側 屋 根

西側より 4 列自にして椋より 5 枚円 の例所陀於

て瓦約 4 牧飛散し、共の下回の野上位板も I政抗し、

破片が屋糠而 ｋ 散。巳して居るＨｾ｜ 9悩|参)1の 共 ヲ〉

他 ｴｾｾ 瓦 の浮 上つにもの 三枚は角が ｗｾ ＨＱ 飛散せ り 。

他に I阻微なる損傷金受けしもの数例所あり 。

2.( &91日il ③例所の直下の宇tl 'l:は節 1OI1JI I乙見る様K

2. 3 の抑}j -及瓦が散在し 、之 lて依って推燃する附

近に孫下し fこる爆弾の破片が屋根を突き破って侵

入しにも の と 認められ 、 亦 ｾｴ の 爆弾はそ の 弾痕及

方向 、距縦等より見て西方約50mの河中 l亡孫下し

7こ抑に依るも の と推咲 きる 。

イ日 し被L訓l司所二直下の室内i ' l : 残れる開}j' の大いさ

より見て@の如き穴を開けるには 、大いさ不充分

の様に思はれ、或は爆風K 依り吹き飛ばされに石

) ，に依り破壊され? こも のではないかと? 推察さる

南( t 1I ] 及*仰1] 下屋

此の部分 の屋 根は瓦 Ｒ 枚 の 角が低Ａとけてヲ ｉｾ ぴ 、 所

々に瓦ｽ Ｇ Ｉが散在してゐる程度で 、 ｊｾ の他見るべき

ものなし。

b.  軸組被害獄死

調芥するに何等の異似を認めす・( 開) j - 痕跡、もな

し)

C.  壁韓誼害獄死

弾} j' は非常κ 納| かくなって四散し、 その殆んど

が壁盟主＿日通して居る 。 各商の監韓共 ＱｦｬＧｾ［ 教の被

害を受りてf . i i IJ 、 その数及W，況は次表並 lz:1TC11 1尚l

k 示す虫n<で ある。

日可[ 片
痕開個所ｊｾ Ｍ 最大貫通痕

陸箇

1主 遁 個 所

木部員壁 吉十

総 計

木都民主主部 苛| 太 郎 氏 壁 部

調l

寸 寸 寸 寸

東面 2う 21 146 2 う 7 53 

一 一 一

3. 5xO.7 5x5. l  

南 面 10 6  161  1  
。

17 3. 5xO. 5 6x 4.5 

西商 4  13 171  3  0 13  20 トOx O.8 4x8 

ーーーーーーー... 

北 面 b  9  91  (j 

。。 。
ナ シ 4x 4  

」ー

ー1-.表のi且り被符f同所は;京商K 多〈 、北商に少き

は ｾￏｩｬ 痕表示 Ｑ［ 品 ｉ ｉＧｃ依って ｩ リ ｪ ら か ｋ して 、京側 の投 下

闘が建物に最も近〈、E I . 建物より 2 - 3米低き1. 0と

忠はる 南側は 、投下捗;数最も多きも、米側に比し

距織のi主き抗、南 i師の被害が* f 1 酎より少なかりし

ものと思へらる 。南 I商l亡比較して図面が投下部と

の距離更に速 い且少き1 ' 1 こ被害の同程度なりしは

弾 J ) 大な りし放と思はる。詳細に之を比較するに

柿片の首りし伽l所が南If ! i ] は下部 tて多〈 、西町は土

台II I ' C多し 、之は投下弾の位置が南1!1I]は2 - 3米低〈

西側は反1討に2- 3米高き n と思料せ られ、北 (W] の

被 害 少 し IL木部の貫通痕なきは、 その正而1' [ . 投

下弾 7)な さl枚、世然分事と認めらる 。

之を要するに時) j - 飛散W，況は7象忽よりも低角度

なるを認む 、亦大ノj 、無数の石塊散乱せる河原 lて爆

弾投下をせられ fこるものなるを以て蹄} j' l ' C依る被

告の外陀爆裂の|際 l:c飛散せる石塊 K 依る被符も相

首ゐるものと% へらる 〉も、壁謹に於ては[ i '{liif に

それを認め得るものない下見板部分は勿論、直

壁部分の被点以泌を見るも 、/J、鮮は鋭利なる刃物

にて切断され? こる Ab献を示し、 その川りの壁土の

稀下せるは粗維なる施工の￭｜ￏｾ と思料す るも或は附
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ｊｩ 痕の ｲ ｾ Ｑ 幾許は不 ｩ 処痕なりと［ＺＩｩＩへらる 。

燥 風 1'C{1; ミる被守

爆風に似てる被守と認めらる〉は-*1凶に少し の世

l筒埴裂を認め? こる のみなり 、11¥1柱 なく良川の判1M!.

ＨＧｌｾ討する特措 ｦ ｬｈ <紅l作なる椛i;!; のn、trJ つて爆風

の裁守主? 免がれ得Tこるも の とも巧へらる 。若し工

事 期川相官? あり 、施工入念ならばノj 、なる抱設迄ヲピ

分記録し得. 被 f汚も更に詳*-111tて: !j' IJI仰せらる〉事と

思 はる。

d. 窓被害拡況

開 口部の質例

宜

別j添奈羽判lド凶i占ω刈f品刈A品l同匝両iのi通邑 りIC  して［詑註出 ｼ旬明リ別ｪ 行 ｈ問略Ａ俗告す 。Ｈ 為第 Ｈ ｾ Ｑ Ｒ 一 ｴ釘 ｦ自 Ｕυ ｬ同 4  

|ド川11品川刈h品川l古iリ|参参;リ!附!Km{吹ω1り)  

破昨ｾ

主(iJIIJ 結果 l亡依り石i'j 干の被害を下記の 3和 類 I' C分

ち 、 共 の 中 ｻ ｾ ｈＱ，ｹ［は 人 命 ｬ 亡 ｦι 存を力 ＱＱ ふべき危険性最

も大なりと認め 、{改Ttf 壬F { t 鉱山せり 。

亀 裂 抱裂を生じ?こる他原位置に残存せるも

の( ー少部分の破砕は亀裂に包合す)

落 下 利子 ー が維 で ｬ 亡後原 Ｑ Ｑ 予を ｦｾｾ ちｊｬｩ Ｑ こるもの及

ぴ、建具全韓と共! て落下し?こるもの 。

ｴｖｾ＠ (ty; Ｑ ｩ￭ Ｇ ｪ ｔ の一 部叉は全部が ｩ 成伴 Ｑ Ｑ ｾ 散し＿こる

もの

石i'j子被符調子主表

硝 子 種 別 I議内側/有' "無叫 無 被 害 亀 裂 落 下 1政体 I破%砕o率

有 13 2  7  32.5 

普通Wi 子 一

無 5  50. 0 

- I! ロノ、ン
有 20. 0 

5反

無 1  1  2  4  14 66. 7  

有 3  9  4  25. 2  

日本紙張
一

無

有 4  0.0  

綱入局、子 - - - ， 

無

;宵
16 10  9  14  28.6 

*  
計

無 2  4  6  19  61. 3  

数枚

〕

る

%

た

(

へ

比

般

の

り

砕

依

破

に

る

閉

す

裕

針

各

に

を

数

子

会

一

時

間

は

は

率

字

砕

数

破

，
E

E

F

、
，a

目
、

註
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上記 ｲ ｬ Ｇ セロハン 、 ｅ ｉ 本 ｾｅ を ｻ ｩ￭ Ｇｪ 子 ‘の 岡市 ｉ Ｇｃ 鮎り ＿ こ

るも の と、J ;'商 l乙貼り Tこる色のを 川ひ? こるも 、本

費般 に於では 、共 の差 は顕著ならす¥向絡 11¥1の大

小 ( 即 ち{針。E子のnl l隔の大ノj、) に依る影響及間口

部 の方 向 Ic依る爆風の強弱の差は制蒋しきも のが

認められ? こるも 、_1-. 記の表は之を無腕して平等の

取扱をなせり 。

普通耐子 の ｻ波ｾ率 の 比 較的ノ ｪ 、 ｔ よる は 、 之 ｬ 亡 依る

もの と思料す。

ｾ ｌｾ の 他 の 概況

間 口部 の$ . 内裏側 l乞設vJ 1こる肋謎施設は倣畔率

ｬ 亡も去はれ＿こる如 〈、 市Ａ ＿ 子 の ｗｽＨ 昨 ｾｽｪｬｌ の 況にも効

県教ごし い 克 l乙破片の% : 内飛散防止を殺ね極めて

有効なる乎段?こる事を費読せり 、間 口部の方向k

Ｑｦ くり爆風 の 強弱あり＿こるも の 、女 ｮｾ t  ¥本 質験 K

於ては 1・¥: i 戸は 3 枚 ) ) 1ド2 枚ネ内へ吹 き聞 きれ、襖

は Ｒ 枚 の ｾ ｉｉ 1枚は弾J ;"( 乙依る火あ り、盤 ( 1枚〉

の みは先査に居 ｦｩ 伏維持せり 、 Ｑｩ￭Ｇ ｪ 子ｻｾ皮Ｑ［Ｍ の ｾ散 Ａｖ， 況

は現場の地而のjilt 態 l乞依り琵見困難なる御少破片

を度外悶すれば、概ね原位置 よ り約 1米 内外 のnn

k 集 ijl され、且内側防護施設のな きものは建物の

雨(flIIIOI 作平均して飛散せり 。 日本紙貼の硝子は破

片 比較 的 Jてにして落下後も連結せるは特に柁目き

る。セロハン貼と普通附子と の差は顕著なら今、

硝子の支持方法に組子 lて飲込し Tこるも の「パ テ」

lとてJ1: め?こ るも の、n l てて Jl'. め? こるも の ':> 3 'f:!T(ゐ

1) Ｑ こるも 「パ テ 」は施 行後日向 ｾｮ 柔軟性 ｬ て 山み

却っ て耐 子の破砕を防止し? こる如 〈推 iWIさる、は

興味あり 、今後研究の余 地あ るも の と認めらる 、

主 ｊ ＱＱ ーは Ｑｩ￭Ｇ ｪ 子が釘 の 月 ｊｪ にて ｾｩＡ ｴ きヲ ｉ ｾ ぴ＿こる形跡、あり 、

附 子の叫{絡を容易ならしめ? こる傾向が認めらる 。

e. 室内被害獄況

Gb; ; 式 髄

l 枕 家用の北京の隅 l乞外出を利 川 し、梨 桁 10fPi l

晶 5 枚を筋 lSli i:Jiの虫i 1 く配置して屋内の特 jill 所 を 設

け? こり 。

話 ｾＱ［ 日 甘 ｉ 販 の もの ＳＶ ｣ ｭ X  2ScmX  SOcm 

Ｑ Ｐ ｣ ｭｾｬｓ｣ｭ 僅位 の 石塊を充す

工 ｦＨ 吐 凡 ＸＰｫｧｾ Ｙ Ｐｫｧ

投 普通古典、内 l 枚は特に漁り? こるもの

ほ ゴ: 11¥1 ( 河原) の出



外住民慌 の 上 ＺＱ て下見板 ｾｬｂ C! n 慨は利 i々弘

訊ｾ幣ぶＩ

質 験 結 果

来日11]外 より外i1，Uて蹄J ;-痕 2 イlI，jJj貯を有ず。

l  イ仰例日阿IJj所列山-ιは』は立外i舵"住l正主下J凡Lμ4板反κ突き さ〉りT仁こ るu

らす守 ，、 ｬ 骨仰例 Ｑ百司 ｾ問所所Ｎ はは ｅ慌 ｅ をを＿貫きて 内 ＿郁 ｴ祁官 ｬに乞入る 。 内柿に入

9  ｪ仁こる ｦ椛抑 ｱ市 ｩリＩＡ 一Ｚ ， Ｍ司も ｩ室 ｅ削 ｊ引刊Ｈｬ側 ｮ川 Ｑ刊 Ｔ の ｾＱ 有 Ｓ訂 ｦｃ 亡抗り ＿仁こる Ｗ力ｼ防 Ｚ｢ ｾ均凱跡 』見亦 ＱＩ｜ な 〈、2L71-卜

l乞窓: j ii' j守-{j/主J ;'、壁土、臨等散両L1t Ｙ 、 以 ＮＱ Ｍ ， ＰＩ 外 ｾＱ￭

5見守舎の牧世の移動も認め十 。

之の賃験より見る l亡、也知の1. ' t 1乙木造建物の外

引を利川する事は危険なる引;よiミを招くも のと 思は

る。

2.  第三競家屋被害欲況

a.  屋根被害紋況

本供試家 ｬｩￆ の問躍は民監なき 下見板 ｾｬ ｾ り ｬ てし て

筋 ｩｬｬ 、 方杖等も貧弱なりし ｉｲ 依り燥 ｊ Ａｒ ｬ ｦ｝Ａ ｾＱ て釣し 、

ｾＺｉｴ 績低抗し得子 、 屋根壬臨諸に 倒出 せるもの〉虫ｦｉ

しっ

ｾ ｴ の 結果［到出後 の 瓦の配列は別問 の 如〈比較的

整然とし て 王手 ｪ てり形献を存し居れり ｃｕｾ Ｑ Ｖ 問 、 第

げ ｉ ，Ｇ， ｾ ｉ 参ｊＡｾ ｾ Ｉ向倒 ｪｩ ｴ 方 につきでは Ｑ Ｚ ， ｴ 惜 の 抵抗少さ梁

行方向を取れるものと思料せらる 。

b.  軸組被害紋況

ｕｾ Ｑ Ｘ Ｑ ， ｴｬ 品 Ｑ Ｑ 乙示せる泊 り 、 西南阿 の方 向に向って泌

尿 ｾ ｾ躍を押し ｻ 品 ｝ し Ｗ こる虫 ｉｬ ｾ有様となりて倒壊し 、

枝、桁、梁等何れも共の方向 Iz:.有り 、爆 l成前?) W:

世より点及び北に存ずるものなし 、日棋は本毘 2

lft i  C*及閥) と下家 2 商 C*及北) 百十 4 jrril 'L大 隊

し、共 の土誌は岡示のi l l Ll J 一部Jmf)I'ーして必百iJI せる

も 、 ｾ ｴ の周折 は檎乎 の 位世なり 。

ｦｾｾ ｊｊ に依る被守

本 Ｑｊｉ ｸ 家屋 の 四方 ｉ Ｇｌ Ｗ 存 ｔ し＿こる燥ｾＱ￬ Ｑ 1亡{{( 1; 、各 而

lζ 外側より此過し? こる蹄痕有るも 、北京の方向 よ

り米? こる弾痕最大K して、共のr . 1-
1
以下 c ml8li o: i1会

}l fJ.) 

( M  1  )  柱は下部より 1. 5m 1伽Iml 乙て'! n断

( E  6 )  柱は下部より 1. 2m 1  1/1，机j' ( ' Lて切断

C  A  10)  桂は下部よ り2m11同月? に で切断

( A 6 )  A 8 桂上部の桁にもt 1 ‘ 過のむ'jl痕有り

以J -: の何れも共の切断市fより脱て北京の方向 よ

りのものと見受りらる 。

倒民の即肉( 推定)

前 記施工法陀於て記 しにる如く 、仕 口県 の他 民

於て隣組 ｴ 的にぎ ｒ りにｊｬ似せなり し 魚 、 爆風 ｬｦｐｾ に主 ｊ し

1fl Jl ii ｾ＠ ｉ ｲＧ めにものと ｽｾ ｜Ｊ 午 せら る 。

爆 風 ｬＩ｝Ｑｾ で 倒壊し＿こものと想定し 、 そ の 燥 ｅｖｩｬ は北

京の位也ーに終下し 7こるものと推定せらる 、子1¥111は

各 部の5711肢の1'[ jili 及び切'J ，Nr方向 より推定せらる 、

建物が ｾｴＪ らか の 方向にみ Ｑ ｊ れす・して 、 阿南 Ｑ Ｑ ＧＱ の方

向 ｬ て や ＧＱＡ れしは 、 ノ ｪ 、 用 組 の構造 ｲｾｍ 主 張 ｉ ｺＺＮ ｻｦ ミ るも のな る

べし 、 又 ｲＮ Ｑ ｾ 柱 Ｈ ｅ 6 ) 桂は別紙1判断 l乞示せる lill 1;

木建物にては ffi 要 な桂 lてして、J I. つ核拡 上部 l乙於

て梁 I C阿ブ111亡椴千をなしにるものにして 、此
0)

1['

杭 の切断はｻ士 Ｑ ｊｾ 災 の 大 ・ なる 原 ｬ 正 Ａ のーっと ユ Ｑ Ｔ へらる 。

倒肢のJ1) WGの推定

爆風I ml i' て辿物は終分浮 1" lJ 、粧 の材iがf!d1、

柱 はり; 鰭と ') 1，: IC {到! 援 し7
こる後、屋根 が:治ち fこるも

の と想像される 、共 の珂l.i llは下記の虫f I し 。

1. 粧 の納 が 1本もf J i ' れて居な い事

2. 米 ｬ 白｛ 、 北 ｪ ｾ￮ は桂の倒壊し＿こ珂部ヴ〉 枕 世よ り

桁 の{立世が乎近 l乙夜つ 7こ:t.r.:

以卜 の 2 :J;lJ l.i 11 を推定の根桜とせり 。

C.  壁韓被害紋況

家時( ま四方 、m南寄り t乙杢割出せり 。

世間ーは市
Ih*11

の倒潰! 1: { { くり凹ni ]共完全に倒出せり

而し て 下 見板 ｢ 局部 的 ｬ と は悶 ｊ［ Ｍｉ 乙 依る被手＿を Ｑｾ

教に残せるも 、爆 風 fC . 依る被存は認められ十。

米 側 外 出

此 のfW] ｪＩ ｴ 暴 ＱＧ ｬ ｩＡｲ ｾｾ ｊ ;'1[. ｦ ｻｚる被芥は、貨 に大小タ ｉｾ 敢

にして 、大部分下部 l亡北京より西南方へ外!1tt 下見

板を斜 l乙完全 Ic : f T抜き、 1M公勢佐以て南( l ] l j タト盟主?

ｽＧｦｪｩｬｬ せるも の ｾＱ Ｑ 首 あり。

南 側 外 Et

此 の側も無数の蹄J ;-fz:. 依る貫辺被芥を認め得る

も、その貫通部を訓捺するに安内 より外部f L向ひ

:rn倣せり 、従って此のO!i Jの開J ;-は」↓(f I!l J又は北側を

貫通レ Ｎ ｾ＼Ｚれるも のな るべし 。

凶側外 ｾ ｆ ， ｴ

此 の側は仙の l r荷l乞比し て利u;-( ' L 依る被害少さ

も、貫通孔を問るに内外雨商より J U旦せる形跡I)i
ゐ

り。

北 f!!l J タ卜flf

此 の1l !IJは何れも外部より内部へ貫通せり 。
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要 fi{; J

①爆聞は無数の ｍｏ Ｍ ［Ｍ と・ Ｗ よりて ｾｉ を散ぜ与 。

②飛散せる角度は地平雨i l1: : 釘して. j ; J l i めてノj、なり n

③此の程度の下見板を以てしては相官; 小なる開J ;-

と雌も大部分貫通するものと思はる 。

@開; - ;貰:ill !l ζ 依る火災及焦痕等なし 。

@爆) 武 11:: 1次る被害は認められや 。

d.  窓 被 害 拡 況

準 備 、窓建只f は全部普通 rF，'1 1亡して 、木製引述、

息死 ｾＱｲｦ Ｚｴ古 Ｑ 日 ｉ ＺｲｴＧ改 ｬｬｩ し、ￍ￯Ｇｊれも ｾ ￬ｲｺ 1介! ワ素: f ii'i 了ーを飲

む 、 窓 の 配置は節 Ｑ Ｙ 岡 ｬ 乙 、 建Ａｾの梢主主Ｈￌ ｾＧￇＲＰｩ 而 ｉ ｉ Ｇｃ

示す 、主ttrpl :x. イ7J 後は全部戸締りをせ十'1:!{1;ij 'iせり 。

防 謎 方 法

窓事及 Ｑ ＭＱ｜入口を除き他は ｾ Ｑ ［ｪＱ Ｍｪ｜ 支 刀 如き防護方

法を ＿ とる 、 窓 ｾＩｪ 謎材は何れも常 内より皆、 ｋ 託金す

る如〈取小jり 、mr主i要所を 大釘を以 で 打 止 め問定

す。( 制 l し襖はそ の枠堅同な らさ' るお 、大 部 分JI:x.

小j 不完全なり 。〉

窓 i政 壊 i伏出

爆 ｾＡ ｩｉ I引火り家屋は南西方向 l乞f到1]Jj長し 、:f ii' i子は一

部分を除〈外、全 部1波壊飛散す 。 その似J ;-111: 両Lの

分不 Ｇｲｩ ｊｬｽ ￬ 態はみ ｲｾ 191ir:i 1の如し 、又各窓の破壊i I よ況は: ; l (

の虫nし。

⑪ 窓え] t ! I_は監而と共に安内 ff !l J ｉ Ｇｃ倒援すれどもｾｬ｜

防謎の』誌は窓 l亡同定の (，J，Hて して 、窓 建Jごしも破

l表され子 、原: 11ヲ'J ) 依j裟[h' i II とI以付〈 、利子は大

Ｘ 枚 、 ノ ｪ 、 Ｔ 枚 の 中、大 ｬ 枚 、 ｉ ｊ 、 Ｒ 枚 ＱＡＡｾ 耳元 の ｩ 比

態で完全 l亡雄作す、 HU; -は何れも 1)、にして屋

外 の比較 的 近距 離 ( 4凡 以内)

Ｕｼ 叶 ｀ｒ 而 ｔｾｉ｀ｉ 引 ［

防

謎 |子

悩

考

窓

会

惚

ヲ

完

全

二

級

7
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I'Ct&両Lし、内官官 l亡は入らす・。

@  i'i:控-1 1 : は家屋倒壊の話鑓71ラ大似

し、防設 JiJ の襖も破損す 、硝子

は何れも大韓放射; 伏に粉1体すれ

ど、雨 町 l乙貼れる厚手陣子祇の

f.t l政J 1ーは飛散せ今、紙 lて附着せ

る他原形の大さ又は弘乃 至 J，4位

の大さにNえれて散高Lす D

⑮家屋倒壊の話建よ Ｎ ｾは 縫形太依す

叉防設川 の襖も j)j- 1) 重なる壁材

屋根材等、: t t 大{ 症す 、あi' i子)享乎

陀して障子ffJ tを外側貼とせ し も

の内(l!i J貼とせしもの何れも 1)、さ

〈昨けど弘、 ⑮ と 同 様 l乞紙I ' Cr: 付

着せる他原11予の弘乃至弘位の大

きさに絞れて外側 12)く位の所迄

散乱す 、 但し紙面より制肉 ｉｾ され

?こる i政J; ーも可成多〈飛散され居

?こり 。

@-¥1与何れも位、屋根折 り重なりて倒

主主せる: t t 、窓ffi! t防護 川 の拠も

大 i淡す 、叉: f ii' i子 i淡Jわj 、さ〈外側

に散乱せる如し 。

⑮ Ｑ Ｑ Ｑｦｴ ー の素石 ￭Ｇ ｩ 子 ＱＡ｛ｾ 肋誕 の窓なり 、

窓 建 J H世間K 間着倒壊大学lilt 損

す、耐了ーi波J，'- は遠距肉rP. 1' C飛散し

従って11ヨも 1)、さく 、且つ極めて



銑〈銑の如し 、大韓窓より 4 m位迄飛散し 、

外側には玲どなし 。

⑪⑩主主: 建- n 、防護川の雨戸何れも大ど! と監耐と共 l乙倒

民ｻ政損す 、 Ｑｩ ￭Ｇ ￬ 子は何れも外 ｦｦｬｉｊｉ Ｂｃ 比較的近距出 ｉ ｾ

K 散乱せり。

I- fl ， 入 口

監而と共 1'"[ 倒壊すれど似損止としから今 、大関万五

11予告? 明む 。

要 約

イ 窓官舎除〈外の窓は内ＨＡＡｊ ｊ より投襖 ｉ ＺｦＺｩ 戸等で ｾｽｪ

謹 せし官 、利子{ 波J-; -は告示内 lζ 入ら 今 、何れも

i ! ! 物外fWJI 乙飛散す 、共の分布Jlk態は奥行方向

l乞ノj 、にして ILrJ口 方向! と大な り。

ロ 窓@ の利子は壁盟諸共倒壊せるも 、完全 lて即

71予を{ { ] むるもの 3 枚ゐり 。

ハ 窓@ はII jt - .の無防i f ，J . Q窓なるが 、{政J; ーは極めて

IJ 、さ し IL?i i台ど 内fl!J J i 'L可成遠距掲l f . 迄飛散せり

以 上 は ｮ ｕ［ 窓 の ｉｶ Ｎ主主主Ａｖ ￬ 況 の 幸 ｩｬ ｴ ｊｬｾ のみ であるが 、 之

等のみを1ま礎に して推汚する l亡、家 屋{政壌 の致 命

抑の方向はn日口方向 のものと認められる 。

一部の立見では此の家屋の倒民の原因は 、家 屋

に小 さき爆弾が屋根 f"C首 りてi隠琵せしものならん

と言ム 。王寺し然りとすれば他の地 1-. ( 砂交り 小 石

居〉に務下せる際の漏51.孔が深さ約20腕乃至40順

位も生ぜし貼よ b方 へ 、比較的丈夫なる 屋根 ( 並

4 分 板の上 lτ 日本瓦を也かに茸さしも の) I乙首り

て直ちに瞬護せるものとは34へられ争 、屋根 tて命

1j .1せるものとすれば、 屋 内 lて以; 入せし腕nnか 、或

は 屋 内 ｪ ぷに達して後爆ｾせるも のと ｾふべきで 、

計し然りとすれば、窓，@の{政J i が4- ! . 内方前J i ' L飛散

せる事 l乙矛盾を生じ 、{i{ って次屋 i乙命中せるもの

と思はれす。

窓方向の差速に依るＱｩ ￭Ｇｆ 了・ の ｉｾｈｲｖｬ ｫ 況の 相違

近距離に於ける爆弾の燥設に'依り 、開正耐の窓

1ii' i子がi政壊されるは官; 然であるが' 正反封即ち日i

にまJ して裏側の窓附子も同級 f"C1波壊されてゐる 。

之は家屋の倒擦 の際に於ける i政壊力も手停ってゐ

ると汚へられ 、l政JiL. が利11かく粉体されてゐる動か

ら汚へると 、爆国さにf1{り 1成康されてあると推察さ

れ 、投下燥聞の位置より約25米 の黙の爆臨も 相官;

の ｪ 点力がある事が想像ｉＫＧ ， ｾＨる 。 悦ｊｩは何れも外側

l乞 3 Jミ乃至 12尺の純悶 lて窓肋i f ，1s村 lと反射されて飛

散せり 。然し窓附子凶[ が投下聞の方向 l乞向つてゐ

る場合( 本質験では北京I古ーの窓石i' i - T ーは投下聞と大

間 Ｕ 度以 内 の 傾斜を Ｑｾ すＩは燥Ａｭ Ｑ Ｂｃｻｻ くる［ｾ￫Ｍ ｾｊ 月Ａは非

常に減す' るも ので完全 fLJiお り得るも の さへある 。

品 、 樹 、 Ｑ Ｚ 日 戸 等に 依 る簡 易 窓防護の克 ｊＩ ＮｊＮＡｾ

本 ｔｴ ｬＡ 紛の窓 νｾ Ｑｬ並は普通 性 家 ｶ｣ 有 り 介せの盤 、 襖

雨戸を? 外づして窓 l白[を極ひ 、内側より防護し に も

のである 。此 の際昆や | 日戸は完全 l乞窓を裂ひ得?こ

るも槻は rlJ が狭〈窓のj て?下l乙3 寸{すの IIMII¥J が生じ

然も 二r . 事をよ!: ぎし1号、問閣 の枠+ 堅聞にして J]X付

t 1 後も完全に同定されて居ら令 、然し爆依され仁

川了ーの i政J; 'は一部建物の{ 到底 lて4 り入り し も 共

タ ト ダ ｦＺ ど本内 ｬ モ入ら今 、 大部分は此等 の ｾｪ 戒針 オ ｬ 亡反

ｉ 設され 、外 側 ｬ 乞 向 げて Ｑ Ｑ ｾ 散し 、 ｎｾ ｊｩ 防止と し て非

常な効果を得? こ り、イnし防護材としては品を使川

するのが他の建具より優れてゐる如〈仰祭され Tこ

り3

附 子の{火活主JUi 列

イ、 素硝子の場介

素: f ii' i.Tーにあ りでは組裂は大韓放射)1去に生す・ るも

の 〉如〈 、共 の散臥せる破片の形! u i は長ーさ約 2cm

乃至 4 cm、IIJ 5 mm乃至 1.5cm会下型 、三 角形 、世

れ四角形等あれど鉾引 の もの多数あ り、 その先端

は極めて鋭利K して 人臨への傷害も並大な名を感

ぜしむ。

口、 陣7・紙{ f Rおり? こる場合

ｊ ［ ｉｍｾ 占 り のもの 、 ｩ 羽 ｬ 而貼りのものや ｊ れも ｬ 以乎防

了純t を1ii 'i 了・l白[ に「 ベグJ Ｑ Ｂｃ Ｊｾｪ｛ 乙 てｾ ｊ￮ 1) j こるものな

るが 、5也裂JUi 況は議1ij' i了- の場合 l亡大 間 類似 して ゐ

る、I! fJ ち大謹放射 JI火花粉i J ' I' ; されるが 、素附子の場

ー合と異りて{ 波J ;.ばーイ附々々散乱せ今 、紙 Jj - IIC附 着

せる{ 必纏って散る、此の貼J i " i酎貼り同商貼りとも

J，，:J;j:A(であ る、 ) ;1白{砧 りのものは1紛が悪し、と和( ，自[ よ

り制 ｾｊｦｦ して 散る恐れが ゐ る 、 耐 ｬ 函貼りのものは 川

紙さへ丈夫でゐれば 、似) ;- は容易に飛散せ今 、i吹

l亡2主製時は市i ' i 子窓は成る 可外づして完全な場合 f"C

牧納する方か良い 、然し止むを得さ' る場合は陣子

ｾＨかセロハンの如きも の で丈夫なも の をＺ， ｊｊｊ ひ 、 同

l師を 「ベ タ」貼りに貼る事か望ましい 、1ii' i子 の破

壊は方向 I"C. ( 火つては可成遠方迄被害を及ぼすので
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家屋は無被寄でも石j ' j子のみ舵壊されると云ょ、場介 能はさ' れど (fl J壊以態の一枚 lま?;:;初より建て

が極め て多い 、依ってごj象め防備して世く事は柿下 介せ不充分のものなれば爆l武略を作fこ今 、

破片tて依る傷害防4 の貼から云って大切である o Ｈ Ｚｅ ｾ域せるものならん ｯ

h  ｴｙｴ は建物［到 ｉｊｩｩｾＱ 亡て ｊｾ ミ 傾 斜すれば 、 最初敷込

窓枠の破壊航況 みのい. 世と些の1 l l 注するも 、自然の fJJ I乙て

本質胎に於ける窓枠は前述の如 < "1古! 日々 改i;!;

せるものであり、週: 付ーも不充分 なり しが、爆開 l亡

依る被害は石17子のNJi. t長IL 比較して将少にして本費

験に於ては大部分倒壊に依り破損せるものにして

爆風で歪められTこり 、舵壊され? こものは無い様で

ある 、依って特別窓枠自韓を防護する必要は感ぜ

られないが、建付が不充分であると吹き飛ばされ

る恐があるので 、 建不 ｬ ｾ 充分にする必要がある 。

以 上 の事を綜合 して考 察す るl亡、我が阿の如き

木浩家ぜIが空襲されfこ1易合、最も問題となる のは

挫の延焼で ゐ り、 繊弱なる窓、{ t ' i l l ! じての延焼でゐ

るが、若し之れ を制がして窓の肋謎 lて使川すれば

床の上 l亡終下し? こ焼夷弾は消火氏本 易と な り、又

窓i ' 1とあてに盤 11 : 7 1 < . を充分注いて世げば延焼防と な

り、然して附 子の倣lf喝の飛散に封し て も可成の抵

抗力 を有するので 、破 片 K 依って危守を蒙る危険

も無〈なり、 : i ! J : 髄か倒れても共の柔軟性によって

破漢を軒減させる 、 その_I - ，更に厚手の附子紙かセ

ロハン等で確貨に雨而より「 ベタ」貼りをし てを

りば相?f; 堅問な窓防護となり得ろ 。

椀や 1: 日戸も手近かi 亡得られるがJTx. 1・Ji - C不便多〈

些程の抵抗力は無 〈、 叉54F瓦j貯の防止の掛から云

つでも段程儒着させるには困難を作ふものと認む

常 内被 害ilJ，況

準備( 第211同参! ! の

ィ、 建具は| 雨i示rp ｾ拠とし 、 乙を ＿ｩ ￭Ｇ￬ ｔＧ 入附子と

なし。

ロ、 盛を窓の防 ， ｾｾ 川並 ｬ 亡常 内 の 簡易 ｾＩｪ 誰 川 とし

て一部使f I J せり 。

ハ 、 平荘内防護室はほ下l亡設け 、使 川材 料 f-ct生及

ぴ石塊入J惰柑和を以でせり。

調 不E

イ、 建具は岡示 ＨｾｾＲ Ｑ ｉｪｩｾＱ ) の依世に倒れ 、現-1¥ヨ

を止めぬ迄大破せるものゐり 、?ii' j子は何れ

も木ツ薬師J墓となり 、障子紙は建物岡市 l乞

て損 傷せる矯め爆風慨に依る影響ｾ Ａ ド ｉｊ ずる

v  4 2  

純夏Ａ の ［ｾｾペｾなし 。

ハ、 '+:内IWJ 'a引の 1̂J '({li 仕切川の品 、入口防護川

ＱＱ Ｑ は辿物｛主 ｮ ｊｩＱ Ｇｩｈ ミと務下のお ｗｾ むたされ Ｑ こり 。

要 約

建物倒的l亡て告内純設の充分なる 司IJ 1He なし科

ぎりしも 、水 質験結果の大要 ;;J ( の如 し。

イ 内部主到述 ｩ主Ｚ 一 ｝ρＱ ，は夕外ト官剖部ｼ日 ｬ と合椋煤風仰Ｏｦｐ ｾ Ｑに 乙 ｣ｬ 力抗ｽ光 ｴ し ｦ得写すＮ 。

ロ JP抑A千!':fは立J羽川f刊lit背市常t44吐!;巾.

ハ Ｕ斗常七託Ｚ内ｾ防 ｾｊＮ防リ山弘恥 ｪムμｬ 日 ｩ世 Ｑ並 ｦ 宗 Ｔキぷ弓 Ｎ ｻの ｪ床 Ｔぷミ下 ｬに亡 Ｗ 設 ｩ支 ｮ るものIに;IL.乙イ布f りてはFν防jんJ  

; 佐治内の動 物の献況 Ic1{くり J'!' て比較的簡rii な

る押jilt のもの にでも訂以J な り。

建物倒的せるも逃慌せらる〉様地下部分は ｉ｜ Ｇ ， ｾ七

得る Tごり正;j <  ;i ")t り、1-1

'

，入n は一方とならさ' る校地

工する 要あ り。

3， 第 5競家屋被害紋況

建物は配置! i i;'i ll乙見らる〉如〈 、爆姉弟下位置は

組めて主ｾ物 ｬ 亡後 近し昂るも 、 その被手＿は制めて也 ｩ

J かなり 、 その被符は概ね爆風によるものと認めら

れ、爆 fvii 終下位置にf妾近せる外壁貨市! の 一 部 約

2  m
2  Ｑ ￳Ｚ ｾ吹き飛ば され＿こる粍 Ｑ｝ＧＮ｛ Ｑ 乙して 、 建 物

主髄桃己!i としてはH ' iかに{ 政J;ーによる被守をうけ ?こ

る税度 l亡して 、大なる被符ぞ認めす' 0 ( 抗 221品|参

ＡＧｾＡ＠ )  

j折〈被符の特しく{ 主少なるはffi 物陣地の粗雑に

して 、就仁11
タトSt十オの貰阪府l!1t O) il引首; 浩なりしに起

肉するも の大な りと想像する 、fむその他I d尉?11の

性能にもよることの勿論なれj J _ : 之雌には行 111r，.す 。

4  第 4競家屋被害拡況

木建物の被持も主として爆風 l亡よ るものと認め

られ 、外部土捻は全部判部し 、佐は JJ，，¥立のfこめ一

部は抜け 11
'
，し、尾根は全面建物内側 lて終下せり 、

以 下 その主な る被待以況を摘記すれば次の如し 。

小 Ａ石［ 組被持Ｈ訂 ｾ ＲＳ ＱωＡ 参ＡＡ｜Ｈ )  



イ、 陸梁、ノj 、患組共に二つにJ斤れ 、合殺を北

lf !l J  Iてして時々直下に落下し 、四4三分は細

1波せり 。

ロ、 介者i: は民;東より外れ、合掌を南( f ! l J I乞して

Ｉ凶牛介は完全に治下し 、 ｊｉｕｾ 三は陸梁尼 Ｑ 明

石?入 口拐に乗せかけに11主主? なせり 。

F1そ韓被守

前述の如〈ノj 、屋組は建物内( f ! l J真下部に孫下し? こ

るにめ 、政謹は_I -. 部 Irc 於て外部に張 り/-11し? こる形

態となれり 、 然し之 の 外引 の 外部へ張り ｾｈ し Ｗ こる

は建物内部へ爆開の務下したるにめ 、先つ' 外壁が

四方 Il: 聞き 、照根は民_ I . . へ柏々 浮き上り 、然る後

建物内側へ落下し Tこるも のとも 想像さる，: >. も、 そ

のfilJ れなるや時認することを得十 。

5.  第 5 競家屋誼害獄況

建物構迭としては被符なしヲーとして抑) ;ーに よ

る蚊商の被害な れ 例へば北側外 ｾ ， ＱＩζ 於 ては 爆弾

の落下位置を中心と して放射献に30cm乃至 1mnn 

隔 fl: ｾｾ￯Ｉ ［ Ｍ による大ノ ｪ 、無数の＿ に を生ぜ り、 共の大さ

は大部分極 2cm内外のものなれ共 、西北隅より 2

m 高 Ｓ Ｐ ｣ ｭ の 位置には ｲｾ ｊ 4cm、長 28cm にして鋭利

なる刃物を以て切断 され?こるものゐり 。

向1!t ¥t' 貰きて績にrt 入せ るものあり 、/-11，入 口上

部に於ては額約 15em伎の石が飛来し 、残れる も

のめり 、 共の他但 1. 5  ｣ ｭ Ｉ ｾ 王 Ｒ｣ｩｮ 伎の 小 石の飛

氷せるも の数ケ所に認めら れ?こり。

窓: j ii 'i - T は左側窓の一部を践し 、他は総べて破損

し、 毘内、犀外 l亡散在す。

他fHl J外壁 l亡於りる 被害のi状況も前記せるものと

Fff ど悶綾なり 。

屋根は西側安の部分 、その他蹄) ，1τ よりて も径

15cm程度 l乙破損せる {日間数 ケ所、 極 2 乃玉 3c m

の 破損ケ所 Ｓ Ｐ ｾ 投 ケ所 ゐ りて 、 何れも内部より破 片

の飛散せるものと認めらる 。 ( 第241吋参)! H)

Ｈ鎗 ｾＮ 大阪府建築謀、兵庫磨重建築課〉
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逆 瀬 川 賓 爆 演 習 ・ 木 造 家 屋 調 査
措 宮 大 阪 府 建 築 課

兵 庫 鯨 建 築 課

F

J

チ

き50"' .

Eコ

第 1 圃 木 造 家 屋 迎 賓 圃
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'i-

F  

A  

J "  

第 2 園

第一様家屋平面圃及展開園

.3圏

第二貌窓昼平面圃及展開圃

.4-圏

第二H家軍姿圃

左 ( 北 町〉方( 扇町〉

品

逆 潮 川 賞 爆 演 習 ・ 木 造 家 屋 調 査一一- ・… 揖 嘗 大 阪 府 建 築 謀 、 兵 庫 騎 建 築 課
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第 5 園 第 三 韓 及 第 五 線 家 屋

→ト------p-h，

.7圏 第 四 競 家 量 平 面 及 馳 組 展 開 園

ミ
. 1 2箇窓出入口f t l ! 霊園

C第一統家屋〉
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.  

南 町

西 商

第 6 圏 第 三 被 及 第 五 竣 家 電

北 面

第 8 圏 第 四 妓 家 屋 套 圃

マ

第 10園 北側彼自由屋根直下ノ探片

季五ど@

第 9 園 北 側 屋 根 被 害 獄 羽 ( 第一蹴家屋〉



責習後

。 第 13困 惑 ( 第一波家屋〉

面 面

会じ面

1.0  

蹴 ＿ ト面壁 ι ｾ ｉｉ 書 ､ 、 為 Ｑ Ｑ ft' レ

?翠佐貫通きた

‘ 揮 孝之

第11置 弾 痕 表 示 園 ( 第一波家屋〉

第 15圃 室 内 防 護 施 設 ( 第一披家屋〉

;賓 智 弘
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建 築 技 能 工 界 の

現 獄 及 び 将 来

前 言

創立廿五周年記念腕を出すので 、;将来の建築界につい

て書いて見よとの仰せ 、建築界の勝専任と云へば、相1蓄に

TPt 汎に亘るわけで 、中々、その大要を察知するととは困

難である。; 将来を言語る卜者でなければ、大言枇言出来な

いが、自 分の側係 して居 り、亦一つの理念を抱1裂して、

そのＱＡｦ ｾ且を企図 し て ゐ る胸係上 、 その大要と理想を述べ

て、将来はか くな るべきもの 、か くるるべきものであ り

亦現在その方向に進展 しつ L あることを率直に書いて見

たい。其して 、御批判に奥りたいと恩ふ。技能工児 、之

は技術者枇舎と区別して見たわけで 、建築の計賞 、設計

及び指導監理ずるものでないものを技能エとしたもの

で、大工 、左官、石工、塗工、其他を総指したものであ

る。建築職工界の将来となるべきものである。

建築主主能工は従来さまで考へなくても充分にあり、そ

の技術も優秀であった L め、之に蹴心、を持ち研究指導す

るの必ｾは無かったものである。然るに時局下 、 無胸心

にされたがおでもあるまいか、努力の不足、技能工の不

足は、工事を遅延せしめ 、甚だ しきは停止の己むないも

のもあるわけである。時局下、高度閣家防閥建設、大東

ＮＡｬ￣ｊｭ寺子の完自主 、 大東互 ｅ 共祭閣の際立には 、 要 ｾＣｩ の調書 ｅ が

必要であり 、低物償主主主による丸公の問題も、公定賃

金、労務供給の問題、其の{協の閣策が逢行されねばなら

ないわけで ある。

之が絡に は個人企業、自 由企業、自由職業であ り、 気

位に仕事の出来た建築技能工界は一大矯奴. であったわけ

である。之が完遂せ しめん鈴に 、統制合、統制組合化が

必要になった理である。由主与る i侍局要求から次第に組合

の結成、企業の合同も次第に企sqJ され、1定現されつ L あ

る現扶である。 以 上

A 組 合 の 現 拭

建築技能界は各職別に、兎陀角的りなりにも組

合 が 結 成 され、岡策遂行を目的として鷲足しにの

で 、 未Ｎ， ｾ ￯ て 組合を持＿こぬ 業 界はないわけである 。

只 、業 界人で ありながら 、組合員でないものは 、
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未 .， ｾ ｾＱＱＺ相官ある 。 明治維新 首時 、 帯刀を禁止し ＿こ

様には行かな い。恰かも「チヨンマグ」を禁止し

?二時、 大勢は之に順臨し?こ が、向やめなカか〉つ T仁こ入

b  布利 ｉＧｾ 首 ｴ

ｴ陀亡安角知ｦｉ内りながら ｴ陀て 、 Ｑｦ， ｊ 元のｊＺｬ Ｑ 惣し ｾｉ 乞 、組 合に 入り

にくないもの、 僅かな組合費そ損失と見て這入ら

ぬ気 の小 さい人も 少〈な い。只大勢は 如 何 と も 致

し方なし、 。組合陀這入ると否とを IIf1はす¥ 政府の

方針は組合を l ド心 として進展し、指導しつ〉ある

わけでゐる 。 その貨例として、米 の 配 給、rp労 及

び乙労の rll 請も 、電話の購入にも 、組合 長 の 設lり1

{ e 要ナる等である 。向 公 定 賃 銀の賀 行、持 J努1).の

供 給 、御 用の一部も 、組合 の 力 を 、機 能 を 利 川

し、報岡除の結成 となり、 その機柿を以て、 戦 時

下 の建設機能を完〈せんとしてゐるかに見える 。

工 作 班、修理部隊の組織色、組合の機能により 、

ー始めてその運用を始め得るわりである 。

闘 争誌の命令、掠 能的 の要求は 、 その組合を通じ

て貴行されつ〉ゐるわけ で、こ の ｾ￙ 味よりは 、組

合は 、 士 事 Ｎ Ｈｾ・ ｬ 必の如き感がある。随って 、仙人 の知

識 、研 究、能 力Tごりで は中陀饗特ナる規則. 事 務、

岡策への順!伝は難かし〈なって来? こ 。 より大きな

力 を 使はねばな らなく なって来fこわけでゐる 。

か〉る使命は ｮｾｵ 気ながら 、 自党して来 ＿こ、 一方

技術生活は 、勝 手 の 解 樺 で は 許 3 れなくなって来

fこo 規 則 の不備、欠陥も 個 人の力で は、 と うlても

ならな くなっ てし まっ七 。特陀最近の如〈 、法 規

命 令は、直後生前 lと大 闘 係 を 持 つ、食料品に 、米

i乞、倣 主: 1亡、 即 ち使用材料の制限、 賃 銀 陀 、 努J労

者・の屈仏Ifl 亡、 自DIは汗されなかったわけ である 。

之がJ ; 1I 識 の少 い、特 tて法律J :1I 識 の 少 い、技 能 者

の 精11]1[1的 打 撃、を大き くしに 。法 規の角!f 離 と 技 術内

容 、 その一例 を云へば、 努務供給令陀よる建築現

場: ] ) 如き 、遮 れ 勝ちな正確でない。 数 k 時間的に



正確を期せられぬ場合の遁用、公定賃銀と技能能

力、仕事の能率の大小、技術の巧- 1 "111による内容の

鑓化、 恰かも 一定の規準のな い もの十亡 、一定の標

準にて規俗せん 主するも のである 。甚Tごしきは、

数的に余り刷，むを持fこぬ階級の者が簿氾をやらな

りればならない。大龍、大握みで仕事 しに もの が

原倒計算をさせられるのにから、主f際仕事に なら

ぬのも無理はな い。

更に之を指導し、監理するもの は警袋署にな る

から、之亦、建築技能界の買;All を知らす・ 、形、外

Ｑ 聞から 、 法規の泣反ｾ摘在することになれば、仕

事の能力は低下し ; 手の十j げられぬ現献が見られ

る 。 組 合は 、 此慮 ｾ｣ｦｦ 際の使命ぞ苦手見し、之が打

聞に泌逃せんとしてゐる 。

即 ち、組合は、技能界の指導者ーであれ 1m拓者

感費者でゐり 、児 l乞訓折本部、研究本部であり 、

具き相談所になるわりでゐる 。

B  技能生活と組合

以 1-.の忠1! 1とから 、技能生折 、即 ちん工生前、! e

lY生前は組合の指導! 2f 琵 lとより 、生前 J)ii "i 路を琵

見し得るのである 。 その第一義 として、 糧食のp.¥j

閥、米の榊誌、組合の斡旋、 その;機州: により 、 そ

の配給を 完 〈し得る υ 現 fr : : L i 宵が乙労でゐる 。之

は大工 、 手 ￭ ￺， ￮ 、石工 の ｲ｣ ｰ Ｕｽｾ てま ｊ し 、 現 ＮＨｅ の モ ｊ レグ

} J . ，塗金主躍とする技能より見れば、不合理でゐる

之が改正方を首局に懇請してゐるが主ｦｉｾ 、 組合の

機構を過してこそ出来る 。

町合機構では不可能なるも のでゐる 。

更に寧乎 、作業‘火、作業地下足袋の配給 、即;ち

作業 用衣料品、純$l il の 特 配 等 も 今 後 J ) 事業で あ

り、工具 、更に機械用 の錨摘の特配、一 ヶ年 K 要

する工具の減損、庭要鋼量の申前、叉侠JIJ 資材 の

挫得、大工 l亡於 ける主J のP-u:週の如き 、物資.ViJ 盤使

用より も、今後 、組合はそのブHC より訓Pi院をな

し、 その正; 惨なる数字を 、問訪れと示さねばならな

くなる 。技能生活は 、組合をお世れてどうにもなら

なくな る。否それが指導、件費 lてより生前 :;1) 合理

化、 Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ 張金計ること 量 ｾｉ ｊ ¥来ることになる。

更に叉 、 Ｇ現在の賃金 の 公定 ｉ ｲＺＺｾ北 て も、更に ［ ＱＱＱ 負

( 分括請負) I亡就て も、組合の事業 は大きいもの

が期待される 。その一例とし て、棋準化棋による

工法、之を三段階位十とすれば、 それにより、 請 負

額の最高 、所謂丸公が規絡出来る 。賃金が公定、

材料が公定なれば、之を工夫定Ij 案 し、 製作し? こ物

建築物にも 、公定が可能である。此鹿削除業的に

安全、 属lち粧がf上の安定が得ら れるわりである。

その一例 K 貸家長- 屋建築を主憾にすれば、仕口、

櫨乎、爵j さ、部材の標準から 、 A 批坪首 り手間請

負30回、 B 批25闘、C 批20四 と云ふ様に考へるが

如き、又 、モJ レグ ノレ3 回塗り 、厚 さ5 分、 A 蹴 10

問、B 蹴 8 凶以下等 と規絡する こ主 は不可能では

ない。この規準を定めて こそ、建築界の経術的 規

準が立つ 、家賃問題も jlyf 決がつく筈Tごし、 又官阪

のｬＡＮｴ，没Ｇｬ象 ｾＧｲＭ と合理化して来る筈である 。 資材 と粧

が ｦ 規準 、 もＧｻＱ［ＩＺ規絡ｾｴＺ ｉ ｊ 渠か 、協 議かは 組 合自般の

協力殻民に大きな使命があるわけである。

之には111営の指諒持、技術1 f とか 、技術組合の

良き砕護者とな れ 徹底的に訓ヂi : fdf 先の上、決定

しなげればならな L 、。余りに自己の利 径のみを主

ｾｫ しではならない し 。 現伐の危険負婚 、 ーケ ｊ Ｍ ｊ の

仕事日肢を現住の機叫にのみよる事色 どう か と思

ょ、 。介疋1I 化 され? こる機能の上 l亡立つ創茶色矧むす

べきでゐる 。

三大陀公立賃銀の市川、 棟梁、 位話f役支1扱説の技術者者

.  

の資{;千払f

のブ力J ではど うし ても I正E し<5強昆 < I  L¥ヲ列永q恥t ない ものは%1丑L  

イ介?でj解IfVu伏4すベき 義E務多がゐる U 技能者ーの段階も 必然

見: むべきである 。之も lfl なる仕事盆のみでな〈 、

労務_ ( f.の引する技術、技巧、指導力 、知識、吏陀

仕事i止までち% 奈決定すべきものでゐる。

更に保険［ｪ［Ｑｪ度 の Ｑ 聖地 、 凶 ｌ ｉＡＺ健ｴｽ ｴｦｾ 険組合のＱｦ施

生活際準の 向上の魚、組合貯蓄の奨励、共他生活

をql 心とし て、将来組合 'J) 立場は重要なる 地位を

獲得することになる。

C  徒弟練成と組合事業

う? 按.w，'J 盤令の結果、縁故のあるもの以外より徒

弟を募集することは111米なてなってしまっ 1: 。第

二 |止の磁得は 、技能工主j皮創立の外 lて道はない O

m品、生徒の募集にけによる技能工の養成、徒 弟

募集の方法があるばかりである 。之亦組合の力を

以てしなげれば、これが貰現も離しいものである

が、何れの組合ち相官の闘心を布し、少い知選、
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困難なる経抑負婚の封策をコラ! 芭しつ〉める現itたで

ある。併し、技能界の進展は 、第一lと研究し、臨

施を百十らねばならぬ問題であるが、之叉芭緩利主与

を上げ得な いの と、負捨の多い割合に 、組合員の

直接! 制心、生 活 に 一 大 慨 を 輿 へ 州 、 1;&i され

つ〉あ る もの で ある。

D  企業合同と時局突破

主主術界が一大特換をし1: 、現金制度、前渡制度

金利のな い、否見な い制度、中問者を含まぬ制度

が、建築技能界院も大影響をもにらしに 、特 tて物

資の配給、切符配給ff iIJ 、持務供給の合理化 . 手続

の復雑化、合理化 、共他等は. イ間人Tごけ の企業、

小さい企業単位 . そのノj、さい例として v 棟梁一人

にて仕事の控得、仕材、主m-?: もや り、官臨へ手続

もし、材料の配給の申話 、切符による建材の獲得

引取り 持務者の 申請、そ の報告等; 単 K 仕事を熱

心にやればよかっ Tこ時代、建材は電話一本で、直

ちに獲得出*1こ時代、 告事務者の余つ? 二時代の様

i亡、簡単には行かなくなって来1: 。企業の単位の

中にも 、 それぞれ分婚 して、専1"j 的 lて研究し、鑓

糊する規則に準燦 して、合理的に請負し、営業を?

繊縦しなげれば出来なくなって飛に 。夜Tごりの事

務では 、rl l ノキ営業が続けられなくなって来? こわけ

である 。

ゴ? すよ合同の盤、希望は和賞に大きくなって来? こ

余業会同し?こ業者の賓相によれば、10人の業主が

つ tとなれば、仕事は元の倍加する 。 3 倍化する

の宜結を怒り' て ゐる 。下請の職人. 技能工も常備

となり 、移動しなくなる 。

事務が良 〈運 び、信用が倍加する 。之は粧掛的

の信用のみでなく、法人化ずる故、純、てが、IlJ j朗

化じて来るが需でゐる主忠」、。只要は建築技能界

l亡は、余りに高偵なる工具機械をもとmしなりれば

出来ないものが少い。仕事は一元のものよりは、

得芯先より- ! ] i Jへられるものが多いので、 そ う努力

せやと も仕事ーを得 られ、相官管業を現在もやって

ゐる 。時には不如意の日も あるが、 Ilhがちなりに

も*1tげて来てゐる o ぞれ l亡合同すれば . rb くも111誌

はjよくなる 。合同すれば、給料になる 。そ れもそ

う馬鹿に高級と云ふわけには行か ないlコ配首はめ

るにしても 、 その標準は 、合併の規準は中々困難
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であるに比し 、配嘗までの期間 、少い給料Tごりで

は生活が出来ない と云五、悪僚件下にあるが1誌に 、

合同して剰究を省かねばならな い主は考 へては居

るが、先に立って主張し、之に突入するものは少

い。併しこの企業合同の機運は熟して居る 。長 い

鴎路 は許さ れまい k 信十る 。

地域的の企業合問 、街全闘的に仕事網を持つ 、

所謂野丁場のもの、大請負業主? 得意先とする下請

者の合問 、地域共他に閥係せする. 只事業的に企業

主? 大きくして 、時局 i乞添はん とする 者逮じり自程的

合同等と考へられる。

合同して後は 、職工の待遇改善、厚生稲利の設

置も 出来、亦養成も出来ることになる。即ち 、年

末の穴興、月々 の勤勉手昔、家族手首、昇給共他

の方法で 、 ［Ｑ Ｑ Ｑ 詰 ［ ｾ亡待遇もＯＫ ｜ 来る 。 亦 、住 宅の建設

貸J ても H¥来る 。何れ陀して色 、努力の保持が出来

ることが、営業上の利主主で ゐる。之が駕 t亡、相官

の突貫工事、期限付の工事も安心して/-1:¥米る し、

労務イ')1<給組合員Tこるこ主も出来 る等幾多の利径が

雄得さ れ る 。 ｦ 旬 、 ｾ桝 的陀大き〈 なる 、 資本が盟

常になる結果、イ1o1人企業 で購入出来なかっ ? こ工具

及び機械を購入し得る 。仕事の能率を倍7111するこ

とも出来るわ けで ある。

E  工事斡旋と材料斡旋と組合

将来、組合強化が一層徹底 し、組合以外に技能

者なしと云ふ所まで行りば 、 大きな工事のｻｪＧＨｾＱＧｃ

ＳＳ 務ｾの見透し共他につい て、組 合の本部陀紹介

あり 、 その斡旋、援助を求めて予j ( る様になるに相

速なし、。組合にはそ れ? ごり の資料 と調布をしてな

ければIH来ないが、之は可能でゐると思」、 。‘

jll : : r . ごしき進展は 、来年度の官憾の工事締誌を大

間計算し、之に到する労務技能者の議定、即 も足

切めも /-1¥米るし、向地方組合への援l ! )J も出来て 、

工事の技能工芸IJ 包・1十繋も出来るわりでゐる 。進ん

では 、技能工の配給計ー垂をや り、之を斡旋して、

組合員にその責任を負捲せしめること も出来るわ

りである 。 持務調整令の完控は此ｾまで＿ｪ＼ＮＺれば 、

Fトl分な いわりで ある 。

次 lて、工事刷材料の配分、製造部: の1Il1JsJ <l: も州似

るわけで 、統制され fこ範囲内で の仕事を 、閥策J :

より割蛍て 、 それ Ｑｾ げ の生産長 ｬ 亡よる許 可工事の



遂行の完全割問すこ とも出来るわりである c

中々 困難なる問題ではあるが、;賂降予来|艇ミ、組令の統

i制nl削1リl九、 縛

る。組合 をを? して共底まで護展せしめるには 、共 鹿

に法的4実践を考へねばならないと 思ふが、之もや

がて出来る のではな いカゐ と思ふο 組合雪地じ ての

技能事費、校新( 戸瀦 にまJ して、技能者の能力履

歴尭他を明記しにもの〉 を何時でも持ち 、 その説

明書を 附せば、その説明により 、 その 人の貸金も

決定して 、何臨でも使用される鹿まで進むに相j立

なL、u 同民登録? こる勢務手帖? ごけでは、技能者 lと

は不満 1'(: 相違な い。技能生前の 中心、指導砕費者

としての組合の護民は 、現在理想的の技能界 を指

導 する 。 特 ｋ 自 ｉｊｾ 努務訴として、 ｾ ｉｉ 心 な き枇合 陀

中心 を烈へるのは、 この方法で、現 lモ各組合とも

時局会I策、 毅化、生活主云」、方面陀全力を穆げて

努力して居る から 、; 将来そこまで運ばれるに相遣

ないとイ言十る 。

終り}亡、 技能界の来日合は、過去の親睦第ー より

昇1'，存11へ、時局突破へ、その方向の大時換 をなしつ

〉え努力、 ]11みどろの太遊軍を 開始 してゐ るつ常

同もヲド、之を指導し、 そのJ主張花賞っ てゐる。

1，'，仏l

j尚ゐg央足破 lに亡、1 t : 業合同をなし、大東m建設への準備

に取りか〉って ゐ ること は、建築J l .r. J )  1.莞 l亡苦ばし

いことで ある 口技術界は時局予定破 1
I

亡来 るべき時の

準備陀血みとろの逃軍Tご。一方赴喋技術 界はど う

か、これ Ｑｾ Ｇ Ｈｲ ｴ の特換あ り や、克 ｩ 乞 建築協合の時局

ｗｾ 換にや Ｇ ｊｾｊ ピかの暗示がある と忠 ょ 、 。 紙面 ｔ ごり間前

の事象を述べて飛を捌く 。 ( 1別手1117. 4. 3 mtfi: ，n 

( ま在者は大阪府立今宮工業皐校教議〉

「南方事情を語る J 座談曾記事訂正

一 月披南方事情を詰[ る座談合記事中、 18民 2段、 上 より 13行同 筋珠氏とあるは

速記の際の誤記 lてて、話者は 深 山氏 ( 臨博大阪市立問診療所長) であり ますの

で訂正致します。

紫 畑 室 御 投 稿 に 就 て

Ｐ 先般 御 投 稿 をお［ＩＩ創ひしまし ｦ こ底 Ｎ 御賛同 を 賜 ｾｪｴ の後も続々執筆 の ￭ＱｉＧＡ ｬ 内 Ｚ むを受付

愈 々ヲピ賞して米まして 、今月の紫刑? をは異彩のある賑かなもの 主なりまし? こ。

。 今後も赴非御投稿ぞお ｉｨ ｾ ＧＱ ひし ｦ こ ゐとイ干 じま す、向 執筆御 ｆｉｉ 越次第原稿用紙オ グ送 り

致します。

ｏ ｴ 晶哉は順 Ｑ ＧＨＺ 致しますｾ 、 都合で遅 れ る事があるたも 知れま せぬが待 Ｑ Ｑ 諒 Ｗ ｦ｜ ｉｍ ひ ます。

ー、内 ν 、 ｾ 、内》、，、ｾ、ｾ Ｎ
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新興木構造の理論と賓際 VI 

阿 部材の割込と組立に就て

( A ) 割 込

新興木構造に於て骨組を形埴る部材の数は複雑

多党11: -亙るので、この刻込は普通木村I逝と可成り

趣を異に して居る。

制少なる部材を結合し、混然一睡としての骨粗

を作るこの構浩陀於て 、若し一部材陀 I m. mの不

同が在つでも多数結合しに場合の結果は強想外に

影響が大旬、。叉 2 ￯ｭ 乃至 Ｔ 商 Ｖ 而 ｾｪ 断と云ふ檎

乎や仕口を底理しなりればならない場合、錨骨と

迷って木材は厚きが非常に嵩むのでイボー J レト孔

の不同は貨に苦しむのである 。

更にヂベ J レを揮入し? こり、動板のガセットプレ

ートを用ふる場合の間対1は作業手のみでな く、こ

れが監'惇に首って居る者 I' C も貨にはがゆ〈思はれ

る。筆者の粧験カ〉らしでも組母屋を トラス へ接続

すべき時、撃孔の不同から宙間作業の駕 め一個所

のポ ールト留めに 1時間以上も費しにことがあっ

?こ。

新興木構法11: 於て使用する材料の多 〈は、その

断闘が矩形で 、 比較的繊細なるｾ め 、 木材の ｩ 邑弊

として制裂節 、植捻繊制t 切れ悩蝕等の影響を考慮

に置かねばならない の製 材上から ｕｾＸ Ｐ Ｑ Ｚｩ［ｩｬ の 様な反

りの起ることは周知の鹿でー ゐるが 、構ぜt川 tて4目、ーす

るものは充分 此 の製 ｾｾ吟味し 、 例へば束材陀 Ｒ 枚

の短Ｑｦｾ断商を有する弦材を接合する場合等 、 木三ぇＺ

と木表を束材に釘間的陀配することがkT・ましい 。

向断商決定の折 、所要部材は成可〈角材ーよ りも

矩7診断I百材即ちとひら材を選ぶことがポー J レト接

合上利黙が多し、。然し姐11予断 l面材は前述の様な木

材の泊弊K 左右せら れ易< ＭＮ著し〈柊賂 ｾｮｮ の距鰍

の長い路盤材として矩形断面材ーを月j ふることは挫

けねばならな い 。 止むｾ得ない場合は中間に適嘗

v  5 4  
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なパッキングを挟み回定する必要がある。

更に部材刻込に先立って、配材上考f . [ i : ナ可きこ

とは木材の末或は元の使用法である 。同一木材の

強度ち末 t 元とに於ては相官の差異のあることは

云ふ迄もな L 、。共鹿で出来る限 り交互に挟み合せ

繊手等は千鳥ｉＱＺ ｾￇＸ Ｑ 陥 ｬ の様配材することが理想で

ある 。

ボールト及チ、ペルを月j ひ? こ構造の場合、最も危

険な黙は附近にあるので 、この附近に甚Tごしい繊

維切れがあっ Tニり、節の集中しにもの 、書lJ 裂や府

側! のゐるものは好しくなし、。

従 う艇の製材法は成育T< 多量に製材せんとして根

rJf l りや白iを考慮せす¥所要断面を得て居? このであ

るが、新興木構造に使用する木材は飽〈迄も J山、費

lて材料の l吟味が必要で、根f尚9 1 1 : 依る繊維切れ、

客IJ 裂叉は首j等陀依る最影響を未然に避けなげれば

ならな い。

第80岡の釘1< 丸味の材も木裏を表面に/ i ¥して使

謹告

第 8 0 圃

1 W  Ｑ ｾ＠

麗ず

結弓円
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期すれば、ヂベ ;1 . 少の数い部分 lては充分使用I ' L耐

へるから、不合格品として摘出する必要もなから

フ。

郁也 1-.単一例ーの最少断[ 師は澗逸法規では完全断

[師 ( Vol l e Querschni tte) が 60 c m
2

以上又は最少額

6 c m 以上? こるべしとの規定からしでも 、先づ此の

程度を理想主し、新興木構造の各所に行はれる復

合材K 於 ては、 各部材の断商一部が最小限度 36c m
2

以 t であるこ左が望ましい。

次陀刻込の貨際陀就いて記述して見ょ う。先づ

設計岡の記載上特に注意し度いことは断面岡又は

詳細問、知計同等陀正確な中 心線の記入である 。

これは偏心力の起生を防止する主同時 lて、新興木

構遣が従来の木構造に依る納まり第一主義の手法

主全〈異つに手法tて属する故である。

底 入式ヂ ぺルを使用する 場合の記載方法も一 々

がL例を皐げ今、第82岡の様に中心紘を合致し?こ鹿

に絡離を設けることは鋭骨時迭の場合と同様陀取

扱ょ、可きである 。

(  a  ) 問陀於て東材にます;する 書 入れ.2 ｾ＠ 4  R  e  

は 411，司のヂペルが材の雨情ifとあるのを示し、扶 材

t亡釘する 書入れ も同様で 、結局束材と弦材との問

lとは各 4 例、挟材と弦材のnnI'L Iま * 3{問、合計 14

例のヂ ベルを此 の格黙に使用する詩である。叉m

83闘の様な材の縫手に於て は 3例 のヂベ Jl. が 4 聞

に挿入さ れ、且 それが片方に就て 2組 あるこ とを

示して居る 。

第84岡はガセッ トプレート を材の雨間K 官; て〉

ヂベル接合をする場合、ヂペル 41阿宛 2 商で 2 ケ

鹿計 16例のヂベルを用ひて 、ボール ト接合をなす

ーイ列j である 。

設 計 Ｑ ［ 羽 ｋ 基 いて 先づ 現寸 Ｑ ｾ Ｑ ｻｦ作る こ ｴ が 剃込の

第一手段である 。

話!i舶に於ける肋骨の現寸I; ;;il は賞 lと煩雑なものと

されて居るが 、Uとして此の工程伝学? く こと のIH来

ない様v < こ新興木肌ー浩1'[ 於ても絶髄的t条件と云はれ

よう 。現寸|盃lは平旦な板張りの J -.I宅地例釘郁的な

骨組は其 の* 分を岡而 l亡基き精確に墨1 - 1¥しをして

行く のである o R の部分は尺杖K 錐を 差入れ、 コ

ンパスとする のが便利である 。

ーた陀型板を取るのであるが、型板には板割程度

の厚みのものが遁嘗である 。ボ【;L- ト孔の部分に
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は錐をもみ込んで中 心黙 を ＺＧ ｈｾ す のである。鹿が筆

者は型板 lて所要ボ { ル ト粧の孔を穿ち 、 その依畏

出しをして大失敗をし? こ苦い経験を持って居る 。

これは 4 II百6 n百と云五、結合に於てボ ール ト孔の不

同が出来、前 述の様な 不手際な作業. になっ ?こ ので

ある 。

Ｉｊ［ｾ板 ｬ とはボ ー Ｇ ｬＭ ト孔 の寸法 、 ヂ ベ ルのイ防ｼ数及共

の位置、 接合方向や部材の名栴又 は県の員数を書

き記して置く必要がある 。

トラス梁に於げる型板を作る場合は起( むく

り} を考慮 11 : 世ーかなりればならない。普通起は梁

にか〉る積故荷重の計算阿佐ミじ 、も(l UO- ろ8 0 0程度

で締法及用材に[ 仮じ; 薗首に配慮すべきでゐる 。

組母屋又は小屋筋違等も 一々現寸闘を引き型取

りをすることは出来上つ? こ骨粗 lモ歪を生じしめな

v  5 6  

1  

いし 、よしんぼ多少の歪がゐつでも 、之を矯める

のK 楽でゐる 。同一部材を規格化して多数悪出し

をずる場合はｾ鉛鍬餓板を使 用し て型板を作るの

も一方法であーる。長さの著しく長いものも油嘗な

ｲｦｬｪｾ 視をし Ｗ こ型板を使別し ｦ こ方が誤りがないと忠五 、

扱て材料の害 ｉｊ 首が州取になら型板を用ひ 、 ｾＯＺｬＺＧ Ｑ

しであるが 、これには是非共罫書針を周ひ度い u

何故かと; 式よ、 K 、竹筆を用ひ fこのでは 、その)厚み

丈け士怜すTごらうし 、多人数で思ひ思ひに墨出し〉

7このでは全〈不規格なものになって絡ふに遠・ひな

い。思出 しされに材料の-l;1J取りは 、材 端t亡穿fこれ

? こるポ ール ト孔の直俸の 9 d以上、 叉ヂ ベル接合

をなす時は 、第85闘の虫n< 、材端 vc: t，市入-ぜられ fこ

るヂベ) L . より些< ) 1，:6cm 以 1-.間隔 を世いて切り取

る械にし度い。

新興 ［ ｍｾｾ 士宮 ｬ と於ては努めて断 ｬ 印＿献取らさＧるこ

とがJ I l ! 却であるが 、納ぷりの関係から相wとき 、座

彫り叉はー隔を猷き取っ? こ j度!出等、場合は池宮な

有ｉｬｾＮ｀方法ぞ構じなりればならなし、。然し土手誌に密

着する柱の疋に短柄を作る ことは差支へないし 、

民物筋違や燈材を大入流柄ボ ー)L. ト留 めとなす こ

とも珂. 想である 。単一材?こる士事や桁、旬: 照等の

櫨手十亡迫掛大栓打とすることが好ましい。

ヨチくに部材11 : 穿つポ ール ト孔は普通ボ ーJレトの直

粧より 2 mm- 3 mm大きな孔を作る方が組立てに営

って困難を感じない。撚しボ ーノレ トのみを 以て接

合する場合は 、成可〈ノj、きくすることである。

粧の大き材料K 孔lリj けするには 、電気ド リルを

使月j しに方が 、孔の周閣が清涼である許りか 、比

較的民直に穿? これる。

&11、間帯ヂベ J レ、輪形ヂばル 、樽 j lヨヂ ベ"J l- 、 リ4

ツシユデベ ;t . 等を 1' 11ひる揚合は 、iぷ込み孔 を正確

lモ油会せしめないと 、反って接合効果が劣ること

になる 。

園芸入式ヂベルを州ふる場合には 、第 851副の如〈

材端から少な〈とも 6 c mの徐裕を附げなし 士 、材

が割れて耐力が半干しく殺減せられること位こな1 . : ; 。

又材縁と のnn隔も同様な五url lで、2. 5cm以上搬す

必要がある o_ 但し トラスの弦材に於ける場合の女f I

3材の繊維 lモ斜の方向 l亡力が加はる時は、材縁と

の間隔は 4cm以|二号 |肉jr してヂベルを十7 込む ことが

kきまし L、。



Ｑｭ入式ヂベ ｉ ＡＭ はボ ー ［ｬＭ ト の 周囲 Ｑ ＱＨ 、 字経 Ｕ ｣ ｭｾＶ

｣ｭ の附近が遁営な佼置とされて居る。ｾ入式ヂベ

ルの打込み方法は 、ヂベル l亡依つでも相違するが

大関鍔の雨方向 K 爪の /1¥1こものでゐるから 、ヨ長の

鍔を ｾｬ 制限する 必 要がある いー Ｑ ＮＮ 作の繁な方法は問 Ｎ .  

ＴＲ Ａ の 材 料を平 ｋ 枕をして ， ￬ｦ ｾ べ Ｗ こ 後 、 逐次第 ＸＶ 闘の

様に座彫 りを して行き 、更に第87闘の主r I ，ヂ ベ; l

の鍔にパイフ ・ ｾ官 ［ て 、 ｾ ｊ ［ の ｟ｉ ＭＮから大ゴピ能で打込ん

で行〈 。 此の場合 、 ｾｫ の 位 置に的や害 ｉｊ 裂 、 ＺＺｊ ｶＱＴ ミが

ゐる時は 、油' 品:1モ之を illl けて行かねばならな いu

ｾ入式ヂベ［ＡＭの打込みには出来得る限り Ｒ ｾ Ｓ Ｑ 日 ｬ

で打込まないと 、}I¥の孔が弛んで所期の耐力が得

られないことになる 。

ヂ ベル工法陀次いで主j 付工法K 依る脅1¥材の*IJ 込

であるが、主T1・j 工法は俗にげんぞうと糾して 、兎角

現場では中目前せられて居る 。然し幻小j 工法の系IJ込

は般絡に強度を得ようとする場合 lては、部材 の密

着如何が重大な意義をなして来るのであるから、

墨付 りから 切り 取り迄入念な施工を要求せられる

釘付梁塁手 lモ於げる到紫材 の角度 、来材の長ささ言; 充

分注意し度い。

1M時局柄 、金物官1I減 の建前からして部材の!享み

は可及的K 蒋いものを数多〈配置する方が釘の 日

) j も減じ 、一躍として の強度が得られる 課 l乞なる

角 度 lモ切取る場介{ 立、努 めて』35をmひて数 本

の材を型板と共 l亡紺I め付げて鋸入れをするか 、 向

111l Jt J で正確な墨出 しをすると 、比較的経i靖度のよ

い部材が得られる c 叉釘接合 lて使川寸之材料は角

通 Ｇ しの良いものを選ぴ 、 事 ｦ は木材のＡ早さ の ｖｯｾ弘

程度の長さが必要とされて居る 。

ー たに勝清接合を ｴ￬ｾ Jl J する場合の刻込であるが 、

筆者ーの試みにラ ーメン l引火る骨粗の一例から寸る

と 、 火の玉型 ｾ Ｑ から施工 は 非常に困難と思はれに 。

① JI琴着剤1]1て 3 千本と栴する躍をmひ? こが 、

JI嬰そのものが比較的高f廷である 。

① 接合同fの告1¥材 をーん行IJ日二 |てをして色村れ

や反りがゐつて は完全 K 税措し ない。

@乾燥する迄長時I 1 r J J f l %) ) を千均! ' C)J II へる の

が困難で ゐる。

④ 力11慨が不足すると 、JI参の滑 りがH¥来て 、

十妥合効果に彩響する 。

@  乾燥を速かならし めんとして フオノレマ リ

ンを njひf こが、家具類 と異 り部材が大 き

いと反って効果が惑い。

此 J ) 様な l_[Il .l ll でIl琴 lて代る絡安で、理 想的 な接着

制が護lリfせられき' る以一上、 先づ現場工法で構造材

制 ｉｾＢＧｔｉ て Ｑ ＱＭＺＮ ，) 姥合を訊一み ることは 不可能では なか

ら う か 。 然し ｾｾｩｬｩ 畠では着々堂施せら れ て居る 鹿か

らして 、今後手¥ｾｾｉ でも一段と研究を要するテ ーマ

第 8 8 圃

第 8 9 園

第 9 0 圃
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「 ヂ ペ ル j 締 付 用 枠 見 夜 間

11 9 1 圃

と思って居る。

( B ) 組 立

k : J l 立に先立って刻込を終つ f二部材の員数並 l乞調

材方法、 叉ヂペルの打込K 誤りなきか 、肝心の部

材 l乞紙賠なきかY f ; ，の検脊が必要 とされて居る 。

次に組 立花王多るのであるが、組立のプランには

部材の催現場に搬入して組立る方法と 、叉橡め鋭

骨の様 I' L 所要部分を組込んで、現場に搬入する方

法とがある。

特に重量の嵩u 骨組は強め建て方を考底 lモ置い

て組立てないと、往々施工の中途で失敗を招〈 こ

とが ある。骨 Ｊｊｬｾ 組立 てるに 油首な位置は建方の

項に詳述する こと〉し、ヂ ベノレとボ ｾ ｽレ ト を月 ｪ ひ

る普通 トラス梁又は トラスの組立ては第88岡の虫n

〈直立せしめて行ょ、場合主 、第89問の如〈干にし

て組立てる場合がある 。

構造の大きなものは 、 その下端が地盤陀依り接

近して居ては 、 ボ ｾ ｽし トが締め付げ難いか ら 、 馬

( 高さ 40cm程度〉を伺ひ 、此の上に部材を架構の

型 K 列べ、組上った構造物 lモ歪のな い様に馬の高

さを平沼[ に直すこ主を忘れてはならない。

馬の上に符披に合せ、既tてヂベルを配 した部材

を ＱＱ 厨弐重ねてボ ｾ ｽレ ト孔 にポ ｻルト を過し 、 スパ

ナーで締め付げる 。此の際部材を強打する様な こ

とは避けないと割裂を来し、ヂ ベJ レを配する意味
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がなくなるの で、 第9D岡の様

なシャコマン、又は第91岡の

如〈ヂヤツキ等で締め付ける

ことが望ましい。

ボールトは捻子を充分長〈

切づ? こ雨捻子のものを用ひる

と、 部材 の接合部を雨商より

刀工均に締付 けられる故、座金

が減込でも向隙間があると云

つ? こ無理が生じないのみか、

往々捻子山を破身長する危険も

少 い。l1E入式ヂベルを使用 す

る場合のボ { ル トの綿、長 さは

努断面教主 ヂベルの片側の爪

の長きの倍教をボ ール トの働

きとすべきである 。ヂぺ J レ接

合を採月j するには 、?象め座金

をナボ ー ｊ レ ト直径 ｖｃｾｕｩ じ 、 諸官なものを撰揮すべき

こと は前 tても述べTこ鹿 であるが、概して大きなも

のを使用寸る。 此の1 . 0 め座金を蛍てスパ { ナでも

繁忙締付げられる 場合もある o ス パ ナ { の柄を、長

〈することが、 著 しく締付けを紫にすることは云

」、迄もない。共鹿 で ＶＰ｣ｭｾＷＵ｣ｭ 程度の餓パイプ

今スパナ ーの柄に差 し込んで組付ける方法も行は

れて居る D

ボ{ ルトの粧が種々異っ て居る部材の締付には

自動車工兵にある様な組梓スパナ ーや、ス リー ヴ

スパナ ーを用ひると能率的で、筆者は特別註文の

フ リー付 スパナ ｻ をｾ用して居る。数ケ所のポ ー

ルトが並列して居る櫨手等の場合、之等のボ ーJl-

トを一様に締付 けない主 、締f付げられ子、捻子山

を破壊して絡i 、廃れがある 。兎角捻子山を馬鹿t亡

して終つ? こ程始末に悪いものはな い。戻 すにも 反

されす・ 、共 のl誌に放置し勝のものであるカ〉ら 、ボ

ールト締めは充分合理的忙し度いものである 。

新興木fll J; 起! ょに於ては部材の厚みが一定して居な

いものを極貯て合理的にがj めて行かねばならない

のであるから 、ト ラスの弦材左京の扶み方等は 、

その設計 lモ於て熟慮す る必要がある。

製材_ I:.の杜撰から施工の質際に? 主つては翫々な

革 ｦｉｾ 題も起こる。これが餓鋼の原材と建って 、 木材

が自然物であるから 、一様な規絡品 k は云・へ、賞



に個別的なもの主見られる 。

同一寸法の材料でも製材が異れば、 その木材 ft'

j l セッ トプレ ート 篠介せんとする場合は 、多少 の

目泣- が/P，来る故、者: しいものはそのー材 を後めは

ってボールト締めを行ひ、ヨｴＺ介主任着せしむるｾ・ 安

がある 。

菖 蒲 池 厚 生 住 宅 展 地 鎮 祭

時
3月10日午前 10時30分一一午後3時

所 菖蒲池現地並新組糸

/1'，席手f 予K 賓

sf，J ;'2: 竹 内 孝氏Ｈ建 築［ｗｾ Ｉ

同 鈴木角一郎氏

同 岩 佐 信 也氏

里各 国 岡 部 編 則氏

中 島 氏

駐在所 岡 田 氏

出品者

大林組 安 部 重 藤 氏 外三 名

竹中工務 応 平 塚 鎗 吉 氏

小 林 三 浩 氏 外三名

清水中且 木 原 佐 吉氏

がl 谷 清 治 氏 外三名

藤 木 工 務 応 土 佐 義 雄 氏 外三名

岡 本 工 務 応 岡 本 新 次 郎 氏

山 中 茂 一 氏 外三 .f，

木村組 矢 野 義 夫 氏

大 森 一 太 郎 氏 外三名

双星枇 津 山 建 夫 氏 外 四 名

新興木構造では工揚ボール ト色、現場ボ ール ト

の区日Ij を附し、工場ボ - }レトは建方K 於て一再n: 新i

付 の必要 なきまでに地上作31.を入念 lてすべきであ

ららと思」、 。剃込組立に就て述べづkrこれば| 探限も

ない 1¥)( 、此の鈷'il とて留め 、三た批に於ては建方の貨

|際 lモ就て述べるこ主にしよう 。 ( っち> < )

ｃ ｾ 者は日本ライ ト建 築株式合施設師〉

J て川組 ー ト ｊ ｗｩｾ 治郎氏外四名

iijh-(.: ，..(f! IJ  

チL 卜記念事長 、幹 事 長

松 本 問 、高IJ 幹事長

中四位=宅限幹事長

小 林 幹 事

松 久 保 幹 事

大 和 書 記 長

戸 川 書 記

山 形 書 記

森 島 書 記

1. 1j"-前 10時30分一同現地集令の_ I -.地元氏J州市1:の

Ilil[ '1'( I ' C より地鎮祭事行

1.  iji l[ '1' f により供館、修 赦、祝詞奏上後中西口コ宅

展幹 事長 により鍬入れの式あり絡了後来賓、

川品者、役目、玉 ｌ｛ｾ 奉 よｾＡ ; J j : J て記念事業幹 事

長挨拶、1 1 ' ，品者代表竹中工務応平塚鎗古氏の

田郡あり、 nil[ 1官撤館後| 羽式

1. 夫れより一同新温泉に於て折詰を閉さ中食

1. 一同11次談の後午後 3 時散令・
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建築勝合協議委員舎の経過に就て 幹 事 中 漂 誠 一 郎

1. 成 り 立 ち

満洲事饗を粧て、更に支那事鑓のE整理に嘗って

居fこわが閣は、昭和 14年 9 月第二次世界大戦の勃

発によっ て、民 t亡有史以来の大試練に直面するに

至りましに。

既に昭和 6 年の満洲事援の護生*J後か ら、閣内

κ 底、 立たの事件に首商してゐ? こ我閣は、こ〉に世

界歴史の一大縛換に際金・し、 皇閣の閤是を完遂す

る? こめに庶政百般に豆り 、念速に根本的刷新を加l

へる必要に迫られ、昭和 15年 6 月の近衛公の新韓

制樹立聾明、同年 8 月第二次近衛内閣による 基本

閤策要綱の若手表によって、所謂新瞳制樹立の鷲足

t なつ? このであちます。

従ってわが建築界に於てしこの閤家の動向に

沿ふ べ き建築の睡制制新に闘ナる熱心な要望が起

れ各方面にこじが研究或は運動が起つにのであ

ります 。此所に於て建築撃舎は昭和 16年 2 月日本

Ｎ 建築協合 、 白木建築士合 、 建築 業 協舎の三 Ｂｦ Ｇ￬ Ｇｋｾ Ｎｦ

し、時局に封躍すべき建築睡制に就て協議すべき

委員舎の設置を提案し 、三舎の賛同を得て悲に建

築聯合協議委員合の成立を見?こ のであります 。

2.  設置要綱と構成

建築聯合協議委員舎の設置要綱

(  1  )  時局に封臆する鴬建築上の韓制につき研究

協議する事を以て目的とす 。

(  2  )  差首 り建築準金、 日本建築協合、日 本建築

士命、建築業協舎の聯合とし、聯合各台ーより

4 名づ〉の委員を選出して委員を組織す 。

委員合・は各合選出委員総数の牛;数以内の数の

委員を嘱託して組織にカ11ふる こと を得、叉委

員舎は更に建築関係の舎を聯合に加ふること

を得。

( 3 )  委員曾の経費は各命 より の支出金を以て之
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ｾ支耕す 。

(  4  )  委員長Fか研究協議の結果は之を聯合各自に

報告す 。聯合各約は之を空宇重すべしと雌も之

に拘束せらる 3 ことなし コ

斯〈して昭和 16年 3 月切目 第 1問委員千? を開催

し、委員合はその後 2 固に瓦 り新に委員ザ? を鴫託

しに結果、現有の委員氏名は下の如〈で あ ります

.日本建築協合選出委員

井上新二君、片岡安君、鈴木一莞 明e 、竹腰健;浩

君

建築業協合選出委員

鈴 木 甫 君、武富英一君、島 岡 藤 君、富永長

治君

日本建築士約選出委員

石原信之1 ¥' ( 前 、黒崎朝男対) 中村停泊煮、松

岡軍平君 、山下誇良1¥究

建築事合選出金員

北深五郎君、佐1J，.'f.手リ器汁、内藤多仲君、中津一

郎君

委員合選出委員

伊 藤 滋 有、清水 一殺、坊1越 三郎君 、吉 凶安

三郎君、新名種夫君、放出金一郎君、鎌閃隆男

君、小林清周君

3.  委員禽の経過

昭和 16年 3 月20 日第 l 問委員企を開催し、五選

の結果 、 佐ｾｽ利器君委員長 ｲ 首選し 、 委員長の指

名によって 中津誠一郎君幹事となり 、更に委員手?

に於て新?こ に委員を蝿託する -c.. e'). な れ 人選は

委員長に一任し、 これにより l略託 されに委 員は上

記の通りであります 口

第 2 聞は 4 月12日、 第 3 回は 5 月 17 日、第 4 回

は 6 月 7 日、第 6 回は 7 月 5 日K 開催し、此の 5

回の委員千? を過して 、各委員よ b建築界内外の時



局 f乙闘する動向の報告或は意見の開陳があっ 7こと

共 l亡、之等にまJずる 究研討議を紐げ に結果、建築

界の新韓制考究の方向について大綱的に一つの見

解に杭速し? ごと見られ、第 5 問委員約 l乞於て委員

長よ り従来の各種意見を分折且つ綜合し1.=委員合

の今後の動向lて閲す る意見の開|凍あ れ 協議の結

果、新Tこに建築各部門別に共の具躍的方策立立に之

れが貴行方法を研究するにめ後に記す様な専門委

員哲? を設置すること になっ fこのでゐりますっ専門

委員合・委員の詑術は委員長に一任となり まし 1=。

Wr < して共後は専ら各専門委員合に於て、後に

記す様 fC:: 音11門別 に研究が進められに結果、先つr 第

一 部合より 「 建築ｾ霊中限 ［ 機構の設置 Ｎ ｊ l'乙闘する

報告の提出があっ ?こ 。同年 11 月 5 日第 6 回委員千?

を開催して右報告を審議し 、相官字何修正の 1. こ

れを可決しましに。更に翌げ年 1具に 至 れ 第 1

部向より長 lモ報告し ?こ「建築全霊中根;機構の設置」

にi持j聯ずる問題として 「中央'Ff臨 I'L於げる建築行

政機構の整理、統合J i 地方雌に於げる建築行政

機構の一元化J I建築行政の運皆上必要なる諸方

策」第 Ｒ 部合 よ り官目意皆結 ＺＮ ￬ｾ にその他の替絡に闘

する髄制 ｉ Ｇｌ 就ての研究特告 、 ＱｊｩＧ ｈ 部 Ｑｾ ・ より「建築

施工新韓制要旨」の提出があ b ましに ので、本年

2 月11 日第 7 凶、 2 月24 1二l 第 81H! 、委H令を| 刷出

して 、之等の報告を森議し、一部修正のJ てこれ を

可決しましに 。

向各部省? よりの報告成集は 、審議決定の都度中

間報告 として騨合各合へ懐告し、他日全部称の成

案完成を侠つて j白書に取纏め にJ て、更めて報告す

る事にしにのであります 。

又前に記 し7二部 l 部合・の報告成後Tこる 〔建築: . 1三

整中枢機構 7) 設置議」は、 その後建築接合よりの

提案によって 、 問 、 ｾ ［ ，， Ｇￆ 名 ｻｴＧ 以てｉｬ ￟ 和 ＱＶ 年 ｉｉ Ｉ］ ｊＲＵ 日

附で、内閣総理大臣及び企整院総裁I'L 建議しまし

T二二以上が今日ま での委員合の経過で あ ります 。

従って委員合は更に第 3部合、第; 5 部合よりの報

告提出を候って 、之れを請手議すべき委勢にある の

であ ります。

4.  尊門委員禽の経過

専門委員合・並 びに その委員は下の通りでありま

.す。

第 l 部合

建築行政機構に闘する事項

伊藤窓: 太郎煮、大村巳代治君、菅野' 誠君ー

小林隆徳君、武富英一君、0 中部誠一郎手寺

中村体治 京 、 期ｾ二枠治君 、村 野藤再君

ム吉 岡安三郎7手j

第 2部合

官臆管締並にその他 の替絡に閲する 事 項

太田和夫煮、川口 一三君、O北津五郎君、

小林清周柄 、下 元 連 君、ム問中徳治索、

問中正義君、王真秀雄君、内藤亮一郎君、

藤村 朗有、山間 守示 、横 山不製君

桐本楠 ｾ ｬ ｕＡ｜ ( 後に迫力11)

第 3 部合

建築設計監督業 ｾｦ ｃＺＺ閲 する 事項

鈴木和夫君、竹) J 要健造煮、闘ft[ li嘉:彦京( 中

途解蝿) 土l伎達 人君、* 畑謙三君、西村好

時索、橋本文夫煮、堀越三郎;H

ム怯本興作君、O 山下誇郎君、石本喜久治

れ、1相 11閤男君 、小林秀繭京 ( 3 名後に迫

力11 )

第戸部合

建築施工組織に閲する事項

石井桂君、 ム大西幸雄求、u問隆男宏、

捜列二良雄柄、 0 島田 藤煮、清水 ー求、

市永長治君 、西津藤生君、萩付金一郎煮 、

藤 [11金一郎索 、柳 瀬 駿 君

第 5脊1¥合

建築技術家圏腫に闘 する 事項

ヲ|ニ上新二新、伊藤手11夫君、ム伊藤 滋君、

市浦 健II・、熊谷. Ait :J4t煮 、0 小林政一索 、

新名純夫君、中西六郎君、坂 静 雄 索 、三

児秀維新、武藤清; r .

O l:il は主脊 ム印は幹事

(  1  )  第 1部禽の経過

第 l 部合は 、 その研究課題[ 建築行政機構に闘

する事項 j の研究着手に蛍り 、先つ' 建築全般に捗

る新韓制に就いて検討し、ついで本部舎の研究目

棋を審議 しに結果、次の五項目を取り上げること

にし ?こ のであります 。

建築企査中植機関の設置
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各省聞の建築行政事務の整理、統合

現行建築監督行政の改革

地方 ｾｾｋ 於げる建築指導監賛事務の一元化

造形技術としての建築Kf t する統制

そうして、そ の考究 K ' ，蛍つては 、各事項共費現

可能性があり、然も相官突き進んTご改革案を得る

ことを目標とすることに申し合せにのであります

斯〈して回を重ねること 14固に及び、建築行政の

意義社びK範悶より 、改革の必要性、各機闘の管

掌すべ き事務の限界と機構の形式等を審議 しまし

Tこ。

更に造型塞術と し ての建築 ｋｾ 討する統制問題を

中心主して、統制の要否並びに方法に つき、 t(c 3  

部合 主共同審議をしTこ結. 果、統il iIJ の必要性並びに

その方法論として造形婁術の審議機闘の設世及び

建築設計者圏謹設置に就て Ｍ ＭＡｦｌｾ 意見の一致を見 、

その細部的事項に就ては第 3 部舎でこれを研究す

ることf L lドし合せにのであります 。向建築企i f 1: 'I-1

梅機構の設置問題に闘しては、その性質上特に部

令連絡合議( 各部内主茶及幹事) f乞附議して各音1¥

合の意見を徴しました 。

斯 〈し て昭和 ) 6年10月「建築企m中樋機構の設

置 J I ' C閲する翌 げ年 1 )=J  r中央官百五κ 於ける建築

行政機織の整理、統合J r地方艇に於げる建築行

政機構の一元化 J i 建築行政の運皆上必要なる諸

方策 J K閲する報告を提出しにのでゐります。

( 3 )  第 2 部禽の経温

第 2 部長? は 、 その研究課題「官脳替緒並t dL他

の管絡に関する事項」の研究方法として 、先づ各

営繕機関の現行の情態を淵奈し、 ｾｋ 営繕機構Ｎｩｬｬｚ

k 皆繕業務の刷新、整備陀闘し各委員より私案を

提出し、之等の諸案を整理、審議して綜合的な方

策を求めるこ とにしまし に。かくて各委員より提

出され? こ主な築件は弐の通りであります。

中央・研究機闘を設置し 、建築に闘する各種類

基礎的調茶研究を行ょ、事 。

皆結中極機桃を設置し、全同建築 l亡闘する企

輩了直に統: I ;IJ 、技術員綜合統;I1IJ 、建築施設の綜

合的管理統fljl Jを?はカ B る事。

官臨替絡に ｉｾ 却しては
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徹底的に一元綜合する案。

省を単位として省内管結を統合し、特に共通

的にして規模大なる士宣告物等は一機闘に取纏

め貰施する案。

同様にして設計並に施行に闘してはこれを民

間に委譲する案。

地方騰の皆絡を中央の統制下に置 く事。

民間管絡もなるべ〈統合統制し、特に技術員の

配置に闘しでは中央 の統ililJK世〈事。

骨組は;地設の維持管理事務を行ふべき事。

ｾ［ Ｂ ｎ 十法規を改正し随 意契約 Ｑ Ｑ ［Ｑ ｊ を採り得る建を識

する ｾｻｯ

閣土的、歴史的主要迭替物の審議、指導、監督

をなす? こめ也管審議合{ t > 設世する事。

規i格統一並に設計ー簡易化をはかり、工事契約は

設計大網主義を採るこ と。

技術討をして技術機闘を管掌せしなる地位を興

へるの迭を講じ、一l師永年専門技術の任に在 り

得るの制度を設くる事。

之等委員の諸提案を審議し、整理. 集約し? こ結果

下の四項目に取纏めて審議立築K 務めましに 。

建築中枢機附設世 K 闘する件。

官公民営絡機構の統合、統治IJ並に整備に附す

る件。

骨絡事務是正並l乞簡易化K 闘する件。

皆絡機闘の管掌等に闘する件。

上記の内第一項は本部向・築を回附して、第 l 部

合に於て成案する こと〉し、二、三、四項目に就

いて審議をj j 1め 、昭和 げ年 1月これを委員長に報

告しましに 。此の間本委員千? を聞く事 6 固に及び

まし? こ 。

3. 第 5部省の経過

第 3 部合はその研究課題「建築設計築業TjJ K 閲

する事項J K就て如何なる研究項目を採揮すべき

か'11 : 極めて多〈の時間と論議を究しにのでありま

す。 それは建築の設計と云」、事を考究することは

即ち建築の本質論を掘り下げることになるからで

あります。斯〈て慎重討議の結果、下の桟な項目

により審議することにしましに 。

建築設計の本質を検討し 、建築文化及び建築新

盟1 I i I J との闘聯に就ての考案。



民1111設計監理部間の組織化と 共の動員態勢の整

備。

建築物 )) 出型文化的立場・より見? こる新臨;1;l J。

斯 くし て之等境目 lモ防! する各委員の私案の提出

或は叉特))1] 委日台'による原案の作成等をなし、今

日迄 に委員向・ｾ開催すること Ｑ Ｖ 固に及び。ましに。

報告原案の作製金 了し、近〈 報告提出の運びに立

ち到っております。

(  4  )  第 4部禽の経過

本 ｾｾｩｬ 向。はその研究 Ｑ Ｇ｛Ｎ 若手するに光ち特 ｬ 乙研究 ｊｅ

llEーとして

賀行比透しのつかぬPU悲! 案を排すること 。

現貨を問執せ十戸iNr より の泣W! J I . そうたはぬ事。

委討の［白ＮｊＮＧＮは白 山 にして外部に於げる立場と ＱＡＡｾ

闘1〆、なることを巾し合せましに 。叉特l亡建築業界

l亡於ては既に現貨の問題 として種々新髄: l ilJ fZ: 闘す

る ｾ ｊｩＺ ｪＡｦが行はれてゐるために 、 Ｍ Ｍ ｊＮＧＦｻ 之等 の Ｎ ｾ ｊ ｩＮ 貨に

闘する報告を聴取しましに 。斯〈てそ の研究課題

「建築施工組織に闘する事唄」の審議に就ては 、

直ちにこれを:;.1=1，髄的に進行させるにめに、オ千委H

の 私 案提 出 ｾｾ ｫ め 、 之等を＿逆 手 た審議の ｊ て 、 下の通

りの協議要項を J采搾しまし? こ 。

建築施工業者の再編成。

目的、組織、機能、事業。

再編成され? こる建築工業組織の運管

下前制度、勢務組織、資材、運輸、金 融、

油正悦絡の決定方法

新建築工業組織より外部に劃する 要請

規{ 各統・、技術者 l早教育、片務契約赴正官

界新盟Ｚｬｪｉｪの確立、生前 ｦｾ 詮制度の確立、県

他

建築工業施工の工業化、 建築技術の昨保向

雨後之等の項 Ｎ ｾ f ' L 恭いて協議を進め 、刷辿項目

については、 その剖叫t協議を繰返し?こる結果、報

‘告原案を作製し 、これ を審議すること 4 lfi lf z : 及び

昭和 げ年 1 J' J 委' . L1長 1'[. 報告を提出しに 。此のIl¥IIJH

1mしに委員合回数は l l iI! 1でありましに 。向本部令

に於ても 、建築 1.1.
1
極機構の設置を要望し、un 部

合 主辿絡して 、 これの立案を全部合K 委任しま し

?こ 。

( 5 )  第 5 剖曾の経過

un郁子? ・はその研究課題「建築技術家園慌に闘

する事項 J を研究する にめの順序として、ーたの様

な目三請にを探揮しましに。

我が園再編成の方向を見定める。

閣家機、構内 1'[. 於げる If，法能図憾の位世 主使命If，法能

図髄と しての技術者国髄の在り方。

建築技術家囲髄の在り方。

現存建築刷係の内符。

新建築技術家国憾の組織とその設立方法。

本部内 ・ が特に此の棋な ｊｉｏｃｩ 序を挑ん ｔ ご みは 、 ｕ ｾ ＮＭ .  

ｩ 乙新しい機悼の分ｾｾｾ { t ' 建築家と云」、立場からのみ

行はづ、L. i ' . ( く閣の機州 安) - - 官官としてなすべきであ

ると云ゴ、 J.!llr ll、第こには |到髄と去ふもの〉作立;広

誌が今後非常に製革さ れ ることがlリjかに] 象見され

るからであります。 Jm< して得議ぞ進めに結県

1M髄とは官l ( を通じての l判家機柿の一翼Tこる性

絡をぷ 任 を ＿ｴｾｪＺ つべきもの ＿こ るこ 主 。

建築技術家国間とは 、今後進次整備さるべき諸

々の職域組織にまJ して 、之勾; を?扮11f ' L1' rき、之さ51・

ｬ 倣ｪＭ ＮＡＡ ＮｈｩｉＮＪｴＧｾのが ｩ Ａｦｴｬ Ｉ Ａて ｦ ｊＡｬ ｝ Ｑ 自 ｛的 ｬ 亡協 力すべきものにる

T l t  

司 . .0

K 見解のー設を見、此の見解に基L、て新建築技

術家l到腫の組織内容を?工夫するとヲ射し現怖から

照C)Kの盟111リK 注する亡めの兵器的方策の考究に努

めにのでゐります。本部合の委口は、 その約三!と数

が- *京在住で&: >1: > 、牛教が| 剣西在住であった得、

第 Ｕ 部千＿としては今日迄 Ｓ 回を ｉｭｾ ， 東京 、 大阪

に於て各別に委日併を聞き 、時々辿絡を計ーってうk

1: のであります。漸 〈その成案を得るに至れ近

〈委員長へ報告を提出する運びであります。

以 j二が建築l併合協議委員合・並ぴに同専門委員合

の粧過の概要であ ります。建築] 併合協議委員は各

専門委日向の報告成案をその都度-!1ft， これ を審議

可決しつありますが、更に全部の提出を見Tこ上、

之等を綜合的に韮ねて家議する と共 t亡、 それ等諸

笑の取扱ひを巧筑決定ナることになら うと思ひま

す。

6 3  v  



新 鰻 制 部 曾 経 過 報 告

大東亜戦下共の戦争目的完遂の魚、諸柿の組織

は改編自 fJ l主義機構よ り統11日!機 構K 改編され着々

軌道に乗り進みつ 〉ある 大韓換期 lて、測り我が建

築界のみが芭去を守: 1) ，時流 l乞遮れるべきでなく

閣策陀謄じて建築界の新控il;I )i > 1 i 府立ずべきである

との見地から H乍年 8 月12日、進んで此の新沼: ! ; I )問

題の研究 K 入 り日本建築接合 、日 本建築τi 台 、建

築 業協台 、日本建築協合の 4合本合の下 I C協議を

進ょのしが専問委員を設げ更 K 深〈研坑ずる さR とな

り本合も 即応する魚下記の 8部合・l乞別 ちて 、各三七

夜 、 幹事 、 委員 、 諸 氏 を依喝して 、 以オ ｇｩｾ 日 ｴ ｧ，議

を重ねつ〉 あつ? こが、漸 く 各 部 合 共 結 論 に 到 達

し、既に答申 案提出せ る部合あ り(， 答申案提出の

矯 案文 を練り つ 〉ある AA況である 。

下記の通 b三部合の決定答巾築及J与の経過 を記

して 、本協色彩種 制 部曾の経過報告とする次第で

ある 。

新 強 制 部 曾

第 l 部 合 建築行政 第 5 部 合 図 腫

第 2部合 管 持 第 6郁子? 皐 校

第 3 部合 設 第 7部 令 建 材

第 4部合 施 工 MC  81t s併 設 備

第 3，部 曾 報 告

線、括目標建築を( 早< ) ( 安< ) 完成する事

第 1 ｾ 章 ;ff内的事頃

1. . 設計と施工の連防j問題に設計家として

の立場ｾｴＧ検討

0 建築事務所 は建築主: の信頼委任 を受け

従来 の設計監督事務は勿論施工完成に

至る迄建築に闘する 一歩j の行筋を代迎l

するを以 て業務の本趨とす

2.  橡算及見杭J i U題
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日 本 建 築 協 盲

。現状は徐 りに微細i ' C lまる婚iひあり 、依

て此瓢術研究の絵地あ 1)

3. 契約の問題

0 契約は可成簡易忙し 、所長円建築設計者

の科目以を ｾｪ 応大する事

4.  監督方法

Oibt 管員の教を減じて能率増進{ t > 計り建

築設計者の様限を ｾｪｬｩ 大する事

5.  設計闘の程度

Ｐ 可 Ｉ ｬｘ簡Ａ日滑にしてｾ， 要 止む得まる程Ａ支と

なし建築設計者の槽限を構大ナる事

筋 2 ｾＧ ｉ Ｚ＠ 釘外的事項

l  述築の認可許可事 l買をT迅泌にずる事

O i1，- fi亥官胞に建議ナる事

2.  乎絞の簡易化

oc上記? と同じ)

3.  設計業布石? 地方臨tて於て認定する事

0 閥家的に建築士を公認するを主旨とす

るも不llx政地方臨 lて於て之を認定する

司王

4. 材料の配給の議想を知らしU る事

O工事進捗の都合J -. 配給! 亡 Mfij する大胞の

Ｗ 釘 ｛ｾ {t>知る の必要ある事

5. 非常時下建築諸法規の改正訓正の{' I

。建築諸法規の全般に瓦り臨戦的に検討

する事

6.  官服皆緒方法の改#

Ｐ 能率増進上民間設計 業 ｊｦ の業務 ｾ 参 ｸ

とし ｊｾ の 徐ブ ｊ を Ｇ尺 Ｑｭ ｉ と ｾＧＨｦ 用せ し むる事

以上

第 5 部 曾 報 告

1. 日本建築協合第 5 部合K 於ては建築新譜制 l乞

ｾｍ し検討を軍ねつ〉あつ Ｗ こが 、 今日 ｬ ま既 ｬ て技



争ILJI涜も !日米て I(i 上台北) i : 勢に判官の鎚化 を来 Tこし

＿ このであるが 、 技 術 ｼ ら と の 現 訟は ｪ Ｚ ｪＩ Ｇ ｌ ＿［ＧＺｾ 技術に重

県 Ｈｩｾ 世いて居 るがｂｴＺ qlil i  I;; ，t  e 各技術計図盟との

持Ｊ ｾ の闘 係もＡ日持 Ｒ 長女 ｵ ＡＭｌ｜ ＺＩ，ｾる時代と なっ て米 ｔ こ

1. 一方位築 界 l亡於ては技術以 外の極めて複雑な

諸 fI-¥] : a i が桜総して来 fこ。建築，芳働者二の問 題、

建築 ｴｈ オの問題 コ ｉ ｬＧｾ Ｑ 次新謹 制 ｬ て到 す る建築界

の釘 J:rr: 1問題等 lとである 。此等の諸問題は草花

建 築の技術者占のみなら す ¥ 建築 業、材 料 業:設

備業 、等建築関係の総ての者の結合協力によ

って考究せらるべきものである。

叉 悲数年来建築技術粁丈の圏髄 で はf :t剖: 命的

に微 力であって 、此等 建 築 関係者・の線、てがー

メ し とな っ ＿ こ強 力な閤 曜の 必 要である事を ｟ Ｎｾ ＩｩＮ立

が 制切に感じて氷? このである 。

1. 府 来 の見 透 しも 時 f・j いに今日に あっては 、建

築技争体術r<iの1研if肝i斤「究闇1髄嘘と主匙!主; 築の劃I1必l副U

ひ翼賛奉仕‘ r る闇:謹理いま刈日引別|リ川J i ; 畠留の二つの闘嘘と

し、相援けて行つ?仁こ二i万方が宅卒詳ろ医図i家 目 的tに亡訂i添添 iふ、

ので lは立あるま い力か〉、。 j斯U針J ぐ二つ の図; 謹豊がJ共七μう分士虫山野j' 

:  

ｩに 乙 Ｒ専 ｊ革玉 念する事 ｬに亡よ つ てｼ 践闘誕羽 ｩ 易家 ｾｩ 刷 ｉｕ

得 る事事:fに亡は何等箆‘ りはな し、、O 人的、物 的 資 材

の不足 ｶ｣ｦ Ｇｴする場合とか 。 ｉ Ｂｾ ｉ 気政 弘 ＱＭ Ｎ 必 要 な

る場合は別 であるが、整 理 税 合必す' しも好結

果を招ｾｾするものと 白 思惟され な い 。

1. 墜令は50年の- w. 統 を持つ建 築 技 術 者心国躍で

あるが、此| 祭率ろ建築卜. 、材料、設 備 等の諸

国設も共技術的7; fEII のTtl I先は母げてよよ: れを墜

合 の 11
1
1C合める事として 、技術の研究を製合

IC一元磁化し、昼具合は技術の研 究を以 て 岡家

に奉仕し 、 ｾｾ｟｟Ｚ代り皐術以外の他の複利ーな建築

のilll :合問題は技術者及び技術者以 外 の建築 闘

係 者 をも網羅 し に。他 の一つの新国溜i りきて

1以抜」、事とし? こ方が油危ではある まい かb

ト 斯〈して技術研究公使命と・γ る園嘘は現 従 の

星名千? とし 、他 の新国髄は 、新 tて之 れをイelF るか

又は日本建築 協合を改組して是れ にiZてるか

何れかの方法な採るのである 。 日本建 築 協 令

は皐令と 同 じく建築技術者の固謹ではあるが

多年本合 J ) 主従l亡基き建築J >ilt止令問題 、建 築

家の 図 謹と し ての枇令奉 仕 Ｑ ＼ＺＺ 重 製Ｈｩｾ置き 、 ｩ 革

少の定款の改正 ｬ とて新国世 ηＩＱＳￍｌｾｉ て 改組 し得

られ、相官の資産を も有する を以 て 走 れ を利

用 するがＺｩ ｬｾ も 使宜であ る と忠五、 。 本部 の 月 ｊｲ 丘

地などは別 にお感ずればよ いJ

1. ｾ訴の如き新国誼には

イ1 - j - j政 部 門

ロ 替 持 部 門

ハ 建築士部 門

施 工 業 部I"J

ホ 材. ｾ，，，ト官 Ｑ ｜ I"J 

へ 設 備 部 I"J

ト 其 他

の諸部1"] を設り玉虫ー事、評議員等は各部門カ3 ら

ｾｾｔ ｉｾ 数選 出す る事が 良いと思ょ 、 。

1. 此等の部門主一つの濁立しに令 とし、新 園 理

は ［ｪｾ聯合 ｬ 鍋踏とする事にし＿こい ｣

第 7 部 曾 報 告

1. 製 品 の規絡統一 化

0 建築 資 材の純位1を以 A し製品 を単 純化 する や

然して述付 ノ ｩ 、足 をな速に製ｾ踊ブとを計る事

|  企業合同

ｏ 命 ｬ てより同種類 の ＱｩＧＺＭＺＺＺＺＱ ｉｾ 合同を，ｾＺ辿 ｋ 行ひ製品

の検不正をな し誼正なる似怖を設どする 事

1. 向日詐隈榊の確立

0 軍直後1m媛工事 、' 斤臨工事J ; 区需工場- 工事

民間工事 、生産侠ラゼ工事等 lと分 ち配給制度ーの

: 1{ : l Eをなし民It l. 込辿 の配給を なさしなる事

1. 辿{ イ局設世

ｏｦ ［ｾｪ 工行 ｉ ～ｊ ｉ 乞 局 を 世 ｚ 各ＩＨＭｦＡ係 Ｑ ＼ＺＺ : i l l 材訴を設り国

ｭｾ よる運行 を 計る事 、 技術部、建同 ー 部、建 ｊＲ

部宅; を設け 、株 組織とする こ とも 二J普段す る要

あらん。

l  代 JIj 品強 '1il] 使用占え研究援助

C 代 i lJ ，日の 5mi [i lH!tJ-J j を命じ 、之等の研 究 指導及

援助方法を請 し時局 K 安j 慰する事
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静 岡 市 霊 域 懸 賞 懸 募 作 品 審 査 報 告

静 附T! i復 興 I C1' 1" _a、守! tH友興計詑: 並 l乞共同墓地新

設を合む懇域計霊 Ｒ ・ ｾｳ ｩＺ Ｑ 亡闘し 、 昭和 Ｑ Ｖ 年 ＱＰ 丹 Ｓ 日

之れが募集を公表し? こる紡果 、除去苛i望 者 432 .r. 

K 述 し 、 ! 月31 日締 切| 時刻孟でに肱事せら れ fこる

数 37@. な れ 之 れ を l.i I1{募 者 住所 別 lて見る lζ 、東 京

il:i 15辺、 i紡洲問 4 油 、i:il !1奈 川 j好'， 3也 、大 阪市 2辿

兵J!l il 限2 辺 、共 1也|岐阜市、名 古 屋 市 18i: 山瓶 、制

配下、静 岡 市、千葉! 服、京布n¥市 、 埼 玉j眠、西 'IIY-r打、

以 川 幌 、 熊 本Jl採各 1ill! I亡して出範囲に沙れ り、市

して昭和 17年 2 月 7 日より 13日迄 東 京市 麹IUi [l;: 三

静 岡 市 復 興 霊 域 計 費 懸 賞

競 技 設 計 懸 募 園 案 審 査 線 評

同リ 国

去 る 昭和 15年 1 )司 15日の 静 岡i fi./i j¥心区 域 の 大 火

により名手IJ貰 室 院の他 21の制むと類焼し 、 多数の閤

買を』 ｦｩ めｾ多し き史料 、 文献及美術品等悉〈烏千ｪｻ亡

師 し 、墓石亦荒践し去る I'C王 つ 7こ。静 岡市 は その

復興に世り 、ミト! 民主L地 がi! 'il 亡の信仰 に及 ぼす 影431

の大なると ｬ り ｪ 火 ｾｈ 東 の 必要とより 、 泊首なる郊外

l亡霊地主? 選 定 し て 焼 失ぞ'i:院 中 十 ケ寸? を ここ に集閤

移持するこ ｕ｣ 決定し 、 木霊域計霊ｾ‘般より懸

v  6 6  

ｾ ｉ 二 町 ￭ｬ 百 ー合事業令 Ｇｴ ｩ引 乞 於て家奈合間 ｩ ＯｩＡ 、Ｇ 訴奈委員長

引 ｉｴｾ｜Ｚ ｩ ｾ 人製工島各部長工県ｼ 噂 ゴー内問昨 三 ｬｩ Ｇ没司合 ・の下 ｋ

守 ￭ｬ 州大接教 ｊ 受工準博ゴー ｪ や川日 Ｏｬ ｐ ｊ 殿 、 Ｑ ～ Ｑ Ｑ 努 Ｇｩ￭Ｇ ｾｪ ｪ ｾ 三

局 施 設 説 長 IJ li治誠一郎J段、同凶土局計: i l l : 科技!: lli北

村十't
l

; ｊＮ ｜ 、良 ｜｜ｬｩ 段、文部作宗教局 ｦｾ とイ ｦ 謀長 ｲＡｻ (，あli - -‘ J在、

同 課 技mli 工率博士大阿賀殿、静岡市長約森，U主主大限

全委員恨霊雪手持の結果、首選手干の決Jとを見 fこ1) 0  

ｦ占 ｭＮ ｾ 存祈委口令の ｬｊ ｬ ｩ Ｕ ＱＧｃ Ａｦｾｪ じ、 Ｚ 官脊員岸町ｼ 場 二 上 より

審抗議 ｾ Ｇｆ あり こり 。

岸 田 日 出 刀

iI 競 技 の 形 式 iてーよ り公募する事とし? こ 0 1111岡 市 常

事 守 の こ の 達 識 に 到 し 、 まつr 大き な敬 立 を 去 し ?こ

し、 。

本 霊 境 は 都 心 ']) 東約 3粁i除の位置にあり 、 その

‘ 官官陵地 lとは市忠、霊14i ;及 陸 軍基 地 の建設 が計毒さ

れ 、東 北 lζ 近 〈富 士 の霊峰 を 望 む 景 勝の呼J I ! l にし

て、こ ':>1乙十 ケ寺 の寸ー院 、葬 祭 場 並 に 共 同 霊 闘 を

ｾｩ･ し 、 Ｑｭ 然 ぷ ｊｴｮ のー 霊 域を質現せん と するもので

ある 。



慮 募 閏 案 に 劃 す る 線 評

本 競 技 設 計 lζ 於て! を謀総数計-37 e  t 、五、数は決し

て多いとは言 へないでめろう 。然しながら前にも

記 述 し に や う に、本 競 技 設 計 の も つ 特 異 性 し そ

の課題の困対iーさや 、更 に 又 現M時局下の本ヂ11建 築

技術者- J 7 - の諸勢j-M等ーから椎4if して 、 これ以 卜.の 多

数の ｬ 悠ｾｾ縦 ｬ 政を期待することは些か ＱＩＧ 叫Ａのことか

もしれぬ 。

全 1，'，ι 蒜1，'，，' ;1業を辺覚する l亡、何れも背心切ゴJ ()) 作

が多かつ fこことは審委凸として何より 1伏決l乞棋へ

ないところ Tごつ fこ。即 ち 数の不 足 は 質 の 盟 富 さ に

よって充分有IHまれfこも の といへょう 。本 競 技 設 計

は特見の性質をもつから 、月川所j月庁j' 要の胞f募|幽凶酋凶l仁;訴訂をを?整 然

とまとめゐげげF るf七こめ lに亡lはま -、 オ冷本4卒本トド〉正; 必就t技設計計- に主釘Jする :，i、

ノ々守ならぬ熱立とう勿f 力とがまつ，何，より必必‘要 で dあbる。

胞臨i募者各位がその繁按' 1 比亡なる時時'1山日山lをを?害お剖lリlいて、最 大 級

の熱意とう干力とを本競技設計のfこめにままされfここ

とにきJ し、森委員として絶大なる敬立を衣し? こい

本競技設計ーに於て求むるところの内容 は 二 つ の

要 素 か ら 成 立 つ 。ーは提域の綜合計主: である、他

は寺院 ｮｾ ，葬祭場の建築設 ｾ ｉ である 。 本競技設計の

特異性は ｦｦ にこの易 ｾｉ 乙ゐ Ｙ ， T拍手干には多分の都市

;一|主 的 要 素 を 合 み 、後手(・は純然? こる建築の造形意

Ａ 圧を主 ｮｲｾ と して ゐる 。 これら二者共 ｬ 乙優秀なる倍

主義を求めんとするのが、 本競技設計の企聞と ると

ころである 。全 際 募 渠 を 概 糊 す る に、こ れ ら 二 要

素 ｊＩ 雨全をよく成しえにものは ｩｬｾｲ Ｚ Ｇ 械であったこ

とは 、本 競 技 設 計 の 特 異 性 し そ の 困 難 さ を よ

り示してゐるものと思ふ 。例へば霊域の配置計謹:

には見るべき耕ゐるにも拘らす・ 、 王寺 院 及 葬 祭 場

の建築設計ーには何を見るに足るものがないと いふ

が如き 、 叉 そ の 逆 の 場 合 も 勘 く な か っ ?こ 。 更 に

車I nかな王子1では、 ミ手院の主fr築 は よいが、葬祭場のそ

れ は あ ま り よ 〈 な し 叉 そ の 逝 の 場 合 等 も 多 か っ

1: 。

森 *1乞首つては 、重量域正|ー主: と 子'i :1涜 及 葬 祭 場 建 築

設 計 の 何 れ を も 同 等の{ 立値めるものとし 、 その ("J

れかに軽重の差を附する如きことなきゃ う各 得 脊

ｬｈ｣ 於て充分の才ＧＵＡＧ｀Ｚをなすの ｊＺｉｊ ＺｄＺｾ 忘れなかっ

＿こ 。 霊域のおＺイ ｴｾ Ｎ Ｑ ・ 設に常りでは 、 迫 ｴ 持、守 Ｚ ｉ ｾｪ［［ 、 葬

祭 場 共 同 基地等が各々共月If を得て秩 序 盤 然、市も

全溜として河然 ｐ ，Ｇ， ｊ ＢＱＧ ＱＱ しに綜介 ｾ Ｍ ｉ Ｎ ｾ ｾ ｾｴ が巧み ｉ ｌｪ ｉ伴 ｕ とさ

れなりればならぬ 。 その配位 ;; -1て直が一 糸高Lれす・叉

主主i E1こるものでなげればならぬ ことは 言 ふまでも

ないが、更 に そ の 全 惣 と 部 分 と の間 に微妙な羽手11

と縫化の妙とが J l j み K 表 /[J ，されて ゐ なければなら

ぬ 。寺院の配置にしても、十ケ司Ht' ' 枇安易 l亡ー ケ

所 ｦ ＿Ｚ Ｚ ［ｬ￭ｾ 列し ｦ こり道路や葬祭場等も ｈ 住これを漫然 と

配するが如きことは出げなければならぬ 。更 に 基

地は兎角陰絞なる獄| 百訴を醸成し肱ちであるか

ら、之 に lリHtlJ 澗 述 な る 気 分 の 表 出 ぞ 達 成す る に め

に、霊 域 全 器の計設がそれに役立つゃ う吃入念の

工夫が凝らされなl げればならぬ 。

寺 院 ( Ji ii 裡 ) 及葬祭場の建築設計 l亡常つて は、

現下の資材/ l 1ii 約の主旨をよ く満足しながら 、而も

更におＡ＿新なる様式 ｊｪｾ 匠の 創造が求められてゐる Ｐ

7ごがこれは言ひ易〈して極めて解 き課 題でもある

此 の虫IH 困 難 な 誹J岨 が、本 i筑波設 ; 一|ーによって直ち

に僻羽されようとは j凶作し得ないであら う。本 競

技設，¥-1ーの二、 三 の 肱 募 案rl ' VC提 示 さ れTこ新 しい様

式手法の一端に援し てひ とま っ' 一服 満 足す べきも

の 正考へる。

"!k臨 募 岡 集 中 の 多 < f ' [ - 示され? こや うな過去に於

げる日本初| 同ご建築; 1 :1式の単なる模倣再現に終始し

? こ如きものは 。徐 りにも問阻でゐる。 過 去 D仙 寺

といふものk 捉lまれ過ぎにものとの非難をまぬが

れないであろう 。 さればとて過去の怖寺建築にみ

る'W統 的 な 手 法 を 微 塵 も 止 め ぬ11好新奇f友の形成乎

＿去によるも の も今 日 の ｦｾｬ ｬ 寺なるもの〉内容 を傑〈

巧へるとき 、泣 か K 賛意を友し殺ねる 。

現代の1dl 汗) : ; i l l 築を校式一(-- 如 何 K す べ き か は 建 築

島県術 ｊ ての極めて住 ｉ ［ ｾｉｉｾ なる謀也でめるが 、 本競技設

計 の 肱 募:@I案 t乙|析す る限りに於ては過去の似11苛: 建
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築の Ｑｾ ｪＮ 統にみ Ｕ 表 現 Ｑ Ｑ ヨ式会基調として 、乙れ に 現

代の要求から試みらるべき :ifl!i恋小鐙改を川|へ1: 程

度のものに好l惑がちでに 。募集規1去の主旨中 l亡指

示 されに 「一新機i対|の様式J IC釘 して ゐ らゆる試

みがなされることは是非共必要なことではゐるが

入 選 諸 案 に 封 す る 批 評

戸等 福

本案は応募杢案中の白 阿であり 、共霊域計主主

に寺院及祭葬場建築の設計 j 与に! 在募諸築中随一の

佳作で あ る。一等選定 lて際し各審茶員之を推すこ

とに 全員殆 ど 一 致し Ｗ ここと は 、 此作 の ｪｾ 出性 ぞ よ

く裏書きす るも のと L 、へょう 。

英霊域計- 霊を みるに、忠、霊塔、墓地、 寺院、祭

葬場等を綜合包含するこの地域を 、閑静に して牟

般、 JiJj Mにして決、適なる郷土的綜合墓地とし て市

民敬仰親和のー 中心地fこらしめんとして、域内各

要素が工Ij み諸手Jl 統一の妙を恐怖してゐる 。 その道

路 ｾ Ｎ ｉ ・ 古は 外部と の連絡系統も 秩 序盤然としてを り

慾抜 内道路、底場、紘地等の配置fi -l.j1l :にも 、共和l

音1¥tc. 玉る まで入念の工夫が地され、共同墓地の配

置やその総化計・主、更に名様某地並にそれらの附

帯 ｪ［Ｇ ｾ 焔設に Ｑｍ しでも 、 極めて細心 の 注意 が 指 ｉｉ ばれ

てゐ る。

建物配置をみるに、葬祭場は室長域 内主要l l i : 路の

秤j奥深 い 正 面に肢い前庭 をもって*，画[ して建ち

箆域全部 川l時中心的位置 にあり 、十ケ寺も単調 l亡

臨しない程度比程よ き鑓化をも? こせながら整然と

集約配世しである 。

葬祭場建築は、築者の意闘する仁日本人が! t f ，得

しうる最 も ｾＺ ｩ 設なる様式」への解答とし て 、 一 見

制ｉＩ ｩｬ 風 の 表現をもつが、千木 、 勝男木ｾはな い

これ を 一 言の 下 ｬ て ｩ 削 ｉ ［ ｜ ￬｛ Ｚ風 と 断 すもる の は Ｎ［ ｾ ［らない 。

日本的a 絡 を基 V;'d e しに表現とも 言ふべきも 、i¥il ll

5: V、付1¥式、 クリスト叡よ等のirV;-HI の形式により葬

祭のことが行はれることを考へるとき 、 この種の

建築表現は査 し安世適切 '));J IT式であら う。直線を
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問題はそれへの)'i 1 - 答の如何であ る。砂{ も本競技

設計応募!副笑 lて於て は、過去と 全 く分肉If し?こ11冴新

なる弘式の ｲ ｬｾ から は 現民日本の似 ＱＺ 寺建 築 とし、ふも

のにまJす る建築浩M!誌を? よく満足する1亡足る! 知1
'
，

しに 佳作提案は之を? 克出すこと はで きなかっ ?こ の

主fこる表現素材とする その建築立!圧は清新の気溢

れて好適でゐ る。

寺院 の 本堂は 、 一 見ず ｲＺ Ｇ ｾＨ の ＱＱ Ｑ ， 寺建 築 そ の ま〉踏

襲の如 くに見えるが、仔細 t亡視察す れば、随底t亡

苦心の新1¥未あり 、市 も全盟主して付1¥寸r建築らし い

親和味 lて市む佳作である 。庫裡もよく 、本堂との

辿絡等も趣深 〈計量 され、塀と の粗合せにより隣

地や道路から弼立 してミチとして、そこに潤自の環

境をつ くり出してゐる のも 巧みである 。更に詳祭

場 ち苛・院も建築資材節約 )) 趣旨 をよく 髄し て、即

時責現可能 の 程度 ｋ まで賀行性がよくｾＱＮ註されて

ゐるのは 、 他 の随 Ｚ 募案』 て 多 〈 その 比 をみない長 ｊ ｾｩＮ

でもある 。

一 等 ニ 席 略

ニ 等 一 席 青

露 l法配也ーをみるに、 その主要道路は南方よりす

る花氷迫 Ｑ 併 の 延長 Ｑ Ｎ にあり 、 ミ ｾ Ｎ Ｚｉ 位 、 共同誕 地、 葬

祭場 Ｚ［ ｾＺ げぷ 配置概ね可 。 本案 の ｱ Ｚ ＮＧ ｦｋ 傑れ＿こるは 、 そ

の葬祭場 0.' 建築; む恒! と して、 各宗i庇i亡捉はれす'

共同 の 殿堂＿こるに ｬ ｬｩ￭｜はし き も の と、 ｾＰｾ 闘により簡

素卒l切にして牟厳荘重而も 一種の親しみある建築

表現 l仁成功せるもの 、蓋し非凡の技能と いよ、べ 〈

但し寺院の建築は概ね ;{E来の初13寺桂築の払二式を製

用しに もので 、まとまって はゐるが、葬祭場の建

築に示 され1=集者の均二へ?こ 反能は多 くこれを認め

ること はできぬ 。

= 等 ニ 席 略



本 競 技 設 計 の 特 殊 性

本; 競技法計は rui i'/i Ｑ 寓 Ｖ 千 ￭Ｈ ｰ， ｊ ＢＧｪＧの ｊｉｾｩ 大なる阿波

ｦ ｲＺ 沙り、監域の 綜介 ｉ ｾｑ 世 ｲ Ａ 〈 Ｑ ＲＵ ＿ なすと ｪ 宅 ｬ 亡 、 更に

ウ ｗｊｾＦｾｾ 祭場の建築 ヴ Ｉｩ［ ｾ ｴ ｆ ､ ーを も 合 ￹ むの にして 、

而も その辿築 の様式ぼ 1I 併 11現代の文化を象徴する

lと足るれな新対r; ; ij( なるも のを? 求め 、カ11ふるに資材営

最 も介] :Ij II'l "J ( C集約脂使して子f 院としての.L"/ u祉を改

拐 ｪ し 以 て信仰 の殿堂として大衆 ｉｾ ＾ｲ 仰 の 門 ＿こらし ￹

ベき 一新機軸の創成を求めんとするもの、悲しこ

の栴の競技設，';-J は従来あまり多くその例ぞみさ' る

ところ 、 極めて特異 の 性質をもち 、 叉 ｬιＱｾ ￯ ［ｪＺＺｩ 却な

る課題といふべきで あ る。

首選7i'1eの如 し

一 等 東京 市小 石川ｾ石川ケｉｬ ｬ ｲ ＷＴ 番地

ニ 等

厳I苛ー建築設計事務所 1"1管

ノj、 林 訂ft

東 京市杉主主区天1({ 1  T  Fl 297呑地

都 市 計費 ｲｾ 京地方委員合 Ｚｧ 寄託

金 井 静

大日反市A! : hl ' [京橋 2 丁目大阪市 役所

天満分臨合内建築部第 i 建築言架設計 係

タと イ't ヨト3 良11

勝 UJ  条t

1;1;j 本 虫、 11 

越 良

ニ 等

三 等

三 等

三 等

選外佳作

( 以下111持)

西 原 直

本J TU  l1t  

師岡西部tM 4部隊 気付永米 政

才子
円 正 久

下 側市長崎町矢ケi u2184番地

島 ITI 正

凶' 白

ノr!也-t、 JK  Eミー
一

* 京市部長谷医代々木 初 志 539 林地

逝E長jjt 他設計監サチ

西 )  11 t干i

東京市中野 区 1-- 高f 111 ノ 240

大磁 省管持管財局勤務

竹 l崎 文

4471?尾市熱川区イO，J 馬PJ T 1丁目 l 呑地

建築設計業 自密

武 JU 義 良11

静 岡脱 却市 :1-I 'J !:謀

匂 坂 ij1. 美

町市 島 王lJ1
司王

西
)11  正
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動 努 奉 仕

津 田 撃

聞やかしき息紀 ＲＶＰＰ ｾ 討己［念ＧＱ ｲｾ のー っとしてＧ市・

羽l・".¥-城 l訂JM' ' C 場を整備し卒ト式口 Jt 他:; IEI と10薦人

の人uが参列しf専らるべき説城築造土 木 工 事 は *

京市壁間半! 士除の編成 lてより ｬ ［ ｩＧＡ く ｾｽｊ う＿奉仕 ｬ 亡 依る

作業は延人[lff. J Ｑ Ｘ Ｐ 高人を要し、開始以 Ｏ ｾ Ｈ 昭和 ＱＶ

年 11 J i 迄に約 字数、 即ち 90商 人の米( 士陀より樹木

の中1(( 称、石 J i (のlr<. 除吉 、迫ー路の色き更等諸 々 t 託t捗

し つ 〉 めることは既に ｊ￬ ｾ 釘 ｬ の事てＧ ゐ る 。

放同10の奉仕 lζ は老和男女を l: r ] は十参加する

こと を件、 幼は間比 率 校五年 ｾ ｉ ｾ ｦ な より尚等女撃佼

ｾ､ｦ￬ め、男子の各 製 校 、 各国 濯 、 Ｑ Ｑｉ ｔ 令 、 知人称 、

地方より i 卜. 京の清志 各位等彩し く作業 順位決定に

侭nはし、つ もIH話泣きる〉と は菩ばしき 限りで ある

東京市民も亦各医別に分かれて参加 、或る! 侍は
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知人連に男下の組と既 ｶ｣ｾ 設問、牛日の奉仕 ｬ と勇ん

で出場ーを なしにる湾 りの人々がある 。

日目不1116年 II )- J 7 円白介の属する IlI j令よ りm5111J

円として今問は町令男子王! P. Zl'f. 11
1
より iou支l亡て奉仕

に参加 ｬ の通 知 ｬ と援 し 、 自分も ｬ ド ， ｾ純なれど 、 その

一日陀加はつ に。

営円は芳三ひの好天気に惑まれ、).i: 剥 iζ 馬場先門

内同側 tて参袋、 -' 1二前 11' 勤労者・の逃/1' 1を作ら 、11!X身

仕 ｊｅ 所 ｬ 亡 更衣ｾ絡 り、指 導 ｌｩｉ 亡 引 率 され、町合ｌｩ

とある掲示場の前 l亡整列、左に天珂手えL 1、次に岡

氏 皐校 、 ダく ｬ 乞女暴校 ｊ ｾ 他 の 国鳴を加え＿こる ｽｉ 民 ｪ 苔と

なる 、 1:1-
1
央市fJ てl乞は指町宵登場せられ 、掛自の司

令 ｋ より 陣Ａ民 ￭ｊｾ 仰に始 まり 、本奉仕の意義 陀就き

約 ＲＰ 分 ｮｮＱＴｾ 捕に 、 且熱心なる訓示がある、陥る名

口 司ｾ ｾ • ・ ・・諸 行 Ａ ｉｾ 日土問 ｴ も 岳民の前 l乞て/lil [1聖

なる 持 働 l亡従事されー然か も本τJ=f 業に参加|しTこる

ものは性名を記帳され 、永久陀保干rさる 、 とは有

， ｹ Ｅ 御思召 の科感激の ｾｬ ｾ りである 。 みなさんの汗の

新品はjたして1!!f白日米で終 るのでな いと付ばる 。

恐れ多くも明治天皇の民主? 悲まる〉 街l製を祁ん

で拝読 ｾ ｉ ，ｉ 、 女畢生の Ｉ ;-隅 l亡く寸〈ナ笑ひ ? こる者が

ある 。 指折 ｈｲ は ー 「 了ん玲を ｾＱＧＺＺｪ < 引率せる毅wて向

ひ ｜可 何ん ｔ こる不心得の生徒であるか 、ｾ Ａｔｲ の 虫 ｮ き さ ｉ］Ｚ

徒を教育する毅n方にもその責任がある。 今後は

恨令無立識 ｬ 亡 ても折る不心得 な き枝 ｬ モ と 前 Ｇｾｷ Ｚ Ｑ 乞

巾渡 Ｕ れ Ｗ こ 。 最も千寓の事 ｋ て 、 一 同株主 ｾｴ こ ｙ し

t=。

肝銘すべ き訓示終 り、之れより は - J!Jf. ｹＢｾ＠ JtL分か

れ? こる指導日の指同 l亡より作業せられよと明石? 降

らる 。ー刊のiIIi拙に指導fi 荊 宛 部署 l亡就き 123

4，1234の蒋披と共 lて瓢呼を終り、此の 4 入は一組

となり 、共 の 門の作 'i!iUこる土1i 少の運搬をなナこと

となる 。 1 :需のも のは術革の内 Ic 入りかじ搾ぜ揖

る。 2蒋の ものは光例 l亡、 3 :需と4 i 存とは後部 l亡

廻りあ t 仰と役古IJ の決定を終る 。

勇ましき 2何故 lま弘首控器よりなり響く班の数午が

記され?こ るノj 、艇を持つ班長を先頭lて指導f 1 1て随ひ

一組宛のIp: と問民感校生徒 、:ム: 県生のそれぞれシ

ヤプロ 、リ ヤーカー、 モツコ 二時、臨111亡l感じ? こる

迅[ J Uf 持も琵足ずる 。

耳.. [( ま各 3 メータ ー宛のあいfごを置き 、次々 lて動

き川す。二沼崎前方より透か lζ iJi: 城を奔 し進んで



右折すれば小雨H 積 み上 げられ? こる土砂の置場陀

王る 。此蕗 lてて更 l亡指導員より持働に就いて の注

意がある 。

1. :ijI I，ま 白?己 'T) ものではないから破損せむよ う

ｬ 乙取扱ひ 、 土砂ｾ積むＡ努必寸 志 枠 φ Ｘ 分間 ｬ 亡

J I: めて運搬し 、道民は円1割引史川すること

2.  Ｓ メ ー タ ｻ の距む ｪｾｾ 前車と後車の ｮ ｭ 高 と す

ること c 之れは衝突を防ぎ事放を起さぬよ

うと の注立である o Z1t:
'
ilcは怪我の恭で、現

H守は一人Irc て も牛人にも御問 のn l ' C役立つ

には身髄を大切にする 1必要がゐる 。同家は

い〈らでも働〈人を要求して居るとの注意

を受〈 、枠に投げ込まれる土砂は 、始めは

中々筒i皐 Irc は[ 、かぬもので、共の内政L筑 の『

; j f 中は老人組をしり目 lて山盛り主して勇ん

で居る 色、 直 に 指 導 [1 陀 8分自 Irc .減ぜら

れ、 i数字f笑する組があ る。

3. 指定の通路を必す・呑枕iI 目位 lて急: が今、 を. (

れ十歩'&，'，Jを揃えて往復する こ と。近ill 廻り

道等列以外 lて勝手l亡自1I 1行動をとることは

禁十る。

4.  5分n日宛の休JE! 時間 l乞は喫し得らる〉丈の

ー煙草を見計ひ 、 それ等の長 l乞賦火し 、もし

火の残りあり ?こる時は地中 iて型1!め、附 近 .J )

枯 草 Irc飛火せぬように注意すること。

5.  荷 車の曳き方、シ ヤプロの使ひ方等一々手

を之 り、 指導員の叡示ｾ受〈 。

6. 作業 中は無駄 口をきかぬこと只獣んとして

働くよ うに。

い よいよ奉仕 l乞取り掛る、各自シヤプロに土砂

をすくひ_ I- げ、事17車に詰込む 、やがて全組杭み終

ればピ ーの合同と共 l乞順序よく車輸のきしる脅も

さわやかに逃 んで行き 、指定の場廃陀土砂を落ろ

して師り 、叉往きでは戻る 。斯〈して約30分のち

'U'; 1回の休];l となる 。 11 月初なれども流石はひ Tこ

いに汗がにじむ c 腰をかける位置も ー ペ指定さる

一息入れて照ると 、 2 蹴令で 向ひ介K 双方より各

自乎を延ばし合ひ 7こる距離を置き 、整骨IJ する色、

綜 人47の奉仕除が一人は茶わん1: 他の人はこ1:瓶を

持も、あつい蒋茶をついで廻る 。 その味は貨に 11'

持 で 、のみ移れば清水を手間 lて満fこして運ぱる 。

ぞれ陀 て洗ひ 、次の列 に廻わす 。何をなす にも一

定の法見IJ ｉＧｃ随ひ 、 共同 的 で自我の許さ れ ぬは規 ￟ ｾ ｴ

を守るによき毅訓である。数同の休厄! と共の1 i ¥J I亡

時燥をな し. 努 働 にもくも< e約 500 人は土1i 少の

杭みぞろ しに往復、か 〈て午後三時守二に至れば 、

終誌に近い合同が淑ぜ らる 。

二111橋 J ) 1IIi  I'C ':匙列、 敬純!の後叉 4 入の一組は 各

歩調を合せて堂 々 と蹄 り来 る。各部隊は・ 1 と2 蒋

の 人 は車の掃除、 Ｓ と Ｔ 蒋はジヤプロ を Ｗｫ ｾ 先ひを

し、車のJ' ーに 4了 な ら べ 翌 円他の人々戸f 直ち に

使月jするに義文へな'きょ う整然主最初の位置に配

列し終る 。程な〈 芸大府; の指揮官いとも殿前に且つ

町 略l乞絡業につき 一場 戸挨拶がある q 僅 か の 義 務

を果して却って恐縮を J感十る のであ る。次に !灯台

よりのものには医長叉は代理.より之れも又町略な

る謝都を受け 、更に一同感激する 。

がI紀念訂真希望の 人 々には東京 日々新聞社 の 奉

仕にて無料に近 い償で23毘撤影の持をと らる〉も

絡しc 斯〈じて始めの更火宗 Irc. 戻り 、衣服 を改め

洗而・ｾ怒り 、 明朗な Ｕ 気持ーとな って 退場 Ｍ し に 。 折し

も県: 城の維の森喜? とをし捜nlr' J と議事堂の正:j :! 芥の

中間 に赤い夕陽は美し〈静かに沈んで行〈 のであ

る。何ん? こる麗視であるか、是の絶景l乞浴す るも

ヲr - . i I : 楽のひとつで苛( ; れのまなさ' しl亡も今 日の奉仕

l乞参加|し? こる御i告を喜ぶ如1< 只感激に満もて馬場

先門外満員の電車f亡、又は徒歩にそれぞれの家路に

就い? このである 。

時局は重大である q 此の時 Irc 1.!J' iか の時nnなれど

も首日受け fこる精神叡育には非常な効果がある つ

1. 各自勝手な行動は断じて許されぬ。 凡てが

軍律式である 。

2. 勤労奉仕作業を能強してkfi めて強〈知り得

る共の定義を諒解すること。

3. ｾｦ￬ めは何んとな〈つまらぬ如き感じがあり

しも、 WJl I示と終業の| 探に謝蹄の挨惨を受け

感激し 、機合あれeば l存度奉仕lと参加1の希望

が胸を突くのである。

4.  指導 ｮ の 一言 ｟ ＧＧＧＧｊ と 、 Ｑｾ の動 作 は費削除 ＱＲ

lにとJ止ど

施の現場』は立れL 、つ色乱行慨tれlにてな り勝でゐる 。此

雌 ｬ 亡斯の如き組織を ｊＮｉｴｾ｜ 川せば 、 工事の進捗
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も且つ経済J ' .f ' C 大なる利採があるとヨラえら

る -"0

5， 自分の希望と してはn¥公、私とも長より

給 仕 、IJ 、伎の方iモ至る迄同時κ 恭子の 人員

交代事務に差支なき程度に 、一度令官の奉

仕に参)111をす〉め fこい。か つ て ( 市長共他

の高官の方々のミ奉仕はあっ ?こが〉小 日の弊

働 それ程 苦 痛 で な し 2事ろ有主主である 。特

lて位置附級の差別を附せすヘ 共 同 的K 服 務

す る精'lil [1を養ふ l亡は士をき韓験を得る叉とな

き好機令である 。

6.  皐病を奔する 人々 の通行、ずる場鹿島にての作

主なれば、之れ等の内あるものは奉仕隊の

持働区域を避け、行き過ぎる理解のあるも

のもある。叉ある もの は相首にき らびやか

にきかさ'り て吾 々の一段、しかもその内に

は白髪の老 人あり、品守人あり 、いわく あ り

げの人々 の荷車を曳き居るを見て 、何んと

感じてか只行過 ぎる 連中があるのは弘Tご遺

憾のこ とで、ぽ の場 合一度韓験し?こ るもの

には定めし今 日は御背持様依の挨 拶はあっ

ても悪る〈はあるまいかとも相捧とひそか

にさ 〉やき合エ、のであ る。

女墜生の腕や足をあらは陀毛ツコをか，つぎ、土

を運ぶ姿を? 塾術馬民のモデルにせんと、沼尻機を

向ける人がある。自由すると自分もかつてその不

心得ポーの一人であ っ1: 。無意識でも斯る行震は絶

針民間まねばならぬと 、誌に改めて搬悔する次第

である 。

奉仕後 2 ヶ丹を絞て附近を通行すれば、相鑓ら

す3 多〈の熱誠な る人々 の到J持である o 何れにか;FJf

等マ〉部駄の運び fこる土砂色 、相: 人連の植イH こる芝

もある。共の他 の工作も迫日 整備され 、坦々 fこる

道路は低十て滑らか に 3 分筋小砂利を敷訪・めらわ に

ちを見て、新 l乞集合力の如何K 強 きかと無量の感

f ' C打?これ、過 る却J努の 日を静かに回想し ?こ 。

( 昭和 17年 2 月稿)

( 筆者は津悶撃建築設計監督事務所長〕
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ま ど が み

( 大*lr l' ! j 与: ; 長岡と 円本建築界の問題)

山 口 正

もう ・かれこれ20年にもなるか 、筆者ーが、始め

て、奥羽地方の民家主? 見てまわっ? 二時 、UI 深い 、

ある紙をす〈村で 、 まどがみといよ、 言・3民主?教はつ

fこ事がある 。障子紙の事なのであるが 、語のひび

きが好 〈て、ぴつ fこり来るよ うに思ふ o K辛子とい

ふ概念によらす. ， ｾｾい意味で 、 ま ど をま Ｇ ￍ 象とする

方 が 、農家にお、ける 日本紙の地位ー をJEふとき、 一層

-・・ ・
ふさわしい o ::r t陸地方では 、縁界のちんまをよあ

りまど、雨戸のJ てのらんまをこじきまどと 11子ぴ、

雨戸陀 I切りとり の障子がはめこんであるのを、ぶ

っきりあまどといってゐる 。 こうして 、 らん まを

まどと H乎ぶ符↑丘、 いきぬきのまど 、 あかりとりの

まど等主いひならはして ゐ る事、等から 言つでも

まど がみなる 言葉は合JA的 で て 、そ うい よ、部分陀は、障子のあるなしに拘はら

す¥美しい日本祇が丁寧にはつである 。 よあけま

どが金 色 lてかがや いて、威勢のよ い烏の影がf見 と

共 Ｑ ＱＺＱＺ貰ぎ って 行つ ｦ こ瓦の Ａｾｊｊ の 思ひｉｩ｜や 、 務のタの

おi桃色の大戸の紙のつや〉かきゃ、夕立をばらば

らと傘陀きいに と思ふ と、も うき つい決の色が傘

紙 の色を I切るいもの忙してゐ Tこり、見世槻の悶ひ

障 子1' 1: 行き交i 、暮の 人影 等、 日本紙による我々の

日本 らしい筑分ほど、ゆかし い ものはない 。

美 し くて 、丈夫な 、 そして街生的で合理的 な、

日本勿 まど がみは 、主として析を原料と して逃ら

れる 。

冬 至の項、メIJ りとつ? こmをZ去に入れて悲し、氏

をf{: リいで乾かす。 これを黒皮とい」、 。黒皮を川 に

浸して 、足で踏んで外皮をはぎとり、太[i.易l乞乾か

すと 、自民乙が出来る o その白皮を煮えにぎる双汁

f1: 1愛して 。かき まぜながら 、更に 1時間位煮る。

煮え fこぎると 、自 j之をあげて、清y水k で

をを?干抜0(< 。 あ く干彼友きのすん1::ご白 b皮主は 、川 聞によって

襟白ずる ｯ それぞ枠でに〉 きほぐして 、 Ｗｫ ｾ満し



第 1 園

山形県薬取遊具易郡中川村 字中山ー釜主主戸〈カマノハタ〉

大坂徳之助氏宅 「ダイドコロ J の「ナヵ・シ」

- ・ ・
? こすきを v1 に入れてねりを川lへ、すの入つ? こ枠で

すくひあげ、ゆり動かしてゐる rl -I Ｑ 亡 、 ｩ 長ｾｾが伴に

成る 。滋祇は紙j末の上1'1: 1枚づっ砧み軍ね、 主主し

をかけ、; : : 7(1'1: 1枚つ' つ乾板の雨商にはりではりつ

りる o . この乾板が津山ならん でゐ るありさまが、

古' * 多〈の高家ーによって、かみすき場風景として

愛されて来fこ。叉 、か〉る "' F9手の多い作業である

?こltJ 、かみすき場からは、有名な文挙が生れもし

?こ o こうしに一通りでない工程を経て11¥来上つ 7二

日本祇が美しくて 、丈夫な事は首然といはねばな

らぬ 。

日本の良家 lては、この日本紙が盟かに使ひこな

されてゐて、主要なる建築材料として重きをなし

てゐる 。然るにも拘はらす・、近頃、農村保:1'伎の問

題を? 云t ¥&するポーが、この日本紙をガラスに取り換

へよなどの異論をなす事があるのは慌しからぬ事

である。『 日本建築士の』昭和 16年 12月枕t亡、 地

搾真弓氏が『日本建築再吟味の問題』と題して 、

『農家と紙』の事につき、ある建築街生皐粁が、

『農家の紙障子は凡てガ ラスiて鑓更されねばなら

ね.n r農村各家々 lて窓ガラスの使用普及を以って

農村生前新謹制の第ー とする』し某新聞紙J -_IC

褒表し? こ事陀 i . J し、その様! 事: 短見を指摘して『手:1

製する 心とは、紙をガ ラス花代へる如き事である

まｾ ，J) e 、述べてゐ られるのは主主見と 巾すべきで

ある 。 これは、 問題を品村 位宅tてか りで、浅はか

なる科製? 聞を戒め、民の墜究的なる態皮を建築家

のJ -.に望んで ?，:> られるのであるが、今少しれ農

第 2_ 圃

京都府乙訓郡向日町1 . 字篤冠弁( カイデ) * 井戸、

五十段m-次郎氏宅 i = ワ」の大戸口

村の建築 と紙の問題陀つ いて汚 へてみたい。

大韓、農村保健の問題を、建築家の分野rc :td・い

て解決し ようとする事は、 非常陀困難である 。

我々自身が住むノj 、住宅を漸く今日の水準にと ど

かせるにめ陀 、如何に多〈の愚作fa論を繰 り返し

つ h 長い年月を過し fこかを思ひ、しかも 向今日

間民住宅に封して 、一つの解答も奥へられぬ j伏態

を忠へば、米t:. 'かつて 、- .m1i も興へなかっに農村

住宅陀、特にその知一中の刻Hこる保健の問題t亡、い

さ〉 か? こりとも寄奥し得べき 力を我々が具有ずる

とは jE ひもよらぬ事である 。10年、20年、農家 主?

研究し＿ことで 、所 詮 ｮｾ でみ ＿こ にす ＿ぎ な い の である

10年、20年、良夫として農家に生前し? こわげでな

し、 ! 日2 日の訪問から、この複雑徴妙に して、

強い体統を有する農家建築の真髄を掴み得る 筈は

ない。ま して、改良の何のと、 大 きな口を利いて

み? ことして、是こ l亡ー盟何K 程の{質的がある とい

よ、のか 。我々は民家の 改良を去合する 前 に、 農家

から撃びとったところのものを以って、農家をも

含む建築全世の問題走考へねばならぬ。ヰ11'1:、 改

良の i1象として考ムるには、農家は徐l : J 1'1:も 貴い

存在である 。

法案の改良など 、案として成立するものでな く

云ふてみるさへ恐ろしい程むつかしい事で ある。

紙をガラスに取り換へる位の事は乎較で云ひ易ひ

事で、一路は背けない事もなし、かに忠はれる が、

事責は恐るべき反逆である 。

ガラス論手千は、農家が暗いと いふ のである が、

7-3  y  



• • • • • 
事責は決して暗〈はない 。第 l 闘のかまのは? この

・. .  

大坂氏宅 7) tごL、どころ の まどを見て もら ひ? こい 。

Ｍ ｾ豊 ｫ こが暗いといＮＱＮＯＱＩか。 こ れはある年 の Ｖ 月

の撮影であるが、冬 3 メート Jレの穆還 が ある と、

この室は もっと明るくなる 。第 2 闘のかいでの五

十楼氏宅の大戸口 、紙いっぱいに溢れTこ光が . く

..  .  
ちのまのぜん削りの板戸を美し〈浮かびあがらせ

てゐる 。この大戸な ど、ヲ| 手にノj 、指 1;本あてがふ

と、子るずると躯〈あく。この紙? 下町・ラス K 換へ

るしそうはいかない 、備前の大道郡、古都郡あ ?こ

りには、型板ガラスのはまっ T二重い大戸が多い。

こ〉に紹介し? こ大坂氏は 10入、五十楼氏は 5 人の

子稿者であるが、何れも明良JJ 健康で、俄島県者に気

づかつてもらよ、必要は更 tてない 。

農家が陰気で暗いなどと考へてゐる事が第 l の

訣 れ 陰気で暗くても、紙をガラスに換へる位で

片附〈と 考へて ゐる 事が第 2 の誤り、農家におけ

-・・
るまどがみの地位. 役割効用の認識を猷〈事が第 3

の誤り 、日本紙やガラス の研究不足が第 4 の誤 り

この誤 ちに満ち fこ設論を瀧津氏が指摘され? このは

敬服に値する 。

農村で物ぞいよ、前t亡、 もっと農村 ゼ見なければ

ならない。もっと農村で聞かねばならなし、。もっと

農村を味はねばTよらない 。天井裏の子; がどんな

味がする か、農家では用を達しTこあと尻の始末を

どうするか、何もかも知りつくしてからでないと

うかつ K 物は云へないと 思ふ 。徐設にわ ? こるが、

昔 、近江 伊香立の百姓は、 山 城の鞍馬 ま で肥 ｾ ｪ汲
. .  . .  .  f't 

みに通つ fこ。途中、江文、薬王の三峠の冶峻を越

えるとき 、肥がこぼれると 、べんと う箱でこ れをす

〈つ fこといふ 。北河内の農民は 、舟で大l庇へ肥を

汲みにゆく途中 、肥摘に頭をつっこんで安: 寝をし

買ひとつ? こ尿尿を古でなめて 、濃淡を試みにとい

ふ。農村と いふところ は、かくの如〈徹底し?こと

ころである 。

Ａ 照度計 ー を据えて 、 ｮ ｒｾ 患ってゐる者がゐるから

といって、 ぞう簡単に， ガ ラスをす〉められては

? こまちんと思ふ 。

敢に し てみ れ ば 、 僅かな割 合 しか ｉ ｾ めな い、都

市や近郊住宅の研究 l亡夢中になり 、重大な農家の

研究を怠つ ?こが? こめ l亡、今 日、ガラスをめぐって

こんな議論をしなければならぬ事は、我々の大き

v  7 4  

な怠慢であっ fこ。農家の改良の如草 、同内の問題

はもうとっくに研究しつぐされて、 1t 行も終って

ゐなげればなら ない時であ る。省みて淋しいのは

日本建築界の研究の行きとどかなさかげんで ある

明治が45年、六正が 15年、昭和も今年は 17年Tご

欧米 D建築を製ぴTごしてから 、 き' っと 80キ。 80年

といへば、大化白維の文化輪入期から天平の成熟

期までの年数である 。我々はー瞳何をしてゐ? この

か。 もう 、自己民族を表現し 、時代を表徴する 型

式も出来 てゐて もよい時分r 。ぞ れに 、規格の統

ーも ま?ご。構造研究は特についたが、材料はてん

で問題にならない 。建築の詩 さへ整備さ れてゐな

い。 まして や建築道徳な ど、いつの日にか これが

成形をみる事が出来ょう 。

南へ、北へ、多大の闘心と 入手を奪はれて、迫

ひまわされてゐる自本建築界である。研究も仕事

も課題が多す ぎて、心、が散る ばか りで手が廻らん

在来、徐り仕事の能率な ど考へなかっ7こか ら、こ

んな時 l亡f徹底してまごつく。 まごつきながらも、

研究は不足な りに、仕事は不充分な り陀、なん主

かなってゆく o e ころが忘れてならないのは、我

々の背後花、大東・亜共栄圏の全建築家が追従して

ゐる 事貨である 。この圏頭陀立ち 、時代の閥頭に

立つ我 々の責務を考へてみると、その徐 りに重大

なるに比し、飴り l亡微力なる我々である事に心安

からぬーものがある 。我々は教へる事を知らないな

がらに毅べなければならす¥力なくして導〈事を

試みなげればならない 。シユ ーヱダゴンや、 アン

コールワットや、プロプドルを讃誌賞美する事か

日本建築文化の力fごとい式、のか 。永定r"] や首i孝坊

や鼓棋やJ t キ僕ゃを撮影J -. 梓する位が日本建築家の

なし得る n!t - 仕事であってよいといよ、のか 。南を

むい ても J じを眺め ても 、建築的に は耳らしい我々で

ある 。 しかも南と北 t を従へて立にねばなら ぬと

きが既に我 々の前 にある 。

明治の始め 、我々 の先輩は欧米文化の吸牧K 務

め?こ o それら の作- 品は記念すべき 、 ヨーロツパネ

スクとして、我々の アルパームlて残ら うとしてゐる

然し、己を益し号して専ら吸牧に務め? こ時代は、

むしろ寺師で あ っ ｦ こかも Ｙｾ Ｑ れない 。 その ， 吸牧 を Ｊ

Tご充分陀消化せざるところの我々が、こんどは反

釘I' r: 、吸牧されんとしてゐる 。閑土より立ちあが



る生 ｾは空にみなぎって 八 Ｉｩ ｦ ｃ 績がり 、 やがて地

球もおうはんとし 、四避を j先五、潮は、 11上J ?. の隅 々

にまで諺透せんとしてゐる 。老大家や如何に。中

堅幹部や如何に。芳司 1:年建築家や如何に 。我々は

果して 、大 '.lriffi 共栄聞の建築界を指導するべ〈充

分なる能力とH j 意を有するや。

( 昭和 17年 3 月31 日稿〉

( 鍛者は京都市役所管繕部第一技術謀技師J

新しき鑓制を待つ

中 JJI 了 文

産業の合現イとと言へば、聞き 古しTこえ葉である

と言ふ より はー省二前か ! その様なことを叫ん七こ

ともあつに様な位i亡想ひ起す程度であらう 。今そ

の産業の合理化は新しい意味においてト戦時下の

産業合理化 として叫ばれ、着々と賞現しつ〉ある

殊に陸軍絞: W. 局の肝煎で、 その軍管工場の能率精

進を促してゐるやうに承る 。否問で最初 l乞之の運

動が叫ばれにのは昭和 Ｕ ｾ Ｑ 丹 ＱＱ 日、時の抗日内

聞の断行し? こ金の輸出解禁のその封旋として、 :;11二

上磁伺は緊縮政策を提唱し、 その賀行来ーとしf この

が産業の合現化であっ 7こ。

元来 この運動 l立子千問をもってH75欠とするのでは

な い Ｑ Ｙ ＲＱ 年 ｾＧ￧ 一 次附洲大戦 ｬ 乞 よって ー 醸成金問

となっ fこ米岡が、岡内が好景気がi 5 l l って、繁栄開

熟に達し? ことき 「ハーパ{ ト・ 7 ...... ヴ アー」は産

業界K おげる無駄が、産業賞事者の利1J t のi ¥i j ( ，少の

みか、全米の利主 ｫｾ 縮少せしなるものであると見

て、建 l亡技術、機構の改;誌を叫んTご。二どが取りも

なlまぎす・ r無駄排除運動_: l! nも産業の合理化であ

る。 その後 1925年! と明治は米閣のこの「無駄排除

運動 ｊ ｦｃ ｲ ヒン ト 」を得て 、 戦敗後の複興運 ｝｛ｬｊｾ

起しfこのが「合理化」運動であつに 。では米関の

産業合理 化なる「無駄排除運動J と、澗i傘の その

「合理化」運動とは如何 IC その性質を異 lとしてゐ

るか、之を 一言にして容へる ならば、太川博士の

名言「 アメリガ」の繁柴と「ドイツ」の復興であ

る。

ＱｾＧ が米閣にしても最初から京める闘ではない 、

彼も借金問であ っ?こ ‘ 明治か らも、英閣からも 、

伸 閣からも借 金 してゐ＿こ 。 ぞれが ｕ ｾ Ｍ ｾ ［ｪＨ 峨洲大 戦

を好矧に一躍苛める問となっ Tこ。宇!j: てる問となっ

?こ のである 。鞍ひのドサクザーにまぎれて火事泥成

金となってしまっ? こ 。之に反して 、調 j畠はあの叩

きのめされ fご惨敗のどん底から 、疲弊と王手徴を切

り抜りて 、あらゆる乎段、凡ゆる方法を誹じて il1l

問の挽同のにめに時の外相「ワルテル ・ラウ テナ

ウ」は自ら陣頭陀立って決死的陀乗り H' ，し fこので，

あっ? こ 。それはあの有名なる 「コ ンチエルシ」や

「ト ラス ト」や「カルテル」等の問題の産業方面

のみなら す，聞く闘民生許可、家庭生活に迄及んfごの

である 。では吾岡のその第「次産業合理化運動は

何れの方のそれを「規範」主 し?こ のか ? …

共れから 10年、支那事壁色大東亜戦争に姉大し

て第 6 年を迎へTこ今日 のその産業合理化は 、過 去

のその何れのとも性質を異にするのである 。勿論

吾閣の第一次のその運動と本質的な相還を見向し

得るのである 。あの営時の産業合理化運動は前代

未聞の不況から救ょ、べ〈何々の管利勘定ぞ目標と

せる自 rl 1主義資本主義純情: E! J l . 念 l乞基くものであっ

?こ が、今日提唱され 、断行されつ〉ある産業合理

化運動は戦時経 済促進の? こめの謬閥的運動であ今

岡家目的の fこめの一億一丸と なって滅私奉 公、公

主主優先の誠を捧げる愛間的運動である。そこには

間取号 |も倒的利潤の追及もない害である 。

ｾ ｪ 遜は官時あの運動の若手 ｬ 亡際 しでは、米関の

「資本」にまJ して、彼の目標としにものは「物」、

と「時_J e  r人」である o この三つを無駄なき校

教育と指導 lて首つに。そしてこの三つの視の最後

の最 j くなるものが、他の二つを文配すると考へfこ

要は 人やめる。 人の完査なる錬成と髄i!;ij であると

試みに隈史の頁を縮いて見よ「フ リードリ ツ ヒ」

大王も 言つにでは なし、か「 人間こ そー蒋大なる需

である J e 。

「ラヂオ J Iて、、新聞 に、雑誌に、眼前 i亡知るあ

の輝し い戦果、?こ くましい関内の秩序、20年忙し

てゐの立_I: りの姿 よー澗迭は一朝ト・タ l亡して更1つ

にので はな い。

大東南i! i去の序的支部事鑓勃蛍の年、 日本建築 協
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令では合員 tて械を飛ばし、担年の建築界の見通し

についで「ハ ガキ回答」を求めに 。f任者も長期戦

と短期戦の二様の方面から所感の一端を述べてお

い＿こが、不幸・陀も最悪の予象想陀近かつ ｔ こ様 ｦｾ Ｇ 0 現

時局下の情勢と想ひ合せ、買に Ｑｈｾｩ ￎ ｴ の感慨に咽ぶ

次第である 。今此属に再度貴重なる紙面を拝借す

れば

ｮｾ ｉ ，＠ 昭和 131j 三建築界の強楚1

問2， 時局下の建築界に針する感想及針策

ーに釘して' " 此問題は今次事援が長矧栂績か

年内解決かの二様の } j 商より考察せねばならない

若し長期権額するとせば、再建築界には現に池'逃

せる恐怖以よの「パニツク」に出合する 。資金調

整法は、更に般に民nnの工.事も 1; 萄或は 2 高位を

限度として、凡て中止を命せ' らねるのであら う。

餓鋼材統制に於てち最惑の場合 ，例へば)JII 工.材、

或は週完党中のも のさ" ' " 解潰の止むなき位は強悟す

る必聴がめらう 。然して従業員は戦線へと召集さ

れる 。単調t局主? 切抜げるに耐ゆる準備が必要であ

る。之を一部巷設の如〈、年内解決と見るも、戦

時諸法令である臨時資金羽整、機tI ｾ＠ d71の臨時措置

鍛鋼工作物建設許可、共他の取締令が. 事鑓終了

後 1 ヶ年内は活用せられるため 、一部 の業者即ち

軍慰謝係、政府指定事業以外は貨に悲惨なもので

あら う。放陀 13年否業界は前者ならば・… 時

ニlモ潤 し て … 否 建 築 界 の 人々は舟ゐにも財政

経 iff l ' L 釘して無智過ぎTこo ｈｲｕｾ 前のー 少 利主主にの

み内はれて 、建築事業なるものを余l ) f L もノj 、範聞

に見てゐ Tこ感がある 。廷喋事業が一同の財政経消

と特接な る1#1係のあることをLif へておらなかっ fこ

その結果が 、 今失事鑓における ｩ￯ｾ 時粧桝瞳制に発

令されTこ臨時粧がi諸立法』て封して、只唖然として

乎を扶くのみであっ? こ様Tごo 時局講演令、座談合

等、時期を少し過ぎてゐ fこ。泥縄と 言ふか、費 lて

I怖いでゐ る。然らぱ如何にその針策を講今るか 。

戦時i嘘制下にあっては建築事業 は偏心的I ' L なる ふ

依って「カルテルJ r トラスト」の如きものを造

る。之は粧がf準設に設〈その正しきものではない

か‘ 共れにーよーって相互扶助の髄形で進む 。勿論官

民 の協同は "1
1す l亡不及、凡ゆる建築槻係が之の方法

主? とる ー・一間各
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時代の寵児、余業合問、整理統合、企業聯合、

閤策合祉、経管財圏( 替圏) 等; ち要は「コーンツエ

J l - :-'  J であり「 トラス ト」で あり「 カJ レテ J レ| の

到想的なるもめに外ならぬ 。

一方建築界の新しき髄ili lJ は如何、他図臨に先ん

じてm< 府民にその行く方を問」、Tご協令できへ、

米Tご各括部合が純行中ではな いか、聖戦 6 年、既

‘ i乞南京は更生し、一地方軍棋として、重慶政府が

辛じて余暇; を{ 米ち 、二件港は落ち 「シンガポ ー} L J  

も亦告が手 l亡蹄 し7こ今日、かつて は同氏徴川 の大

分が員先 I'C建築技術者に下つにことを忘れてはな

らなし、。建築界の新韓; [ i I ) の一致を見ないのは減私

奉公の念に欠けてゐるのではな L、か「自我」が去

り切れぬのではないか、今こそ顕然立つべき秋で

はなし、か。迎fill 太子憲法 17僚の 1 f' C円< ｲ 豹 ， ｾ以

て ＱＱＷ し と ｦｴ し 、 件ふことなきを 宗 とｾせ 。 人みな

ｾｾｾｊ ［ あり、ま＿こ連れる者ーすくなし ｯｰ ｅ を以て或は［ｦＡ ・

)(1乞順はや 、まTこ隣里に泣ょ、。しかれども_ I : 辛口ぎ

干雌ぴて事 を論」、 I" C譜ふ ときは、すなはも事理お

の づか ら ｩｬｬｩｾ 、 。 何事か成らぎらん。

三 ｬ 亡 円〈 、 認を承げでは必十読め。草寺ｾば 則ち

天とし 、 同ｾぱ 則 も地とす 。天 鑑ひ地載せて四時

順り行事 、高気通ふことを得。地 、天を? 裂はむと

するときは、則ち袋ることを致さむのみ 。是をも

って; r J - 言ひ 、匝承げ 、J -，行ひ 、下l引 く。，¥X ｉＧｌ詔ｾ

承げでは必す中宮め o 誹ま十んばおーのす・から J &れな

ん。

九l乞日〈 、イ言は之義の本なり 、事 ごとにイ言あ れ

それ汗悪成ｬＦは 、 要 、 信 ｬ 乞ず ｦＺ り 。 群同 Ｚｪｾ I'C{百ーあ る

ときは 、 何事か成らｾらむ。群間信なげれば 、 高

231ことごと に敗す。

十五I' L日〈 、私にそむきて 、公 lモ向』、はこれ匝

の道なり。およそ 入、 私あればかなら十恨みあ

り。憾みあるときは必す・同らすも 、 同 ら ｾればすな

はも私をもって公を妨ぐ。憾み起るときはずなは

も、私を もって公を妨ぐ。憾み起るときはずなは

も制陀遼ひ法を得ょ、。ゆゑ tて初:1，l. I "C日〈 、J て下手11

諾せよと。 ぞれ亦この。hfi なるかな。

十七 l乞日 〈、大事は弼り断す' べから子 、Tこ?ご大

事を論ふに逮びでは 、 もし失あ らばことを疑ょ、。

ゆゑに衆と共にあひお) '( - ぎれば、事即ち玉虫を得む。

官民諸賢もって座右銘 とアベし、太子rll 緒の地



大阪こそ率先起って 、その範を示すべきではなか

らうか。 rシンガポ ール陥落」昭商品税引の 臼。

自

( 筆者は 中西六郎建築事務所勤務) '

h . 且三 、E ヨ
『岨Ｎｾ、 .... 

￭￭ ，ｾ戸ＮＮ I X  想

明 山 幸 治 郎

時々「自然 」 と云 」、事を決然とｾへ 、 漫然と想、

よ、事がある。更に突込んでエ/5' へてJ ;!' ゃ うとするの

Tごが、結局は漠然fこり漫然7こらさ' るを得ないので

ある。

自然は共自身有か無か知らぬ。然し乍ら 現 はれ

て議する所或ひは宗毅となり 、謀術となり 、道 徳

となり 、. 或ひは科畢J ての法J[IJ となる。 } L そ此の世

の中I ' L於て 、自然を源; 誌とせさ' るものは無〈 、云

は ｙ 自然 は台 Ｚ々 の 匂［ 槌であ ると共 ｬ て 、 ｾ ｉ 手 而 ｟ ＱＭＮＱ ＧＱ こ ［或

ひは Ｑ Ｑ ヲ 而下 ｬ て於て 、 総Ａての表 現 の ｬ 汲 めどもｾ立さぬ

泉であ る。

円然物は凡て生々として 美し い Ｑｲｲｾｗｫ ｩｊ ｻＱ Ｚ尽く 、

如何に徴ノj 、なるものでも夫々 の存- 6: の意義を有し

営 々に何等かの感じを興へる 。海〈見れば出〈感

じ、 i災〈 見れば深〈感じる。自然は岩々 の心を宿

す 鋭 で もゐ ち。否々の起 居動 作、作Ａ日ｾ の 他凡ゆ

る表現は如何に共れが善美を悲せるも のでゐつで

も、自然の気の通はぬも のであれば、やがて飽訴

を感じる。反玄- r 1 ' L 如何に表現が1111 < とも、自然の

心 を宿 して居 るものには何と な〈美と愛活を感じ

る。

元来人!日lは他の動物と同桜に自然と共に生前し

て)，0 このでゐるが、文化が進む lて従って自然 より

自分伝プロテクトする傾向を生じ 、吏に進んで霊J

抗的 lとなり 、果ては自然征服と云」、や うな iJi: い言

ｾが生れて米 ｔ こ 。 然し此 の 自然征服は貨 の 所自然

l L 従ふと云」、事では無から うか。

物質文lリ1が進むにつれτ 、 i当然に到する制念が

i l J i . <なり 、不自然な j伏態が多〈なり 、Hi 々の過誤

か生じて米 ろ。宗教或ひは尖の他の種々の毅へは

此 の不自然な ifk態にあるも のを 自然の心に戻し、

而して現在の生活 lて生主主を tJl Jへしめる o X 嬰術家

は更陀高速なる自然の心を迫跡し 、共れを佃性的

陀表現してAit 合 iて美を輿へる。 一方科J嘉手f は雑多

の先入の設見し? こ法則を基礎として 、更に新らし

い法則を掴まんとする。自然の心の内深〈入り込

み 、 自己 の 心 と 一 致し Ｗ 二時、ｆｙｦ ｾ ｲｾ 悟りを ｲ ｊｲ ｊ いに と

云」、 3

昔一流一波を網み /:f-l， し?こ創聖が、人以i絶へ? こ幽

境に 仙居 しfこの も大自然に接備して 、持 の心を控

得せんが烏であっ fこ。誕の他 所謂一道一裂の達 人

が如何に自然の心を瞳得する事陀努力し? こかは誰

でも熟知の事で ある。

腕義 K 於ける技術は自然より得? こる和々のエレ

メントを綜合して、一つのM' i 誌に於ける有機的な

存在 を形成するワザである。} 肢に良き 技術者Tこる

耳き者は、巧な綜合者で ゐると共陀 、各自の分野

l亡於て熱 心な自然の研究者7こらねばならない。

現在の航手機が如何によ〈出来て居ても 、共の

機能は， ｬｾ の機能には及ばないし 、 般にしても魚、に

は及ば ない一一ー烏や魚、は飛行機や舶の如く役立つ

か と云はれるかも釘l らぬが、認の様なmは/1日題外

としておく 一 一然 し乍ら飛行機 lてしでも 、舶にし

ても 、共れがよ〈出米て居る程美 しい事 は、そろ

そろ認めら れ山して居る事である。

船ゐ飛行機も幾多の科身長を要 素 とする有機的な

綜合物である。各要素が最 ち機能的な位置に大き

さに然も 無駄が無〈配置され? こ揚合、即 ち最も自

然 的な ｉｕ｜ 態 ｬ て置かれ ｦ こ時 、 共のｾｾは自づから自然

の心を宿 して、 美し く感じ られるのでは無から う

か。逆に何か不自然にl感じられるものには 、技 術

I'L ("j JJ.'RかにI1Ot陥がゐる様に思はれる。 此 U浜j手は建

築 tζ 於て も向棋- でめる ③建築J ての各要素を最も泊

訟に配世出来T二時には 、J与の辿築物の使命にふさ

わしい外視を有し、且自然物を見る様な感じを輿

へる可きであらう 。

111来日本人程自然K 親しみ、之と融和して生活

して? 1<:1こ民族は世界に共の類を見ないと云はれて

ゐる 。苦手 々のh1J . l 先が如何なる態度で、 自然に接し

て外d こかは共の生活 fC去はれTこ結多の様式I ' L 見る

事が出外422。;吾々の匝L l 先の成して央れに多〈のill

物は虫n貨 に共れ を物;tl tってゐる 。

明治 より大正 の初期にか げで、1，攻米の文物は1t，よ
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大なる勢 力 で接頭し 、 ｾ［ｲ｣ｪ ｩＡ且先の遺産は一時 ｊｾｾ

淡 し?こ御がゐつに。大東亜建設の叫ぴと 共 t亡、否

等人J手11代政国有の特i J illl 瑳揚が叫ばれ、吾々のnill 先

の偉業が見直される様陀なつ に事は誠に喜ばしい

阪である。ギ リシヤの肉感的な彫刻美rc酔ム一方

に於て 、壬( ー々 は吉正々 の血の通」、組先の践して央れ

? こギリシヤに勝る所 J ) 凡ゆる官能を超越 し?こ崇高

にして永遠な美を静かに?こ〉 へてゐ る付1;['象のある

事佐忘れではならなし、。

ｾ Ｏ ＫＮ々は更に文 化 が進む程よ り 一 層自然を熟視し

市 してより深い何物かを掴み得て 、jJ l 止ヂ?に主主する

月Ij あり度いものである。 欄室長

( 筆者は大阪帝大工皐部造船科教室勤務〕

「施工上の基礎智議」の必要性

西 村 清 士

前 記

l 月続の 「日 本に建てるイ主宅 j の中で、山岡門f 氏は氏

が母校を出た滋降、施工や玖l 算の方面に頭を向ける と馬

鹿にされたものだが、請負人や大工、左官に頭を下げて

此の方面に波頭 したと言って居ら れる。叉近頃の各種報

告に技術者不足を散見する。是等に刺激 されて日頃の抱

負をま とめて見たものである。

支那事鑓は大東亜戦守 ｩ ｾ ｬＧｃ進展 し 、 大東亜の建設

は大JR5: l f の建設に向って護展し? こ 。我 々建築家の

責務丈重且大とな って来7二分ピ。

.111:のよき年に生れ也はせに光栄を思 ふと共t亡、

主主川! 位域奉公の完全逢行を期し、建築家 としての

任務達成に湛進しなければな らない 。

蹴って現在の建築界を昭iるに 、一般技術部門同

様 、質 i乞註に飛躍的設展を積けつ〉ある。然して

コ{止等の達成の? こめ必要な 人才は各Mに於 ける養成

機闘の士曾強辿成機捌の新設にも拘はらす・、要求を

充足して応ない。その結果、現在の建築技術者は

分 不，1m庄の荷重 を耕せられる事忙なれ l 建築技

術者か負指ーする工事堂の大なる事、今日 lと優る事

は無かつににら う。
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我 々が卒業してil仕合人 となったのは、昭和の始

め、前 日内閣の緊縮政策の良最中で あり 、又大正

震 災 復 興 も - )-，付 きい建築界は不況の どん底Tごつ

に。就職 しに もの〉仕事の害IJ 陀多士才んと云ふ有

様で、墜 校出?こ での我々は、仕事らしい仕事K は

ありつげ す f 麿 沼 版g 原紙? 手書 、青沼真の焼附 等

まで させ られたものピ。i手書し?こ原紙の讃合十て建

築丹j 語がスラスラと読み切れ歩 、共の都度 口惜 し

が りつ〉一語ー詰- と仕 口lτ ，般施工化杭算 I' C智識

を深める事が 出 荷ＨＱこ 。 現場に於ても亦そ う ＱｾＧ 。 ト

ロ監等と云はれながらコンク リ{ ト 施工を立呑 し

割合の正確と混埠の充分とを期しに。こう して居

る中t亡、或は時計で 、或は感で工手間 を墜ぴ、 段

取りを習得しつ〉基礎智識を深める事が出来?こ。

もつ t も是は卒業謹書 lて和ら子、一工 人から完全

なる建築技術ずえとの信僚から H' ，1こ貰践でもあ っ

?こ。

共頃の献態 fて較べると 、現在は全 〈異って居て

鋸を持って居る君子は、大工、銀を持: って居名者は

左官と言ふ位多忙であり 、従って建築皐科を 出き

，えすれば、 もう一人前の技術者と して多量刀工事

を捨詑させられる と言ふ有様であ る。之は若い技

術ポー諸手干にとっ て全 く光柴であ り、幸隔であ り、

慶賀すべき事 lて建ひな い。往時の我々がし、つにな

っ fこち一人立ちさせられるのかと慨燥 し?こ様な 心

配もなく 、' 町商の工事長消化の鴛凡ゆる努力 と精

迭を純けて居らる〉事ピ らう。然し飴1 ) I亡も多忙

l 過ぎて 、我々が折陀ふれ、時にふれて習得 した施

工の基礎的智識を研究する時間 さえる興えられな

いのでは無いかと危まれる p

施工の基礎的研究が科撃的に迫究され、研究室

l乞持込まれる織になっ ?こ のは古い事ではなし、。然

るに現場陀は之と逆行して絡工を等閑闘する 傾向

が見え出 して来fこ様に考えられる。 ぞして撃究が

進むにつれて研究の護表は一部筆者の晴好位rc :;i5

え、現貰ーより速い物とする気風が生じて来1: のを

見逃すわけには行かん。

そればかりでは無し、。施工の関却化は従来の首

然の納りを? も簡略化し、粗忍;)ji在工』て退歩ずる気配

さえも見える 。 悲意 ー か ら ナるもので生 ｉｾ < 、会11らする

識ら す・の中にする粗思退歩である 。最近は問 1I1主

義封鎖に名を借りて島共通lrc基〈施工法や 、正し い



納りによる施工法を旦郊の暇仕事視して排撃す る

もの さえ現れて居る世の中でゐる 。

即 ち仕ロは大工l乞委せておけばよ いと 言i 、考 え

を持って居る 人がゐる。研究告では材端域入込強

度等と 云 よ、術語( まで設けてーノj、胴突きも見逃さす，

科皐の メス深〈研究 を進めて居るの l亡、之は叉飴

りにも仕口 lて向げる注意が不足ではなし、か。叉コ

ンクリ ート の施工について見るな ら捌合が件皐化

し、混檀が方歩と時1 [ 11 とその他のあら ゆ る閃二J 'に

ついて調布を進めて肘る の に 、 ｾ等は 設 備 ｦ ぽしで

は賓現不可能r:.' e して理論の賃際化につき何等好

ブj しないのみ ならや、所詞建築技術者の自主字心は

トロ践の業務蔑硯す る傾向 さえ認 めら れる桜fご。

言はんとする事は仕 口とコンク リ{ ト との施工

lとl制してr:.' けで はなし、。大411・工事の消化 と所E711建

築 技術- ! f の自尊心とは依りに先定のftii 向を生. じ、

注 ｾ ｾ の佼 ｦ 散 を 快き、 悲 ひて は 完 査施 工 の 根本 義 を

忌却す る棋 にな りは しないか と恐れる次第で ある

施工の根本国念無し民間ぅI Uてつに建物は形骸がい

〈ら立i辰でも各要所 の快陥よりし て故障 も多〈、

損粍 も-7. い筈ピ。此の誌は建設戦; 金上財7原資材を

死mし? こ事になり 、現 u: の時勢に於ては最も為 l仮

すべき事Tご。

施工の閑却化は近付4の傾向で ある が ‘ 最近の人

才不足が 一層 拍車を 掛 りて 居 る様な ＭＡｕｾ 勢佐示 して

居る ので、此の中に育つ建築技術者は何 と言つで

も碍忠三考 し、忙中の閑を利して- w- 歩刷工 の

基礎智識に親災し韓得せねばならない。故近の建

築技術者の浮蒋き会云ふよりも 、最近の建築物 IZ:

故障の多い事営思ひ浮べて見ると、 コ! i ' : : が老婆心の

表現事jI)てではないがと恐れる。

建築は住む機械と定義 されて事もあるが、一般

機械製作の機械的、科接的なるに較べて、 建築地

工は蝕 9 Iて臨機的、腿i用的で あ り、所訓野丁場的

である 。施工の基礎的、研究高全なる者が周到な

る計却と綿密なる注意を以て始めて有終の美を納

めf与るものである 。

以上の如く 施工の基本的智識は今まで の程度の

建築を完遂する上陀も必要紋〈可からd ' るもので

あっ? こ。然 るに現在我々が直面 して居る建設戦は

令まで l乞比べて量に於て貨に膨大である。

然も之の膨大量を限定 されに資材と寡少な る労

力と最短縮され? こ時E庁とを以て完成せねばならな

いのfご。 ぞれr: げではない。

建設の純聞も 北は零下50度の北 浦 よ れ 南は赤

道 を 過ぎ て 向南常夏 の 島々 を 含んで ｾｾｴ［ 十ｼ迄 も 我々

の祈臨舞，哀 lとなら うとして居 るのである 。

要請されTこ場ー所 i乞要請されに建築を竣功せしめ

る事が我々に輿えられる命題r:.' 。 その時はその土

地の風ヰ、資材、 労働力を逸-7‘ 〈訪問罪消化し、辿

築目的に向って、その風土に治・合 し、その土地の

資材ーを利則し、 そ勾土地の持働力 をi1i 川しつ〉我

々の手で工事施工を賞施しなげればならなし、。此

の施工こそ 筋工の基礎智識に立脚せ る熔月j技術の

華であり 、こ〉陀施工の基礎智識は益 々重大なる

役円 を持って米る分ピ。此の時K 臨んで基礎智識

ＱＡｾ しでは雌 ｭ 技術も望め子、 ｘ 荷Ｎ弱なる基礎より

護足し fこのでは生兵法のそしり の如〈、危険極り

ないも のであらう 口

施工の基礎的智識の重要なる訴は言を侠fこない

[J) Ii ごが、現在のM勢陀於て特に必要なる事を思ょ、

時、之 を閥均lせす・煽養l 1 : 務め大J紅型建設の一翼建

築部門のi主成 K 逃憾なきを矧し度い念願でゐる。

杷愛とは忠ひながら 、敢 えてfsぞとつ に次第です

が、先輩各位の御教示を仰 ぎ度 〈存 じます。

( 以上) ( 17. 2.8)  

( 筆者は満洲第 374 部隊勤務技師〉
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防空建築規則の改正

岡 田 達 也

防空建築規則 は昭和 14年 4 月東京市に油別さ何

?このを最初とし、以来順次全閣の防空上重要都市

並にその周囲部町村に適用されて居りますが、共

の後の火災の経験、防火、防弾の2fL念l{z び新興資

材研究の結果陀鑑み、従来の規定では防空上不充

分な黙もゐりましにので、去る 3 月27日付 を以 て

之を改正し、 4 月 l 日から施行し て居 りますので

その概要を述べる事にい にしま す。

1. 遁用匡域の績大

今回の改正に依り従来の泊 月|区域 tては全規定

が適用されるばかりでな く、 一 部の規定はｾの

他の市街地建築物法適用区域全部に趨刑 される

著まになりまし Tこo I![ J ち重要建物、 重要施設は必

するし も防空上重要な都市にのみ集つで あるもの

で も な い : 股火管制や慌装ち防空上重要都市ピ

げに必要 とは映りませんから、 三えの事項K 闘す

る規定は市街地建築物法適用の匡域全部に油f I J

される 事になっ たので あ ります 。

ィ、 月j 途上重要な建物 J ) 待泣施設陀防jするもの

ロ、石油タンク 、重要工場又は事業場の動力説

共の他の重要設備の防護陀闘するもの

ハ、灯火管 ;[ilJ 設備 に闘するもの
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ニ、慌装施設K 闘する もの

2. 改正された事項

イ、木浩建物の防火力強化

従前の規定では道路陀 l白{ ずる部分は隣地 K

商ずる部分より消防に森易であると の見地か

ら防火縞ー造施工組聞が師減されて居つTこが、

貰際の粧胎J-. 軽減する程泊、火活動が容易にな

らないので .坦路幅の如何に拘ら歩 、道 路の中

心から 3 米 ( 建物高 4 米 を超える部分は5米)

以内を必今防火構造となす事に改正されまし

ｔ こ 。 又窓、出入 口 ｪｾ の 他 の 開 口 部花開ナミ規

定も厳となりま しfこ。その上防火構造も強化

され、耐火木材、金属板、石綿板張の時はぐ

っと 般になり 、隣地境界から 2 米以内の外壁

には使用出来 な 〈なりましに。

ロ、人命防護地設の強化

従 前の規定では床面杭 600 平方米を超える

建物では 3 階建( 外壁木浩 、鍛 造では 2 階建)

以上のものにTごけ準防設室等の設置を要求 し

て居つ? こが、 待越地設の必要性は階数に無関

係な ので伴者数制限を底 し、床商品[600 平方米

を超える建物は平家ーでも待越地設を設 けなけ

ればなら ぬ事になりま、しに 。叉 flJ注 t 重要な

建物 lては準l防護室必の他 の施設Tごででなく 、

用途、規模によっては更に防殻室の設置をも

命じ得る様陀なりましに 。そ の上従来は この

防盤施設は直も 陀設けなくど も設け得る 昼地

を保有しておげば宜しかつにのですが、 それ

Tごけで はし、ぎ施設を星Lすると云」、際にn J J fC合

はぬので、今後は必予防護b仮設は設げる 事 l亡

改正されま しに 。向防護疫の締法も従来の規

定では不完全なので 、その刷ー迭を改め 、且 防

日i扉 、防護壁の設世を も規定せられまし に。

3.  追加規定された事項

イ、 大規模木造建物の防火椛浩

従前の規定は木造建物の規模如何を問はす・

一様の防火構匙を要求して居り まし? こが、規

模大なるものは炎 ｉ ｾ Ｎ ｏＩ 際 ｊｾ ｊ ｩ ￆｬ への 延焼 カ 大な

るばかりでな く、飛 火に依る類焼の要因とも

なり 、火 災繍大の民ある Tこめ、一般木逃建物



より更に股な構法となす様規定さ料、即ち床

面積 600 平方米、軒高 5 米 を超 える建物は外

周を準耐火構造とし、内部も綾燃焼構造とな

す様規定されまし? こ 。

ロ、門、堵堺の防火構造

門や措塀，も延焼の媒介を? しまナから 、 その

規模、構法、周閣の紙況により防火的な緋 造

lてしなげればならなくなりまし f こ。

ハ、五茸屋根 の防火構造

屋根瓦の間隙から火の粉が入って飛火とな

る事例が多い ので、野地は土居塗とするか耐

火木材、不燃材で造る様規定されましに 円

ニ 、 制 ｬ 組符ｾ ［ ｩｬＡｴ材の防防施工

防火構造とする監謹の内部木材ーは鴎何し易

いから 、ミ主要緋じ!t 材ーには防腐刑金、位誼内換

気 等 ｾｪｪ 閥的な方法を な す事になりましに 。

ホ、地筈の設置

空襲時 lて身廻品忙殺i着し て居ては消防1，可動

が鈍り、火勢 を増大させる原因となります。

そ こで各家庭の貴重品 、 生活必需品等を擁 ￭ｾ

し充分、fL¥WI:;II 活動をし得る様に各戸陀地容を

設 けさせる事に な りましに 。 非住家や土磁 ｾ ｴ

他泊 Ｇｲｾ ・ な施設のあ る家 ｬ 乞 は 必 要 ないでせう 。

へ、 重要施設のpjj 護

重要 工 場 ｾｊｾ の 他 の 重 要 施 設 の 動力源 設 備其

の他作業J て重要 な設備の防護 は特に緊要でゐ

るか ら、之を牧離する建物 J ) 耐開締法、pj定:A

flf の設置等を命じ得る事となりまし? こ 。

ト、股火管制の設備

工場共の他の灯火管制設備は建築後取付 げ

るのでは不完全な場合が多 い 建築の際設備

するのが至蛍でるから 、必要な場合は之を命

じ得る事になりまし? こ 。一般の住宅でもー告

か二需は完全に設備しておき? ごいも のです 。

チ、代f日資材の採用

「マグネ シヤセメント枚J I木毛セメン ト」

が防火構造の壁塗用と して採f I j されまし 1: 。

「防火塗料」もそ の使途は大規模建物の天井

発 に 限 ら れ て 居 ま す が、採用されまし 7こ。

「防火塗料」の規格は近日中に制定される筈

です 。

以上ー簡単K 設 II J j いにしましに 。之が取扱の具輯

的方針については機合があれば、叉 ｈ Ｚｦｾ執り度と

干f じます。此の度の改正は資材難の折では あ りま

すが 、首然の強化で ありますから 、防空建築の趣

旨は塗りつぶすより疎開である事に思を致し、設

計- f ' L 際し建物の間隔、 通路からの後退等に御配慮

をお願ひい ?こし度 い と存じます 。

防火改修規則の公布

岡 田 達 也

木造家尽の集闘である我が都市の空襲針策と し

ては、防 ・ ＿ Ｎ ｾ建築と防火改修とを Ｑ ￬ Ａ Ｚ せ 賞 施しなけれ

ばならぬ事は今夏巾すまでもない事です 。従って

防空建 築 規 ｊＨｉ ｊ 施行以来全闘 の 防 ｾ Ｎ ｉＧ Ｎ 重要な都 市で

は師 lて着々防火改修を賓施して居 りますが 、それ

は法令 l乞基き施行して居る のでありません 。勿論

法的には市街地建築物法第 18燥に依 b改修命令は

/:Hせるが ，その場合の柿伯・規定では防火改修 l乞到

する柿位以せぬ事 とな って居りますので、腕い地

域の一般建物に正式 t亡命令を 111す事は一応差控ふ

べきが至官とされ、制J l ) ) 金を出すと共f ' L1l j f ; 動奨J )

ー;全を以て質施 して来1: のであ ります。時局下続

々木造家電の防火改修 7) 促進を要する時、動 j史Tご

けでこ の 大 事 業 を完 遂 せんとす るＺ￯ｦ ［は最 ｾの 方法

とは巧へられませんので、先般の防室法の改正で

防空 f 必 ・要ti，場合は一定医域内の既イ子木造建築物

の防火改修工事の施行を命じ得ると共 t亡、 市町村

長 l乞代施行をさせる方途を 開 き、111山J金 の規定を

も設けに次第であ ります。 そして更に防火改修を

せしなる医減、改修を 要する建物の組問 、改修の

程度、方法等については去る 3 月27日付 を以て防

火改修規則を公司[ i し、 4 月! 日から施行する事に

なっ? このであります。

以上の様な経過ですから 、 防火改修規則の内移

は従来費施 して居る防火改修を法令化し Tこに過ぎ

ませんで 、大時三々 の如きものでゐります。

1. 遁 用 匡 域

防安建築規則全適用の匿;域の全部又は一部の
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医域に指定します。従って今迄の通り防益上重

要な都市の全部又は一部に適用されることにな

ります。向現在既に改修が進渉し、 T象定通 b完

成の見込のものは この際改めて命令を/ . 1 ¥しませ

ん。

2.  遁用建物の範圏並に改修の程度、方法

防空建築規則 J) 木造建物の防火構造の規定を

準用し、小 さな建物や窓、出入口の構造、長屋

の防火直嵩に就ては多少緩和する場合があり ま

す。叉建物が尉朽 、破損して居て改修しでも 、

その効果カな い様な時は建物の有n強共の他の措

置を命ぜられ ます ぜこの場合は改修の 一部とし

て柿助金を出します の但し藁茸、 平茸で、屋根の

構造を改めなければ、防火効力 のない時は市街

f也建築物、法第18僚で改修{ t > 命じ 、初i償金は出し

ません 。

3. 賓 施 方 法

改修工事は街廊j互に一群として施行しなけれ

ばなりません。叉ヱ事前ｾｉＧｃ改修 設計 Ｑ ＱＺＮ 付市町村

経 IJj で地方長官の認可を受け 、且竣功しに時や.

指定されに工程K 達しに時は、 その旨届Hi を要

します 。

以;上の程度でありま す百人向防火改修組合とか

申請屈に闘する規定は施行細則 として各1ft) 陪令を

以 て近日中に制定される筈であります 0 ・

戦時立法と建築物法

岡 本 正 究 部

支那事鐙勃張 主共に経減産業ーの各部門に多額多

様の統11iIJ 法規の設定が あち 、殊に産業部門陀於い

ては 、各種の製造、‘使則制限となって現示されに

更に此が大東亜鞍争に進展するに及んでは一層強

化、改正されにも のである。

一方建築行政方面も遁去の単純な監P皆、指導行

政よりー鑓して新時代lて則舷する矯め 、あらゆる

角度から脱みそしなければならない欣態となって
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折角労力研究を必要とする様になっ? こ。

元来建築物は物資の綜合躍であるので、過去の

様 K 自ILI 概念で無税作、無勝手K 建築出来得るの

ね念は抹泊、 され? こ結果、製造1liil 限、使用制限の統

制法規が建築界に及ぼす座力は逐次力11重となり 、

量的 I dラへれば、建築界は次。第に衰退の歩を辿る

に至IJ つに 。然し L れも大目的の?こめ 、叉未来の光

liJ lを期待する一試錬で、充分自重健闘すべきであ

る。

此等統!Ijl l法規は「同家総動員法」及「輸出入等

ニ闘スル臨時措置ニ閥スル法律J I ' C根憶を持つも

のである o 市街地建築物法に依る許可、認可 l乞先

行し士虞会されねばならぬものであり 、従って各

組の建築書類で統制法規と開聯ある場合には此の

許可を得る事が先決問題となって来るのである o

今事控 より戦争K 移行する迄欝令に なっTこ各種

の統制法規の内で、比較的建築行政に闘係の深い

ものを寸摘して回開して見る 。

①讃鋼工作物築準許可規則

建築除j係者ーに馴染深い統a司法規で、薄鋼掠使用

までも許可制となり 、僅かに樋、庇等が使用可能

として残って居る 。

①銅使用制限規則

これは;詩人が最初 K お自に掛つ? こ統1liIJ 法規でみ

って 』鋼、飢合金 を建築物のあらゆ る部分 K 使則

することを漂止されにも のである 。

@ 臨時資金調整法

園内資金を調整する矯め の法律であって 、事業

設備の新設、機張、改良でも命令の限度を超ゆる

資金使月j の場合は許可を要する 。現在それ以下の

資金でも・工場では l 高岡、工場以外では 2 高闘を

使月jする場合「臨時資金制整法ニ闘スル訓書」 を

提出し て 頂 付

①木這建物建築統制規則

これは木造建物に使刑されて居る 重要物資の節

約 色合理的使用の目的の?こ めに公布されにもので

ある。 則も不急: 不月1の建物を抑制して得?こ物資を

時局に必要な建物に振り向けんとするものである



30.  25坪の制限は充分徹底して認識をされて居る

①企 業 許 可 令

@ 臨時農地等管理令

農地を耕作地以外の 円的K 使刑するを防ぐもの

で、特 l乞郊外地方面で随時敷地を設定して建築せ

ん とするとき抵摘する場合がゐる 。

経怖の線、ブ] が恐怖せら る〉様商工蹴業の事業 l乞

到して許可制の賛施を見? こも のである。これは現

存商工餓支の 442 杭 類 ['"c :l m脱され て照る 。事業の

新設 の みでなく 、 摘 ［ ｊｬｾ の 場介 ｬ ても許可を 喪 するも

のもある 。農地50昨以j てのものに針して許可申1]となって尻

る。

関 係 法 令 施 行 年 月 日 等 一 覧 表

積 目 根 扱 法 令 ｬ 主 布年月 骨 日 ｾ I 施 行 年 月 白

関 家 総 習1 員 法

昭和113年 3 月31 日 本法施行ノ 期 日ノ、

法 律 第 55 盟主 勅令 7 以 ツ テ 之 ヲ定 ム

総出入等ニ閥スル臨時措置= 側 昭和 12年 9 月10日

公布ノ日ョ リ施 行

スル件 法 律 第 92 統

臨 時 資 金 調 整 法

昭和 12年 9 月10日

昭和 12年 9 月27日

法 律 第 86 由主

稔出入等ェ閥スノレ臨時措置まニ閥

昭和 12年 10月11 日

銭 鋼 工 作 物 築 造 許 可 規 則 スノレ件

商工省令 第24銃

昭和13年 7 月15日

第 2 僚 及 第 3 ｾ 拒

銅 使 用 制 限 規 貝IJ l司 上

昭和 12年 11 月6 日

ー昭 和 12年 11月10日

商. 工省令 第28銑

木 造 建 物 建 築 統 制j 規 則 同 上

昭和 14年 11 月8 日

昭和 14年 11 月13日

商 工 省令第 ＶＷ ｾ 虎

臨 時 銭 地 等 管 理 令

悶 家 総 1 I i J J 員 法 昭和 16年 l 月31日

昭和 16年 2 月 ! 日

第 13 僚 法 第 l 項 及 第 3項 勅 令 第 114 統

ハ正¥ー 業 許 可 令

岡 家 総 動 員 法 昭和 16年 12月11 日

昭和 16年 12月13日

第 1 6 僚 及 第 I H 条ノ 3 勅 令 第 1084銃

8 3  v  
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昭和 J 7年 3 月30 日。この 日我が日本建築| 晶子向IJ

立25年記念日! とあ? こ りぬ。ときあ fこかも大京国戦

のさなか 、大御桂成のもと勇狛JR}iI ( なる将兵の事

々しき品目躍により 南 J; 各地 IC赫々 f こる戦果をあ

げ fこるは ｟ ＭｦＮ立 以 ｉｌｾ ＱＢＧｦし〈 ｬｬ 主詞 ｊｊ 感 ｊ 放を く ｴｅ はさＧる

鹿であるが、更に本戦午この完遂と -I i f : 紀の時換契機

とに際合目し、本間 fこる決意と 、対timなる気宇 J ) 要

請せられる重大なる枇l亡合り 、我々 3 千合員は創

立25年を迎へ、記念耐隅すると〉も l亡、更に国特

を堅め . 校術有: { 閥 lてj畠進ナベ〈誓ひ得るはfnJ1こる

幸稲ぞや 。

この日、記念式典は午後 4 時より 中央・ ｾｾｴＱ ｾ ［ ｦｾｬ 乙

於いて 、片岡子? ・長を? 初め 、合員各参列 J ) もt fC f)fj 

かれ fこ。:ι 刻 、鈴木式典部長開手? を J 't:し、一同起

立 、合- 場正 f1i il u i; 安し fこでまつりし 伊勢ブ'，i/ iJ l伯ブミ

腕CI乞到し、i践捷if{ r j 仰の最敬閥、続いて官披遥奔、

:1f.:J:区男ゴ: l cR感謝ならびに武運長久の祈願、護問の

311・震 lて釘し祈念をなし、閣歌合唱を経って荒川; し

?こ 。

次 ( C;;-岡令長。ノ式町、つ Y いて大| 波I(j 知事祝町

(チ|二十. 建築課長代前) 建築整合々長l目前( 中西主

記代前) 建築:tt. 協令 j同商事( 同池ノト六氏代前〉制日

新聞/Ii i : 々伝祝節( 俗本副幹事長代読) などの披践

が終って 、 ｮ 同 令長音頭のもとに聖詩寓 ￬ｾ ｾ を不 ＱＱＱＱ

し、式を? 閉ぢ 1; のであっ? こ。

×  

式 辞

町 村Ｈ ｾレ ｉ 昭 和 Ｑ J  7年 3 )  J  30 n本合・殻i/i'( ノ日ヲ トシ、

v  8 4  

染

l或

協
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舎・創

表 彰

立 25 年

式・祝

記

賀

. A  

，u.'、

奮

f.dIJ立湖25年記念式典 ヲ皐ク吊ルニ際シ 、来 賓 諸ET ノ

賛同ヲ仰ギヂ;L'[: 1 各位トイ只ニ此ノ成1よヲ行フ :l Eニj改

快ニ耐J ヘザノL 月I f ナリ 。

同日! スレパ大王 6 - 1ド今月今円 、今橋大| 庇ホテル

ニ於テ1 . 11J 立線、令ヲ問ク っ常時合・スル :f{'近設か1 t 同

，ι 39名、脊: i t : ヲ浴ピテ前; 釘f 々ノ拾ヲ揚グ o ￯￭ 両Ｍｓｻｾ

平ドF火20千j 5 ノトヤ大米軍共栄閤内ニ工〔 リ3 千二除名 ノ

令nヲおit シ令勢降昌ノ 一路ヲ辿 リ来礎漸ク阿ク斯

非行敢闘睦ノ ー トナ ノレ。 亦同慶 ノ至リトス 。此ノ

11¥1本令ガilil: 仇同夜ニ 貢献セシ事業ハ枚犠ニ遼ナシ

ト Ａ￭ｩ ｗ 競テ共 ノ ｚ ｩｴ 杭ヲｾフレパ向世 ｼ足タ ノ ｌ モノナキ

ニ非ラズ。木千; ・・ノ大使命j主成ニハ向幾多成リーント

シテ果サザ リ シ重要事須 山 ｴＧ ｩ ス ｯ 加 フルニ大 ｊｒ Ｇ ｾＺｾ

ii 生日ヲ逐プテ鏑大シ主主¥J : f l 亦丙 ニ%ニ 赫 タ々 J レ戦果

ヲ牧メツツ アル秋、進ンデハ之等地域ノ延設復興

ニ 、 内 ニアリテハ ｴｩｬ￯ ｬ ￯ 防 Ａ［ｾｊｴ 他毎々職域Ｏｪ ［ｾｾノ ［ｊ ｊＺ

ヲi誌スベキ立政ヲ 11百感スルコト切ナルモノア リ。

就 ｲ ｬｾ 本合多年絶叫セ ル 防空問題ハ ｊ f司モ之ヲ 忽ニ

スベカラザルモノニシテ25年 ヲ一刻 j関トシ合'i 1*

付:ート j 七三克グ協力一心、克 ニ路 大ナ )] . . 図結ノ下ニ

ド ｊ ｪ ｾ ､ 与他時局ニ即肱スｊｬＭ ｊ ｊｦ ［ＺＮ｜ ｊｾ ノ促進指導ニ池進セ

ンコトヲ期スルモノナリ 。

政ニ創立25年記念式典全保行ニ常リ 、明il カ万II':'[長ヲ

述ペテ式軒トス 。

型車己2602年 3 月30 日

ilU:1舗法人日本建築協合・

千?・長1_!Jr::: ]J 片 岡 安

×  

祝 辞

ￍＯￌ ｦ Ｚ 閣法人 円 本主 ｕｾ ｾ 協令 ｩｪｬｴｩ ，Ｚ ＲＵ 年記念式典ニ岱リ

祝 立 ヲー永スJ l . 機命・ ヲ作タ ルハ本職ノ丈モ1決11とトス
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千有飴ノ干，・U諸 !ff トj 七ニjバニ辿築1 -¥fll "J ヲiill シilil: 千Y

ニ武鰍セラレ )] . . 庇不良‘ { 就I j l 剖) '，1i  ，.['1'  ｾ ｕｪＨ ，Ｚニ建築物法

泊行ノ促進ト ＱＱ 、 Ｇ 包改造 、 ｾＩｪ Ｚｓ 三［防火 ｕ ｩｊ ｗ 等ニ寄興

セ ラレシ 功紅出i) ニ著大ナルモノアリ特ニ近年都市

武装促進指導ニ口醒シキ所助ヲ fJ iケラレツ、アル

ノハ、ヂ刻邦|日l次ノ :話局鹿f釘t ニ耐耐耐Hへサル底ナリh 、今ヤ|以凶ふ剖lヲ拳ケ

テ大} 束l反E心刊s4刊{

M闘t捌M係4各守位ノ i献歓4身託f的l内句多討f 力ニ俊ツモノ多キ』秋火j斯釘J界l平4ニ於

ケ ｊルレ 強 力ナル闇 目誼豊ノｪ［武ｩ 武 ｴ ヂ令 ｾ ｉＧ ガ ｊ共 与ノ Ｍ一 ‘ ａ セ ｊルレ 週匙Ｚ訴 築毛 ト ｍ耐枇 i上:  

令. ノ :旗担旗t峨ノ下ニ 主錠z〆々争叶1職法域奉公ノ j成戎よ県県 ヲI悲詰ゲ ラレ、

吏ニ飛躍護民セラレンコトヲ希フモノナリ 、認ニ

輝シキ記念式典ニ際シｬｗｬｉカ燕郁 ヲ 述テ ｩￎ ｾ 僻トス 。

H百平/1 17年 3 月30 日

大阪 ｉ Ｈｈ Ｚ ｉｉＧ｝ｾ 三 越 長 治

×  

F兄 静

本日蕊ニ日本建築 協合・ノif! J立 25年記念式典ヲ事

ｾ ｦ セ ラ ｊ レ 、 ニ首リマシテ 一言 刷制 ヲ ｲｬ Ｇ 述 ｊ レノ ［ 機合

ヲ件 マシタコトハ私ノ故モ欣ミキ汁、スル所デアリマ

ス 。

今ヤ前古米千?イj ノ大JRr n!!I'提午、カ' 開始セ ラレマシ

テーん御技j点ノ下幸 ニ皇軍将士ノ :勇戦ニ依リ忽チ緒

戦ニ於ケ )1.-赫 グ々 ル大戦処 ヲ恕ゲラレ一応閥 L¥!; ノ

ヂfシク随喜J感激ニ fl ，t へナイ所デアリマスガ今後此

戦叩・ノ完遂 ト世紀ノ帥換契機ト ゴ| 僚の致シ マシテ

ハヰ 1，1i[タ )1.- ik: 立ト P:I ｉ ｾ 出ナ ｽ ｝ＮＮ ＳｲＭ ＭＨ ｾ＠ ｪ ミト ＷＯ ｾ ， ｩ ， ｜ ｦ セ ラ Ｉ ｴ 、

ノ デア リ マス 。 ｾｕ ｲ ル ，［古代，ＫＺＺ li fJ ノil命制 ニ常 リマシ テ

ff! J，u:20有 5 年ノ 一大式典 ヲ単行セラ ノレ¥コトハ民

ニ:立義傑キコト、衷心カ ラJ加立 ヲ表スノ1. - :;7( 苅デア

リマ ス。

師ツテ我辿 築』 ｉ ｴ ヲ鑑 ミマス ノレ ニ幸ニ先 ＨｻＱ ｾ宇 ＱＮ ￝Ｚ ノ

御ＢＺｊ ｴｾｾ 咋ニ イ 火 リ近 代 ノ逃 ｩｌ 止琵述ノザ リ ニ Ｑ Ｑ 四Ａｦシキモノ

ガアリマ シテヂ11次 ノ舟尻 ニ待P同座 ノ至 リデア立マ

スガ将来ノ大JRi::! 新秩J.j-; ノ辿: 没ニJJ;l J リマ シテ ノ、，:O;j

ｊ 立凶 ｾＩｊｽｸｬ 米Ｉ ｾ 王 ｉＧ ｊ ￭Ｚｪ ｩ 備ノ辿前ヵ ラモ 」点ハ ＧＨｦ ｩｊ ｦ， ｗ ［ ＭｊＱ ｩｴ
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計712 ノメート ル化、建築教育ノ革新、技術者及徒

弟ノ Ｚ 長成 、 建 築界 ノ Ｚ 新睦 Ａｬｩ ｩｊ問題等ハ辿カニ ｾ Ｇ ｉ 霊シ

準備セ ラレナケレパナラナイ緊，U: ノ1]手項 カ ト干f ズ

ノL ノデア リマスヨドヒ日本建築協 の : 於カレマ シ テ

モ例へパ ［［ 岨 ｉ ［Ｇ ｾ Ｈｪ ・Ｇ ｟ｫ ハ先年都市計 霊 法 Ｇ ［ｊ ｩ Ａｊ 定ノ［主 ＱＱ 目者

ト シテ 不朽ノ［功記 ｉｩ ヲ 放サレ マ シ タ如キ ｊｴＱＴｾ 統ノＩｊｩ止

令卒 ｩ 上 ト 研 鈴 ノ粘 ｩ Ｚ ， ＡｪＧｬｬ ニ依 リ マシテ ン トｾ ｲｲｾｬＧ ト 米回 Ｑｦ ｬ ｜ｬ 乎

Fll; セラレ マシテ 今後 Jt 1，是々之等ノ問題= 付御協力

下サ J レナラパ硝 リ建築児ノ :母ノミナ ラズ邦家ノ鴬

民ニ御同慶至極ニ存ズ }t. ;: 次第デア リマス。

1絶るリニ陥ミ日本主担珪u築防協J 千仇l' ノt絡各k始f台I一:貰E白民t

トシテ御協ブ力J 修街御P3支E援ニ) 取貰頁. リマシグコ トニ笠釘J シ深1並
!些主

ノi謝説謝J立ヲ表シマスル ト共ニ本臼ノ] 蹄煽 シキ記念王式にJ典.U処1込L  

ヲ梨機 トシテ将オ米4主錠z々々争雌飛殻民セ ラレムコ トヲ衷

心カ ラj品M新rf祈f庁「ツテi止l上: マナイモノデアリマス 。

言銭即ヲ rt 述 ペテ副都ニ代ヘル次第デア リマ

ス

IIs ;f Ilげ年 3 月30日

建築撃の・々 長二仁摩l事土 内 藤 多 十11

×  

祝 僻

本日 必 ニ日 ンド建築 協合・創立:25年記念式ヲ開催セ

ラル、 ニ方 リI柳l目仰I卯Hコノ 3雌徒[ 儀誌ヲ『硯宛稿スル主魚完 i焦長漏鄭f ヲ主ス

ル ノハ、 ゴ余 ｩ先モ ｊＱ 此 ｬ比止モ ｪ欣放快 トス ル ｊ所 ｩり川 ｉｦ ナリ ｩ刷 ｾＱｩ 引 ｩ ル ニ 大 正 Ｖ 年防

手脊訴j川;局机仇問J I悶l専f

介ノJ 寸下F ニ辿築干淑技図ノイ信元念ヲ i泊三自:j ク錫ゲ凶担泳氏1日辻:合.ノグ

メゾ大 ｩ イニ古が爪 ｦ円 ｬ 雌セラレ現弓 Ｔ合合合 ｾＢＱＱ 4 千名 ヲ』蚊攻へ榔j瓜必ア

Jル1.- 1凶鍋悶ニ殻展今日/ ｐ ｦｦｩＮ ｾｉｾ 主ヲ ｊ ｊＮ タ Ｉｴ ハ拘ニ鹿 ｩｬￎ Ｚｊｃニ勝

ヘザル ナリ 。

コ ノ川 我凶剖 ｬ￯ ｬｩ 改造二 ［ Ａｾｊ ｬ 明 的繁 ｗｬ ヲＷＱｩ ｦ シ ， タ ル 市

街地挫 築 物 ｩ ＧｙＮ ［ Ｚ ， ￬ｦｾ ニ剖 ｬ￯ ｬ ｊＧ ， Ｑ Ｇ Ｑ 望 Ｚ法ノ 二大法 ｄ Ａ ｾ Ｍ Ｚｬｩｉｊ 主 主ハ 賀

ニ同仇 ・ ノ 主 ｉｉ ｌ｜献策 ニ ｦ ，ｪ｟ フ 所タリ叉桜ケ ｊ ｦＺｻＺｩＧ ｾ ご Ｈ［Ｑ 事 斑

合・ノ i製ハ我凶1. 1; 宅ノ改善 ノ先駆トナリ正ニ X 下ヲ

瓜 ｬ 会 ｬ ｩ セ ノ ｌ ノ ｬ ぷ アリ児ニ防火 ｉｍ ｊ ￺Ｍｾ或ハ防虫ノ各自［ 築

ノ ＿ｩ Ｍ［ 後件 Ｇｪ 長 ニ日モｾラズ Ｇ � ｪＨ ｩ ｾＩ ｪ 建 築 舵 ｪ ｝Ｚ ニ 辿 江 主セ ラ

ルよ匂 Ｚｹ ｩ Ｍｆ Ｚ ｊ ノ辿 封ｾ ，¥l ニ頁献セラレグ ルミHハt，I シ枚

取j立ア ラザノL ベシ 今ヤ ). :..*，:: _0投下: : 効投l' J.、米Jt 戦 果

ニ ｻ Ｑ Ｎくリ我 ￭ｾ Ｇ ｩ ゴ ニ ＨＱＧＩ 泣 ｕ ｉｾ ｾ ε 段々ｽ此 ｊ 北ニ ［ 区リソノ ｻ 子 ｦ 主 ー
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層重大ナルヲ兎ユルノ秋合・員諸氏ニ於カレテモ自 表 し 、之を受け fこ。

重自戒主是々職域奉公ニ専念セラレン事ヲ切望シテ 続いて 、 作品のうち多年協令・の事業陀参｝ｬ｟ ｾ ｊ 量 ｅ 俸

己マザル次第ナ リロ
せるを以って表彰されるも の井 上 新 二 氏 以 下 167

右 珊 所i亥ヲ述ベテl副都ト舟シ併セテ日本建築協 名 ｴ 亡及ん Ｑ ｾ Ｇ 。

ヂ?ノ器展ヲI i i f i . ; レ。

最後に 、協令・; 隊員大和書 記 長以 下 3 名 に そ の 努

昭和 17年 3 月30 日
をねぎらひ、表彰が行はれに 。

建 築業 協合
向 、本日表彰されし合員名下記の如し

令長工撃陣土・ 横 1可土色輔 青 柳 貞 世 赤松 修 秋悶喜代治

浅 野 新一 井 上 新ニ 弁 上 繭 毅

×  

伊東宗太郎 伊 東 健 治 伊 藤 和 夫

伊藤幸太郎 伊 藤 武 文 伊藤 E 文

猪瀬宰太郎 池間 貧 池 岡 宮 彦

祝 僻 池間谷久吉 石 井 春 雄 石川 寛三

石川純一郎 板 井 公 威 今林彦太郎

日本建築協合・創立25周年ニ首リ協会・ガ今日迄ニ

岩 尾 保 衛 小笠原群光 小川安一郎/  

震サレタ J レ研究ト賞際トノ雨方面ニ於ケノレ偉大ナ

小 川 陽 吉 置里担 章 大 倉 三 郎

ル業績ヲ回想、シテ衷心ヨ リ敬意ト雨足立 トヲ表シマ

大詰型 幸平 大下順三郎 大 原 ー 泰

ス協合・ガ険範閏ニ豆ツテ行ハレタ諸事業ノ ｾ ｉ ｾ デモ
大 原 忠 隆 問 問 孝 男 阿 部 綴 則

都 市 計重ト建築物法問題 、{ " J : 宅問題 ，uJ 火 災 問 題、 岡本新次郎 務自E 藤吉 加 藤 誠 二

防 空 問 題、建 材 問 題、職 工 放化問題等ハ最モ喫緊 加藤 養 育 飽 国 定 慾 片岡 安

且 ツ 機 宜 ニ油 シ タ ル モ ノデア リマ，シテ、 ソノ illl :合・ 葛野批一郎 亀井幸次郎 川口 一 二

方面ニ及ボセル影響功績 ノ大ナルコ トハ 防 ニ 識 者
河合貞一郎 木子 七郎 木村 主主ー

ノ認ムル所デア リマス。
岸 品士年 北底熊之介 桐 本 楠 雅

今ヤ長岡ガ大東亜共栄閤建設ノ魚、接 古 未 曾 有

久保周種台 楠瀬 f依 黒悶 茂

ノ戦 ノ 下 ニ布 11.:: 1際防空問題ヲハジメ諸般 ノ:事業施

小西 一 良 小林 言号 小林 三 造

古 字 国 食 佐 藤 四 郎 佐 野 俊 三

設 ニ協合ノ護岸協力ニ倹ツベキモノ頗ル多シ トイ

阪 井 米 育 阪口芳三郎 酒井勇三郎

ハネパナ リ マセン 。愈隆昌殻展ヲ重 ネラ レ 閣ｾｾノ
m 正一 作間日出生 清 水 祭 二

ｾ共貢献ノ毎々大ナランコトヲ只管部Ｎ望シ祈願ス
維 原 兵 市 堕 路 惣 吉 設費里 貞雄

ルモノデ、ア リマス。

篠 原 太 郎 芝 田 知11I! 島 図 良E軍

昭 和 17年 3 月30日
白石登喜男 新 名 種 失 須賀藤五良11

朝日新聞 ilU:々長 村 山 長 滋
鈴 木 一 幸 鈴木金太郎 鈴 木 末 尾

鈴木忠五郎 岡 部 泰 文 問中 綱

高岡奥三吉 高木良太郎 高 木 太 作

功 労 者 に 封 す る 感 謝 並 に 表 髭 式
高田理一員11 高 橋 祭 治 高松平太郎

淵 湾 民 弓 竹 腰 健 造 竹 中 景ー

続いて 「功 努 者 I' C 封する感謝並K 表 彰 式 」 が 同

武 田 経一 柵橋 IDi丸 谷 隆夫

谷 民毅 玉置豊次郎 津 図 敏 雄

じく鈴木式典部長の司合・のもとに聞かれに。

塚 本 猛 次 坪 井 誠 一 鳥井 イ言

先 づ 、片 岡 令 長K 封し 、25年間に渉る功持K 釘

内 政 亮一 中井新一郎 中海誠一郎

し感謝献ならびに記念品贈呈が、竹腰副令・長 l乞よ

中 島 智 喜 中 西 甚作 中 西 六 郎

づて行はれに 。参列台・員一同拍手を以って此K 手n
中野順次郎 中村 義 雄 永世事 毅一

し?こ。
波江併; 夫 丹 藤 良 雄 野呂長四郎

ダ'u-c J-i 岡令長より記念事業窃附者にま} し感謝欣 長谷部鋭吉 ま奄 イ言 主主 静雄

贈呈があり 、今林大林組常務取締役が寄附者を代 f宇 野 貞 三 日高 JW! 樋口辰太郎
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姫野 武 平塚鎗子き 平 野 忠 雄 ｾ･＠ ，，zo、、
講 演 曾

富士阿: ! l i : ー 繭知I 秀夫 w(i ¥永佐和吉

藤本賢太郎 古川 塁塁 古 塚 正 治

堀 口 甚古 期間献次郎 本 岡 林 八
引紐 き、大| 坂警備府海軍大佐竹 内千七 氏の 「最

本多 E 滋 前内文二郎 牧野 忠
近の閣際情勢| て就て」の計織午後 5 時よりあり 、

政 問 基 次 智 弁 敏 克 増 山 新 卒

時局I ' LI"J し深き 認 識 と感銘を奥へ? こ D

松井清之助 松久保革主三 松 本 碕 象

松 本 俄 八 三木 旅 三 三浦 茂

遣問泰治郎 宮岡 秀穂 宮 本 長 治

祝 賀 暁 餐 曾

村井 溢 村 上 徹 ー 村 田 小 一

村 国 治 郎 村 野 藤 寄 本 野 精吾

森 正蔵 森 岡 慶 一 森本 藤吉

績いて午後 6 時より台場を 3階 大 食 堂K 移 し 記

矢 回 銭 議 安 井 武 雄 柳下 貧

薮 中 一 良 山口儀三郎 山 岡 初次

念晩餐合・が開かれ? こ。一同和策鶴々裡K 食 事 を 認

山国 吉邑 山中 茂一 山本 春7k
め? こる後、デザートコ ース陀入り 、先 づ 片 岡 令 長

山脇亥三郎 横山 主聖雄 青 田 信 武一
の挨 拶があ り、次 いで絵本記念事業副幹事長の司

吉本政次郎 呼 子 疋 平日 IIJ 点治良[1 合・のも とにテ ープルスピ ーチに移つに。米主主主? 代

和問 買-'"え- 渡 部 圭否 表 して内藤建築身長命々長、古宇間前1
1戸高工校長 続

いて合・員より竹腰健三氏、石川純一郎 氏、波 江 悌

夫氏が夫々立ち所感を々べ 、 午後 Ｘ 時閉台・し ｾ＼Ｆ
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常

時

所

務 曾 ( 第 7 回〉

4月6日午後う時50分一- e時

30分

陳列場

出席者 理 事 井 上 国j 曾長 、竹腰副

曾長

主 記

主 計

編斡

桐本、西海 、藍中

松久保

伊藤、小林、大下

... 
l . 記念事業防火改修反委員這加委

喝の件

2. 静岡市より 滋選図案合誌に掲載

方依頼の件

3. 合員詮衡

報 告

時

所

I . 通信愛値 りの件

2. 閥念より 薦葉集大和地誌外寄贈

の件

3. 2 月分合計報告附記念事業勘定

中間報告

4. 入管、出征、 I粂隊報告

住 宅 委 員 曾 C第 3 回)

4 月2 日午後6時一一- 8 時

箆倶集部室

出席者 委員長 伊 藤

幹 事 岡本

委員 石井 、矢田 、菅原 、

小 体

議 事

時

所

l. 集合住宅案基本僚件検討

陳列場総事曾 ( 第 4 図〉

4月14 日午後 5 時30分ー8時

陳列場

出席者 者、事 長 松 久 保

常 任 幹 事 野 中 、選回

幹 事 楠 瀬 、神 、西告書 、矢

回、 吉 田

議 事

l. 資料集成の( 牛

v  8 8  

、' . : - : . : ;.-... 
今 e♂.... .. :.. ' . -.札一... ..__ 一 .... '-"

時

所

2. 防火h差出品勧誘の件

3.防火反招待の件

4. 陳列場出品勧誘の件

5. 二日 合合合の件

材 料 委 員 曾 ( 第 2 回〉

3月9日午後 6 時20分 - 8 時

205.f-

出席者

協合倶楽部室

委 員 長 楠瀬

幹 事 帰

委 員 後 川 、 竹 内 、 前野、

松久保

誠 事

時

所

1 . 研究項目に附協議の結果下記の

i j り決定

建築資材の所要量調査

次回委員舎に資料持ち寄 り方を

各委員に 依顧する事

1. 次回は定例日( 第 3 木) 3 月19

日開曾kコ事

材 料 委 員 曾 ( 第 3 図〉

3月19 日午後 5時45分- 8 時

10う〉

笛倶楽部室

出席者 委 員 長 楠瀬

幹 事 選 回 、榊

委 員 高 問 、竹 内、前野 、

松久保、後川

議 事

l . 基礎の問題に就いて協議に入る

も先に研究方針の決定の必要あ

り、約 10f買に分 け毎月 2 @J 開 く

として 7 月迄の 4 ヶ月 聞に終了

の事とし 、各自 分権 して材料持

参の上委員合席上に 於て取捨 し

綜合的 なものとし一つ一つを極

めて行〈事とす。

次回に就いで左の如 〈決定す

l. 次回研究項目は基礎屋根の

資材調査

時

所

2. 次回は4月2 日( 定例日〕と

ナ。

材 料 委 員 舎 ( 第 4 回〕

4月2 日6時30分 ー7時 30分

陳列 場

出席者 幹 事 前 問

委員高問、竹内、野中、

前野

議 事

時

所

卜鋼、高問 、竹内、前野各委員 よ

り提出 の資料に付検討右資料を

選回幹事整理の上取纏め次回提

出の事

2. 高 問委員提出の木材数量 表 を背

3華民に焼付ける事

i l  
二 部 曾 ( 第 7 回〉

3月II 日午後6時一8時

賞倶楽部室長

出席者 主 査 川 口

幹 事 伊 藤

委 員 楠 問 、黒田

議 事

時

所

l . 各委員 自案に就いて詳細の説明

あり終って決議文作成の主主討議

に入る、 額々協議の結果大憾答

申案の骨子 は出来、伊藤幹事縫

合案文作成の上其の案文のゑ認

を得る銭今一雄委員合を召集の

上答申案を提出の事 と決定

l. 答申案文、各案を綜合的に研

究次回迄に伊藤幹事案文作成

l. 次回を最終回 とし で今月中に

再舎答申案を決定

第 三 郎 舎 ( 第 l 回〉

2月5日午後3時- 4時

嘗協合倶楽部主主

出席者 主査

委員

池田

薮中

議 事

l. 東京に於ける欣勢を 参考にする



必要る号 、従って東上委員竹腰 第 五 都 合 ( 第 7 回〉 加 藤 熊 維 北医者松町43(溶合組〉

東畑のニ氏の者I1合よき日を選び 時 2月23 日正午 2時20分 紳 古 虎 吉 君 住 吉 区 中 野 町 番 外 九

再合協議する事に決定す 所 竹葉本防 ( 長谷部竹腰建築事

第 三 部 曾 〈第 2 回〉
出 席 者 主 査 松 本 務所〉

時 2月26日午後 4 時20分- 5時 幹 事 谷 佐 藤 連 平 君 尼 崎 市 西 本 関 i中904

所 協合倶郷里部室
委 員 井 上 、中西、伊磁、 ( 株式合枇鴻池組〉

出 席 者 主 査 池 悶 薮中 、野中 、堀内 、 高田錠之助君 主豊中市野畑 1331 ノ l

委 員 薮 中 古塚、大下 、岡田、 春 日荘ア〆ート 〈小

議 - 事 北垣 河建築事務所〕

ト出F有者少な〈決論を符. る事不I j 包 議 事 高畠 理市君J l ! B' I i 北新 町2ノ3 ( 長

なるも本部舎は本日を以て打切 l. 日本建築協合第五都合協議案取 谷部腰建築事務所〉

り今日迄の織略を n e . の通り合 纏めの件 土 肥 拓 哉 君 東 淀 川 区十三東ノ町

長宛報告する事に決 じた 編 輯 幹 事 曾 2ノ65 ( 卒図組〉

総指目傑建築を「早ク j r安ク」 日寺 4月2日午後6時 - 8時 稲 岡 耕 治 君 堺 市 南 回 出 井 町 l ノ6

完 成 す る 事
所 { 具集部室 ( 株式合枇鴻池組》

第一章 重苦内的事項 出 席 者 幹 事 長 イ ぐ 体 稲烏 哲 君 榊 戸 市 林 周 医 長 岡 町

l. 設計と施行の連開問題に設 常 務 伊 線、大下、鋭i 回 l ノ32金森方〈西村建

言十家としての立場を検討
幹 事 尾 面白、 志賀 、竹内、 築事務所〉

Ｒ Ｎ ｝ 設ｾ及見積問題
宮崎 藤岡重夫君神戸市須J l ! tm妙法寺

3. 契約の問題
議 事 字池ノ 中254 ノ1 ( 紳

4. 監督方法
l. 紫姻室記事に就いて協議の件 戸市経理部建築課〉

< 設計図の程度
2. 6 月銑編輯方針決定の件 古川 平 君 旭 直 赤川 町6ノ720 ノ

第 二 重f外的事項 3. 防火改修座談合開催の件 I( 中西建築事務所〕

l. 建築の認可許可事項を迅速
4. 5 月裁は25周年記念放である儀

地 方 曾 員

にする事
格頁の件

2. 手緩の簡易化

青木 ・灘 夫 君 漢 口 日 本 租 界 成 忠 街

3. 設計業者を地方践に於て認

動

61鋭( 株式合枇竹中

定する事

奮 員 静 工務底〉

4. 材料の配給の激i僚を知ら し

任二お

安岡 巨 君 東 京 市 溢 谷 直 代 官 山

むる事

町代官 山アパート 26

5. 非常時下建築;者法規の改正

5完備ノ 93 ( 住宅聖子園

舎 員

補正の件

建築部〉

主主同五良11君 盤中市新免 943 ( 大

6. 官隙聖子緒方法の改善

阪府警F察官官建築課〉

占星川 庄八君 東舞鶴市官全部下4ノl

12木村正E出張所( 株

第 四 宮s 1量 〈第 10回〉 岩 尾 元 治 君 市11戸市立合区生悶i町

式舎枇木封組〉

時 3月13日午後6時一8時 l ノ27 ノ5岩尾工務応

所 笛倶楽部室 上原健二君紳戸市 淡事 ｕｾ 中山 ｲ 6  

特 別 賞 助 員

出 席 者 幹 事 伊 東 ノ190 ( 閥谷組〉
稲 川 三 郎 君 北 区 末 氏 町 3

委 員 岩 尾、松久保、Ij 、西 工藤 梁 君 大 阪 市 北 直 中 ノ 烏 ( 大 林 義 治 君 天 王 寺 区上本町 8 の

岡本 、木村 大阪市役所土木部獲 54 ( 日産興業株式合

議 事 地課〉 枇〉

l. 四合連合の案文七羽目を' 骨子と 闘谷ヨ三治虫11君 申1
1戸市王手合直雲井遁 木村港次郎 君 京 都 市 ド 京 区 北tl 、路

して意見議・の提出求め其れに依 4 ノ17 ( 自管〉 通商i伺院i I l : 入井筒町

り答申案を作成する事 とす。 望月先治虫11君 紳 戸 市 林 悶 医 大 遭 遇 650 ( 日本工科株式

ＲＮ ｾｬｨｬ は Ｓ 月ＧＱ Ｐ Ｇ に開催する激定な レ5 ( 胸谷組〉 合枇〉

るも日時に就きでは伊東幹事ー 大野 宗主柱君此花区中江町17 ( 株 1J'. 回 忠 次 郎 君 旭 区 放 出 町7ノ7 (1J'. 

任 式合枇鴻池組〉 悶組〉

8 9  v  



卒 井 武 次 君 神戸市科I戸直元町通

6ノ232(興亜工業 J W)

井上 敏勉君 尼 崎市小 島北ノ町 32

( 自管〉

椿 長 一君 兵 庫l豚三原郡 倭文 村

庄田土井 ( 谷安組〉

金木 雄 三君 兵庫蘇武庫郡本 山 村

岡 本 ( 東亜化工株 式

合枇)

加 納 久 雄 君 京都 市 上京直ノj、山西

大 野 町66 ( 自答) .

黒川 瀬三郎君西] i l [ 江戸堀ド逼2の2

( 白書f )

山 田 甚 作君 豊中 市 字 南 万 根 山

196ノ1 ( 日東紡績株

式合祉大阪管業所〉

普 通 賛 助 員

小谷 利良[1君 京都市 F 京区中堂守

庄ノ内 西町27

南海' 大六君 佐世保海軍建築部

小 林 停七 君 府 下三島郡高槻町高

西( 長谷部竹腰建築

事務所〉

寺 井 栄 治 郎 君 京都市伏 見直向島庚

申町

逗

曾 安

秋山禁ニ 君、魚図常治君、小関 武

雄 君、谷垣宣ニ君 、山下正 君、山

本 和夫君、山 内武雄 君、踊富清君

杉浦文雄 君、松尾博之君、島問疋

三 君、平川 節 三 君、住 友謙二君

地 方‘ 曾 員

山 内武雄 君

特 別 賞 助 員

上村慶 一君、瀧 田安市 君、高岡宏

一郎 君、古海 奥三八君

普 通 貨 助 員

塚本新司君、 中川浅治良[ ¥君、 山崎

成 君、黒 田三 男 君、藤本粂維君、

阪本健吾君、 阪本政一君

v  9 0  

浅沼五?

舎 員

山l採短大良[1君 東 淀川区閥次 l町643

中島猪之 吉 君 市'" 戸市 灘区棲口 町 2

/ 21  

後藤 勝 男 君 府下 中河 内郡玉川村

字 稲 葉 902

和 田 義弘君 北区宗是 町 1.  ( 大 阪

ピル問中工業株式合

祉大阪支応内 〉

上 野 一三君 府下豊能郡庄内町大

字島 江5ノl

野津 勉 君 兵 庫 際 傷 痕 軍人兵庫

療養所第 7 病棟 5 ｾ売

皇室

井手 正 雄 君 京都市上京直小 山下

総 町35

地 方 曾 員

大 岩 貞雄 君 富 山県系射 水郡大門町

失ヨヨ紡綴枇宅

千原 大 五 郎 君 東 京市 世岡谷直代 田

町2の823 西丸修方

中村 謙 治君兵庫県草武庫郡御影 町

字 御 量87ノ l

佐藤 静 夫 君 満 洲 閣 安 東市大平日直

4番通 5の 2ノ2} ¥満

洲閣安東市 大和W; 4

番 通6ノl 日産 土木株

式曾枇安東出政所〉

懸山 良雄 君 佐世保市 祇 園 町 64

村田方

周波 卓爾君 満洲鞍 山市 元 町32 ノ

2 ぐ満洲飛鳥組 出 版

Jifr 内〉

梶 垣 寛 君 宣伝天市鍛西区雲主主街

一段 165

森 脇 圭 三 君 悲天市大和直高千穂

遁 13銃 ノ4

西 山 唯志 君 主主京市 杉並区高園寺

6ノ642

前 回 :益 増 君 宮 披l隊名取郡舘膝村

飯 ノ坂( 株式合従浅

沼組.tt) 回出必m内)

大 瀧 丈 夫 君 北支汲遺成第5300部

隊近藤除

宮村 次 郎 君 千 葉市長洲 l ノ90

井 尻 義 雄 君 滋 賀l際7衛生郡 安土村

大 学常幾寺上 横 町

村井 主主君 東京市麹町亙大手 町

厚 生省生活局住宅課

鈴 木 和 夫 君 京 妓府京後遺艇建 築

課気付

西村 清士君 満洲第 374 部 隊満洲

滋石 一夫 君 閥遼陽市本町81繭高

組方

普 通 賛 助 員

津 周 豊 治 君 朝鮮 成 鏡北道清津府

東 71<南町 100 ( 三菱

清津製銭所新築工 事

場 大林組三菱清津出

張 所内〉

平野八十* 君 兵庫県草武庫郡御影 町

西: zp: 野御影荘内

天津 勇君 府下北河 内郡亥 呂岐

村 香恩襖ケ丘 畑下方

普 通 賛 助 員

豊 田 正 雄 君 昭和 16年7月3日逝去

諮んで哀悼のな を表

す



F肩 輯

後 記

自に背葉、山ほと〉ぎず 、初 鰹のi応とはな り

Fl o I し候て、編輯笛・ニ需は: i Mり廻って筆者ーの希と

もなっ fこが、 一二向に鎚 り映 えもせぬこ と彩し

し 誠陀; 恐縮千高1佳子ご相梢まぬ弐第である 。

時 恰 し わ が 日 本 建 築 協 令官IJ 立 25年記念式典

K 際 合 し、世が世ならばあま fこの計聾もなし

得て「建築 と枇合」ぞ いと もりんら んに飾る

すべ J ) あ るも のを御時 世なれば致 し方無之 、

いとも つ〉まし〈 、自祝( 自mHとあらす・) 式! I i !

を報す る る程度 Ｇｋｾ て引下るもいみじき弐第なり

それはさてお守 、我が協合・の生みの親、育

ての親fこる片岡 台長を初め 、幾多長老の方々

のおお司集まりをを? 得て「協合

座談食食; ' 及び中竪各位 lに亡よつて「建築界の j将1符寄来

をを? 詩る」座談命合. の二つ をを?什{仙催H佳: し、本誌に掲載 し

得? こことは 、定石にしてあき Tこらぬ忠ひはず

れど、せ めて もの合員諸賢への限 り物として

捧げる 。

共 他、記念事業 として、慰霊 祭、見畢 後 行

ｩｦ ｬｾ 習諦演合など計 聾 中 のもの数多 く あるが 、

何 れ 時 機密見 て 本 誌に報告する としよう 。

建築界新謹制樹立要望の盤 を聞いてから大

分久しくなるが、こ の間我が協百? に於いても

夫々 の部合・. f t ' 設り検討中であっ? こが、 その う

ち二三 の部 合 より結県被告を得Tこので 、 こ〉

l亡紹介する 。

叉 、母善命、協台 、土台・、業 協合・の四台i腕合

の協議拘' f ' L 於ける報告を本 合に寄せられf この

で併せお日 lとかりる 。

編 続 常 務

伊 藤 手11 夫 大 下 11国 三 郎

新l 田w:小 林 百号

敵機、愈々本土 l亡襲来し、一位; 凶i 己の緊 張

を促ナ。 「備へあれば袋ひなし J J - H立おさお

さ; 怠りなく努められよ。( こ)

建 築 と 祉 曾

第 25輯 第 5披

l 冊 50銭 ( 郵 務2鎗〉

毎月 l 回l 日 愛 行 定 償 ⑨

Ｑ ＺＱ冊 Ｖ 圏 Ｈｾ 24銭 〉

昭和 f7年4月初日印刷' 昭和 17年5月! 日蛮行

設行 ・編斡 戸 川 弘

印 刷j 人

大阪市北直朝日ピル日本建築協曾内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 祉

大阪市西直江戸堀南通 2 丁目 13番 地

議 行 所 ER 日 本 建 築 協 令

大阪市北i I l 中之島 3 ノ 3 靭 日 ピ ル

電話長北漬 (23) 4501番 ( 9)

振嘗口座大阪 3 9 9 7 5 番

目本出版文化協合曾員番統2 2 2 0 4 3

恩 給 元 日本出版配給株 式合 枇

東京市静岡直淡路町二 丁 目 九 番 地

禁 縛 載

本5売に掲載せるものは一切 ζ れを無断にて

樽載 し又は単行本に上梓その他の複製行軍事

をなすことを禁ず。

、，、-' vvv、内内"^̂ '
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